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巻頭写真図版 1

古人幡付近遺跡出土統一新羅土器 (撮影 :牛島 茂氏)



巻頭写真図版 2
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巻頭写真図版 3

石見地方出土近世揖鉢 (左から横路古墓、空崎商店裏遺跡、長東坊師窯跡、北ヶ迫遺跡出土)
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建設省浜田工事事務所においては、活力に満ちた石見地域を目指して、くらし

の利便性、安全性、快適性の向上を図り、人や自然にやさしい環境形成にも配慮

しつつ、道路整備を進めているところであります。

江津地区においても一般国道 9号の交通混雑を緩和して円滑な交通を確保し、

地域社会の発展に資するため、一般国道 9号のバイパスとして江津道路の事業を

進めています。この道路は当面、山陰自動車道の機能を併せ持つ道路として活用

を図ることとしており、国土の骨格を担う重要な道路でもあります。更に、過疎

化が進み、若者の流失に悩むこの地域に活力を吹き込む道路でもあります。

道路整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも充分配慮しつつ関係機関と協議し

ながら進めていますが、避けることのできない文化財については、道路事業者の

負担によって必要な調査を実施し、記録保存を行っています。

江津道路においても、道路予定地内にある埋蔵文化財について島根県教育委員

会と協議し、同教育委員会や江津市教育委員会のご協力のもとに平成3年度から発

掘調査を実施してきております。

本報告書は、平成 9年度に実施した「神主城跡」、「横路古墓」、平成 9。 10年度

に実施した「古人幡付近遺跡」、平成10年度に実施した「室崎商店裏遺跡」の調査

結果をまとめたものであります。本書が郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料と

して、学術および教育のために広く利用されると共に、道路事業が埋蔵文化財の

保護にも充分留意しつつ進められていることへのご理解をいただくことを期待す

るものであります。

最後に、今回の発掘調査および本書の編集にあたり、御指導御協力いただいた

島根県教育委員会ならびに関係各位に対し心より謝意を表すものであります。

平成 12年 3月

建設省中国地方建設局浜田工事事務所

所 長 藤 井 輝 夫





島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受けて、平成 4年度か

ら一般国道 9号江津道路建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施し

てきておりますが、このたび報告書を刊行する運びとなりました。本報告書は平

成 9。 10年度に調査を実施した江津市二宮町、敬川町に所在する神主城跡、室崎

商店裏遺跡、古八幡付近遺跡、横路古墓の調査結果をとりまとめたものです。

江津市は、中国地方最大の江川が日本海に入る河口左岸の江津を中心に東西に

開けています。江津は江川水運の終点で、山陰沿岸の水運の寄港地でもありまし

た。中世における江川は一般的な物資の流通路であるにとどまらず、鉄や銅等の

鉱石やその製品の搬出路としても機能していました。

今回調査した古人幡付近遺跡では、石見地方で初の分銅形土製品や本州日本海

側で初の統一新羅土器が出土しており、古くから他地域との盛んな交流があった

ことがうかがわれます。また、弥生時代中期の環壕集落や石見では大形の横丈式

石室をもつ古墳などが検出され、今まであまり知られていなかった古代石見の

人々の生活を知るうえで貴重な資料になると考えられます。

本書が、地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心を高める一助となれば幸

いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり御協力を項きました地元の皆様

や建設省浜田工事事務所、江津市教育委員会、浜田市教育委員会、桜江町教育委

員会、日原町教育委員会をはじめ、関係者の皆様に厚くお礼を申し上げます。

平成 12年 3月

島根県教育委員会

教育長 山 暗 雄悠
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1.本書は、建設省中国地方建設局の委託を受けて、島根県教育委員会が平成 9。 10年度に実施し

た一般国道 9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.平成 9。 10年度に実施した発掘調査地は下記のとおりである。

平成 9年度

神主城跡        島根県江津市二宮町神主1867外

飯田罐 跡        島根県江津市二宮町神主2053外

古人幡付近遺跡 6。 7区  島根県江津市敬川町373-1外

横路古墓        島根県江津市敬川町541外

平成10年度

室崎商店裏遺跡     島根県江津市敬川町2047-1外

古人幡付近遺跡 8・ 9区  島根県江津市敬川町242外

長東坊師窯跡      島根県浜田市上府町口262-9外

3,調査組織は下記のとおりである。

[平成 9年度]

〔事務局〕 島根県教育庁文化財課  勝部 昭 (課長)、 島地徳郎 (課長補佐)

埋蔵文化財調査センター 宍道正年 (セ ンター長)、 古崎蔵治 (課長補佐)

渋谷昌宏 (同企画調整係主事)

〔調査員〕 東森 晋 (埋蔵文化財調査センター主事)、 池田哲也 (同教諭兼主事)

舟木 聡 (同臨時職員)、 中西一郎 (桜江町教育委員会課長補佐)

中井将胤 (日原町教育委員会主事)

〔調査協力〕 宮本徳昭 (江津市教育委員会)、 原 裕司 (浜田市教育委員会)、 榊原博英 (同 )

〔調査指導〕 山中敏史 (奈良国立文化財研究所)、 山根正明 (島根県立松江南高校)

今平利幸 (宇都宮市教育委員会)、 鈴木徳雄 (児玉町教育委員会)、 大熊季広 (同 )

隧理作業員)上手文子、鹿森三鈴

[平成10年度]

〔事務局〕 島根県教育庁文化財課 勝部 昭 (課長)、 島地徳郎 (課長補佐)
埋蔵文化財調査センター 宍道正年 (セ ンター長)、 秋山 実 (課長補佐)

松本岩雄 (課長補佐)、 川崎 崇 (同企画調整係主事)

〔調査員〕 岩橋孝典 (埋蔵文化財調査センター主事)、 東森 晋 (同主事)

佐野木信義 (同講師兼主事)、 寺尾 令 (同臨時職員)、 舟木 聡 (同臨時職員)

梅木茂雄 (同臨時職員)、 岩田和郷 (同臨時職員)、 内藤大司郎 (同臨時職員)

〔調査協力〕 原 裕司 (浜田市教育委員会)、 榊原博英 (同 )

〔調査指導〕 山中敏史 (奈良国立文化財研究所)、 田中義昭 (島根大学)、 嶋田春男 (嶋田窯業所)

陛理作業員)上手文子、鹿森三鈴
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(南東から)



写真図版70

上 :古八幡付近遺跡

下 :古八幡付近遺跡

写真図版71

上 :古八幡付近遺跡

下 :古人幡付近遺跡

(南東から)

写真図版72

上 :古人幡付近遺跡

(南から)

下 :古八幡付近遺跡

写真図版73

上 :古人幡付近遺跡

下 :古人幡付近遺跡

写真図版74

上 :古人幡付近遺跡

下 :古人幡付近遺跡

写真図版75

上 :古八幡付近遺跡

(南から)

下 :古人幡付近遺跡

写真図版76

上 :古人艦付近遺跡

下 :古八幡付近遺跡

写真図版77

上 :古人幡付近遺跡

下 :古人幡付近遺跡

写真図版78

上 :古人幡付近遺跡

下 :古人膊付近遺跡

(】ヒから)

写真図版79

上 :古八幡付近遺跡

下 :古八幡付近遺跡

写真図版80

上 :古人幡付近遺跡

下 :古八幡付近遺跡

写真図版81

上 :古人幡付近遺跡

下 :古八幡付近遺跡

写真図版82

上 :古人幡付近遺跡

下 :古人幡付近遺跡

(南から)

8-3区調査風景 (南から)
8-3区北側堆積土 (南から)

段状遺構 12、 集石 3(北から)

段状遺構12堆積土層

段状遺構12床面遺物出土状況

段状遺構13(北西から)

段状遺構14・ 15(南から)

段状遺構14Pl(南 から)

段状遺構16～ 19(南から)

段状遺構16・ 17(北から)

段状遺構16・ 17堆横土層

段状遺構16調査風景 (南西から)

建物31P6准根 (南東から)

建物31P9内青磁皿出土状況

段状遺構16柱宏内遺物出土状況

建物31Pl内 の礎板

段状遺構18・ 19(北東から)

段状遺構19壁溝土層断面

柱列 9東側柱友内の石

柱列 9西側柱穴内の石

段状遺構20(北東から)

土壊 8(東から)

9区調査前 (北西から)

9区調査前 (北から)

竪穴住居 1(南から)

竪家住居 1床面検出状況

写真図版83

上 :古人llS付近遺跡 竪家住居 1堆積土層 (北西から)
下 :古八幡付近遺跡 竪宏住居 1壁体溝内遺物出土状
況 (南東から)

写真図版84

上 :古八幡付近遺跡 竪穴住居 2、 建物36(南から)
下 :古人幡付近遺跡 竪λ住居 2、 建物36調査風景

(】ヒ西から)

写真図版85

上 :古人幡付近遺跡 竪穴住居 2堆積土層 (北から)
下 :古人幡付近遺跡 竪穴住居 3・ 4(南東から)
写真図版86

上 :古八幡付近遺跡 環壕プラン検出時 (北から)
下 :古人幡付近遺跡 環壕プラン検出時 (西から)

写真図版87 古人幡付近遺跡 環壕調査風景 (北から)
写真図版88

上 :古八幡付近遺跡 環壕北側遺物出土状況 (北から)
下 :古八幡付近遺跡 環壕西側遺物出土状況 (東から)
写真図版89

上 :古人幡付近遺跡 環壕西側礫出土状況 (北から)
下 :古人幡付近遺跡 環壕西側礫出土状況 (南から)
写真図版90

上 :吉入幡付近遺跡 環郷 ライン土層断面

(西から)

下 :古人幡付近遺跡 環壕BB'ラ イン土層断面

(】と東から)

写真図版91

上 :古八幡付近遺跡 環壕CC'ラ イン土層断面

(】しから)

下 :古八幡付近遺跡 環壕DD'ラ イン土層断面

(メヒから)

写真図版92

上 :古八幡付近遺跡 環壕北側完掘後 (南西から)
下 :古人幡付近遺跡 環壕西側完掘後 (北から)

写真図版93

上 :古人膊付近遺跡  1号墳発見時 (北から)

下 :古八幡付近遺跡 1号墳墳丘 (南東から)

写真図版94 古八幡付近遺跡 1号墳石室 (北西から)

写真図版95

上 :古八幡付近遺跡 1号墳石室内堆積土層 (北から)

下 :古人幡付近遺跡 1号墳開塞石 (西から)

写真図版96

上 :古八幡付近遺跡 1号墳石室 (北西から)

下 :古八幡付近遺跡  1号墳石室奥壁 (北西から)



写真図版97

上 :古八幡付近遺跡 1号噴石室 (北から)

下 :古人幡付近遺跡 1号墳石室控え積の石

(西から)

写真図版98

上 :古八幡付近遺跡 1号墳石室奥壁と左側壁

(西から)

下 :古人幡付近遺跡 1号噴石室奥壁と右側壁

(】しから)

写真図版99

上 :古八幡付近遺跡 1号墳石室開田部 (南東から)

下 :古人幡付近遺跡 1号墳石室根石及び掘り方

(東から)

写真図版100

上 :古人幡付近遺跡 1号墳石室床面遺物出土状況

(南西から)

下 :古人幡付近遺跡 1号墳周溝内遺物出土状況

(】ヒ東から)

写真図版101

上 :古人峙付近遺跡 1号墳周溝内須恵器甕出土状況

(南東から)

下 :古八膊付近遺跡 1号墳周溝内須恵器甕底部及び

蓋邦出土状況 (南束から)

写真図版102

上 :古人幡付近遺跡 1号墳北側遺物出土状況

(北西から)

下 :古人幡付近遺跡 天丼石と思われる石材

写真図版103

上 :古人幡付近遺跡 2号墳調査前 (北から)

下 :古八幡付近遺跡 2号墳墳丘検出時 (東から)

写真図版104

上 :古八幡付近遺跡 2号墳石室上の集石 (北から)

下 :古人幡付近遺跡 2号墳石室調査風景 (南から)

写真図版105 古人幡付近遺跡 2号墳 (南東から)

写真図版106

上 :古八幡付近遺跡 2号墳盛土内の石組み (南から)

下 :古八幡付近遺跡 2号墳盛土内の石組み (北から)

写真図版107

上 :古人幡付近遺跡 2号墳西側盛土断面 (南から)

下 :古八幡付近遺跡 2号墳盛土除去後 (南東から)

写真図版108

上 :古八幡付近遺跡 2号墳石室 (南から)

下 :古八幡付近遺跡 2号墳左側壁 (南東から)

写真図版109

上 :古八幡付近遺跡 2号墳石室根石及び掘り方

(南から)

下 :古人幡付近遺跡 2号墳石室根石及び掘り方

(】ヒから)

写真図版■0

上 :古人峙付近遺跡 土壊10土層断面 (】ヒ東から)

下 :古人艦付近遺跡 9区調査風景 (南東から)

写真図版111

上 :古八幡付近遺跡 建物 1～ 7出土遺物

下 :古人幡付近遺跡 建物■出土遺物

写真図版■2

上 :古人謄付近遺跡 溝状遺構 5出土遺物

下 :古人幡付近遺跡 段状遺構 2出土遺物

写真図版■3

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構 2出土遺物

下 :古人騰付近遺跡 段状遺構 2・ 3周辺、土療 1出

土遺物

写真図版■4

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構 3周辺、段状遺構 4出

土遺物

下 :古人幡付近遺跡 段状遺構 4出土土錘

写真図版■5

上 :古人幅付近遺跡 段状遺構 5、 建物15出土遺物

下 :古八幡付近遺跡 建物15出土遺物

写真図版116 古八幡付近遺跡 6'7区 出土縄文土器、

弥生土器、石器

写真図版117

上下 :古人幡付近遺跡 6区出土遺物

写真図版118

上下 :古八幡付近遺跡 6区出土遺物

写真図版119

上 :古人幡付近遺跡 6区土石流出土遺物

下 :古人幡付近遺跡 6区土石流出土遺物、 7区出土

遺物

写真図版120

上下 :古人幡付近遺跡 7区出土遺物

写真図版121 古人幡付近遺跡 7区出土遺物

写真図版122

上下 :古八幡付近遺跡 7区出土遺物

写真図版123

上下 :古人幡付近遺跡 6・ 7区出土遺物

写真図版124

上 :古人幡付近遺跡 6・ 7区出土金属器



下 :古人幡付近遺跡 8-2区 出土石器
写真図版125 古八幡付近遺跡 8-2区 出土石器
写真図版126

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構 8。 9、 8-1・ 2区

遺構外出土遺物

下 :古八幡付近遺跡 建物 16～ 24柱穴及び周辺出土

遺物

写真図版127

上 :古八幡付近遺跡 建物16～ 24柱穴及び周辺出土

遺物

下 :古八幡付近遺跡 建物16～24周辺出土遺物
写真図版128

上 :古人幡付近遺跡 建物16～24周辺出土遺物
下 :古八幡付近遺跡 建物25～ 28周辺出土遺物
写真図版129

上下 :古人購付近遺跡 建物25～ 28周辺出土遺物
写真図版130

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構10出土石臼

中 :古八幡付近遺跡 段状遺構12床面出土遺物
下 :古人幡付近遺跡 段状遺構12、 集石3出土遺物
写真図版131

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構 13、 溝状遺構10出土

遺物

下 :古人幡付近遺跡 段状遺構13及び周辺出土統一

新羅土器

写真図版132

上下 :古人幡付近遺跡 段状遺構16出土遺物
写真図版133

上下 :古人幡付近遺跡 段状遺構17周辺出土遺物
写真図版134

上 :古人幡付近遺跡 段状遺構17周辺出土遺物
下 :古人幡付近遺跡 段状遺構18出土遺物
写真図版135

上 :古八幡付近遺跡 段状遺構18・ 19出土遺物
下 :古人幡付近遺跡 8-3区 出土遺物
写真図版136

上下 :古人膊付近遺跡 8-3区 出土遺物
写真図版187

上 :古人幡付近遺跡 8-3区 出土遺物
中 :古人幡付近遺跡 8-2区 基壇裾出土鉄滓
下 :古人幡付近遺跡 竪丈住居 1・ 2出土遺物
写真図版138

上 :古人幡付近遺跡 竪穴住居 2出土遺物

下 :古人幡付近遺跡 竪穴住居 2・ 3,4、 建物36出
土遺物

写真図版139

上下 :古人幡付近遺跡 環壕出土遺物
写真図版140

上下 :古人幡付近遺跡 環壕出土遺物

写真図版141 古八幡付近遺跡 環壕出土遺物
写真図版142

上下 :古人幡付近遺跡 環壕出土遺物

写真図版143

上下 :古人膊付近遺跡 環壕出土遺物
写真図版144 古人幡付近遺閉 環壕出土遺物
写真図版145

上下 :古八幡付近遺跡 環壕出土遺物
写真図版146

上 :古人幡付近遺跡 環壕及び 9区出土石器
下 :古八幡付近遺跡 1号墳出土遺物

写真図版147 古人幡付近遺跡 1号墳出土遺物

写真図版148 古人幡付近遺跡 1号墳出土遺物

写真図版149 古人幡付近遺跡 1号墳北側出土遺物

写真図版150

上 :古人幡付近遺跡  1号墳北側出土遺物

下 :古人幡付近遺跡 2号墳出土遺物

写真図版151

上 :横路古墓 横路古墓と古人幡付近遺跡 (南西から)
下 :横路古墓 近世加工段 (真上から)
写真図版152

上 :横路古墓 近世加工段 (南東から)
下 :横路古墓 近世加工段造成土断面 (南東から)
写真図版153

上 :横路古墓 調査前全景 (南西から)
下 :横路古墓 段状遺構 1(北西から)
写真図版154

上 :横路古墓 建物1調査風景 (北西から)
下 :横路古墓 建物1堆積土層 (北西から)
写真図版155

上 :横路古墓 建物 2(東から)
下 :横路古墓 建物 2P2土層断面 (東から)
写真図版156

上 :横路古墓 段状遺構 2堆積土層 (東から)
下 :横路古墓 段状遺構 3(南東から)
写真図版157

上 :横路古墓 近世加工段調査前 (南東から)
下 :横路古墓 近世加工段調査風景 (北西から)



写真図版158 横路古墓 建物 3～ 5(南東から)

写真図版159

上 :横路古墓 建物 5床面祭祀 (南から)

下 :横路古墓 建物 3柱穴内の根石 (北西から)

写真図版160

上 :横路古墓 土媛墓群上層集石 (南東から)

下 :横路古墓 土疾墓群上層集石断面 (束から)

写真図版161

上 :横路古墓 土羨墓群調査風景 (北西から)

下 :横路古墓 土躾墓群完掘時 (北西から)

写真図版162

上 :横路古墓 土躾墓 4標石 (南から)

下 :横路古墓 土療墓 5(南から)

写真図版163

上 :横路古墓 土娠墓 1(南から)

下 :横路古墓 土療墓 3・ 4(南から)

写真図版164

上下 :横路古墓 建物 1、 段状遺構 1・ 3出土遺物

写真図版165

上下 :横路古墓 I区出土遺物

写真図版166

上下 :横路古墓 建物 2周辺出土遺物

写真図版167

上下 :横路古墓 土器溜まり、Ⅱ区出土遺物

写真図版168

上 :横路古墓 土器溜まり、I区出土遺物

下 :横路古墓 近世加工段出土遺物

写真図版169

上 :横路古墓 近世加工段出土遺物

下 :横路古墓 近世加工段造成土出土遺物

写真図版170

上下 :横路古墓 近世加工段造成上出土遺物

写真図版171

上下 :横路古墓 近世加工段造成上出土遺物

写真図版172

上下 :横路古墓 近世加工段造成土出土遺物

⑤
降
ｏ

神主城跡 。室崎商店裏遺跡

古八幡付近遺跡・横路古墓

神主城跡・室崎商店裏遺跡・古人幡付近遺跡・横路古墓の位置





1.調査に至る経緯





調査に至る経緯

一般国道 9号江津道路は、建設省により自動車専用道路として 4車線道路の建設が計画された。

起点は江津市渡津町、終点は浜田自動車道浜田インターチェンジである。この計画は江津市内の交

通渋滞の緩和と、石見地域の高速交通網の整備を目的としている。

江津道路建設の計画を受け、島根県教育委員会文化課 (以下文化課という)は、平成元年に江津

市嘉久志町から敬川町までの分布調査を行い13ヶ所の遺跡の存在を確認している。

平成 3年 1月 に 4者協議 (建設省浜田工事事務所、県土木部、文化課、江津市荻育委員会)を行

い、発掘調査について具体的な検討がなされた。その結果、平成 3年度には建設省の委託を受けた

江津市教育委員会が発掘調査を行うこととなり、 7月 に江津市二宮町の半田浜西遺跡、翌平成 4年

1月 には同都野津町のカワラケ免遺跡、鹿伏山遺跡の トレンチ調査が行われた。これらの遺跡の調

査の後、 3者協議 (建設省、江津市教育委員会、文化課)を行い、平成 4年度から文化課が本調査

に入ることになった。

平成 4年度は鹿伏山遺跡、半田浜西遺跡の調査を行い、平成 5年度には江津市嘉久志町の久本奥

窯跡、同二宮町の二宮C遺跡、同敬川町の古人幡付近遺跡、カワラケ免遺跡の調査を行い、平成 6

年度には江津市嘉久志町の嘉久志遺跡、同二宮町の飯田C遺跡、古人幡付近遺跡 1～ 5区の調査を

行った。平成 8年度には江津市二宮町の恵良遺跡、同波子町の大田屋窯跡の調査を行い、平成 9年

度には江津市二宮町の神主城跡、飯田A遺跡、古八幡付近遺跡 6。 7区、同敬川町の横路古墓の調

査を行なった。また、 9月 には予定ルー トの変更に伴う遺跡の分布調査の依頼を受け、12月 から3

月にかけて再度分布調査を実施した。その結果、新たに 8ヶ所で遺跡の存在を確認した。平成10年

度には、江津市敬川町室崎商店裏遺跡、古人幡付近遺跡 8・ 9区、浜田市上府町の長東坊窯跡調査

を行った。また、 9年度に新しく確認された遺跡のうち 2遺跡については、10年度に再度検討した

結果、本調査を行う遺跡から除外している。
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江津道路建設予定地内発掘遺跡一覧 (平成12年 3月玩在)

遺  跡  名 発掘年度 主 な 内 容 備 考

半 田 浜 西 遺 跡 平成 4年度 弥生～中世 集落跡
掘立柱建物 2、 溝10、 土羨 1、 石積み

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書 I

鹿 伏 山 遺 跡 平成 4年度 土羨 1、 縄文土器 一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書 I

二 宮 C遺 跡 平成 5年度 弥生時代後期 集落跡
古墳時代中期 集落跡、竪穴住居
中世 掘立柱建物 2

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書 I

久 本 奥 窯 跡 平成 5年度 7世紀後半～ 8世紀後半 地下式登窯跡
掘立柱建物 1

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書 I

古 人 膊 付 近 遺 跡 平成 5年度

平成 6年度

平成 8年度

平成 9年度
平成10年度

縄文～近世 集落跡
弥生中期 環壕集落跡
竪束住居 4、 掘立柱建物46、 溝15、 土羨

10

水田跡、古墳 2(横穴式石室)

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査

報告書Ⅱ・皿

嘉 久 志 遺 跡 平成 6年度 時期不明 経塚 上羨 1 一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ

飯 田 C遺 跡 平成 6年度 散布地

弥生土器、須恵器、土師器

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ

恵 良 遺 跡 平成 8年度 古代末～中世 集落跡
掘立柱建物 6、 溝 6

平成 8年度

埋蔵文化財調査センター年報

大 田 屋 窯 跡 平成 8年度 石見焼生産遺跡

連房式登り窯 1、 作業場

平成 8年度
理蔵文化財調査センター年報

神 主 城 跡 平成 9年度 中世 山城跡
郭、腰郭、土塁、堀切、上壊墓18、 小炭

窯 1、 溝 1

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ

飯 田 A遺 跡 平成 9年度 石見焼生産遺跡

連房式登り窯 1、 作業場跡 3

平成 9年度

埋蔵文化財調査センター年報

横 路 古 墓 平成 9年度 古墳後期 集落跡
近世 集落跡
掘立柱建物 5、 土娠墓 5

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

室 崎 商 店 裏 遺 跡 平成10年度 古墳

横穴式石室

一般国道 9号江津道路建設

予定地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

長 東 坊 師 窯 跡 平成10年度 石見焼生産遺跡

連房式登り窯 1、 建物跡 1、 粘土採掘坑

平成10年度

理蔵文化財調査センター年報

佐 々 木 窯 跡 平成11年度 石見焼生産遺跡

連房式登り窯 1、 作業場、道

平成二年度

埋蔵文化財調査センター年報

上 條 古 墳 平成11年度 古道 (上橋)

時期不明の段状遺構、加工段

平成■年度

埋蔵文化財調査センター年報

上 條 遺 跡 平成 11年度 柱床群、古道

白磁Ⅳ類碗

平成二年度

埋蔵文化財調査センター年報

堂 々 窯 跡 平成11年度 近世後半～末期

炭窯跡 (半地下式構造)

平成11年度

埋蔵文化財調査センター年報

先打井畑遺跡 I区 平成12年度
以 降

先 打井畑遺跡 Ⅱ区 平成12年度

以 降

先打井畑遺跡 Ⅲ区 平成12年度

以 降

大 尾 谷 遺 跡 平成12年 度

以 降

立 女 遺 跡 平成12年 度

以 降

山城跡

上 ヶ 山 遺 跡 平成12年度

以 降
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2.神主城跡・室崎商店裏遺
跡・古八幡付近追跡・横路
古墓の位置と歴史的環境





神主城跡・室崎商店裏遺跡・古八幡付近遺跡・

横路古墓の位置と歴史的環境

島根県中部に位置する江津市は、北に日本海を望み、市の中央を中国地方最大の河川である江川

が流れ、日本海に注いでいる。神主城跡・室崎商店裏遺跡・古人幡付近遺跡・横路古墓の所在する

江津市二宮町 。同敬川町は江津市西部の日本海側に位置している。両町の北部は都野津町から続く

三日月形の沖積平野となっており、南部には標高約150～ 200mの山塊が広がっている。沖積平野の

中心に位置する二宮町東部には水尻川が、西部に位置する敬川町には敬川が江津市南部の山地から

日本海へと流れて込んでいる。以下、江津市内で確認された各時代の主要な遺跡を紹介したい。

旧石器・縄文時代

江津市では、現在のところ旧石器時代の遺跡は見つかっていない。縄文時代の遺跡としては、波

子町大平山遺跡群や鹿伏山遺跡、古人幡付近遺跡など教ヶ所が知られている。大平山遺跡群では縄

文中期から晩期にかけての土器が出土しており、特に縄文中期の地域的な土器型式として「波子式」

が設定されている。また、古人幡付近遺跡で出土した縄文土器は後期と晩期のものが多いが、早期

の可能性のある土器片が数点含まれている。

弥生時代

前期の資料はまだ少なく、後地町の波来浜遺跡や古人幡付近遺跡、横路古墓で当該期の土器が出

上している。中期の遺跡としては波来浜遺跡、都野津町の稲荷山遺跡、半田浜遺跡、古人幡付近遺

跡などが挙げられる。古人幡付近遺跡では環壕集落を調査しており、分銅形土製品も出土している。

また、波来浜遺跡で中期中葉の貼石墓が調査されている点も注目される。後期になると確認されて

いる遺跡の数はさらに増加する。都治町の高津遺跡、千田町の宮倉遺跡、古人幡付近遺跡では弥生

時代後期の集落跡の調査が行われており、古入幡付近遺跡では当該期の可能性のある水田跡も確認

されている。また、波来浜遺跡では中期から引き続き貼石墓が造られており、B区 1号墓は四隅突

出型墳丘墓の可能性がある。

古墳時代

古墳時代の遺物は市内各地で確認されている。集落跡としては高津遺跡、二宮C遺跡、横路古墓

が調査されている。市内で確認されている古墳は後期の横穴式石室を主体部とするものがほとんど

だが、都野津町の行者山古墳は箱式石棺を主体部とし直刀が出土している。江津市内で最も古墳が

密集しているのは江津市西部の高野山古墳群である。二宮町の天ヶ峠古墳群、高野山火塚、千田町

空山古墳群など、横穴式石室を主体部とする後期古墳によって構成されている。これに対し江川東

岸の後地町では 4基の横穴墓からなる佐古ヶ岡横穴墓群が確認されており、西部とは異なった様相

を見せている。また、古墳時代後期から奈良時代にかけて和気川流域では須恵器や瓦などの窯業生

産が行われた。久本奥窯跡はその 1つである。

古  代

江津市の古代の中心は西部の二宮町周辺と考えられている。宮倉遺跡からは石見国分寺跡と同文

の軒平瓦が出上しているほか、久本奥窯跡から浜田市下府町の下府廃寺と同文の軒丸瓦や砥尾が出
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土しておりこれらの遺跡との関係が注目される。また、二宮町の半田浜西遺跡からは奈良三彩や土

製権、越州窯青磁が、古人幡付近遺跡では統一新羅土器などの特殊な遺物が出土している。律令体

制になると地方主要道である山陰道が設定された。山陰道沿いに設けられた駅のうち、樟道・江

東 。江西の 3駅が江津にあったと言われている。江東駅が所在したと推定される渡津町では、長田

遺跡で奈良時代から平安時代にかけての須恵器 。土師器片が採集されている。また、波来浜遺跡で

も数百点に上る当該期の須恵器片が見つかっている。このほか者卜野津町の清水遺跡からは火葬骨を

納めた平安時代の須恵器壷が出土している。

中  世

古代末から中世の遺跡としては、波来浜遺跡から不 。皿や石帯を副葬した中世墓と、1000枚近い

銭貨が東になった状態で検出されている。これらの銭貨の大部分が12世紀初頭までの銭貨であるこ

とが知られている。また、三宮町の恵良遺跡では、自磁碗などの遺物を伴う掘立柱建物跡が見つか

っており、古代末から中世にかけての集落跡と考えられる。

中世には、海運で栄えた都野氏が都野郷を中心に勢力をふるっており、三宮町の神主城跡は、都

野氏に関係が深いものと考えられている。その麓にある二宮C遺跡では掘立柱建物が確認されてい

る。南北朝期、都野氏は南朝側につき、石見で戦いを繰り広げている。1386年の敬ヶ浜の合戦は敬

川河口付近で行われたと考えられるが、古人幡付近遺跡では当該期の遺構 。遺物を検出しているの

で関連が注目される。都野氏はその後も一貫して反幕府勢力として戦いを続けるが、1376年の江津

での戦闘を最後に石見での南北朝の内乱は終結している。その後戦国期には益田氏の一族である福

屋氏が江津市域に勢力を伸ばしているが、古人幡付近遺跡では引き続き遺構・遺物を検出している。

近世 。近代

近世から近代にかけては、都野津層に含まれる豊富で良質な粘土を主原料に瓦・陶器等の石見焼

の生産が活発になり、現在に至るまで江津市の主要産業の一つとなっている。石見焼の窯は山の斜

面を利用した連房式登り窯であり、市内では三浦窯跡、田室窯跡、飯田A遺跡、大田屋窯跡で発掘

調査が行われている。この結果、江津市内の窯業の歴史も徐々に明らかになりつつある。

〔参考文献〕

宍道正年 1974『島根県の縄文式上器集成 I』

江津市 1982『江津市誌』

島根県教育委員会 1992『島根県遺跡地図Ⅱ (石見編)』

島根県教育委員会 1995『一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』

島根県教育委員会 1993『一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査概報』

島根県教育委員会 1995『飯田C遺跡・古人幡付近遺跡・嘉久志遺跡』

島根県教育委員会 1973 F波来浜遺跡発掘調査報告書』

島根県教育委員会 1997 F一般国道9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』

島根県教育委員会 1997 F島根県中近世城館跡分布調査報告書 〈第1集〉石見の城館跡』

※高津遺跡は、江津市教育委員会によって発掘調査中で、担当梅木茂雄氏の教示による。
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第 1章 調査の経過と概要

第 1節 調査前の状況

神主城跡は、江津市二宮町の丘陵部と平野部の境に位置する中世の山城跡である。遺跡周辺
の都

野津・三宮地区は江津市内で最も遺跡の集中する地域で、これまでにも弥生時代から中世の遺構や

遺物が多数確認されている。また、神主城跡の南の谷奥には、室町時代頃まで神主城を拠点と
して

いたと言われる、都野氏と関係が深いと指摘される石見二宮多鳩神社が控えている。このように神

主城跡は地元では既に著名な山城で、調査前は山林になっていたが標高約92mを測る山頂周辺とそ

こから二方に伸びる尾根上には平坦地を確認することができた。さらに寺井毅氏によって略測図が

作成されており、山城の概要を把握することは比較的容易だった。

江津道路によって破壊されることになったのは神主城跡の主郭から北に向かって伸びる尾根と南

西の尾根の一部で、地表観察では確認できない遺構が存在する可能性が考えられた。南西側は平成

6年までに行った トレンチ調査で、遺構・遺物とも確認できなかったので本調査の範囲から除外し

た。北側の尾根は平成 8年度に トレンチ調査を行った結果、尾根上で179個 もの集石と備前焼の甕

の底部を検出したので、尾根上を中心に翌年本調査を行うことにした。

第 2節 調査の経過と概要

本調査は、平成 9年度 4月 16日 より開始している。調査前の丘陵は樹木が茂っていたため見通し

がきかなかったが、伐開後は非常にけ【望が良くなった。その結果、調査区外になる尾根の西側斜面

で複数の平坦地と、墓標の可能性がある石のまとまりを確認した。この段階では墓の時期を判断
で

きず、直ちに建設省浜田工事事務所と協議を行い新たに調査区に加えることにした。

調査は主郭から北に向けて伸びる尾根の東西両側 トレンチ調査と並行して丘陵西側 (I区)か ら

開始した。丘陵の西側斜面では最終的に平坦地4カ所と18基の近世の土羨墓を検出したが、調査開

始時には墓羨プランの検出に非常に苦しんだ。近世墓群の調査に手間取っている間に東側斜面
のト

レンチ調査で炭と焼上の堆積を確認したので、Ⅲ区として以後そちらを重点的に調査することにし

た。ところが建設省浜田工事事務所から、10月 に調査を予定していた古人幡付近遺跡を先行して調

査してほしいとの要望があり、調査班を二つに分けて対応することになった。このため5月 12日 か

らは作業員が半減し、 2現場を車で移動しながら同時に把握しなければならず、調査の
ペースは目

立って落ちるようになった。6月 に入ると検出からlヶ 月以上たった I区の近世墓群で、ようやく

墓羨の検出ができるようになった。幸いⅡ区は傾斜が急で調査区南側で崩壊した炭窯状の遺構を検

出するにとどまった。6月 30日 からは、神主城主郭から北に向かって伸びる尾根筋の付根部分にⅢ

区を設定し調査を開始し、雪日には古人幡付近遺跡の調査を行っていた調査班も再び合流した。Ⅲ

区では溝状遺構と集石を確認したほか明確な遺構は検出できなかった。7月 に入ると一部で
工事が

開始され、7月 29日 に現地調査を終了した。
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第 2章 調 査 の 結 果

第 1節 I区 の 調 査

調査区の立地 (写真図版 5)

近世の土羨墓群を検出した I区は、神主城本体から北側に伸びる尾根の西向き斜面に位置してい

る。標高は約51～ 59mと やや高めであり、日本海や都野津・三宮の町並みを望むことができる。

1.第 1支群 (土境墓 1～10)(第 5・ 27図 、写真図版 6・ 7・ 26)

土羨墓群の中では南側最高所に位置している。調査前から多数の集石が確認され、土羨墓群発見

のきっかけになった支群である。丘陵西側斜面を大規模に削平してカマボコ型の平坦地を造ってい

る。規模は全支群中最大の約4.5× 10mを測る。また、平坦地の南東には、 1段高い平面三角形の別
の平坦地が造られていたが、遺構は検出できなかった。この支群に限らず、神主城跡の土羨墓は、

標石は簡単に検出できるものの、肝心の墓羨の確認は当初非常に苦しんだ。しかし、近世の遺構を

調査する際にプランの検出が困難なことがしばしばあり、多少地山を削れば確認できるという調査

指導を受けたので、実際に20cm前後地山をとばしてみた。その結果、この平坦地からは全土羨墓の

半数以上になる、10基の土羨墓が確認された (写真図版 7下 )。 平坦地の規模や土羨墓数から、第

1支群が土羨墓群の内最初に築かれたか、中心的なものであった可能性が高い。平坦地からは27図

6～ 9に示した、土師質の皿、唐津系の甕、寛永通賓 (新寛永)、 鉄銭等が出土している。なお、神

主城跡で検出した土羨墓の標石は 2・ 3尺 を基準に方形に組まれるものが多く、墓羨と位置や主

軸がずれるものもある。

土墳墓 1(第 6図 )

平坦地の西側、土羨墓 2の北側で検出した。墓羨上面には石が 4個置かれていた。墓羨断面は逆

台形で壁面はやや膨らみを持つ。床面はほぼ平坦で長方形を呈している。遺物は出土していない。

土渡墓 2(第 6・ 9図、写真図版12・ 24)

平坦地の中央やや北寄り、土壊墓 1の南側、土羨墓 4と 隣接する位置で検出した。墓羨上面には

石11個が、ほぼ墓壊に沿うような形で長方形に置かれていた。墓羨断面は逆台形を呈する。床面は

平坦で平面は南側が膨らむ長方形を呈している。遺物 (第 9図)は寛永通賓 (古寛永と新寛永)が

出土したほか、床面北西で粉々に砕けた漆の膜を採取した。

土境墓 3(第 7・ 27図、写真図版 8・ 9)

平坦地の南側、土羨墓 2の南で検出した。墓羨上面には石が約70× 80cmの範囲で方形に組まれて

いた。石組みは丁度箱式石棺を組むように方形に区画した後、蓋をするように板石を置き、さらに

その合わせ目上に30cm前後の円礫を2個並べている。この石組みを解体すると、石組み中央に8～

25cmのやや緑がかった川原石が集められていた。川原石は出土状況から、本来石組みの中心にあっ

たものが、棺の陥没によって墓羨内に落込んだものと考えられる。また、この石組みに接して約

80× 100cmの石組みを検出した。ここでは27図 5の土師質土器が完形で出土している。土羨墓 3と
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4の 中間に位置するが、土壊墓 4に伴う可能性がある。墓羨断面は逆台形で北側の壁面はほぼ垂直

になる。床面は平坦で不整長方形を呈している。遺物は床面中央で刀子と漆膜が出土した。

土娠墓 4(第 8図、写真図版14)

土羨墓 2の西側約35cmの位置で検出した。墓羨上面には18～ 44cmの石が置かれていたが、二段堀

土羨の二段目の真上に置かれた 1番大きな石のみが標石と考えられる。南側に本体よりも浅い段が

付く。墓羨本体の床面はわずかに窪みを持ち、平面は楕円形を呈している。神主城跡で調査した土

羨墓の中でも特異な墓羨形態といえる。遺物は出土していない。

土境墓 5(第 8・ 9図、写真図版10・ 11・ 24)

平坦地の北側の傾斜地にかかる位置で検出した。墓羨上面には石が 6個置かれていた。また、墓

羨検出時には中央が陥没したが、土層断面からも明らかなように棺の腐食によるものである。墓羨

断面は逆台形で、床面は短辺の膨らむ長方形を呈している。棺内からは刀子、釘が出土したほか、

床面で人骨と漆の膜を検出した。人骨の状態は良好でなく、検出できたのは頭部と脚の一部と思わ

れるもののみである。頭を北にし、顔は西側を向いており、脚部は折り曲げられた状態だった。

土境墓 6(第10012図、写真図版24)

土羨墓 5の南約50cmの位置で検出した。墓羨上面より西側にずれた位置に石が置かれていた。壁

はほぼ垂直に掘られている。床面は中央がやや窪み、平面は長方形を呈 している。遺物は床面から、

釘、漆片、元豊通費 1枚、寛永通賓 5枚 (古寛永 3枚、新寛永 2枚)が出土した。このほか明灰色

の陶器碗の細片が棺内から出土した。埋め戻しの際に流入したものと考えられる。

土境墓 7(第 10図 )

土羨墓 3の東で検出した。墓壊上面には85× 95cmの丸い石が 1個置かれていた。壁はほとんど垂

直に掘られ、床面は平坦で不整長方形を呈する。遺物は出土していない。墓羨の形態は異なるも
の

の、大型の石を一つだけおいている点や墓羨が比較的小さい点が土羨墓 4と共通している。

土娠墓 8(第 10図、写真図版13)

土羨墓 3の東、土羨墓 7の南で検出した。墓羨上面には約80× 80cmの範囲で石が組まれており、

中心には板石が乗せられていた。墓羨断面は逆台形で壁面はやや膨 らみを持つ。床面は中央に向

かって窪み、不整長方形を呈している。遺物は出土していない。

土娠墓 9・ 10(第 11・ 12図 、写真図版14。 24)

平坦地の最も南、土羨墓 8の南20cmの位置で検出した。墓羨上面には石が 6個置かれていたが、

墓羨周辺にも同様の石が散乱していたので本来は他の上羨墓同様方形の石組みを構成していた可能

性もある。比較的大型の墓羨で、床面から60cm以上高い位置で刀子、釘、漆片が出土した。
このた

め 2基の土疾墓が切り合っていると判断し、深い方を上羨墓 9、 遺物を伴う浅い方を土羨墓10と し

た。壁面は南側がほぼ垂直で、北側は垂直に立ち上がった後段が付いて広がる。土羨墓 9の床面は

墓羨上面より北側に軸を振っており、ほぼ平坦で比較的整った長方形を呈している。土娠墓10の床

面は認識できなかった。

2.第 2支群 (土墳墓11・ 12)(第 13・ 27図、写真図版15・ 26)

第 1支群の平坦地の北西に隣接して造られている。平坦地の床面は第 1支群より1段低く標高約

54mを測る。平坦地の平面は不正形な平行四辺形を呈し、規模は約2.3× 4mと小さい。土羨墓は 2
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基確認された。床面からは27図 1、 2に示した土師質の皿が出上している。

土境墓11(第13図 )

土羨墓12の南側で検出した。墓羨上面からややずれた位置で方形に石が並べられていた。壁面は

北側が大きく開くほかは、ほとんど垂直に掘られている。床面は中央に向かって窪み、南側が膨ら

む長方形を呈している。遺物は出土していない。

土塘墓12(第13図 )

土羨墓■の北側で検出した。墓娠上面から西にかなりずれた位置に石が並べられていた。墓羨断

面は逆台形を呈する。床面は中央が窪み、長方形を呈している。遺物は出土していない。

3.第 3支群 (土境墓13)(第 14・ 15図 、写真図版16・ 25)

第 2支群の北西に隣接して造られている。平坦地の床面は第 2支群よりさらに 1段低くなってお

り、標高約53mを波よる。平面は不正な平行四辺形を呈し、規模は2.5× 3mと 第 2支群とほぼ同じで

あるが、確認された土羨墓は 1基のみである。墓娠上面には10～ 50cmの石が置かれていた。墓娠断

面は逆台形、床面は比較的整った長方形を呈している。遺物は釘、鋏が出上したほか、人骨 2片を

検出した。

4.第 4支群 (上境墓14～ 18)(第 16図 、写真図版16)

他の支群とは直線上に並ぶものの、やや距離を置いて造られている。最も近い第 3支群とも直線

距離で約 6m離れている。平坦地床面の標高も約51mと 第 1支群から見るとかなり低 くなる。平坦

地の平面は不正長方形を呈し、規模は3.4× 6.lmを測る。ここでは 5基の上娠墓を検出したが、標石

に使われている石が他の支群に比べて小さい点が特徴的である①

土境墓14(第16・ 18図 、写真図版18・ 25)

平坦地の南側で検出した。墓羨上面には大小の石が散乱していた。南側の壁面はほぼ垂直に掘ら

れているが、北側は床面から38cmの所で開いている。床面は比較的整った長方形を呈している。床

面から包丁、古寛永 1枚、新寛永 4枚、文銭 1枚、漆膜が出土した。

上墳墓15(第17・ 18図 、写真図版17・ 25)

平坦地の北側で検出した。墓羨上面には 4～ 26cmの石が多数置かれていた。検出時の状況から、

元来方形に並べられた集石が東側に崩れたものと考えられる。墓壊断面は逆台形で、床の平面は正

方形に近い。釘、棺金具が床面より43～ 65cm高い位置で出土したが、組み合わせ式の棺の蓋を打ち

付けたものと考えられる。また、床面中央で人骨を検出した。頭部は肱,部の下に落ち込んでおり、

顔は西に向けられていた。このほか頭部周辺では毛抜きと数珠玉 4個が出土している。

土墳墓16(第19図 )

土壊墓14の北側で検出した。墓羨上面には 8～ 26cmの石が多数置かれていた。土娠墓15同様方形

の石組みが北に崩れたものと考えられる。墓羨断面は逆台形で、床面は不整長方形を呈している。

遺物は出上していない。

土境墓17(第19図 、写真図版18)

土娠墓16の北側で検出した。墓羨上面南よりに石 9個が置かれていた。方形に組まれた石の北側

のみ残ったものであるう。墓羨は神主城跡の土壊墓群の中でも極端に浅く、特徴的である。墓羨断
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面は逆台形で、壁面は膨らみを持つ。床面は不整長方形を呈している。遺物は出土していない。

上境墓18(第19図 )

土羨墓15の南東に接する様な位置で検出した。墓娠上面には大小の石が散乱していたが、これも

元来は方形に組まれていたものと考えられる。墓羨断面は逆台形である。床面はほぼ平坦で、両短

辺が膨らむ長方形を呈している。遺物は出土していない。

神主城跡土境墓一覧
瓢告
懸 暑 支群

深さ(cm) 主   軸 出 土 遺 物 銭 貨
曾
存
人

残

1 1 N-56° 一E

2 1 870 N-735° 一E 絵 月莫 古寛 永 (1)、 新寛 永 (2)

3 1 900 N-9° 一E ノJ子 (1)、 漆月臭

4 1
うl tl

N-55° 一E

5 1
す 1035

N-14° 一E 刀子 (1)、 釘 (24)
○

1 1220 N-13・ ―E 夕」 (18,、  と
～
月冥 古寛永 (3)、 新寛永 (2)

千害涌守
`1)

7 1 螢一警
万 55( 580 N-17° 一E

1 N-345° 一E

1 N-27° 一E

10 ユ N-38° 一E
′J子  (1,、  4・J (2,

11 2 N-26° 一W

2 N-12° 一E

3 N-20° 一E イよさみ
○

1040

4 1075 N-21° 一E 百見 本 (1,、 又 rrkヽ

新官 永 (4)

4 N-8° 一E 毛抜 き (1)、 ノJ子 (1)
○

4 S-80° 一W

4 350 真   北

4 780 N-8° 一E

神主城跡遺跡 土壊墓 2、 5出土遺物 (第 9図 )

1 古銭 土娠墓
タ

寛永通賓 3 ・ 4σ)ヨロ
/1‐ ぅ井 引ギ脅ヒ

5 鉄器 刀子 土頻墓
5

(片イ具Jにのみ )栂ってい
井率I坊ミ摩とス

7 15 釘 の が霧出

くわ か橋木日木質が城る

槙不 日の不負かlV石
縦木 目
木

γ木日の木瞥

橋 木 日

釘が露出
大日が本姜

の 頭 が 露 出

暫 が 残 る

17 暫 付 着

橋 木 日

0

4 質 看

異 1貴1には縦本国の本質
があ巧ヂ/Jゝ 1こ残る

4 痛子ラ代日

全体に本質におおわれてヤ
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神主城跡遺跡 土境墓 6、 10出土遺物 (第 12図 )
番  樽 出土地点 幅(cm) 調    零 ●q    司曽| 備  考

1 百 銭 土頻基
∩

2～7の 6板豆
/.‐ハ井汁能

2 詈 涌 冒

3 未 涌 冒 (古賃 永 )

4 ″  (新 富 永 )
5 ″  (古 冨 永 )

4

∩ 1

∩ 徐 器  釘
9 全体 に構 木 日の木 管 付 着

管 付 看  横 木 日
木 日

1 4 Tが露出 横木日の本慣
1 暫イ寸看

lR 木 日

瞥 が 残 る

4 横 木 日

4

鉄 器 橋 木 日の 木 管 が 付 看

瓢
莉4 横 木 日の 木 雪 付 君

4 器

神主城跡遺跡 土境墓13出土遺物 (第 15図 )
喬  種 出上旭点 き(rll 調    整 色  調 備  考

1 鉄器 はさみ土娠墓18

種 末 日

4

構 木 日

6 構 木 日の 木 管

7

埃部にls~か に横本 国の
大暫都今残る

１

”
薄く横木 日の本質部分
蒔る

民

Hi刀弁末暫がおおう
0

横本 [
構木 F12

神主城跡遺跡 土境墓14、 15出土遺物 (第 18図 )
器  種 出十111点 調    零 脅   調 僑  考

1 古 銭 土娠墓14 寛永通賓 4・ 5・ 7の 重
なった鴻犬熊

2 3・ 6・ 8¢)重
たぅ井剪犬熊

5

7

団 J 本質が付看 加の本質
部今が僅かに残る

鉄 器  餌 十据 瑳罰 f
構 木 日

橋 木 日

1.9～

橋 末 日

棋本国 2不の例が1つに
/k‐っているハ打ち盲しか?

鉄器 釘 麟・・９
全体に横木目の本質が付看

麟”
本質は日が斜めに走る
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欽器
釘

土頻墓
15 鱒
ｍ
0 横木目の木質

の

鑑
釘 孵評
聴
γ欽希

刃子 ? 孵麗

第 2節 Ⅲ 区 の 調 査

調査区の立地

Ⅱ区は、神主城本体から北側に伸びる尾根の東向き斜面標高58～ 66mに位置している。東斜面は

西側に比べて傾斜がかなり急で、遺構は段状遺構 1。 2のほかは第 4ト レンチで小炭窯 1基を検出

したのみである。しかしⅡ区下方の第 5ト レンチで集石を検出しているので、調査時には認識でき

なかった遺構が存在したかもしれない。なお、Ⅲ区の北端には丘陵裾と尾根上の道を結ぶ古道があ

り、 トレンチ調査時に近世の陶器碗が出土している。

段状遺構 1・ 2(第21・ 22図・写真図版19)

東向き斜面の標高約60～ 63mの位置で上下に並んで検出した。段状遺構1は平面三角形の平坦地

で、規模は 2× 5,6mを測る。斜面を削りだして平坦地を造っているが、床面は斜面下方に向かって

傾斜しており、柱穴や溝は検出されなかった。床上には炭片を多く合む黒色上が堆積していた。段

状遺構 2は段状遺構 1の床面に隣接し、30× 90cmの 範囲で粘土が張られていた。また、この部分を

中心にして、床面では木炭が放射状に出上した。床面より上には焼土ブロックの層が厚く堆積し、

斜面下方の調査区外まで続いていた。以上の状況から段状遺構 1と 2は一体の遺構だったと考えら

れる。遺構の時期は、検出面の上層にⅢ区から流れ落ちた橙褐色上が堆積し、周辺から須恵器の邪

(27図 12)が 出土しているので、古墳時代以降中世以前と考えられる。遺構の性格は、粘土貼りや

木炭の出土状況から崩壊した炭窯を連想させるが、詳しいことは不明である。

可ヽ 炭 窯 (第 21図 )

Ⅱ区から約1lm離れた第 4ト レンチ内で検出した。平面は円形を呈 し、規模は88× 96cmを波1る 。

壁面には粘土貼りが残存し、一部が赤色に熱変していた。遺物が出土していないので時期は不明で

ある。

遺構外出上遺物 (第 27図 、写真図版26)

Ⅱ区では遺物がわずかしか出土していない。磨製石斧 (■ )は Ⅱ区南の地山上で出土した。第 7

トレンチで出上した石鏃 (10)と ともに付近に縄文 。弥生時代の遺跡が存在することを想起させる。

土師質土器 (本報告書では転幅成形の上師器・中世以降の上師器のこと)の邪 (12)は段状遺構 1

の斜面上方で出土した。表土下の橙褐色土中より出上しているので、Ⅲ区から転落したものだろう。

このほか産地不明の陶器括鉢 (15)が出上している。外面及び断面は灰色で須恵器に似るが、内面

は 1～ 2 mmの厚さで淡茶褐色に変化している。非常に硬質でよく使い込まれている。青磁片 (17)

はⅡ区の斜面上方で出土した。盤の可能性があり、表面には火を受けた痕跡がある。
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第 3節 Ⅲ 区 の 調 査

調査区の立地 (写真図版20)

Ⅲ区は、神主城主郭から北側に伸びる丘陵の尾根筋付け根部分に位置している。標高約71～ 75m

の平坦地で北西に向かって緩く傾斜している。ここからは和木町から波子町までの平野部を一望す

ることができる。

郭状遺構 (第23・ 27図 、写真図版20～ 22・ 26)

城館分布調査時に平坦地が確認され、郭と認識された所である。平面は台形状を呈し、規模は南

北約20m、 東西約25mを測る。平坦地には茶褐色の土が全面にわたって10～ 30cm雄積していた。床

面検出後、主軸に合わせて十字にベル トを設定し断ち割りを行ったが、盛土は確認できなかった。

床面では中央部で溝状遺構 2を、北西角で集石と杭の痕跡を検出した。また、この平坦地の東側肩

部には幅5,5m、 高さ約60cmの高まりが存在する。分布調査時に上塁とされたものである。断ち割っ

て断面を観察したところ、平坦地床面に堆積した茶褐色土との境界が明確でなく、盛土も確認でき

なかった。これら以外に柱穴 。土羨等の遺構は検出していない。

郭状遺構の南側は、傾斜がやや急になった後一段高い平坦地となり、ここから東に向かって溝状

遺構 1が伸びている。西側では大小多数の石が出土した。この一段高い平坦地は、調査前主郭方面

に登るための通路と考えられていた。しかし実際に発掘してみると、調査区外の斜面上方から流れ

込んだ茶褐色土が約80cm堆積したものであることが分かった (写真図版21下 )。 堆積土には大きい

もので70cmを越える石が多数含まれており、調査区外の平坦地には石を使った遺構が存在した可能

性がある。なお、床面が当初予想していたよりかなり低くなったので、調査区外南の平坦地との高

低差は4m近いものとなった (写真図版22下 )。

郭状遺構の北は幅約 4m、 長さ約20mの上橋状の地形になっている。 トレンチを入れて掘り下げ

てみたが、盛土は確認できなかった。さらにその北は尾根上を切り通しの道が太平寺の裏へと続い

ている。郭状遺構西側はかなり急な傾斜になっている。調査前所々に見られた平坦地は、地元の人

の話で以前茶畑にしていた所とわかったので、本調査の範囲から外してある。

遺物 (第 27図 )は床面から備前焼甕の回縁、胴部、底部の破片が 1点ずつ出している。日縁 (19)

は細片で径を復元できないが、形態から備前焼編年Ⅳ期 (間壁忠彦 1991「備前焼」『考古学ライ

ブラリー60』 ニュー・サイエンス社 )、 15世紀代のものと判断される。上師質土器の底部 (18)は

Ⅲ区出土の邪に比べ、かなり径が小さい。その他の特徴から土羨墓群と同時期のものかもしれない。

土橋地形の西側では、Ⅲ区床面に堆積していたのと同様な茶帽色土層から、鉄鏃 (23)が出土し

た。頸部と刃部を欠損しているが、中世の「撃根形式」の鏃と考えられる。この種の鉄鏃は県内で

も発見例が増えつつあり、江津市内では室崎商店裏遺跡山頂で出土している。

溝状遺構 1(第23・ 24・ 27図、写真図版22・ 26)

Ⅲ区の南束角で検出した。郭状遺構南部から北東調査区外へと伸びている。平面は北東側に向

かって広くなり、断面は逆台形を呈している。遺物 (27図 )は、床面から備前焼の壺 (20)が出土

している。暗灰色及び青灰色を呈し、15世紀のものと考えられる。このほか表上下で、須恵器壺の

破片や備前焼括鉢 (16)、 石見焼碗 (22)が 出土した。付近に別時期の遺構が存在する可能性が高

い。溝状遺構 1は、山城と同時期に使用された、調査区外東側と郭状遺構を結ぶ道と考えられる。
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溝状遺構 2(第23図 、写真図版20)

郭状遺構の床面ほぼ中央で検出した。平面は南側で二股になり不整形である。断面はV字もしく

は逆台形で、床面には石が落ち込んでいた。遺物は出土していないがこの溝も古道と考えられる。

集  石 (第26図 、写真図版21)

郭状遺構の南西で、大小の石が180+回以上まとまって出土した。当初は「つぶて石」と考えてい

たが、拳大から一抱えもあるような大きさのものまであり、別の目的で集められた可能性も有る。

これら石の問からは備前焼甕の底部片が 1点出土している。表面を観察した限りでは、他の備前

焼と同時期と考えられる。

神主城跡遺跡 I・ I・ Ⅲ区出土遺物 (第27図 )
出土地点 日性化n 訓 整 色   調 備  考

1 上日中質土器
皿

上鬱と 4 回転ナデ
同様糸帥

淡茶褐色

2 回弘ナデ
同転糸切め

淡貢褐色

3 回転ナデ
同 録 率 Ы r

淡燈褐色

4 回転ナデと思われる
回転糸切りと思われる

5 土 器土
ｍ
賓
閉
“
腎

回転ナデ
回転糸切め

6 回転ナデ
同 録 率 研 n

淡貢褐色 ススイ寸看

7 唐津系甕 良好 タタキ グトlEl カミt
内面 こtギ茶有

8 古 銭 冒 衆 涌 冒 (新富 永 )

9
石鏃 弔7トレンチ

さ

９

長
と '早

ё

2.5mm
黒曜IH 透黒色

暦製石斧 ■区 長さ
111

昌

Ｒ

刃部欠損

狽恵器外身 口 必 アア
m苗〒ハ ラケ デ i〕

淡灰色

土RWttJ4ヽ 回 称 ケテ

日 鋲 率 lWn
茶褐色

磁器梁付槻 染付 淡膏灰色
沸本揚有

弓～ 6条の クシ 日 褐 有

痛前焼福鉾 ll区 8条以上のクシ日 口必アア
納)→下旦に丈るスリ日あb

暗茶褐色

青 阪 lV叙か r
釉の厘斉約∩R～lmm

淡自褐色

土師質土器獅 回 転 すア

同 錬 率 馴 n
淡橙褐色

備前焼番 向

而

外

内
淡黒褥色
暗赤褐色

Ⅳ期

備 Bll焼豆 ナデ 外面黒灰色
内面青灰色

磁器梁付
HH続

口色でガラス質
辞好

乎し自色
呉須は青色

肥 EIJ糸

石兄既而 鞠
田

回転ナデ 淡炊褐色
(緑釉 )

欽 鏃 ｅ

０
長
＆

幅

・
・
２

先端に近い方の断向は
六角形 ?
茎に近い部分の断面は
八角形

-13-



第 4節 小     結

これまで神主城跡は中世に都野氏が拠点とした山城と言われてきたが、今回の調査では明確な遺

構を検出することはできなかった。出土遺物も極めて少なく、伝承のように南北朝時代から実際に

この山上が城として活用されたのか疑問も残る。ただし、Ⅱ区とⅢ区で出土した遺物には室町時代

のものと思われる土師質土器や備前焼が出土しているので、15世紀頃には何らかの形で山上を利用

していたと考えられる。現在山頂部で確認できる郭については、調査指導の際に山根正明氏から戦

国期に改修されたものではないかとの教示を得ている。

第 1章で述べたように、神主城跡周辺では中世の遺跡がいくつか調査されている。神主城跡】ヒ側

の麓では平成 5年度に二宮C遺跡を調査しており、室町時代の掘立柱建物やⅣ期の備前焼、防長系

の鉢などが出土している。15世紀には山上を利用していたと考えられるが、同時期の遺構群が麓に

展開していたと推測される。また、多鳩神社へ続く谷を挟んだ東側には宮倉遺跡があり、「宮倉」

以外に、「殿屋敷」、「城」等の字名が残っている。このほか神主城跡周辺の水尻ナ||と飯田側で囲ま

れた範囲には、「二の森」と呼ばれる比高40m以上の山や飯田人幡宮等が存在し、中世に者卜野氏が

神主城跡を拠点としていた可能性は充分考えられる。ただし、敬川河日の古人幡付近遺跡で検出し

たような建物群や時期幅のある陶磁器類が検出されていないので、居館等の中心的な遺構群の位置

はなお不明と言わざるを得ない。また、水尻川東岸の都野津町には中世の港町都野津が栄えていた

と伝えられる。半田浜西遺跡の調査で室町時代の遺構面が、現在の砂丘の下から検出されており、

江津市の中世集落について考える上で重要な資料と思われる。

さて、文献を基にした研究では、者卜野氏は戦国時代になると江川に面した郷田亀山城に拠点を移

したとされる (井上寛司 1987「中世の江津と都野氏」『山陰地域研究第二号』島根大学山陰地域

研究総合センター)。 実際に都野津・二宮地区の発掘調査で出土した遺物を見ると、室町時代まで

のものばかりである。陶磁器類は時期の新しい貿易陶磁や国産の陶磁器類は出土せず、備前焼はⅣ

期以前のもののみ出土している。調査範囲が極めて限定されているので、今後戦国期の遺物が出土

する可能性もあるが、現在の所はほぼ文献を基にした研究を支持できる状況である。ただし中世集

落の移転原因については、この地域の室町時代以前の遺構面が厚い砂の下に埋没していることも考

慮せねばなるまい。また、神主城跡が16世紀以後も改修を加えて引き続き利用されている点も注意

される。中世の江津や都野氏を理解するためには、今後は郷田亀山城や郷田地区の発掘調査や分布

調査を行って、都野津 。二宮地区の成果と比較していくことも必要であろう。

I区で検出した近世の土羨墓は、土羨内周辺からほとんど土器が出上していない。一部の墓では

漆膜が検出されているので、陶磁器類ではなく漆器を納める風習だったのかもしれない。土羨墓群

の詳しい時期は不明だが、新寛永が出土していることや土羨墓15の人骨の残存状況から見て、近世

後半頃と推測される。敬川西岸の横路古墓でも近い時期と思われる土羨墓を検出したが、相達点が

いくつかある。神主城跡は土羨墓を造る為に平坦地を削平しているが、横路古墓の上羨墓は建物に

付随するような造られ方である。墓羨の規模も神主城跡の方が大きい。神主城跡では墓羨内で古銭

や釘が出土しているが、横路古墓では 1点 も出土しなかった。このような相違が、地域差や階層差

によるものか判断できなかったが、今後類例が増加すれば明らかにできるかもしれない。
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4.室崎商店裏遺跡





第 1章 調査の経過と概要

第 1節 調査前の状況

調査前の状況 (写真図版28)

室崎商店裏遺跡は、江津市敬川町の東端、二宮町の平野部に接する丘陵上に所在する。この地域

は良質な陶土である都野津層が豊富に埋蔵され、近世以降窯業が盛んである。室崎商店裏遺跡の

440m西 にも、平成 9年度に調査を行った石見焼の窯跡である飯田離 跡が所在する。遺跡の北では

室崎商店窯業部が石州瓦の生産を行っており、遺跡周辺にも灰白色の粘土層があちこちに露出して

いた。今回調査区とした丘陵項部周辺は、調査前は疎らな松林で、かなり広い平坦地になっていた。

この平坦地の南側は急な崖で、その下を三宮町と敬川町を結ぶ切り通しの道が通っている。さらに

その腸に径約 5mの土銀頭があり、古墳と想定されていた。

トレンチ調査

室崎商店裏遺跡は、当初東側斜面と谷部分も合め14,000ドの遺跡と考えられていた。しかし、平

成 4・ 6年度のトレンチ調査の結果、東側斜面に明確な遺構が無く、谷部にも砂が厚く堆積してい

ることが明らかになった。これにより遺跡の範囲を尾根上の2,500ご に絞り、平成10年 1月 に再度

トレンチ調査を実施した。その結果、遺跡北側の平坦地は吹き上げられた砂の堆積で、地山は北に

向かって傾斜していることが分かった。また、丘陵頂部より南側では須恵器と10～ 50cmの石が出土

したが、土師器は 1点しか出上しなかった。こうした結果から、後期古墳が存在すると予想された。

なお、当初古墳と考えられた土銀頭は、不要な粘上を山積みしたものと判明した。遺跡の南側では、

明確な遺構や遺物が見つからなかったので本調査から外すことにした。

第 2節 調査の経過と概要

本調査は平成10年 4月 7日 から行った。遺跡北側の砂は予想以上に厚く、重機 2台で除去した。

調査は遺跡の南側から開始し、まず段状遺構を3カ所検出した。当初は集石を近世墓と考えていた。

ここで鉄斧、耳環が出土したために急邊地山を断ち割ってみた。その結果、集石の下に近世墓は無

く、古墳もすでに存在せず、地山を大規模に削りだした1つの段であることが判明した。これと前

後して丘陵頂部の調査を行ったが、古墳は検出できなかった。ただわずかに盛土らしきものを確認

することができた。続いて丘陵頂部の東では、浅い清を検出した。周溝と考えて調査したが、不整

形で、須恵器に混じって中世の鉄鏃が出土した。山道の可能性もあり、周溝であるか判断できなか

った。次に丘陵北側の調査を行った。砂を取り除いた後は、日本海に向かって約10度傾斜しており、

別の古墳が存在すると予想された。しかし、焼土羨 1基を検出し、西側で須恵器片が出上したほか

は、遺構 。遺物とも検出できなかった。こうした状況の中、 5月 19日 に遺跡の約520m西の江津道路

建設予定地内に、後期古墳群 (古人幡付近遺跡 9区)が存在することを確認した。最終的に調査が

終了したのは 5月 22日 である。
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第 2章 調 査 の 結 果

第 1節 遺構・遺物

調査区の立地 (写真図版27)

調査区は標高約85mの丘陵頂部に位置し、者ヽ野津町から波子町大崎鼻まで、平野部全てを眼下に

望むことができる。調査は、遺跡内を束西に伸びる尾根を境にして、南北に分けて行った。

1.遺  構

段状遺構 (第 29～ 31図、写真図版29・ 30)

調査区の南側で検出した。段状遺構北側では表土を除去すると、割石の集石と石見焼の括鉢・行

平が出上した。割石の下からは近世の上羨墓等が検出されると予想されたが、何の遺構も確認でき

なかった。南側は地山と同様な上が堆積しており、10cm前後から50cmを越える大きさの石が多数出

土した。これらの石は丘陵頂部に近い位置と、段状遺構のほぼ中央の 2カ所にまとまっている。石

の間からは須恵器、土師器椀、鉄斧、鉄鏃、耳環、石見焼等が出土した。

段状遺構は当初浅い加工段を予想していたが、床面確認のため断ち割ってみると、かなり深くな

ることが分かった。完掘後の段状遺構は、北側の壁面がかなり急角度に立ち上がり、最も高いとこ

ろでは床面から約 2mを測る。床面は凹凸が有り、壁に向かって約10° 傾斜している。床面ではさ

らに大型の石を検出した。最も大きいものは長さlmを越える。

この段状遺構の性格は、調査時には不明な点が多かったが、遺構の約80m北西に連房式登り窯が

存在することや、その後の調査の類例から、陶土採掘の跡と考えられる。遺跡内外の崖面も同様の

ものであろう。また、出上した遺物から後期古墳 (横穴式石室)を破壊していると考えられる。

段状遺構で出土した須恵器には、丘陵北側出上の須恵器と接合するものがある。古墳破壊前に、

すでに破砕されていたといえる。遺物については丘陵北側出土遺物と併せて後述する。

土 娠 1(第30図 、写真図版31)

室崎商店裏遺跡の北側では唯―の遺構である。丘陵北側に堆積した砂の層を取り除いた後に検出

した。上面の規模は42× 20cmで、平面形は不整楕円形を呈している。土羨の北側と西側はかなり強

い熱を受けたようで、最大で厚さ16cmも赤変している。土羨内には炭・焼土を多く合む赤褐色粘質

上が堆積していた。床面では炭のブロックが出土した。また、土娠床面付近は熟変した部分が見ら

れず、上面とは対照的である。遺物は炭以外出土していない。この焼土羨の年代は、海から吹き上

げられた砂の下で検出しているので、近世以前と考えられる。土羨の詳しい性格は不明である。

2.出土遺物

遺物は主に段状遺構と調査区の西側で出土した。調査区北側斜面の砂の下には、地山がやや濁っ

たような粘質土が堆積しており、遺物出土量が最も多かった。砂の堆積が近世以降と考えられ、こ

こで石材を検出していないことから、粘土採掘による石室破壊以前に遺物が外に出されていた可能
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性が高い。遺物の出土状況を見ると、須恵器は丘陵頂部やや西を起点に、北西方向へと流れるよう

に出上している (第 31図 )。 図面で一部空白があるのは トレンチ調査時に取り上げた部分で、実際

には途切れずに出土している。また、金属器は段状遺構南側の集石内でしか出土していない。以上

のことから石室は丘陵項部西よりに築かれ、西、若しくは北西に開口していたと推測される。

須 恵 器 (第32～35図、写真図版32～34)

細片が多かったが、可能な限り接合・図化を行った。しかし、調査区境界に近づいても出土量が

減らなかったので、古墳に伴う全須恵器数は反映していない。

蓋杯 (32図 10～ 12)にはバリエーションがある。 2・ 8。 9・ 10の平坦な天丼部・底部は、この地

域に特徴的なつくりである。古人幡付近 1号墳、横路古墓の須恵器にも同様のものが見られる。出

上した蓋不の時期は、古人幡付近 1号墳の石室外遺物よりやや新しく、 2号墳よりも古い印象を受

ける。椀14は形態 。色調などから古墳よりも後の時代のものと思われる。高郷は有蓋 3点、無蓋 2

点を確認した。17・ 18は同一個体と考えられる。蓋19は色調
。焼成や出土地点から20と セットと考

えた。24は 21の脚部の可能性がある。なお、22は 、古人幡付近 2号墳で出土した様な、高台が付く

イかもしれない。短頸壺 (33図)も 多様である。 9は非常に扁平で特徴的である。出上した須恵器

の内、32図 13・ 21。 23・ 24、 33図 9は外面は暗灰色、断面は暗紫色を呈し、焼成良好である。同じ

窯で生産された可能性がある①12は台付き壷と考えた。13は胴部が球形になる壷である。このほ

か亀 3点、提瓶 2点、甕 1点 (第 33。 34。 35図 )を確認した。

これらの須恵器に混じって、整理中に類例を探せなかった遺物が出土している。第33図■の口縁

で、一見すると盟の口縁の様である。他の須恵器に比べ厚さが非常に薄く、外面には緻密な波状文

を施す。屈曲部には 2本の沈線をめぐらせ、その下には波状文若しくはスタンプ文が確認できる。

最も特徴的なのは、外面全てに厚い黒色の釉がかかっているのに対し、内面は無釉で代わりにガラ

ス質のものが多量に付着している点である。出土状況が他の須恵器と変わらないので (写真図版31

上 )、 古墳に伴うものと考えられるが、時期や産地は異なる可能性が高い。

上 自雨器 (第 32図 15、 写真図版32)

土師器は椀 (15)が 1点出土したのみである。色調は淡茶褐色。風化が著しく図示することを避

けたが、かろうじて暗文も確認できる。畿内産と思われる。江津市内では千田町空山 1号墳に続い

て 2例目となる。このほか石見では旭町小才 1号墳、瑞穂町江迫 1号横穴墓で出土している。

金 属 器 (第36図、写真図版34)

有袋鉄斧 (1)は刃部が袋部よりやや幅広になる形をしている。鉄鏃は 3点出土している。 2・

3は段状遺構から出土したもので、古墳に伴う遺物と考えられる。 4は摯根形式の鉄鏃で、丘陵頂

部より東で出土した。神主城跡Ⅲ区で出土したものとよく似ている。二宮町と敬川町の境に位置す

るこの高地でも、中世に何らかの活動があったことが窺える。耳環 (5)は金貼りで、金がよく残っ

ている。

近世陶器 (石見焼)(第37図、写真図版34)

粘土採掘の時期を判断できる資料である。この内、括鉢 (4)は口縁端部を折り返すが、完全な

玉縁ではなく、面を持っている。削り出しの高台は、径が小さく高い。釉は人束郡宍道町で採れる

来待石から作られた、暗茶褐色の来待釉である。これらの特徴から石見焼であることは間違いなく、

江津道路建設に伴って調査を行った窯 (明治以降)の悟鉢より古いものといえる。また、回縁の形
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室崎商店裏遺跡 出土遺物① (第 32図 )
器  種 形 熊 ・ 支 様 の

1 須 忠 器 蓋 〕し内 豚

丼

口

天
綱∫イよ厚く、丸い
bにヘラ謂号有b

回

同
氏ナデ
〔ヘラケズリ

暗炊色

内
西
北
苗

天丼部を半坦につくる 回転ナデ
回転ヘラケズリ

暗灰色

南 西 口 縁 端 淵

``ヨし山 口縁端部は先細りした
格 も どム 共ム ス

回転ナデ 回転ヘラケ
ズリ ヘラ切り後ナデ

明貢灰色

5 司し西 回弘ナテ 回弘ヘラケ
ズリ ヘラ切り後ナデ

暗灰色

狽忠希杯男 司し山 口豚端罰;に半坦 /d‐向が
ホる

回転ナデ
回転ヘラケズリ傍ナデ

暗炊色
灰存

7 須恵器 】ヒ山 回転ナデ 回転ヘラ
ケスコ(中心ケスコ残し)

灰色

狽思希 T/朔 北 西 最大径
151 '底

百P刀・ゝ十二日ぐ、恢 日カ
鳶る

口 孫 ア ア

回 転 ヘ ラケズ I'
婚青妖色

北 内 医音いを半
'ロ

イこつくる 回

同
ナデ
ヘラケズリ

灰 色

雨 山 底 部が半坦で、板 目が
残る

回転ナデ
回転ヘラケズリ

淡灰色

11 南 西 口豚 の立 ろ上 がりが低
tヽ

回弘ナテ 雑な回転ヘラ
ケズ|)(ヘラ切り痕残る)

青灰色

】じ内 回転ナデ
回転ヘラケズリ

淡炊色

須恵器例 司し山 口縁端部はシャーブに
先細りし、体部には沈線
歩,基柵八十

回転ナデ
回転ヘラケズリ

黒灰色

雨 山 口縁 は厚みが有 り、端
とK′十七 iゝ

回転ナデ
回転ヘラケズリ

暗茶褐色
匠襴

土師器杯 段状遺構 風化のる明推では無い
が内面に暗支を加す

狡余褐色 畿 肉 産 r

須忠器
有奉言邦

舅ヒ山
南西

月謝
j吾

`に
スカン は 無 く、端

鍬 ど子寺 ぞ去 X溢ス
回転ナデ  回転ヘラ
ケゴ 〕 +ギ

妖 色

段状遺構
南西

豆ち上がり短く、脚は無
務

回転ナデ
ケズリ ナデ

淡 炊 色 やや軟質

岬瑞罰∫栓
109
瑞部

`よ

角イまって持`る 回 転 ナ デ

狽忠器
蓄

】ヒ山
南西

口稼音ドイよ先イWりする
内而には浅い減繍芹1条

`回

ら十
回転ヘラケズリ
日 横 十 ギ

暗灰色

須 思 喬

有蓋高 lTN
南 内 口縁はうすく、上に向t,

て屈曲させる
回転ナデ 回転ヘラ
ケズリ 回転ヘラケズ
i〕の絡十ギ

暗 炊 色

鶴訪
内
西
北
苗

端言巨は丸くおさめる 回転ナデ 回転ヘラケ
ズリ 不定方向のナデ

暗灰色
(かなり黒い )

瑞部 fよ丸くつくる 回 弘 ナ デ 炊

灰

黒

暗

向

而

外

内

抑端謝ぞ
110

須恵器脚 雨 山 １

”
筒部と脚部の境に緩い
f9

ヘラケズリか ?
回転ナデ

暗仄色
断面 暗紫角

目終和

室崎商店裏遺跡 出土遺物② (第33図 )
_LEIX榊 器  種 調 整 色   調 備  考

1 須恵器
血

内
西
北
南

口豚 齢 ほダト灰 し、踊 吉ptょ ンャ

ープにつくる シャープな移
回弘ナデ
内而 同転ナデ

明灰色

岡 呆

南西
シャーブな榎 沈線を2条廻
らせた後、ヘラ状工具で施
す十ス キ狙陀r■ズで力右

回転ナデ 灰 色

雨 内 沈線を1条廻らす 凹審ケア 硝おёえ
ヘラケズユ

'

淡炊色

須 思 喬

長頸壷
果
西
同
南

５

．

？

頸部に1条、月同部に2条
の沈線
目 喜K,■ ヲヲ絆 の ル 市∬空

回転ナデの跡、一部ナ
デ カキメ状の調整後、
十ギ 回Hrヘ ラルデ1丁

明青灰色

須恵器
節輛吉の書

ヨヒ西
南西

端音「はタトに広カミる 手持ちヘラケズリ
回転ナデ

明 次 色

須恵器
矩頸帝

果

西

南

首
谷石 した盃のめとめワ 回私ナデ 回私ヘラケ

ズリ 内面は同転ナデ
青赤色

7 二山
〒西

10.5
どス1、

口縁端部は丸い
奉の痛跡がある

回転ナデ ナデ
回転ヘラケズリ

明青灰色

面 西 口縁瑞部は先細りし、内
花百十る面務n

回転ナデ 炊 色

南 内 口豚吾い短屈曲 回弘ナデ 回転ヘラ
ケズリの後ナデ 回
転ヘラケズリ

団
面
面

分
内
晰

崎 南 炊 笹

青灰色
膳 牧 揚 名

頂恵器脚付
矩頸帝

珂し山 回転ナデ 回転ヘラケズリ
の後ナデ 同転ヘラケズリ

淡青炊色

Υ
帝

雨 内 屈曲部に2条の突繰
密 /1‐ラ貯引ギ寸

調整は不明 外面 黒色
内面 灰褐色

内面
自然釉

須 思 希

台 付 書
雨 西 引〕瑞後

12.9

三方向に方形スカシ 脚
絹部に砕 拌都平lB面

テ

リ

ナ

ズ
回転ナテ、ヘラケ
内面は回転ナデ

明 育 炊 色

須 忠 希 豆 撰状還構 228 回稼端に半 IH向 口格ゲブ グスリ ロ
転ヘラケズリの後ナデ

農炊色



器 種 吾(cn 調   零 色  調 11=    '4

1 狽悪器提加 南西 環状把手 回転ナデ カキ日た
たき 内面指頭圧痕

炊 色

2 北 西 周H部 卜向は回称ヘラ
ケズi)のあ>同転ナデ

明青灰色

室崎商店裏遺跡  出土遺物③ (第34図 )

態から、益田市北ヶ迫遺跡で出上した播鉢よりも新しいものと判断される。現在石見焼の編年は確

立されていないが、江戸末期から明治初頭に生産されたものであろう。

室崎商店裏遺跡 出土遺物④ (第35図 )
器  種 調   整 衝   調 僑  考

1 須恵器甕 翻
離
晒
蹴

外面 平行叩き
内面 青海渡

青灰色

須恵器賽 外面はタタキの後胴
球 を■を主労キ す海怖 十

室崎商店裏遺跡 出上金属製品 (第 36図 )
碁 種 出十加点 調   整 lξ畜                                    :訴吾 備  考

1 有袋鉄斧 投状遺構 釜長
10.3

河部岬
ら?

鉄 鏃 販存長
4
幅
郎
騨
４ｍｍ欽鏃 棘

Ｗ
幅
２
．
４
,早さ
え氏～lII「

4 鉄鏃 雨 東 振

２

任

４

残

１

児
「
鴨
14

5 爵 環 撰状遺穏 長径
25 雛界
願
＝
金貝占り

室崎商店裏遺跡 段状遺構出土陶器 (第37図 )
器 種 出十地点 調   整 色  調 備  考

石見焼行平 段状遺襦 飛飽が施される 回転ナデ 淡貢褐色

2 石見焼徳利 段状遺構 回転ナデ 縁灰色

何希爛徳不L 回転ナデ 白色 素焼さ

4 石見焼播鉢 段状遺橋 29.8 雀

２

百

五

肘

１
内面に沈線1条  口稼
折返しにより玉縁状
約どI主る削b出 1フ言台

調整不明 茶褐色の釉



第 2節 小   結

室崎商店裏遺跡には、出土した遺物の時期や石材の検出状況から、 6世紀末に築造された古墳が

存在したと考えられる。主体部は、出土した石材や周辺の古墳の状況から横穴式石室であった可能

性が高い。遺跡の南東には、「高野山古墳群」力ゞ広がっている。横穴式石室を主体部とする 7世紀

の古墳群で、益田市「鵜ノ鼻古墳群」や旭町「やつおもて古墳群」と並んで石見を代表する後期古

墳群である。これまで高野山南側の古墳のみが遺跡とされていたが、地元では以前から北側にも古

墳が存在すると指摘されていた。今回の室崎商店裏遺跡の調査は、すでに徹底的に破壊されていた

とはいえ、敬川町初の古墳の発見であり、古墳群がさらに西へ広がっていく可能性が生まれた。事

実調査の最終段階で、古人幡付近遺跡の古墳群を当遺跡からの遠望で発見している。室崎商店裏遺

跡や古人幡付近遺跡と同様な立地の丘陵は敬川町内に多数見られるので、ほかにもまだ未発見の古

墳が存在するかもしれない。

江津市では波来浜遺跡や半田浜西遺跡の発掘調査の結果、厚い砂の下にも中世以前の遺跡が存在

することが知られていた。この砂は室町時代以降に一挙に堆積したと考えられ、江川で行われた

鉄穴流しとの関連も考えられる。今回の調査では、この砂の堆積が標高80mを越える丘陵上にも及

んでおり、遺跡の発見を極めて困難にしていることが明らかになった。

また、石見では地山に良質の陶土を大量に埋蔵していることから、近世以降盛んに窯業が行われ

た。これに伴う粘土採掘は非常に大規模で、旧地形を大幅に改変した。その結果、確認できる遺跡

の数がさらに減少したものと思われる。室崎商店裏遺跡調査後に行った、浜田市「長東坊師窯跡」

の調査では、連房式登り窯に隣接して 4× 3m以上の大型土羨を多数検出している。室崎商店の段

状遺構とよく似た土層堆積状況で、床面からは 1～数個の石見焼が出土する。粘土採掘坑であり、

これを元に室崎商店裏遺跡の段状遺構も粘土採掘跡と判断した。さらに付け加えると、同様の大型

土娠は古人幡付近遺跡 9区にも存在する (古人幡付近遺跡土羨■ )。 室崎商店裏遺跡で検出した様

な害」石の集石も、 2号墳の石室上で確認した (第 146図 、写真図版94)。 つまり粘土採掘による遺跡

破壊が、もろに古墳に及んだのが室崎商店裏遺跡で、間一髪免れたのが古人幡付近遺跡の古墳群と

いうことになる。

以上述べてきた、江津市西部の後期古損群の分布圏拡大や、高所でも砂により遺跡が埋没する事

実、粘土採掘による破壊を合わせて考えると、本来の古墳数は現在知られているよりも、かなり多

かったのではないかと考えられる。かつて『江津市誌』には「高野山の丘陵上には、横穴式石室を

主体とする古墳が100基に近いほどに多数群在して高野山古墳群を形成している。」と、記された。

その後柳浦俊一氏の分布調査によって、28基が遺跡として確認された。確認できる古墳数が大幅に

減少したため、市誌の記述について疑問視されることもあった。しかし、室崎商店裏遺跡や古人幡

付近遺跡の調査、地元から寄せられた情報により、新たに13基の古墳が確認された。これに近年確

認できなくなった古墳が加われば、相当な数になると思われる。今後は古い文献を再検討し、地元

の情報を基に再度分布調査を行う必要があるといえる。
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5.古八幡付近追跡





第 1章 調査の経過と概要

第 1節 調査前の状況

古人幡付近遺跡は江津市西部を流れる敬川の河口近くに位置している。ここは江津市西部の二日

月形の沖積平野の南端であるとともに、高野山から北に向かって伸びる山塊の先端にあたる場所で

もある。古人幡付近遺跡の存在は比較的早い段階から知られていたようで、『江津市誌』には遺跡周

辺は「古人幡遺跡」として記述され、既に拠点的な大規模集落が存在する可能性が指摘されている。

その後平成 4年に、「有限会社島根急送」の移転に伴って「古人幡付近遺跡」の名称で江津市教

育委員会による発掘調査が実施され、以後江津道路建設に伴う発掘調査もこの名称で行っている。

以下、平成 9年までに実施した古人幡付近遺跡の発掘調査の概要を記す。

平成 4年度 江津市教育委員会が実施した調査で、調査区は県道下府江津線の東狽1に位置している。

主な遺構は掘立柱建物 3棟、土羨 3基、清状遺構 6条である。遺物は縄文時代から古墳時代中期の

ものが中心である。また、分銅形土製品、碧玉製の勾玉と管玉が1点ずつ出土している点が注目さ

れる。このほか平成 4年度調査区は、全調査区内で最もピットの密度が高かった。

平成 5年度 江津道路の建設に伴って島根県教育委員会が実施した。以後の全面発掘に先立って

行った調査で、丘陵裾の畑地や水田のトレンチ調査を行った他、水田部と丘陵部の境に設けられた

コンクリート製水路の西側を調査している。丘陵裾の調査区は極めて範囲が限定されていたので建

物を抽出するには至らなかったが、70基以上のピットと溝状遺構、段を検出した。遺物は調査区が

狭かったにも関わらず、弥生時代と古代・中世前半のものが比較的まとまって出土した。

平成 6年度 (1～ 5区)平 成 5年度に引き続き島根県教育委員会が実施した。平成 6年度は調査

範囲がそれ以前に比べかなり広くなったので、調査区を1～ 5区 (1997年に刊行した報告書では I

～V区と記述)に分けて調査を行った。検出した遺構は少ないがほとんどの調査区で縄文時代から

中世の遺物が出土し、遺物の出土量は最も多かった。 1区では縄文時代の遺物が比較的まとまって

出上した。 2区では弥生時代と思われる溝を検出した。 3区では弥生時代後期の可能性がある水田

遺構を検出した。 3区は古墳時代中期の上師器を中心に最も多くの遺物が出上した調査区であるが、

特に水田遺構と合わせて多様な木製品が出土した点が注目される。丘陵西側斜面に設定した 4・ 5

区では古代と中世前半の段状遺構を3ヶ 所検出している。

平成 8年度 平成 8年度は江津市教育委員会によって、県道拡幅部分と一部本線部分の調査が行わ

れた。主な遺構は中世前半の掘立柱建物で、他に上面幅が約 4mを測る中世の溝も検出している。

遺物は古墳時代中期の土師器が多数出上したほか、全調査区で最も多数の貿易陶磁が出土した。貿

易陶磁は中世前半に時期が限定される点も注意される。

以上が平成 9年度調査開始以前の状況である。この段階で当初遺跡として括っていた範囲の調査

は終了していたが、 5区の調査で検出した中世の段状遺構の残りが5区南側の工事地内に存在する

ことが確実と思われたので、 4・ 5区間の400ド を6区 として調査することになった。調査前の 6

区は棚田が竹林になったもので、耕作土からは須恵器や土師器を表採することができた。
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第 2節 調査の経過と概要

平成 9年度の調査は 5月 6日 から開始した。 6区は調査前に棚田になっていたため耕作土が厚く

堆積しており、重機によって耕作土を除去した後人力掘削に切り替えた。その結果、面積400∬ と

非常に狭い調査区ながら、掘立柱建物 6棟、段状遺構を 6ヶ所検出した。また、調査区の南側は 8

区から流れた水の為に土石流のようになっており、lm以上もある岩を少人数で除去するのにかな

り手間取った。最終的に調査が終了したのは 7月 1日 である。

6区ではコンテナ30箱以上の遺物が出土したが、遺構を検出していない時代のものが多数含まれ

ており、斜面上方から流れ込んだものと考えられた。そこで建設省浜田工事事務所と協議を行い、

6区の斜面上方に新たに 7区を設定して調査を実施することになった。しかし、 6区と平行して行

っていた神主城跡の調査を先に終了せねばならず、さらに飯田鮭 跡と横路古墓も急ぎ調査しなけ

ればならなかったので、 7区の調査は■月から着手することに決定した。

7区は■月 4日 から重機による表土と耕作上の掘削を開始した。 7区の範囲は、本調査に先立っ

て行った トレンチ調査で遺構・遺物を確認した1,200ド である。初めに調査区を南北に分け、北側

から先に調査を行うことにした。■月10日 から人力掘削を始めたが、調査班の半分は横路古墓の調

査を継続して行っており、調査はなかなか捗らなかった。このため、12月 1日 には 7区のほぼ中央

で大規模な段状遺構と多数の柱穴を検出したが、調査期間の関係で最低限の情報を記録をするに留

めた。12月 18日 からは、横路古墓の調査を行っていた残りの調査班も合流して南側の谷状地形の本

格的な掘削を始めたが、急斜面という足場の悪さに加えて排水用の清を切ってもなお斜面に水が流

れるという悪条件で、岩を退けながらの掘削は困難を極めた。最終的に掘立柱建物 9棟、段状遺構

2ヶ所、土羨 1基を検出し、12月 25日 にラジコンヘリによる写真撮影を行い一旦調査を中断した。

この間12月 ■日には横路古墓と合わせて調査指導会を行い、山中敏史氏から7区の斜面上方にも

遺構が存在する可能性があるとの教示を得た。また、7区南側の谷状の地形からは中世前半の遺物

が集中的に出土しており、斜面上方に中世の遺構が存在することはほぼ間違いないと思われた。そ

こで建設省と協議を行い、翌年 1月 に斜面上方の遺跡範囲の確認を行うことになった。斜面上方と

尾根上の トレンチ調査は平成10年 1月 13日 から開始した。これと平行して、前年中にプランを検出

仕切れなかった建物 8。 9や段状遺構2の補足調査を 1月 23日 まで行った。 トレンチ調査は 1月 30

日まで実施した。その結果、建設省と再び協議を行い、 7区の東斜面と尾根上の約4,300ド の範囲に

8区を設定し、平成10年度に本調査を行うことに決定した。

平成10年度の調査は、前年度末の トレンチ調査をうけて、 6月 から8区の調査を行う予定だった。

ところが室崎商店裏遺跡の調査を行っていた 5月 19日 に、 8区から約80m東の江津道路建設予定地

内の丘陵尾根上に、横穴式石室を主体部とする古墳群が存在することを確認した。古墳群は建設省

が発注した工事に先だって立木の伐採を行った際に、重機で丘陵を削ったことによって発見された。

既に工事を開始する運びだったが、発見された横穴式石室は一部重機で破壊されているとはいえ、

江津市内では最も規模の大きなものであり、何とか調査を行えるよう急邊建設省と協議した。その

結果、至急古墳の数と分布範囲を確認し、期間 lヶ 月を目途に発掘調査を行えることになった。古

墳群を検出した丘陵は当初の古人幡付近遺跡から200m以上東に位置するが、この頃にはかなり広

範囲に遺跡が広がっていると考えられたので、調査区名は古人幡付近遺跡 9区 とした。
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9区の調査は 5月 22日 より開始した。当初は多数の古墳が存在する懸念もあったが、表土除去後

に確認したのは径約10mの円墳 2基だけだった。ただ古墳周辺の表土掘削を行った際弥生土器の細

片が数点出土したので、古墳下層や周辺に弥生時代の集落が存在する可能性が考えられた。そのた

め、調査は古墳群を検出した尾根上全域で行うことにした。横穴式石室は天丼石がはずされていた

が、壁は比較的よく残っていた。また、石室は50cm前後の石を多数積み上げて構築しており、破壊

を前提とした調査なので実測にかなりの時間を費やさねばならなかった。こうした中 6月 8日 に、

1・ 2号墳西側の斜面で環壕と思われる断面逆台形状の落ち込みを検出した。環壕は完全に埋没 し

ているため掘削には相当の日数がかかると考えられ、いかに調査を簡略化しても当初の予定期間で

はとても調査を終えることはできないと判断した。このため埋蔵文化財調査センターに調査員の応

援を求めるとともに、調査期間の延長について建設省と協議した。その結果、出雲部より約 lヶ 月

の間 2名の調査員の応援を得ることができ、調査も7月 いっぱい行えることになった。

横穴式石室の全容が明らかになった 6月 21日 には、古墳群を対象とした1回 目の現地説明会を行

い150人近い見学者の参加を得た。その後弥生時代の遺構面を調査しなければならなかったので、

直ちに石室の解体作業を行った。弥生時代の遺構は、環壕の内側で竪穴住居 4棟、掘立柱建物 1棟

を検出し、環壕内からは弥生時代中期の遺物が多数出土した。 7月 16日 には調査指導会を行い、25

日には 2回 目の現地説明会を行って再び100人以上の参加を得た。環壕外側の状況は不明だったが、

既に調査の期限が迫っており長東坊師窯跡の調査に着手する必要があったので、これ以上調査区を

広げることはできなかった。 9区の調査が最終的に終了したのは 8月 3日 である。

8区の調査は10月 2日 から開始した。10月 中は浜田市の長東坊師窯跡と平行して調査を行ってお

り、主に丘陵東斜面に設定した 8-1区の調査を行ったが遺構・遺物ともほとんど検出されなかっ

た。10月 27日 からは残りの調査班も合流し、尾根上に設定した 8-2区の調査を開始した。尾根の

北側は削平が著しく、遺構や遺物をほとんど検出できなかった。これに対し、南側は縄文・弥生時

代の遺物包含層の上から古代以降の掘立柱建物が整然と建てられていることを確認し、ほとんどの

柱穴で柱の痕跡を確認することができた。遺物は、下層では古墳時代以前のものが出上し、上層で

は奈良時代から近世にかけてのものが出上した。北西部でも段状遺構から多数の柱穴を検出した。

柱穴の中には土師質土器を納めたものや、柱根が残っているものもあった。遺物は須恵器や土師質

土器のほか、15世紀以降の貿易陶磁や備前焼が出上している。この時点で■月が終わるうとしてい

たが、西側斜面に設定した 8-3区 は全く手つかずの状態で、年内の調査終了は困難と思われた。

そこで■月30日 から再び調査員 2名の応援があり、尾根上と斜面の調査を同時に進行させることに

した。12月 9。 10日 には調査指導会を行い、建物群について多くの知見を得ることができた。

8-3区 では段状遺構と多数の柱穴を検出し古代から近世初頭の遺物が出土したが、12月 24日 に

は斜面中央付近から統一新羅土器が出土していることが判明した。掘削
。実浪1と もにかなり手間

取ったため年内で全ての調査を終了できず、12月 26日 に一旦調査を中断した。

翌年の調査は 1月 6日 から行った。 7区 と隣接する部分は特に遺構が集中し、連日遺構の実測作

業が続いた。 8区では最終的に掘立柱建物20棟、段状遺13ヶ 所等を検出し、全ての調査が完了した

のは 2月 1日 である。
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第 2章 調 査 の 結 果

第 1節  6・ 7区の調査

調査区の立地 (第38図 、写真図版35・ 36・ 45)

6・ 7区は北西に向かって伸びる丘陵の西側斜面、標高約10～27mに設定した。調査区の西側に

は水路を挟んで平成 5年度調査区が、南北には 4・ 5区がある。当初は 4・ 5区に挟まれた部分のみ、

6区として調査する予定だった。しかし、 6区の斜面上方に遺跡が広がったため、新たに 7区 を設

定した。便宜上段状遺構 2よ り斜面下方が 6区、上方が 7区であるが、厳密には一体の調査区で境

界は無い。このため遺構については、斜面上方の 7区から順次記述する。

清状遺構 1(第39図 、写真図版46)

調査区の北角で検出した。ここは近代に 2m以上の造成が行われたところで、地形も大幅に改変

を受けている。溝状遺構 1は、この造成上を全て除いた地山の面で検出した。北側と西側が調査区

境界にかかっているため、正確な平面形や規模は不明である。溝の南側の肩には石が並べられてい

た。これだけでは遺構の性格を判断しかねるが、遺構配置図を見ると、調査区外を挟んで清状遺構

1・ 9、 8区古道がほぼ一直線上に並んでいる点に気付く。詳しくは小結で述べるが、一連の遺構

(近世の古道)の可能性がある。床面出土遺物から18世紀後半以降に使用され、近代に造成土下に

埋没したと考えられる。清状遺構 1の南東方向には幅 3～ 4mの平坦地が続いている。ここでは遺

構を検出していないが、調査区外北側に何らかの遺構が存在する可能性が高い。

溝状遺構 2(第39図 )

7区の東側で検出した。規模は、幅約 lm、 長さ約12mを測る。断面はU字又は逆台形状で、床

面には凹凸がある。埋土に土師質土器が含まれるので、中世以降に埋まったと考えられる。また、

清状遺構 2・ 3・ 5は、それぞれ蛇行しつつも直線上に並んでいる点が注目される。これらの溝は同

様の形態を呈し、ほぼ斜面に直行している。溝の性格は、遺跡内に多く見られる自然流路の様であ

るが、斜面上方へ登るための古道と見ることもできる。江津市内の調査で検出した、斜面に直行す

る古道 (溝状遺構)の例としては、神主城跡のものを挙げることができる。

段状遺構 1(第39図 、写真図版46)

7区ほぼ中央で検出した。規模は平面が 5×26m以上、壁の高さは床面から70cmと かなり大きい。

これだけの規模にも関わらず、調査前の地表観察では全く存在を掴めなかった。これは調査前に、

遺跡が棚田にされていたためである。このため、古人幡付近遺跡の斜面に位置する段状遺構には、

大量の耕作土が堆積している。段状遺構 1に は、最大で2m以上の土が堆積していた。

段状遺構 1床面では多数の柱穴を検出した。柱京は、段状遺構北側では比較的容易に検出できた。

これに対し、南側の柱穴や溝は地山と区別が付きにくかった。また、柱穴は大まかに、掘り方が大

きく埋土が地山と似て明るい粘質土のものと、径が小さく埋土が暗い色のものに分けられる。この

ことは建物の時期に関係していると考えられる。これらの柱穴から建物 1～ 9、 柱列 1を組んでみ

た。出土した遺物の時期が古代以降だったので、建物の復元は柱間距離が基本的に30cmの倍数に近
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くなることを心懸けて行った。ただし、柱間によっては6.5尺や7.5尺の様なものもあるので、必ず

しも正数で割り切れないことをことわっておく。さらに調査前の重機による確認調査の際、段状遺

構の北西端と中央の床面を大幅にとばしてしまった。結果、この位置にかかる建物には、多少強引

に復元したものもある。なお、調査期間の関係で柱痕の確認作業はほとんど行っていない。

建 物 1(第40図 )

段状遺構の最も北で検出した。1間以上× 4間以上の柱穴配置を持つ。建物北西の地山を確認調

査時にとばしてしまったため、正確な規模は不明である。P5。 6の約40cm西側にP7～ 9が並んで

おり、建て替えを行っている可能性がある。柱京掘り方は、平面が楕円形のものが多い。掘り方の

規模は段状遺構 1の建物中では最も大きい。柱痕は確認していないが、Pl・ 2・ 5の底面に見られ

る窪みから、径は15～ 20cm前後と考えられる。柱間距離は、梁行きが 9尺、桁行きと建て替え後の

梁行きが 5尺を指向したものと見られる。壁溝は確認できなかった。Pl・ 2は段状遺構床面の外

に位置しているので、建物 1に伴う段は削平されたと思われる。

遺物は建物の斜面下方で、土師器がまとまって出土している。 (第 43図 12。 14・ 15)。

建物 1の時期は、周辺で出土した遺物や柱穴掘り方の規模が大きい点から、奈良時代から平安時

代前半の建物と考えられる。

建物 2・ 3(第40図 )

段状遺構の中央東寄りで検出した。ほとんど一直線上に重複している。斜面を60cm以上削った平

坦地に建てられている。壁溝は北西側で長さ約 2m確認できた。この平坦地は壁から約1.7mの所で

ほとんど流失しているため、確認できたのは桁行き 1列のみである。桁行きは 3間以上の柱穴配置

を持つ。柱京掘り方はほぼ円形である。掘り方の規模や底面レベルは、建物 3が不揃いである。柱

根は確認していない。柱間距離は、建物 2がほぼ一定であるのに対し建物 3は真ん中の柱間が約60

cm短 くなる。

遺物はP5と 6の間で検出した柱穴の中から、須恵器甕の破片が出土した (第 43図 9)。

建物 2・ 3の詳しい時期は不明であるが、南西側を削平されているので建物 6'7に先行すると

考えられる。柱京の切り合い関係から建物 2が古く、建て替え後が建物 3と判断した。

建物 4・ 5(第41図 )

建物 1の東側で南北に並んで検出した。 1間以上× 2間の柱穴配置を持つ。建て替えと考えられ

るが、柱穴が切り合わないので前後関係は不明である。柱穴掘り方には方形に近いものも見られる。

柱痕は、P5で径約15cmの ものを確認した。柱間距離は、梁行きが 7尺、桁行きが 6尺と6.5尺を指

向したと見られる。壁溝は建物の西側でのみ検出した。建物 5は、桁行きが東西軸に近い。

遺構の時期は不明だが、主軸が段状遺構 1や他の建物の軸と大きくずれる。

建 物 6(第41図 )

段状遺構のほぼ中央で検出した。床面は南側が流失し、一部 トレンチでとばしてしまった為、柱

穴配置に不確定な部分もある。柱間距離を元に 2間× 3間の柱穴配置を復元してみた。柱穴掘り方

は、平面円形と楕円形のものがある。掘り方の規模は、建物 1～ 5に比べ格段に小さい。柱痕は確

認していないが、おそらく掘り方とほとんど変わらない太さの柱が使われていたであろう。梁行き

の柱間距離は、P6が南側桁行きの柱穴とすると、 5尺 と7.5尺の柱間が互い違いになっていたと考

えられる。桁行きは、 トレンチで抜いた部分に柱穴があったとすると、ほぼ 6尺になる。
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柱穴内で遺物は出土していないが、掘り方の大きさから中世の建物と推測される。

建 物 7(第42図 )

段状遺構のほぼ中央に位置し、建物 6と重複する。 1間 × 3間の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は

平面円形で、規模は建物 6同様かなり小さい。柱間距離は、梁行きが8.5尺を指向したものと見ら

れるが、桁行き10尺 とするにはばらつきがある。主軸は段状遺構とほぼ一致している。流失した南

側にもう1列柱が並んで、梁行き2間の総柱建物になるかもしれない。

遺物 (第43図)は、P3か ら須恵器の邦 (2)、 紡錘形の土錘 (19)、 P6か ら碁石 (21)が 出土した。

柱穴掘り方が小さい点や、柱間が長く、不揃いな点から平安時代後半以降の建物と思われる。

建物 1～ 7出土遺物 (第 43図 、写真図版111)

段状遺構 1に は大量の上が堆積し、多数の遺物が含まれていた。ほとんどが斜面上方からの流れ

込みで、細片になっている。この内、建物 1～ 7周辺で出上したものと、斜面すぐ下方で出土した

ものを第43図に図示した。 2。 3は古墳時代の須恵器である。不蓋の可能性もある。 5は平安時代

の壺と思われるが、色調が紫がかった茶褐色で特徴的である。焼成も良い。10の甕はタタキの後、

内面にナデを施す。13は灰白色を呈する土師質の椀で、外面にカキメを施すなど、焼成以外は須恵

器と同様のつくりである。16は小型の甕又は鍋と思われるが、14・ 15と は形態 。胎土等が異なる。

古代末のものであろうか。20は ミニチュアの土製支脚である。建物 2。 3の斜面下方で出上した。

遺跡内で出土する土製支脚 (第 51図 3等)を かなり忠実に表現している。平成 6年調査の 3区でも、

ほぼ同じサイズ、形のものが出上している。

建物 1計測表

規   模
梁  行  き 締  行  共

l FERtt L (268m) 4晟尋麦女■   (602m)

主    軸 N-66Ⅲ ―ⅢV

献
くｃｍヶ

番   号 P3 P4 P6 PR P9
66〉(42 76)(50 馬2)(4R 6∩× (6ク 62× l「Dつ 「DO)(44 「D2)(50 24)(20   1  R6)(2R

2122

柱間距離 (m)
P7--8 P8-9

148 152 2・ 68 152

建物 2計測表

規    模
梁 き 桁

1闇以 ト 3 FHH以 ト i42mⅢ

ギ    軸 N-55° 一 Vヽ

隊
＜ｃｍ，

番   号 P4

上 面 径 (cm) 37〉く26 34)〈 25 27)(26 29〉〈26

底 面模 高 (mi 2160

柱間距離 (m)
P2-4 P4-6

l R5
一

建物 3計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
1間以上 3間以上 (48m)

主    BII N-59▽ 一W

献
でｃｍ‐

香   号 P3 P馬 P7

R2)(24 44q〉(45 「D2×40 31)(30

炭 面標盲 (m) 2147

柱間距離(m)
P2--4 P4-6 P6-8

122

建物 4計測表

規   模
控 髯 粁〒 〒々  貰

1 に用,双 卜 (213m) 2間以 L tt Mm)
ギ    軸 N-765° 一 Vヽ

歓
くｃｍ，

番   号 Pl P3 P7
上 面 径 (cm) 59〉〈46 39)(38 54)(45 18)(16

底面 標高 (m)

柱間距離 (m)
Pl-2 p夕 _3 P争-4

一
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建物 5計測表

規 模
聖 ☆ 桁 き

ズ
「

ギ N-87・ ―WV

畝
ｍ

番   号 % P6

上 面 径 (cm) 44)(37 40X38 I16〉〈ヨタ
一

底 面標 高 (m) 2120 2118 2114   1  ´́´́″″
オ

柱問距離(m) 一

建物 6計測表

規 模
梁 き 桁  行  者

t2岡 176m)
´
3閣  6蹄m)R

珈 N-60° 一W

隊
＜ｃｍ＞

番   号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

r 面 イ子(cm) 17〉く14 13)(10 20× 13 29)(20 14〉く12 18〉〈18 19× 14

底面標 高 (m) 2136 2138 2130 21.32 2114 2055 20R7   1  イ

柱間距離(m)
Pl-2 P2--3 P3-4

一 一

―~ イ

R7
一

― ~

建物 7計測表

規 模
梁  行  き 桁  行  き
1間 (259m) 3間  (897m)

軸 N―ら6↑ ―W

柱穴
(cm)

番   号 P2 PR P4 P7 P8

r 21× l II 20× 16 22)(20 19× 17 18× 18 50)(44 28× (23) 35X30
喜盲 (m) 21 3R 2116 2132 2110 2104 2095

柱間距離 (m)
P2--3 P3--4 P4-5 P5-6 P7--8 P7-8 P8-1

283 158 2・ 79 253

古八幡付近遺跡 建物 1～ 7出土遺物 (第 43図 )
器  本車 出土地庫 謂 零 色   調 傭  考

1 須忠器蓋 卜
辺
物
周
遂 輪状つまみ 回転ナデ

回転ナデ後不定方向
のナデ 回転ヘラケ
ズ
')彿
にすデか?

殊 色

黒色の斑点が
多数付着

狽恵器外 ? 建物7 四 称 ア ア t/9彼 4｀疋 力

向のナデ 回転ヘラ
ケ デ
'1 
同 祭 十 ギ

朔 炊 色 尚 コ` 7り「I」

含ヒ性あり

希

？

忠

罫

須

盲
建物 1～ r

日 1刀

1 回転ナデ
強い回転ナデ

灰 色

4 須 東 器 続 回 転 ナデ  回 嫉 切 り 婚ザ火色
5 須恵器壷 径

６

大

α

最

２

回称ナデ  回弘ヘラ
ケデll絡十ギ

婚余褐色

察 思 布 篭 口 豚 屈 田 し上 向 に 半 lH
面

回転ナデ タタキ
タタキの後ナデ

淡灰色

□ 縁 端 平 畑 くすア 青 灰 色

須恵器壷 島百俊
176
外傾する高台 回転ナデ 回転ヘラ

ケズリ後ナデ
炊 色

須 思 希 篭 建物2.3 橋子林 WW

同心 田当旦痛
淡青仄色

建物1～ 7
日 】刀

青灰色

淡 青 灰 色

l F 律 物 1

土師器椀 建物1～7
ロキ刀

口縁端部は内側にlalを
持ちあずかに外厚十る

回転ナデ
カキメ

淡炊 日色

√罠4/Jl □綴外膨 内 面 はヘ ラケズ 1: 慕 褐 F
胴部は内面はヘラケ
ヌドリ

外面 暗灰褐色
内面 橋褐色

筵夕 1～7

国 1刀

口縁強く屈曲
端部先細り

暗褐色

17 土師質 柱状高台 回転ナデ
回転糸切

明褥色

″  J4｀ 肉向に沈裸 回称ナテ
回転糸切めか ?

淡茶褐色

土 鯉 建物 7 鴨
罷

さ

７

長

４
．

重量
140と

原があけられている(両
面空 I~lヽ  一部々娼

外面には一部指頭圧
痕が残る

淡灰褐色
(黒斑有り)

ニチュア土器
十 型 寸 f14Π

建物1～ 7
日 1刀

淡憶褐色

碁石 ? 建物 7 長俺
2

肥往
19
童量
R9R宣

炊 衡 色



柱 夢11(第 44図、写真図版47)

段状遺構 1の北西側で、建物 1と 重複して検出した。段状遺構 1では多数の柱穴を検出したが、

中から石が出土したのは 2つ だけだった。南側の柱穴の石には加工痕を確認できるものもある。 2

つの柱穴は、ほぼ同じ位置で 2～ 3回の建て替えを行っている。柱間距離がおよそ5尺になるので、

一対になる特殊な柱穴と考えた。この柱穴を基準に建物は復元できなかった。柱列 1の東側には、

建物 2・ 3と建物 6が、柱列 1に近い軸で建てられている (第 39図 )。 柱列 1を これらの建物に伴

う柵または塀とすると、石を使った柱穴の間が「入り口」ではないかと考えられる。

建物 8・ 9(第45図 、写真図版50)

段状遺構 1の最も南東で検出した。建物 8は 1間以上× 2間以上の柱穴配置を持つ。西側の床面

が削られており、P4の西に建物が伸びる可能性が高い。また、P3。 4の ほぼ中間から約1.5m北

東で、P5を検出した。掘り方の底面レベルが近いので、建物 8に伴う柱穴とも考えられる。柱痕

はP2の断面で確認した。掘り方を一度埋め戻した後、柱を据えたことがわかる。柱痕を観察する

と、斜面下方に向かって大きく傾いている。建物32の P15(第 100図)で検出した柱根の様に、根本

の曲がった本を柱に使ったのかもしれない。壁溝は東側のコーナーだけ確認できた。土層観察から、

柱穴掘り方を埋めた後に造られたことが分かる。

建物 9は、建物 8よ り北東に約 lmずれた位置で検出した。 1間 × 1間以上の柱穴配置を持つ。

柱穴堆積上が建物 8の溝を切っているので、建物 9が新しいと判断した。建物 9の東には小規模な

テラスがあり、床面では、焼土と炭と地山のブロックが混ざった固まりを、約50× 40cmの範囲で検

出した。テラスの東側では長さ90cm程度壁溝を検出した。このテラスは、建物 8・ 9のいずれかに

伴うものと考えられる。建物 9 PBか らほぼ180cmの所でPDを検出した。PDが建物 9に伴う柱穴で

あれば、焼土面も建物 9に伴う可能性が高い。

遺物は、PD内から土師質土器のイ (皿 ?)底部が出上している。

建物 9の時期は出土した土師質土器から平安時代末以降、建物 8はそれ以前と考えられる。

建物 8計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
1間以上 (175m)

主    軸 高-60▽ 一 Vヽ

畝
くｃｍ，

番   号 鵬 P4

而 48〉く44 54)(42 37)(33 1× 35 50〉〈46

2148

柱問距離(m)
P3-4 P2-5

173 145

建物 9計測表

規   模
梁  行  き 将〒  4子  喜
l FBH以 卜 (12m) 1闇以 r(213m)

ギ      軍由 N-56° 一W

隊
くｃｍ＞

番   号 PA PB PC

面 径 (cnt) 34× (32) 42)(35 37〉〈32

底 面標 高 (m) 2182

柱間距離 (m)
PA一 B PB― C

一_― ~ 十 
一

溝状遺構 3・ 4(第 39・ 45図 )

溝状遺構 3は建物 8・ 9の東側と重複する位置で検出した。切り合いは、こちらが新しい。溝状

遺構 4は間に土石流があって検出できなかったが、本来は溝状遺構 3が途中で東に枝分かれした一

つの清かもしれない。溝状遺構 2で述べたように古道の可能性もある。溝状遺構 4か ら約 7m東の

-28-



斜面上方で、平坦地と柱穴群を検出した。次年度の調査で、斜面すぐ上に段状遺構18。 19を検出し

ており、それに関係する柱穴と考えられる。

杭列 1・ 2(第 39図 、写真図版48。 49)

7区南側の土石流の中で検出した。杭は 2列平行して地山に打たれている。杭の間隔は、杭列 1

が80～ 160cm、 杭列 2が 37～ 65cmで 、杭列 1が倍以上広い。また、ほとんどの杭は斜面下方に約35

度傾けて打たれていた。杭の大さは2.6～ 5,7cmで、斜面上方から常に水が染み出すのでよく残って

いた。杭の先端は、鋭利な刃物で 4面を作るように削られている。

杭列の詳しい時期は不明だが、遺跡内では比較的新しい時代のものと思われる。

建 物 10(第44図、写真図版51)

6区東角で検出した。ここは土石流のほぼ中軸上に位置し、遺構上には、大小の石を含む黒色土

が堆積していた。石は遺構面にも多数含まれており、遺構の検出は遺跡中で最も困難した。斜面を

削って造られた平坦地は、西側がほとんど流失している。検出した柱穴の内、Pl～ 4が直角に並

んでいる。柱間距離は他の建物に比べて短い。

柱穴から遺物が出土していないので、建物の時期は不明である。

建物11・ 溝状遺構 5(第 46・ 47図、写真図版51・ 111・ 112)

6区の東、建物10の約 2m西で検出した。 1間 × 2間の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は、上面に

対し底面がかなり小さくなり特徴的である。柱間距離は不揃いである。

遺物 (第 47図)は床面から甑 (1)と 鉢 (2)がひとかたまりになって出土した。調査時には同

一個体として取り上げ、整理中に別個体と気付いたものである。色調・胎土・焼成とも非常によく

似ている。鉢はほぼ関係に復元できる。底部を観察すると、外面は強い熱を受け為に暗赤色に変化

し、内面は焦げつかせたのか黒色になっている。この甑と鉢は、出土状況から同時に廃棄されたこ

とは間違いない。ただ、一般に甑は甕とセットで使用されたと考えられるので、この甑と鉢がセッ

トになるかは不明である。

清状遺構 5は、建物11の東側で一部重複して検出した。床面から土師質土器が出土するので、時

期はこちらが新しいと判断した。建物■の時期は、周辺の出土遺物より古墳時代後期から奈良時代

頃と考えられ、清状遺構 5は建物■廃絶後に造られた古道の可能性がある。

建物10計測表

規   模
塑  /FT 蛍 桁 き

2間以上 (22m)
主    軸 N-20Ⅲ ―W

隊
ぐｃｍ＞

番   号 P2 P4

上 面 径 (cm) 36〉〈24 (56)× 38 64× (44) 35X26
底 面標高 (m)

柱間距離 (m)
P3-4

建物11計測表

規   模
行   髯 桁  行  き
134m) 2間  (338m)

ギ      軍血 N-315° 一W

畝
ぐｃｍ，

番   号 P2 P3 P4 P6

面 イエ(cmⅢ 30× (23) (64)× 46 37)〈 22 26)(25 44〉〈RA 22)(21 17× 15 22)(14

底面樫高 (m)

柱間距離 (m)
Pl-2 P2-3 P5--6 P6-7

057
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古人幡付近遺跡 建物11・ 溝状遺構 5出土遺物 (第 47図 )

土 帥 器 甑
`kHト

^、ラケス

2 土師器鉢 底部内面は薄くススが付い
ている 強い文歩母けた為

Ч面はヘラケズリ
ト面はヘラケズリ格ナデ

淡橙褐色

3

4
ヨコナデ

6 須忠器蓋 翻
Ｍ

四 称 ア ア

同 転 ヘ ラケズ 1)
淡灰色

7 須恵器
高台付 き冴

445
りゲ^翔

ナ

ヘ

転
転
回
回

青灰色

8 須恵器椀 ナデ 回転ナデ
同妹糸励

暗灰色

十 師 管 邦 蛋ナデ さ切 19

十 日向管 m 蛋ナデ tヽ刃り

土 B巾管 拓 ナ ラ

糸g74 ナデ

19

1ク

土師質皿 回転ナデ
回転糸切b ナデ

子し自色

氏ナデ

段状遺構 2(第48・ 49図 、写真図版52・ 112・ 113)

6区 と7区の境界で検出した、弥生時代の段状遺構である。東側の埋土は、地山と非常によく似

た粘質土で、他の時代の遺構に比べて検出にはかなり苦しんだ。初めに49図 1の甕を検出したが、

遺構が認識できず埋め甕と考えたほどである。掘り方が検出できないので思い切って断ち割ったと

ころ、断面で段状遺構であることを確認した。プランは地山の目が切れるところを追って、ようや

く検出することができた。床面平坦地の規模は約1.8× 14.5mを 測る。柱穴は20以上検出したが、明

確な建物は抽出できなかった。複数の段が切り合っている可能性が高い。

遺物 (第 49図)は、床面と段状遺構の斜面下方から出上している。本報告書では出土した弥生土

古人幡付近遺跡 段状遺構 2出土遺物 (第49図 )
器 種 出十 1「l点 にm)器言(rlm 民径(cml 調    整 イヨ今I                                   F訴罰 備  考

1 弥生甕 口縁は上方に拡張し2
条の凹線文を施す
底部は上げ底

外面はl■lR化が者しく、
調整は不明 内面
はナナメ及びタテヘラ
オデ1〕

外面1上部は淡貢褐
色、下部は淡赤褐色
内面:上部は黄褐色
下獣1ヤ隣本温名

2 口稼は上万にのみ拡張する
岡線マを3粂柿十

ヨコナデ 擦吾いより ,
はヘラケズリ

淡束褐色

3 口縁は上方のみ拡張
風イレの治聞綿の右鉦I主禾田

ヨコナデ ヘラケズリ 外面i暗褐色 内面
頸部より下

'芥

早褐存

弥生重 口縁は粘土を巻きつけて
上下にわずかに拡張し3条
の「LH絶寸浄協十

ヨコナデか? 暗茶褐色

5 弥生甕 ゼ条のヘラガキ凹緑 肩にイよ
ヘラによる却空す券怖十

囚 向顎 部よリ トはヘ

ラケズリ
外向 :婚炊
内面 :明曽

色
有

6 227 日縁は上下に拡張する。4条の凹
紋文を施すと思われるが、風化が

著しくはっきりしない。顕部は貝殻
復縁に■ム穂斧謝1牢すが怖芸力る_

内面、頸部以下はヘ

ラケズリ
明橙褐色

7 弥生ほ 罰S ルミ音い1よ _ヒ tアルミ 肉向 tよヘラクズリ(ほ
菩ほ中′ド、1こ由うⅢ

グト回・明東 日巴
内面 :滲灰侮

8 弥生甕

嘲肘
全体的に署しく暦減している
q基の問綿寸歩協十

ヨコナテ 淡茶褐色

9 弥生鉢 暦減の為凹線の有無が躍
素で妾たい 言部に市‖空ヤ

ヘラケズリ 暗茶褐色

弥 生 脚 止 円 で は /d‐く橋 円 形 ヨコナテ 漆 褐 行

弥生ほ濁も 風 1ヒの為調蟹小明 外 向 :赤
肉 〒過言:日ギ孝

ミ色
ζ掲行

底部はわずかに上方に
へこll・

風化の為調整不明 外面 :淡赤褐色
内面 :暗茶褐有

原部は外側に張り出す 円
盤に粘土紐を積み上げたと
をタス坊ス 棒耐絡,T空コ

lRl化の為調整不明 暗茶褐色



器は基本的に松本岩雄氏による石見編年 (正岡睦夫・松本岩雄 編 1992『弥生土器の様式と編年

山陽・山陰』木耳社)に従って分類している。しかし石見編年は資料が乏しいこともあって、類例

の見つからない個体も多々ある。こうした場合は他地域の例も参考にしながら分類を行った。

段状遺構 2か ら出土した弥生土器は後期前葉、石見V-1様 式のものである。 1は遺構東側の壁

際に、国縁を下にして据えてあった (写真図版52下 )。 風化が著しいものの、完形に復元できるだ

けでなく、収納状況が分かる重要な資料である。 2はP10内、 3～ 7は遺構西側の床面から出土した。

4は口径が小さく□縁が直立気味であることから、頸部がハの字に開くタイプの壷と判断した。 6

は頸部を貝殻による施文で飾っている。床面で出上した遺物をみると、西側のものが若干新しそう

である。 8～ 13は段状遺構西側の斜面下方で出土した。 9と 10は同一個体で、台付きの鉢になる可

能性がある。13は焼成後に底部を穿孔している。

溝状遺構 6(第39図 )

溝状遺構 5と接する位置から北西方向に伸びている。急斜面に、等高線と平行するように造られ

ていた。済の西側は調査前まで宅地になっていた関係で、大きく削られている。

遺物は一点も出上しておらず、遺構の年代・性格共に不明である。

段状遺構 3(第39・ 51図、写真図版54・ 113)

段状遺構 2の斜面下方に位置している。壁から約50cm離れた位置で、幅20cm前後の清を約 6mに

わたって検出した。柱穴等は確認できなかった。床面から遺物は出土していない。

段状遺構 3は南東を自然流路に切られている。流路内からは土師器が数点出土し、この内第51図

3に図示した土製支脚は、完形のまま天地逆になって流路内に落ち込んでいた。古人幡付近遺跡で

出土する土製支脚は、指頭圧痕がはっきり残り、大きく前傾するものが多いのが特徴である。

段状遺構 3の時期は不明だが、周辺で出土した遺物から古代の可能性が考えられる。

土 墳 1(第50・ 51図、写真図版53・ 113)

標高約18mの西側調査区境界付近で検出した。ここから段状遺構 2ま では、約 5×■mの平坦な

地形になっている。土壊 1はこの平坦地の西隅に位置し、周辺で他の遺構は検出していないが、調

査区外に建物等が存在した可能性はある。検出したのは地山面で、深さは10cm程度しか確認できな

かった。規模は検出面で38× 38cmを 測る。床面は斜面下方に向かってわずかに傾斜している。

土羨床面の南端には、土師質土器の邦 2点が、口縁を合わせるようにして置かれていた。上の邪

(第 51図 1)は斜面上方側がやや浮き上がっているので、土羨内に上が流入した時にずれた可能性

が高い。下の邪 (第 51図 2)は底部が床面に接しており、ほぼ原位置を保っていると考えられる。

古人幡付近遺跡周辺の土師質土器の編年は、浜田市上府町の古市遺跡 (浜田市教育委員会 1995

『古市遺跡概報』)で■世紀後半から14世紀初頭までを対象に行われている。古人幡付近遺跡で出土

した土師質土器を浜田市国府地区で出土したものと比較した結果、■世紀後半から13世紀前半まで

はほぼこれに従えると判断した。土娠 1か ら出土した土師質土器の時期は、古市遺跡の I期 (■世

紀後半～12世紀前半)に平行すると考えられる。

清状遺構 7(第39図、写真図版54)

段状遺構 3の西側で検出した。非常に不整形で、人為的に造られたものではなく、斜面上方から

水が流れ落ちた痕跡の可能性がある。遺構の中央では遺物がまとまって出土した。第51図 13の須恵

器壷は、同一個体と思われる破片が段状遺構 4で出上している。他の出土遺物も段状遺構 4出土遺
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物と、種類 。時期共に同様なので、 2つの遺構には何らかの関連があると考えられる。

段状遺構 4(第図50～ 52、 写真図版55)

溝状遺構 7の斜面下方で検出した。 2つの平坦地があり、平面はいずれも不整形である。床面は

斜面下方に向かって約20度傾斜している。西側の平坦地は、中央部の壁面が大きくへこんでオー

バーハングしている。この部分では石の下から遺物 (第 51・ 52図 )が集中的に出土したが、斜面上

方からの流れ込F/1か、意図的に廃棄されたものか判断できなかった。段状遺構 4の時期は、出上し

た遺物から奈良時代以降と考えられるが、性格については不明と言わざるを得ない。

ところで段状遺構 4周辺では土錘が36個まとまって出土している。調査時に認識できず、順次取

り上げてしまったが、網に付いたまま廃棄された可能性もある。出土する土錘は、全く胎土・焼成

の違う1の他、 2の管状土錘を除いて全て棒状土錘という点が注意される。古人幡付近遺跡では、

須恵器を含め様々な形態の土錘が、調査区内のあらゆる箇所で出土している。しかし、棒状土錘は

出土する位置が、きわめて限定される。棒状土錘が出土したのは、段状遺構4と溝状遺構 7、 包含

層では6区の段状遺構 4よ りも斜面下方、 6区の北西に隣接する5区である。これらは奈良時代の

遺構とその周辺という点で共通している。近年、江津市内でも発掘調査件数が増加し、それに伴っ

て土錘の出土量も増えている。ところが棒状土錘となると市内での報告例は皆無である。また、遺

跡から約6.5km南西では、浜田市教育委員会によって石見国府周辺の調査が行われているが、出土

した土錘は全て管状だった。県内での棒状土錘の出土例は近年増えつつある。この内、鳥取県境に

近い徳見津遺跡では9個体分が出上し、奈良時代のものとされている。また、県内でもっとも多く

の棒状土錘が出土した出雲市上長浜貝塚も、奈良時代後半から平安時代初期に使用されたと考えら

れている。このほか弥生時代後期から古墳時代前期と考えられるものもあるが出土数が少なく、 8
世紀頃が中心と考えられる。
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古人幡付近遺跡 土墳 1、 段状遺構 3・ 4出土遺物 (第 51図 )

1 土帥質 J4・ 土 壊 1 端音卜は,し 畷門ンャーフ
,■卒 却 h十 ス

見込み部は回転ナテ
同録率胡 nか ?

2 口縁端音Rよシャープに先Y・Bりし、
内側にごくわず力ヽこFL曲十る

見込み旨いイよ回私ナデ調
整 不明回転糸動 か?

淡茶褐色

土製支脚

呻側
径

０

大

２

．

最

１

二般突起 中央に子し 全体に指顕L展 橙褐色

4 須恵器甕 口縁短く外反 タタキロ
田′ド、田寸当て旦痛

明灰自色 風化

ヨコナデ  ヘ 淡

頂恵器不蓋 段状遺捕
と円羽

口縁端屈曲 回

同

ヘラタスリ
十ギ

灰 色 グトlll日 |へ本田

14ク

8 光犬つ 転 す す  す ア

狽悪器 14ヽ 景 126 4.55 融
酪

回
回
払ゲア

転ヘラケズリ

灰自色

佳

６

Ａ口
ａ

ヨ

ー

回転ナデ ヘラ切り 灰自色

Eヨ浄 ナ デ

口 同 ヨコナデ

口 舟 十 う

□縁縛 ヨコナデ ヘラ
ヨヨナラ 暗

14 ヨコナデ ヘラケズリ
14 目

古人幡付近遺跡 段状遺構 4出土土錘 (第 52図 )
器  種 哨十111点 形 熊 ・ マ 様 の 特 徴 調 堅 臼   調 備  考

1 土錘 (管状 ) 鰤
剛
門

４
1.4 管状 黒 余 衡 色

17ら イ買‖ル荒メ常吾悟1こ千し 袴 喝色

十 紳 (棒状 )
茶 掲色

rHk 場侮

5¬
色

色

17 色

17 裕 褐 色

袴 帳色

8 3 墨 掲色
答 揚 角

赤 不 褐 色

袴 礎| '

袴 掲 色

脩 掲色

7^2 本 褐 脅

2 2708
575 橙 褐色

暗 怪褐色

4 16t48 色

ク 色

2 氏 ,4 橙雅 色

877 楊 存

2 1202 働

2 橙 色

2 785 イロ1～鵞】臀吉БIこイI 橙 襟色

114 袴 稜 角

示 条 褐 色

2937 赤茶色

2 2775 橋 褐 侮

泰 楊 色

黍 褐 缶

色

色
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段状遺構 5(第 53・ 57図 、写真図版55・ 56・ 115)

6区のほぼ中央で検出した。平成 6年度に行った 5区の調査で北半分を調査しており、調査前か

ら存在が確認されていた。平坦地の規模は、 5区 と合わせると約 5× 20m測る。段状遺構南側で検

出した石組みは、遺跡や周辺でよく見られる近世の棚田に伴うものと判断した。南側を棚田に、東

側を現代の宅地によって削られているので、本来はさらに大規模な平坦地が造られて可能性が高い。

床面では30以上の柱穴を検出し、掘立柱建物 2棟 と柱列を抽出した。床面は北側が地山削り出し、

南側は盛土で造られている。地山部分に対し盛土部分がどの程度の規模なのかは、棚田に削られて

いるため不明である。盛土を断ち割ると、地山に掘り込まれた溝と8世紀の須恵器好を検出した

(写真図版51下 )。 これは建物15の溝と遺物で、段状遺構 5は、奈良時代の建物が建てられた平坦地

を斜面上方に拡張して、再利用していることが明らかになった。同様な関係は、段状遺構16～ 19に

も見られる。

以上の状況から、段状遺構 5が造られた時期は平安時代以降と考えられる。

建 物 12(第54図 )

段状遺構 5の東側で検出した。 2間× 2間以上の柱穴配置を確認したが、本来は桁行きが南側に

さらに伸びていたと考えられる。柱間距離は、梁行きが■尺、桁行きが5.5尺 と 8尺を指向したも

のと見られる。このように梁行きの柱間が、桁行きの柱間の倍近くなる総柱建物は、古人幡付近遺

跡平成 8年度調査区、仁摩町白石遺跡、清石遺跡で確認されている。これらの建物はいずれも12世

紀後半から13世紀前半の建物と考えられている。

建物12の時期は、柱穴から遺物が出土していないため不明であるが、他の例を参考にすると中世

初頭の可能性がある。

建 物 13(第55図 )

建物 12と重複する位置で検出した。柱穴は 2× 1間 しか検出していないが、建物 12と 同様桁行き

が南側に伸びていたと考えられる。柱間距離は、梁行きが 5尺、桁行きが9.5尺を指向したものと

見られる。主軸は建物12と ほぼ同じで、建て替えに大きな時間差が無かったのは明らかである。建

物13の西側は平成 6年度に調査を行った 5区と接している。図上で合成できなかっため不明な点が

多いが、 5区の東側で検出したピット状の落ち込みとSX-1は、建物13の柱穴だった可能性がある。
この内Ⅸ -1では、切断された柱根と建物の撤去に伴う呪いの痕も確認されている。
甑 -1か ら出土した土師質土器は、平安時代末頃と見られる。

柱 夢J 2(第 54図 )

建物12の梁行きと、ほぼ同軸上に重複している。柱間は6.5尺を指向したものと見られる。5区で

検出した柱穴と対応して、建物になる可能性もある。

建 物 14(第56図 )

段状遺構 5の床面盛上下で検出した。1間以上× 2間以上の柱穴配置を持つ。柱間距離は、梁行

きが 5尺、桁行きが5.5尺を指向したものと見られる。主軸は建物15と ほとんど同じである。

建物の時期は段状遺構 5よ り古いので、古代の可能性がある。

建 物 15(第56・ 57図 、写真図版57・ 115)

段状遺構 5の床面盛土下で検出した。建物南側は棚田によって切られており、柱穴は桁行きの 1

列 しか検出していない。この為、建物の正確な規模や柱穴配置は不明である。PA～ Fの柱間距離は
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不揃いで、組み合わせは判断できなかった。桁行きから約60cm北側には溝が造られている。

遺物 (第 57図 )は主に壁際で出土した。建物15の壁溝は途中で途切れており、遺物も東西にまと

まりがあった。出土量は東側の方が多く、建物14の P2・ 3間にあたる部分の焼土周辺では、特に

遺物が集中して出土した。25。 26・ 29。 30'36が ここで出土した遺物で、同時期に廃棄されたもの

と思われる。36は瓦質で、37は その取っ手と考えられる。28は東側の清が途切れる部分で出土した

土師器のIThで ある。西側では24と 35が出土した。

西側の遺物が東側に比べて古そうだが、建物15の時期は奈良時代と思われる。

段状遺構 6(第 56図 、写真図版57・ 58)

建物15の西側と重複して検出した。床面はほぼ流失している。しかし、北側に幅20cm前後の溝が

掘られており段状遺構とした。柱穴はPaと Pb・ Pcの どちらかが遺構に伴うと考えられる。

建物15調査時に地山面で検出し、遺物も出土していないので、時期は不明である。

段状遺構 7(第39図 )

6区斜面の最も下方で検出した遺構で、ここから南側は大きく落ち込んでいる。西側の 5区では

段状遺構 7と ほぼ同レベルで古道が検出されている。平坦面の幅もほとんど同じなので、段状遺構

7は 5区の古道の続きと考えられる。時期は不明である。

建物12計測表

規   模
梁  行  き 善

2 FBR (6611n) 1 45mⅢ

主    軸 N-58° 一W

畝
くｃｍ，

香 P2 P3 P4 P6 P7

Ｃｍ，一ｍ
23× 22 62X50 22)(20 43)(34 6ヽ× 15 24〉〈20 28)〈 24

一422
一

柱間距離 (m)
Pl-2 P2-4 P3-5 P4-6 P5--7

182 163 327 327

建物13計測表

規   模
梁 χ 桁  行  き

2間 (590m) 1間以上 (153m)

軸 N-57° 一Ⅵた

畝
ｍ

番   号 P2 P3 P4 P5 P6 P7

L面 径 (cm) (24)× 21 13× 11 22)(21 47)(27 23)(21 24〉(20 16× 9

底 面標高 (m)

柱間距離(m)
P2-5 P4--5 P5-7 P6-7

153 293 282
一

建物14計測表

建物15計測表

規   模
梁 行 き 行  者

3間以上 (602m)

ギ    軸 N-635マ ーW

畝
くｃｍナ

番   号 PA PB PC PD PE

上 面 径 (cm) 2R〉(26 24)(20 ク0)(20 42)(36 40〉〈38 32)(28

底 面標高 (m) 1394

桂間距離 (m)
PA― B PB―C PEl― E PE一 F
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古八幡付近遺跡 段状遺構 5、 建物15出土遺物 (第 57図 )
器  種 出土地点 1辰杯(cm 調    整 色   調 備  考

1 狽 思 希 コ 蓋ヽ 杖秋遺構

「
D

笹み

・
０

輪状つまみ 回弘ナデ 澪 い 育 炊 色

まみ笹
49

輪状つまみ 回転ナデ 吾灰色

3 つまみ招

「hA
輛状つまみは上方へ伸びる 回転ナデ ナデ 明灰色

4 つまみを石す 回転ナデ (タト)

5 つ 持ヽ

器 J4・ 身 ヘラキ 1

8 器 期ヽ

9 頂恵器邦身 高台 ナデ

須 東 器 好 ヘラキリ
郷 身

回 転 サ

弐思 命
丑禾 辟Π

吹き出し粕らしいものが
出ている

回転ナデ 青灰色

須恵器重

噌８，３
しばりの痕がわずかに
残る 厚く日音緑色の釉
がかかっている

回転ナデ ナデ 外向 H音緑色
内面 明灰色

土帥器甕 口縁は厚でだが端部は
シャープに74細りする

ナデ ヘラケズL 亦 余 色

17 須忠希
岳範書 雌

閉
目然和付看
体部は扁球形

回転ナデ ナデか 明炊色

十 日雨器 明 泰 褐 色
1 朔犬 ) 最大径2.3cm 灰 侮

長さ8 2cm 最大径19漏 褐 色

最大径 1.9cm
一ナ由かハ空莉

黍褐色

犀 物 15 低 吾い1よ突 Ltlす る 回転 ナデ  回転 糸 切 b 沸 橋 拐 密
頃恵器不蓋 口豚は囚側に打った後、

あずかに外序バ干る
口 監 ケ ア 色

名

褐

扉

余

書

炊

沐

画

面

外

肉

須恵器不身 体 部 はゆるやかにわん
曲キフ了口緑部へ不ス

四称アブ彼ケグ
r、ラ切 n?

了し自色

径

Ｒ

台

ａ

局

１
端部は外反している 静止ケテ 回転ナデ

ヘラ切め傍ナデ
明灰色

13.8 38 体部は直線的に口縁部
へ不る

回転ナデ 炊 日色
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土 石 流 (第 39図 、写真図版35・ 49・ 58)

調査区の南側を斜面上方から流れ落ちている。堆積土中からは、大小の石と共に多くの遺物が出

上した。調査区北束の土層断面を観察すると、調査前に棚田として平坦にされていた地形は、幅

13m以上の谷状の地形を埋めたものだと分かった。表土下には耕作上が70～ 90cm堆積 していた。そ

の下には明灰色、暗灰色、暗青灰色、黒色、灰帽色の順に粘質土が堆積し、最下層で明灰色砂質土

を検出した。遺物は全ての層から出土し、黒色粘質土が最も多く遺物を合んでいた。暗灰色粘質土

以下の層には多くの石が含まれ、斜面下方ほど大きな石が出土した。土層の堆積状況から、長期間

水が流れていたと考えられる。 7区で検出した杭列はこの流れを意識したものと思われる。この流
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れは途中 4区を通過して 6区の南側へと続いている。斜面下方の 6区では、lmを越える大きさの

石も出土した (写真図版53下 )。 遺物の時期は、縄文時代から室町時代までで幅が広い。ここに水

が流れていた時期は、建物10。 ■の時期よりも後であることは間違いない。同様の黒色土は斜面上

方の 8区でも検出したが、中世初頭の遺構を切っている。このことから水が流れていたのは中世以

降、出土遺物から室町時代前後と推浪Iさ れる。なお、流れの基点は 8区の集石 1、 もしくは集石 3

と考えられる。

6・ 7区出土遺物

6・ 7の遺物包合層からは、縄文時代から近代に至る多種多様な遺物が出土した。これらの遺物

は、基本的に棚田を造る際に斜面上方から下方に向けて押し流されている。この為、 6区の耕作土

中で出土した遺物は 7区の遺構から、 7区の土石流内の遺物は 8区の遺構から廃棄されたものと考

えられる。なお、出土数の少なかった遺物は 6。 7区合わせて記述する。

縄文上器 (第58図 、写真図版116)

縄文土器は 6区の上石流内で 2点確認した。 2点 とも著しく摩滅しており、1が鉢であること以

外は器形・時期共に不明である。古人幡付近遺跡では、縄文時代と考えられる石器はほぼ全域で確

認できるが、土器は 1区を除いてほとんど出土していない。第 3章でも述べるが、この地域の縄文

集落の立地の外、調査方法にも関係があると思われる。

弥生土器 (第58図 、写真図版116)

6区で出土した弥生土器の内、段状遺構 2の周辺で出上したものは、そこから廃棄されたものと

判断した。それ以外の弥生土器は、 6・ 7区とも全て土石流内で出上した。ここから斜面上方では

弥生時代の遺構を全く検出していないので、弥生土器がややまとまって出土した丘陵尾根上から流

れ込んだ可能性が高い。出土した弥生土器の時期は、 I様式と思われる 3、 Ⅲ・Ⅳ様式と思われる

4・ 5を除いて、ほとんどがV-1・ 2様式だった。古人膊付近遺跡で出土する弥生土器は、出土地

と時期からある程度の傾向が読みとれるので、他の調査区も含めて第 3章で詳しく述べたい。

石  器 (第59・ 60図 、写真図版116)

石器は斜面下方の調査区や上方の 8-2区 に比べると、出土量が目立って少ない。特に黒曜石は

石鏃 (横形石匙か)が 1点出土しただけで、剥片を合めると約280点 出土した8-2区 とは比較に

ならない。砥石 (2・ 3)は土石流の中から出上したので、8-3区の遺構に伴うものだろう。 4は

黒色の石で、大きさや形から碁石と判断した。 5～■は石斧である。7は両端に刃部を持つもので、

これとよく似た形態 。大きさの石斧が、頓原町板屋Ⅲ遺跡の第 2黒色土層上面から縄文時代後期中

葉の上器と共に出土している。

6区出土須恵器 (第61・ 62図、写真図版117・ 118)

6区では古墳時代後期から平安時代の須恵器が出土した。この丘陵の調査区では古墳時代の遺構

を検出していないが、古代や中世の遺跡によって壊された可能性もある。第61図 30は壺等の脚部と

考えられる。逆三角形 ?のスカシを6～ 7方向に入れており、遺跡周辺で類例を見ないものである。

第62図 4は管状土錘で、古人幡付近遺跡出土した土錘の中では唯一須恵器製である。 5は紡錘車で、

外面は手持ちヘラケズリ後ナデを施す。

6区出土土師器 (第62・ 63図 、写真図版118)

6区で出土した土師器は、甕、高郭、甑、移動式竃、土製支脚、土錘である。甕は回縁の長さや
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胴部の張り方に多くのバリエーションが見られる。高郭 (12)は横路古墓のものと似ている。13は

訊の取っ手と思われる。古人幡付近遺跡では、甑の取っ手は出土するが全形が分かる資料は確認さ

れていない。建物■の甑がやや形を窺える程度である。甕の破片と判断したものに甑が含まれてお

り、実際にはもっと多く使用されていたと考えられる。土製支脚は、ほとんどが第51図 3と 同じタ

イプのものである。全て三股突起タイプで、かなり前傾している。背面からの穿孔には貫通するも

のとしないものがある。外面には指頭圧痕が明確に残る。15では特にはっきりと確認でき、作者が

かなり細い指であったことも分かる。14は、調査区内で出土した他の土製支脚と異なり、扁平な作

りのもである。棒状土錘 (2)は斜面下方の黒色土から出土したもので、段状遺構 4周辺で出土す

るものと胎土・色調・焼成ともよく似ている。その他の土錘は全て縦方向に貫通しているが、形態

や大きさは多様である。これは土錘が使用される時期にも関係があると思われるので、 8区の土錘
と合わせて後述する。 8は移動式竃の破片と判断したが、径が8.6cmと 非常に小さい。ミニチュアの

竃で、第43図 20の ミニ土製支脚等とセットで使用されたのかもしれない。内外面ともに指頭圧痕が

残る。

上 製 権 (第63図 、写真図版118)

7は建物■の訊や鉢の近くで出土した土製品だが、土石流黒色土から出上したため、建物11に確

実に伴うか不明であり、ここで報告することにした。

この種の土製品の性格については、これまでにも色々と議論されている。江津市半田浜西遺跡で

報告されたのを初めとして、江津市飯田C遺跡、古人幡付近遺跡、棚橋押込遺跡 (報告書未刊 )、 浜

田市横路遺跡で出土が確認されている。この上製品の正確な分布は、石見地方の発掘調査件数が少

ないため不明な点もあるが、現在のところ江川西岸から下府川流域に限られている。半田浜西遺跡

の報告で重量がほぼ 3段階に分類できることが分かり、飯田C遺跡では焼成後に重量調整を行った

可能性のあるものまで出土している。このため、半田浜西遺跡の報告以後、土製の分銅 (権 )と し

て報告されている。しかし、土師器では水分などにより重量が変化するとの指摘もあり、土錘説も

なお根強い。土錘説については飯田C遺跡の報告の中で林健亮氏が否定している。

以上のようにこの土製品の性格は現在定まっていないが、通常の上錘に比べて出土数が非常に少

ない点 (棚橋押込遺跡では例外的に26個出土している)と 、未報告の棚橋押込遺跡を除いて出土す

る遺跡に共通する性格が見られる点が注目される。この上製品が出土する地域が非常に狭い地域で

あることはすでに述べたが、これらの遺跡はいずれも古墳時代末から中世前半にかけて存続する集

落である。また、詳しくは後述するが特殊な遺物や従来官衛的と言われた遺物を出土する遺跡が多

い点も共通している。さらに、遺跡調査中に福岡県甘木市宮原遺跡 (福岡県教育委員会 1990

『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告17』 )で これとよく似た土製品が出土し、土製権として

報告されていることを知った。実物を比較していないので確実なことは不明だが、石央地域で出土

するこの種の土製品も基本的には土製の権と考えられ、以下土製権として報告する。

なお、松江市才ノ峠遺跡 (島根県教育委員会 1993『一般国道 9号松江道路建設予定地内埋蔵

文化財報告書�』)では、当遺跡とは形状の異なる用途不明の分銅状土製品が出土している。

6区出土土師質土器 (第63図、写真図版118)

土師質土器は主に段状遺構 5の南側で出土している。ここはすでに述べたように調査前まで家が

建てられていた所で、大規模に削平されている。しかし、斜面下方は包含層が生きており、龍泉窯
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系青磁や宋銭も出上している。黒色土からの出土なので斜面上方からの流れ込みと思われる。

6区出土瓦 (第 63図、写真図版118)

古代の平瓦が 2点、丸瓦が 1点土石流内から出上している。丸瓦は玉縁式と思われるのもので本

遺跡内では初の出土である。時期は 8世紀後半頃と推浪Iさ れる。古人幡付近遺跡で出土する瓦はい

ずれも8～ 15cm前後の小片で、出土点数もごくわずかしかない。また、古代の瓦が出土した調査区

は、平成 5年度調査区の外は、平成 8年度調査区、 6～ 8区 と古代から中世の建物を検出した調査

区である点が共通している。さらに、遺構周辺での出土は平成 8年度調査区と8区で、いずれも中

世の遺構からである。 8区は古代の遺構が存在するにも関わらず、そこでは 1点 も出土していない。

こうした出土例を遺跡周辺に求めると、浜田市横路遺跡の例が比較的よく似ている。横路遺跡は

石見国府に付随する集落と考えられ、古代から中世の柱穴が1500以上検出されている。中世の柱穴

には下府廃寺や石見国分寺の瓦を礎盤として使用したものがある。これは横路遺跡が古代寺院に極

めて近い立地で、瓦の採集が容易だった為と考えられている。出土した瓦の大きさや横路遺跡の例

を参考にすると、古人幡付近遺跡で出土する古代の瓦は、中世に遺跡周辺で採集され、柱穴の礎盤

等に転用されたものと推測される。

6区土石流出土土師質土器 (第64図 、写真図版119)

6区の斜面下方でひとかたまりになって出土した土師質土器である。重なって出土したものもあ

り、一括で廃棄されたと見て間違いない。この為他の土師質土器とは区別して報告する。時期は平

安時代終わり頃と思われる。当初これらの遺物は斜面上方から流れ込んだものと考えていたが、西

側に位置する建物 12・ 13が桁行き4間以上の建物であればそこから廃棄された可能性もある。

7区出土須恵器 (第64・ 65・ 66図 、写真図版119。 120)

7区では主に奈良・平安時代の須恵器が出土した。 7区の遺物は基本的に斜面上方からの流れ込

みであり、須恵器も8区で検出した段状遺構16～ 19の遺物と考えられる。27は胎土にほとんど砂粒

を含まず、内面を丁寧に撫でてなめらかにしており、美しい仕上がりである。

須恵器の不と椀の区別は、円盤状の底部に内彎する体部が付けられるものを椀と報告することに

した。 7区出土須恵器では33は jTh、 35は椀となる。34の様にはっきりしないものはイとした。椀の

底部には回転糸切り後に回転ナデを加えて端部をツマミ出し、小さな高台状にするものが多い。ま

た、今のところ漠然とではあるが、lThと 椀ではlTXの方が先に土師質土器化し、椀はしばらく須恵器

として残るものと考えている。第64図 37と第65図 1は実測図で分かるように、須恵器と全く同じ形

態の土師質焼成の椀である。調査区内では同様の焼成の邪も数点出上している。第65図 4・ 5は須

恵器椀で、時期は12世紀頃と思われる。段状遺構16に伴う遺物と見てほぼ間違いない。土師質土器

と形態が類似している。この時期の須恵器椀は出土数が極端に少なく、第103図 26の ような土師質

の椀が遥かに多く出土する。 1の椀の時期に始まった土師質土器の増加が進んで、この時期には比

率が逆転したことがよく分かる。

16は壺の底部と判断したが、窯壁が付着している。底径の 6分の 1程度しか残存していなかった

ので付着した窯壁の大きさは不明だが、実用の際は不安定だったであろう。甕はタタキの種類が豊

富だったが、外面が格子目のものは 7・ 8区境界の黒色土中からのみ出上している。

7区出土瓦 (第66図 、写真図版120)

7区では瓦は 1点 しか出土していない。出土地は段状遺構 1の斜面下方である。
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7区出土土師器 (第 66図 、写真図版120)

土師器は主に甕が出土した。口径が小さく胴部が張る10は建物 1の斜面下方から出土したもので、

他は土石流内の遺物である。12は鍋で、回縁をわずかに内側に屈曲させ、受部を作り始めている点

が注目される。土師器の高不は段状遺構 1の斜面下方で13が出上したのみである。かなり風化して

いるが、脚部内面は強くナデた跡が確認できる。14は土師器の不で、手捏ねである。

7区出土土師質土器 (皿・ lTh・ 土錘)(第 67・ 68図 、写真図版121～ 123)

7区南の上石流黒色粘質土中からは、土師質土器が集中して出土 した。これらの土師質土器は、

色調によって大まかに褐色系のもの (1～ 19)と 白色系のもの (21～37)イこ分かれる。褐色系の中

では、 1～ 3と 16、 5～ 7と 17・ 19の胎土 。色調 。焼成がよく似ている。 1～ 3の タイプの皿は底

径が6.5cm以上とかなり大きく、体部は短く歪んでいるものが多い。鎌倉時代のものか。 8は近世の

灯明皿で表採した。不は回転糸切りした底部が下方に張り出すものが多い。12は褐色系の邪の中で

は器壁が薄く焼成も良い。段状遺構16床面遺物の郷 (第 101図 16)と よく似ている。これらの邪の

時期は、鎌倉時代前半頃と思われる。白色系の邪は褐色系のものに比べて器壁が薄く、体部は内彎

気味で回縁はやや外反する。時期は平安時代後期、古市遺跡遺跡 I期に併行するものと思われる。

白色系の皿は、褐色系の皿に比べて底径が一回り小さい。第67図 に掲載した土師質土器の内、 3・

■・15。 23・ 25。 26。 33は浜田市教育委員会の好意により、石見国府周辺で出土した同時期の土師

質土器と共に胎土を分析し、比較を行っている。詳しくは『横路遺跡 (原井ヶ市地区)』 (浜田市教

育委員会 1998)を 参考にしていただきたい。

7区で出土した土錘は、全て縦方向に孔を開ける管状タイプである。ほとんどが12～ 15のサイズ

だが、16の様に大型なものも数点出土している。重量は小型の土錘の約 8倍もあり、孔の径も3～

4倍になる。この種の上錘は、遺跡内では 7区の土石流上方と8区でのみ出土している。

7区出土土師質土器 (甕 )(第 68図 、写真図版123)

第68図 9～ 11の甕は、他の甕と大きく異なる形態 。焼成をしているのでここで扱うことにした。

これらの甕は口縁から胴上部に丁寧な回転ナデを施されている。】同上部外面は10・ ■の様に凹凸が

明確なものも多い。胴部は外面にタタキの跡を明確に残し、内面は横方向のヘラケズリ後ナデを施

している。内面のヘラケズリは上部より下部の方が単位が短い。以上の特徴から、古墳時代以降の

いわゆる土師器甕とは異なるものと考えられる。土師質土器の破片を正確に分類・カウントしてい

ない為不明な点もあるが、代表的な3タ イプを図示した。

9は口縁が長めでやや内彎する。底部近くと思われる破片も出上したが、胴上部と接点が無いた

め全体のプロポーションは不明である。図よりさらに長くなる可能性がある。外面はかなり白に近

い色調で焼成や胎土も第67図の白色系の土師質土器に近い。10は口縁端部を屈曲させ受部を作って

いる。胴上部外面には凹凸が目立つ。色調は赤みがかった茶褐色で、胎土・焼成も第67図 10。 14の

邦と似ている。■のタイプは口縁が短く受部もより明確である。月同上部の凹凸は沈線のように細く

はっきりしている。ナデの前にクシ状工具を使用していると思われる。表面は淡茶褐色を呈してい

るが、断面は芯が暗灰色でこの部分の焼成は良い。第68図 6の括鉢や第■1図 4の茶釜とよく似た

特徴的な焼成である。 3タ イプの甕を比較すると、 9が最も古く続いて10。 ■と変化するように思

われる。図示していないが、これ以外に第67図 17の不と同様な胎土・色調 。焼成のものも出上して

いる。他のタイプより厚手で、胴部外面を荒い回転ナデ調整で成形 しタタキの痕が確認できない点
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がやや異なる。底部は丸底で、丁寧なナデが施されている。10ま たは■と併行する時期の別用途の

甕かもしれない。これらの甕は、段状遺構16～ 19及びその下方で出上した以外は、 3区の包含層で

のみ確認されている。 3区の報告では、第67図の皿・郷に伴う時期の可能性が高いとされている。

今回の出土状況はほぼそれを補うものであり、およそ古代末頃から中世にかけて使用されたと考え

られる。

この種の甕は周辺の遺跡では、飯田C遺跡で出土が報告されている。また、県内の遺跡では飯石

郡頓原町中原遺跡 (島根県教育委員会 1999『中原遺跡』)で出土しているものがよく似ている。

遺構に伴わない遺物だが、北陸地域に類品がある奈良 。平安時代頃の長胴甕とされている。

貿易陶磁 (第 68図 、写真図版123)

貿易陶磁の分類は太宰府のものを用いた (横田賢次郎・森田勉 1978「太宰府出土の輸入陶磁

器について 一形式分類と編年を中心として」『九州歴史資料館研究論集』 4 九州歴史資料館 )。 1

は龍泉窯系青磁椀 15類椀である。 2も 龍泉窯系青磁椀で、時期はⅣ類が上限と思われる。 1・ 2

とも7区土石流黒色土中の遺物で、 7区の貿易陶磁は全て土石流内から出した。 8区で廃棄された

ものであろう。 3・ 4は 6区で出土した白磁Ⅳ類椀である。 6区ではこれ以外に龍泉窯系の青磁椀

1点が土石流内から出土している。

揖  鉢 (第 68図 、写真図版123)

5は土師質のもので、回縁には粘土を巻き付けて内側に月巴厚させ、上面には沈線を 1条廻らせる。

6は表面が風化しているが、断面は暗灰色を呈し、焼成は硬い。口縁は 5の様に肥厚しないが、端

部には沈線若しくはツマミの痕を確認できる。括り目は 4条のクシ描き沈線で、 5よ り本数が少な

く間隔も広いので、6の方が古い印象を受ける。 5。 6と も7区土石流内から出土した。 7・ 8は

備前焼揺鉢で、16世紀のものと思われる。

金 属 器 (第 69図 、写真図版124)

1・ 2は書体が異なるが、ともに皇宋通費である。 6区斜面下方の自然流路から出土した。 3は

同じ流路から出土した鉄製の羽釜である。 4は先端が先細りし、断面は平行四辺形を呈している。

先端から約6.5cmの 部分にはわずかに木質が付着している。 7区の土石流黒色土から出土した。

骨  片
図面 。写真とも掲載していないが、黒色土中で骨片 2点が出土した。いずれも白色で硬く、腐っ

ていないので自色系の土師質土器と混同していた。火葬骨の様だが、報告書作成の最終段階で気付

いたため正式な鑑定を行っておらず、詳しいことは不明である。
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古八幡付近遺跡 6・ 7区出土縄文土器、弥生土器 (第58図 )
器 熊 ・ 支 様 の 特 徴 訓 整 巳     ヨ白 備  考

を2条茄‐ 弐化 のため調 語 は小 咽 日編舟EHッ

2 縄 文 向

而

外

内
卜褐色
里有

H寺剰小明

弥生甕 7区 L4櫂庶イより /pミ グト灰 つ 0
搬 喜Rι !寺 し、

風化のため不明 晴茶褐色
断裔 黒角

口縁端やや肥厚し
外而に凹線寿1条加す

頸部以下ケズリ 淡茶褐色

は EEl力 Nあ ヨコナデ ヘラケズリ 漆 褐 色
弥生豆 口

聞
端部は上万に拡張
守歩1峯 ?焔十

ヘラタスリ 淡灰褐色

4条の凹線文を施す
ヘラ1こkる刺突支

強いナデ
ヘラケズリ

淡灰褐色

6鬱■ 4条のクシ描き波状文を施す
4条のクン沈線文を施す ク
ン描きの鋸歯文または連弧文

ユビオサエか?
ヘラケズリ

暗余褐色

弥 年 71メ 竹 管 V ヘラケズリ 漆 泰 褐 脅

弥生豆 6区 凹線間に貝殻による羽
状文を施す クシによる
滝減寸 r堂侍A大ヽ

横方向のヘラケズリ
後にナデか? ナナメ
方向のヘラケズリ

色
色
萄
褐
明
灰
回
面
外
内

7区 口稼は上下にわすかに拡
弔十る9峯のf14類痺桁十

淡余褥色

口縁端罰∫は上万に拡張 3条
∩Ⅲ趨寸  蒟獣 trJ寸廟1占寸

ヨヨナデ
ヘラケズ 1:

面
面
外
肉
赤茶褐色
陪 楊 召

弥 生 審 □縁イk端浄∫弗 r7Tに拡1「する ヘラケズリ 淡 黍 褐 色

口縁端部は上方に拡張
「lR綸 寸 歩クネ 怖 十

ユビオサエか ?
ヘラケズリ

淡炊褐色

l 口縁端司∫は上方に拡張す
る 4条の凹線文を施す

ヨコナデか
'ヘラケズリ

黒余褥色

口豚端罰Sは上万に柩張
ftR焔 寸 r食基ヽ

ヨコナテ 淡褐色

6区 凹線文 (4条 )

「 部に口縁拡張
ヨコナデ
ヘラケズリ

淡ズ褐色

7区 170 口縁端部は上方に拡張
ク峯の問綿寸

ヘラケズリ後ユピオサエか?
ョコすデか? ヘラケズ1'

淡黄褐色

口 豚 は上 万 に拡 張 す る
刀丞 の rLR焔 寸

回称ナデ ユビオサ
エ? ヘラケズI'

暗帽色

口縁は上下に拡張し7
基 ∩ 棒 fLR緯 寸

ヨコナデ
ヘラケズリ

明褐色

弥生ほ罰; 内向はヘラケズリ 色
缶
褐
掲
余
里
暗
沸
山
而
外
内
外向 明褐色
内雨 Π吉茶褐有

ほ向イこイよ8mmf19↓し
空 コ ι!棒 耐 前

71・ 回 淡 東 褥 色

肉 面 沸 里 拐 名

底部内向はヘラケス
I)

外向 淡灰褐色
肉面 沸里揚有

弥生高不 ほ 首やり 甲む ほ↓目娯止 展 か

鳶ス H14部 1士呈‖難 lイ L、ス
明褐色

弥生底剖も 一部指頭圧痕がみら
弟 ス

外面 明茶褐色
肉面 陪本揚密

古八幡付近遺跡 6・ 7区出土石器 (第 59図 (1～4)、 第60図 (5～11))
器  種 出十1111点 ]4挙 (cn 形 熊 。文 様 の 特 徴

1 石鏃 or
繕形石旱ヒ

6区 長径
20
喬サ早
3mm

石4貝‖縁わすかに炭る 向向てモゝねヽ`イこ刃日上 黒色 黒躍石

破 る 7区 1467g
三而 停 用

為 さ586g
弁

ゝ

右

岩

刃

泥

蛤

‘
6区 刈部磨裂

蛤刃石斧
(砂岩 )

全体的に風化激しく
擦痕等は不 FFl

磨 製 右 斧

一メ

古人幡付近遺跡 6区出土遺物① (第 61図 )
陣凹蓉予1写真凹版 器  種 許 | 零 色   調 備  考
1 狽忠器 コヽ蓋 6区 大 升 測S予坦 回転ナデ後ナデか ?

回転すデ
淡炊色

つまみは
=珠
つまみ 回転ヘラケスリ 回転

十ギ スマ十血の十ギ
外面 青灰色
肉 面

「

白 召

3 肉 而 か 夕n 回 転 ナ デ 灰 負

4 高い輪状つまみ 回転ナデ調整 回転ヘラケズリ
後回転ナデ調整 回転ヘラ切り

青灰色



糸  4EE 品十加 百 調 整 色 調 備  考
5 負恵器不蓋 6区 み

２
臨状つまみ 回弘ヘラ切り後ナテ

耐 諄 十 ギ

育 次 色

6 輛 剪太つ まみ 不定方向のナデ
同転ナデ

卜面 濃灰色
¶面 明灰缶

7 166 bZ 輛 林 つ まみ
口 繰 催 喜Kは「LH〒面

回転ナデ
キ旨とこよるナデ

面
而
表
内
灰褐色
灰 白有

144 口 縁 端 屈 曲 回 転 ケ ア 調 整 てイ蜀 自 4/A釉

9 16.0 輪

"太

つ まみ
聞 録 催 ゐ 臣 山 需 ぃ

回転ヘラケズリ
回転ナデ調整

淡灰褐色

17_2 口 縁 端 直 角 に屈 曲 回 転 ナ テ

巨命胡犬I)支 み 回 転 ア ブ

小さな輸】犬つまみ 回転ヘラケズリ
回転ナデ ナデ

灰

灰

画

面

糠 宰 珠 つ 支ス 回 転 ケ ア  ア ア イ数争

9まみ僣
夕∩
稜 Ξ 塚 つ まみ 回転ナテ 卜部 灰褐色

内部 青灰■ )

17 19卜 1 需 喜ほ百 角 に 席 曲 て褐 石

狽恵器林月 11.1 日 豚 端 罰6外反 回転ナデ
ヘラ切り後ナデ

灰白色

須 悪 器 椀 体部内湾気味 不定方向のナデ
回 転 ナ デ  ナ デ

橙褐色

17 多目R希 功ヽ 17( 体 部 下 半 0稜 つ く 確褐 衝

子小 首pγIIl wfざ升笈
ヤ
ツヽ

菖 会 直 !ゝ

回転ナデ
回転ヘラ切り後

灰 色

17 ナデ 回転ナデ 灰 色

117 品 宙 垢 司S凹 囲 内外面とも回転ナデ
1蕉部 ι丈同 童え冷、ラtrln

灰 色

1ラ R
14,4 116

取り付けのためナ

ナ

ナテ

狽庵k幸僑浮‖濁
`

128 三角形のスカンを6～ 7

蜃恵器高不 17.5 口

l ナ デ

しイFり ?

1

須恵器壷 168 ア

夕自К 器 窄 ′

須恵器重

デ ヘラ切り後ナテ

タタキ後カキロ
106 局 百 瑞 部 十 TH団 回 転 ア ア

同 壕 ヘ ラ切 n傍ナ デ
言 炊 色

古八幡付近遺跡 6区出土遺物② (第 62図 )
器  種 出土地点 調 零 御 司吉 備  考

1 負忠 希 爆 濁! 6区 136 内側は当て具反をヘ
ラでナデ消している
下部はタタキをヘラケ
ズリよリシ肖している

言灰色

2 買恵器横加 育 腎 波  信 娯 止 展
カキメ

炊 色 目終 相

須恵細 ヤ世手 拙 キ 淡 炊 喬 角

須 忠 希
答 メ★十 極

長佳
R9 絣
帯

手づくね 淡 炊 褐 色 須恵質

5 須思希
紡錘車

4貝J阿こ上回ほ手持ろ
ヘラケズリ後ナデ
下而は手持ちヘラケズi)

淡 青 炊 色 須 忠 質

赤 茶

7 1∩ タ ヘラケズリ 暗 袴 褐 色 (黒斑 )

20_4 ヘラケズリ

ヨコナデ  ヘラケズリ
0 17.6 すテ ヘラケスリ

月同部 弓長る

ク 呂 〕 負淡

3 キ 褐 徹

4 突 網

iιこキIあり 面にFJイロ宅自|十サ臣あり
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古八幡付近遺跡 6区出土遺物③ (第 63図 )
器 旱径イrm! 調 整 巨     言日 備  考

6仄 色

2 1貝‖形東】4音勝|こイI 褐 缶

3 土 錘 口Ｈ

か
Ю

さ

５

長
４

管状 紡鯉形 淡茶褐色

4 長径
50 糾％

芋つくね 婚種褐色

5 長径
48 絣鮒

管状  円柱状 明橙褐色

6 部分的に指おさえの
痛跡  r指市庁痛Ⅲ

暗橙褐色

7 十 弊 権 漆 奈 褐 衛

ニチ ,ア 侶 ▼目!+り醸 猾 袴 褐 伯

十 B雨管 m 口 縁 炉 く内 湾 同野 十ギ  同簾 率¶ n腐 渉 橋 褐 缶
ナデ 回転糸切り 淡 裕 褐 侮 ,

土帥質邪 回転ナデ
同妖糸切 b底

内
外
淡茶褐色
淡橙褐色

2 柱 状 島 台 (ナデ I口 IHr築ケズ1チ 赤 褐 色
(ナテ 冷 湾 褐 伯

4 同 訴 十ギ  団 簾 承 蛍h? 渉 播 楊 々
224 細い沈線ナデによるもの

か? 口縁外反
回転ナデ
回転ヘラ切り

淡茶褐色

口 縁 肉 湾 淡 黍 褐 負

半 丸 仰日止燥 樋 日夕千
ケズi)

暗言灰色

丸 凡 石 段 王にヨコ万同のナテ
ヘラケズリ 布目
ケズリ後にナデ

灰 色

半Ⅲl 布 日Ff痕  絹 日多キ痕 青 炊 行

古八幡付近遺跡 6区土石流出土遺物、7区出土遺物① (第64図 )
奉  種 調 啓 lξ碕                                    亨J罰 備     考

1 土師質不 6区
十石流

回転ナデ 淡貢褐色

2 口 縁 端 吾胚外 及 ナ デ k

3 4.55 回 弘 ナデ  回転 糸 切 り |

4 4

140 国 綴 肉 湾 策 切,0 1回 転 すテ 朕 日 笹

6 回転ナデ 回転糸切り 外部 淡貢褐色
内部 暗灰褐有

7 淡

8 回転ナデ 回転糸切り辰 淡
9 肉外 向とも回転ナテ

回転糸切め底
淡余褐色

回転 ナデ  回 転 糸 切 り 渉 播 楊 々
回転ナデ
同祭率綱 n

外部 乳自色
内部 明料κ搭角

冨 い 冨 台 ナデ 回転糸朗 ]色

褐 色

土日中質局 ナデ 横にヘラで切っ
井 }ち /rイ亀泳ぬ

了し回色

回転 ナデ  回転 糸 切 り 薄 湾 行
回転ナデ
同長率切 n

淡貢褐色
(内部灰褐有 )

土帥質 lTN 6区
土石流 底部高台状

口 称 ケ ア

同 童え̂、 ラ削 n
淡橙色

旧I勁む終U107 滞 袴 符
クク すテ 旧吐 策

27

淡 樽 色

輪 剪犬つ まみ 朝 褐 色

狽忠器外蓋 7区 225 煮
径

網

ツ 回豚端屈田

後ナデを施してなめら
かにする

淡青炊色

回転ヘラケズリ後ナ
デ 回転ナデ

灰 色

25～
2.6

軍命状つまみ
□縁端用由 Iフたい

味色

『
径
ｗ

ツ 輪】太つまみ 淡青仄色

額恵器イ身 低い高台
幹喜【岡綿

凹 軽 フ ア 恢 4｀疋 九

にナデ 回転ナデ
明灰色

局台笹
94
低い高含

″■十ギ ロ tr十ギ
吹 色

局台笹
106
低い局台 四 私 ア ア 彼 4｀疋 力 IHl

にナデ 回転ナデ
向
而
外
内
炊色
渉青灰存
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器  種 調    率 色   調 備  考

狽思器 堀ヽ身 71丞 嗣
知
高い高台 回転ナデ

ヘラ切り
明炊色

須 煮 器 邦 口 縁 たちあ力ゝ り急 、すテ 瑚硫策 01り 明 灰 脅
託台俗
(7.3)

霊台雀
71

医部付迫に楼 回転ナデ
回転ヘラ切め後ナデ

晴灰色 砂粒多く含
すo

須恵器柳 非常に低い高台 回継すア

回転糸切り後回転ナデ
明灰色

つまみ出しの俄い冨台 糸ヽ切 り H月 1火 伯

土日

“

箕柳 報伽
非常に低い高台 回弘糸切り後ナデ 明灰褐色

古人幡付近遺跡 7区出土遺物② (第65図 )
器  種 事(ml 形 熊 ・ 支 様 の 特 徴 調    整 価   調 備     考

土即賃枷 7区 離
∞
非常に低い高台 凹格アア

吉台 t文ツマミ出 iッか ?
明灰色

須恵器椀

離７．８
回転ナテ

高台は強くツマミ出し
てつくる

明灰色

3 7 回転ナデ回 転糸切り
高台つまみ出し

明灰色

ドナう 灰 ■ 重 ね JA4痛

馬 暗 灰 ●

6 猿恵器高冴 榊４．３
口豚端先イW 回転ナデ後不定方向

のナデ 回転ナデ
回転ヘラケズリ

明灰色

7 舷Π端 部 大 きく聞 く
~フ

「

自 然 釉

回 転

煮 画 口 晴 灰

煮 ★☆<閃湾 灰 缶

平 端 回 転 ナ デ 明 炊 色

局含
127
肩部張る 回継ケテ

回転ヘラケズリ後ナデ
明灰色

径

５

大

＆

晟

２

回転ナデ調整 暗灰色

回転 ヘラケズリ後 に
+ギ

灰 色

□ 縁 端 部 平 lEI 転ナ デ

'火

角

窯壁が付着している 回転ケア

底部はヘラ切り後ナデ

明妖色

7メ 口 縁 端 部 X縁 状 カキメ 回転ナデ 炊 色

口縁端半坦 タタキ  回 転 ナ テ
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古八幡付近遺跡 7区出土遺物④ (第 67図 )
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古人幡付近遺跡 7区出土遺物⑤ (第 68図 )
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古人幡付近遺跡 7区出土遺物⑥ (第 69図 )
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第 2節 8区 の 調 査

調査区の立地 (第38図、写真図版36・ 37・ 44)

8区は】ヒ西に向かって伸びる丘陵の尾根上平坦部と東西の斜面に設定した。 8区はこれまでの調

査区に比べて面積が 2～ 3倍あったので、調査区は東斜面を8-1区 、尾根上平坦部を8-2区 、
西斜面を8-3区 と三分した。調査は8-1区北側から西に向かって順次行った。

1.8-1区 (第 70図 )

東斜面に設定した 8-1区 は、約80m西の 9区と谷を挟んで向かい合う立地である (写真図版40

下 )。 9区は 8区に先立って調査を行っており、弥生時代中期の環壕集落と後期古墳 2基を検出し

ている。このため 8-1区 でも同時期の遺構が存在すると予想されたが、明確な遺構は全く検出さ

れなかった。同じ丘陵の西斜面に設定した8-2区 から多数の遺構が検出されたのとは極めて対照
的である。しかし、改めて 8区の標高を確認すると、36～ 40mと西斜面で遺構が検出されたレベル

よりやや高いことが分かる。調査時にはすでに工事が始まっていたため確認できなかったが、 8-
1区の斜面下方は傾斜が緩くなっているので西斜面同様に遺構が存在した可能性が高い。

このほか 8-1区 も調査前は棚田になっていたため、狭い間隔で石列が並んでいた。正確にカウ
ントしていないため実数は不明だが、西側斜面や調査区外のものも含めると莫大な数である。この

種の石は地山に含まれていないので近辺から運ばれたものと思われ、かなりの労力を要したと推測

される。今回の古八幡付近遺跡の報告では近世の遺構・遺物は一部を除いて扱わない。しかし、横

路古墓の近世資料共々、平野の少ない石見地方の近世集落を考える上で重要な資料と考えられる。

出土遺物 (第27図、写真図版126)

8-1区は遺物がわずかしか出土しなかった。ほとんどが調査区の北側、標高36m付近で出土し
た。これらの遺物は8-2区北側から廃棄されたものと考えられ、尾根上が削平される以前に遺構
が存在していたことをうかがわせる。 3は 8-1区南側で出上した鉄器である。 8-2区南側の建
物群に伴う遺物かもしれない。 4は 9区の 1号墳石室内遺物や 2号墳周溝内遺物と同時期の蓋であ
る。 8区ではこれ以外に古墳時代の蓋杯がほとんど出土していない。 6は弥生土器の底部で、 8-
2区の弥生土器と同時期のものである。 8は龍泉窯系青磁椀で15世紀頃のものと思われる。

2.8-2区  (第70図 )
8-2区は丘陵尾根上に位置しており、日本海や都野津から敬川河口に至る平野部を一望にでき
る。麓の水田との比高差は約35mに なる。 8-2区 は調査前水田にされており、特に北側は大規模
な削平を受けている。耕作上の下からは黄白色の粘質上が検出され、地山の「芯」近くまで削平さ

れていることは明らかである。このため、近世以降と思われるものを除いて、東西斜面との変換点

に近い部分でしか遺構 。遺物は検出されなかった。一方、調査区の南側では縄文時代から近世に至

る遺物や掘立柱建物群が検出された。これは南側一帯に黒茶褐色の遺物包含層が広がっていること

が示すように、南側が元は北側よりも低い地形だったため、削平の度合いが小さかったことによる。

ここでは下層の黒茶褐色土から縄文・弥生時代の遺物が出土し、上層の灰褐色土からは主に古代か

ら中世の遺物が出土した。

-48-



段状遺構 8・ 柱列 3(第 70・ 72図、写真図版60。 126)

調査区北側の東斜面との変換点近くで検出した。検出したのは壁清のみで床面はほとんど流失し

ていた。清の規模は長さ約3.4m、 幅約35cmを測り、断面は逆台形を呈している。清の埋土は黒灰色

粘質土で 8-2区 南側下層の土と似ている。遺物は第72図 1・ 2が溝の床面から出土している。 1

は甕の口縁である。風化が著しく明確ではないが、口縁外面には擬凹線文が施される。 2は壷の肩

と思われる。クシ状工具による大振りな波状文が施されている。このような文様の弥生土器は西側

斜面の流れ込み遺物でも1点確認している。江津市内では弥生土器の出土数が少ないこともあって

類例を見ないが、県内ではV-1様 式の土器で日にする文様である。段状遺構 8の時期は出土した

遺物から、弥生時代後期前様と考えられる。また、削平前はほぼ同時期の遺構である段状遺構 2

(第48図)に近い形態・性格のものだったと思われる。

柱列 3は、段状遺構 8と 同時に検出した 3つの柱穴で、直線上に並んでいる。柱穴の径は検出面

で15～20cmと 小さめである。段状遺構 8か ら約 9m北西の調査区北壁付近では、柱列 3と 同様の形

態・埋土の柱京を3つ確認している。調査区の北側には中世の遺構が存在した可能性が高く、柱列

3は北側の柱穴と一連の遺構の残骸かもしれない。

土 壊 2(第70図 )

段状遺構 8の約 4m南で検出した。平面は不整楕円形を呈し、規模は検出面で65× 99cmを測る。

埋土は黒灰色粘質土で段状遺構 8と よく似ており、床面は東に緩く傾斜している。主軸はほぼ東西

軸に乗っている。遺物が全く出上していないので時期や正確は不明である。

段状遺構 9(第 71・ 72図、写真図版126)

8-2区南側の黒茶褐色上下で検出した唯―の明確な遺構である。床平面は三角形を呈し、東側

のコーナーから南東に溝が伸びている。床面及び周辺で柱水は検出していない。非常に不整形であ

るが、東側の床面が流失したためで、もとは多角形を呈していたと考えられる。床面から第72図 22

が出土している。弥生時代後期後葉の甕の口縁で、この丘陵で出上した弥生土器の中では最も新し

い時期のもである。このほか21の甕も段状遺構 9に伴う可能性が高い。

8-2区 下層出土遺物 (第 71図 、写真図版61)

8-2区 南側は、耕作土と灰褐色の遺物包含層の下に、黒茶褐色の上が 7～ 10mの幅で帯状に堆

積していた。当初、調査期間の者卜合から地山まで一気に剥いで調査していたが、黒茶褐色土上面で

柱穴を多数検出したので、建物調査後に改めて掘削することにした。この黒茶褐色土層はツルハシ

で掘削せねばならない程で非常に硬く、建物群建設に伴って造成されている可能性が高い。また、

黒茶褐色上が帯状に堆積していた範囲が小さな谷になり、ここから北が高くなっていたと考えられ

る。この層では黒曜石の石器及び剥片と弥生土器が主に出土した。黒曜石や弥生土器は上層でも出

土しているが数が少ないので、縄文・弥生時代の遺物はここでまとめて説明する。

縄文土器 (第72図、写真図版126)

■は断面逆三角形状の高台を貼付ける底部である。縄文時代中期のものか。10は深鉢の口縁で福

田KⅡ 式に併行すると思われる。また、10は当初地山と判断していた灰褐色粘質土にめり込んだ状

態で出土した。この上を観察すると、ごく僅かではあるが炭の小片を含んでいることが分かった。

このため、急邊掘り下げたが、遺構・遺物とも検出できなかった。なお、 8-2区 南東では同様の

土が埋土の柱京プランを20以上確認している。
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弥生土器 (第 72図、写真図版126)

弥生土器はいずれも摩滅が著しく、ほとんどが原位置を保っていないと思われる。12は細片であ

るが、I-3様式の甕の破片と思われる。これ以外の弥生土器は全てV様式である。中でもV-1
様式が圧倒的多数で、段状遺構 9周辺で僅かにV-2。 3様式の上器が出土する程度である。また、

出土した弥生土器の内、器種を判断できるものは、24の高邪を除いて全て甕だった。 9区で多種多

様な弥生土器が出土したことと、きわめて対照的である。検出した遺構も合め、古人幡付近遺跡の

弥生時代集落については、第 3章において詳しく述べることにする。

石  器 (第72図、写真図版124・ 125)
石器は石斧・石鏃・スクレイパー・石匙 。楔形石器・異形石製品が出土した。出土数は二次加工

のあるものを合めると51点である。剥片数は黒曜石が237点、安山岩が22点で黒曜石が10倍以上多

く出土している。また石材と器種について見ると、石鏃は安産岩・黒曜石両方で作られているが、

それ以外の器種は石材が分かれている点に気付く。また、透明度の高い黒曜石が出土し、姫島産の

可能性を考えたが、分析したわけではないので正確には不明である。

これらの石器は掘立柱建物群建設に伴う造成でほとんど原位置は保っていないと考えられる。し

かし石器が出土した範囲は、Hlt掘 トレンチより東側の約20× 15mの範囲と段状遺構 9周辺にほぼま

とまっている。ここは既に述べたように地山面では緩い谷地形になっている。この範囲は遺跡内で

はずば抜けて多くの石器・剥片が出上した箇所であるが、建物や土羨等の遺構は全く検出していな

い①また、ほとんど同じ範囲で縄文・弥生土器を検出したが摩滅が著しく細片ばかりだったので、

破損後に谷地形に向けて廃棄された可能性が高い。以上の状況から8-2区で検出した石器を製
作 。使用していた居住域本体は、調査区外南側の緩斜面に存在すると推測される。
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古八幡付近遺跡 段状遺構 8・ 9、 8-1・ 2区遺構外出土遺物 (第 72図 )
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9
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(断面黒褐色 )

弥生底部 8-2区
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古八幡付近遺跡 8区出土石器計測表
号番 石 材 ・ 器 種 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 量 (宣 ) 考備

1 安山岩・スクレイパー 2559
安山岩・スクレイパー 1501

3 安山岩・石鏃 047
4 上同 077
5 上同 1.7

6 上同 0,98

7 上同 0.45

8 上同

9 上同 223
上同

安山岩・石匙

上同 8,23

黒曜石・コア

上同 321
上同

上同 3.29

上同 17 3.90

上同 7.02

黒曜石・くさび形石器 14

上同 3.35

黒曜石 。二次加工品

上同

上同

上同

上同 7.72

上同 2.35

上同

上同

上同

上同

上同 277
黒曜石・石鏃 076

33-- 1 上同 079
33-- 2 上同

33-- 3 上同 0.16

上同

上同

上同

上同

上同

上同

上同 0,16

上同

上同 17 060
上同 0,77

上同 0.93

上同

上同 042
上同

上同

上同

黒曜石・異形石製品 209
姫島産 ?黒曜石・剥片

上同 1.48

-52-



古人幡付近遺跡 黒曜石剥片計測表
番  号 さ(cm) I阻 (αJ

■7 052

01 018

10 01

159-- 1

18

161-1 i5

20

082
166

0 01

■7

12

17

176 i5

178 3

179

0

2

3

13

190-1

0

194

3 1 283

99

6

9

3

5 07

21-- 2
080

259
23

07

29-
29-- 3

19 403

6

36-1

36-- 3 17

9

142- 15
019

42-
42-- 4

■2

27

188
47

49- 49

49-2

53- 1

53-4

27 198

60-1

60- 4

77

62-1

13

71 17

7

008

0

79-- 5

7 080

159

07 264

3

85- 07

85-3 11
2

古人幡付近遺跡 安山岩剥片計測表
1壼 畳 (g

17

2 ■7

4

5

7 i3

8

729
11

597

17

27



8-2区 南側掘立柱建物群 (第 70・ 152図、写真図版38・ 60～63)

8-2区南側上層では、古代から中世の掘立柱建物を9棟検出した。掘立柱建物の主軸は、北東

側で検出した建物は北西に向け、南東側で検出した建物はこれと直行するように北束に向けている。

また、建物16の西側梁行きと建物23の西側桁行きはほぼ直線上に並び、 2棟の間隔はおよそ25尺で

ある。同様に建物17の西側梁行きと建物21の西側桁行きもほぼ直線上に並び、 2棟の間隔はおよそ

20尺だった。さらに各建物は重複することがあっても、柱床掘り方は大形のものですら全く切り合

っていなかった。こうした状況から掘立柱建物群は各建物の正確な前後関係や同時性などは不明だ

が、一定期間に企画性をもって建てられたことは間違いない。建物群は主軸を丘陵の北側でなく南

東側の地形に合わせており、調査区外にも平坦な地形が続いているので、調査区外にも建物群は続

き、中心もそこにある可能
サ
l■がある。

各建物の柱穴・柱間は遺跡内で最も整っており、ほとんどの柱間距離が30cmの倍数に近かった。

そのため柱穴を検出する際は位置を予測することもできた。さらにほとんどの柱穴で柱痕 (抜 き取

り痕も合めて)を平面的に確認でき、多くの情報を得ることができた。まず、この建物群の柱穴か

らは精美な建物を建てるための工夫が窺える。柱を挿入した後で柱間を揃える調整ができるように

予め掘り方を大きくし、それでも調整しきれない場合は掘り方を拡張している。柱は上屋を基準に

合わせるので、短い場合は掘り方を埋め戻し、なお足りなければ石を使って調節する。これは遺跡

内のそれ以外の時代では見られない特徴である。遺跡内の柱穴ではこれより時代が新しくなると、

柱の太さに関係なく掘り方が小さくなる傾向が見られる。次に、各建物は平面的には比較的整って

いるが、掘り方の底面レベルは不揃いな点が注意される。この理由としては、掘立柱建物を建てる

基準はあくまで平面形であって、柱穴掘り方は柱の位置を決めた段階で大まかに掘るためだと考え

られる。このため掘り方の深さは旧地形にも左右され、建物が斜面に位置する時は建物21の様に、

掘り方の底面レベルが斜面上方と下方で大きく違ってくることもありうる。こうした状況から古八

幡付近遺跡で抽出した建物には柱穴底面レベル揃わない、または極端に違うものがあるが、ある程

度平面的に整っていれば十分復元できると判断した。

このほか掘立柱建物群周辺で、建物と平行する柱列と鍛冶炉を検出した。柱列は柱間が整ってい

るわりに掘り方の径が小さく浅いものが目立つ。これらの柱列は単独で立っていたとは考えにくく、

それぞれ付近の建物に伴うものと考えられる。詳しい性格は不明だが、建物に接する簡単な上屋を

支えていたとも考えられる。鍛冶炉は炉 2が建物19の柱穴に切られているので、建物群以前か同時

期のものと考えられる。

掘立柱建物群の時期は、柱穴内や周辺で出上した遺物により平安時代から中世初頭と判断される

が、性格については遺跡全体の様相を踏まえた上で第 3章で述べることにする。

建 物 16(第73・ 30図、写真図版63・ 127)

建物群の最も北で検出した。 2間× 3間の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は平面円形で、梁行きの

中間柱は桁行きの柱より掘り方が小さい。このことは掘立柱建物群の他の建物にも共通した特徴で

ある。柱痕を観察すると、柱痕そのものは桁行きと変わらないが、掘り方が浅いので地山に接して

いるものが多い。これは、建物を建てる際に初めに桁行きの掘 り方を余裕をもって掘っておき、

桁行きの柱の位置やレベルが決まった後で梁行きの掘り方を掘る。その結果梁行きの中間柱は無駄が

少ないのではないかと考えられる。なお、建物16の東側梁行きの中間柱は トレンチで掘りとばして
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しまった可能性がある。柱間距離は梁行きが6.5尺と8尺を指向したものと見られる。桁行きは北

側が7.5尺を、南側は 8尺と 7尺 を指向したものと見られる。北側の柱が等間隔であるのに対し、

南側は中の柱間が狭く、全体の長さも】ヒ側よりやや長くなっている。P9は二段掘りになっている

が、柱間を調整する際に東側にずらしたものと思われる。

遺物はP4の柱痕部分から土師質の郭 (第 80図 1)が出上したのみである。摩滅が著しく調整は

ほとんど判断できないが、底径は7.6cmと大きめで体部はやや内彎する。平安時代末頃のものか。

この不が建物廃絶後に流れ込んだと考えられるので、建物16の時期は平安時代後期以前と考えられ

る。

建 物 17(第 74・ 80図 、写真図版63～ 66・ 126・ 127)

建物16の南東で検出した建物で、規模は建物群中最大である。柱穴を黒茶褐色の造成上に掘り込

んでおり、最初に検出した建物でもある。建物16と 同じ軸で隣接して建てられているので、当初同

一の建物の可能性も考えた。しかし、建物の変わり日で梁行きが狭くなり、桁行きの柱間が極端に

短くなることから別々の建物と判断した。 1間× 5間の柱穴配置を持ち、梁行きの中間柱は検出さ

れなかった。東側は試掘 トレンチによってとばした可能性があるものの、西側は掘り方を持つよう

な柱穴が初めから存在 しなかった考えられる。柱穴掘り方は平面円形または不整楕円形を呈 し、

P8。 10。 12は柱間を整えるために掘り方を拡張したことが明確である。掘り方の規模は検出面で

lm近 くなるものもあり、確認した柱痕も径25～ 30cmと 他の建物より大きめの柱が使われていたよ

うである。P10は掘り方に扁平な石を据えているが柱痕が届いていない。建て替え又は柱の据え直

しを行っていると考えられる。柱間距離は梁行きが16尺 を、桁行きが7尺を指向したものと見られ

る。遺物 (第80図 )はP4の掘り方から3が、P9の柱痕部分上面で 2・ 4が出土した。 3・ 4は須

恵器の不だがどちらも焼成不良のため、一部淡茶褐色を呈し軟質である。平安時代前半のものと思

われる。掘り方埋土からの出土だが口縁を上にして出上している点が注意される。 (写真図版59下 )。

2は土師質のイで、断面は芯が暗灰色を呈し、建物16か ら出土した 1と よく似た焼成である。

建物17の時期は、掘り方から平安時代の郭が出土しており、それ以降であることは間違いない。

建 物 18(第 75図 )

8-2区 で検出した建物の中では最も南東に位置し、建物の一部が調査区外にはみ出している。

Plか ら直角に折れた位置で柱穴を検出できなかったので、さらに南東に建物が伸びる可能性がある。

2問× 3間以上の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は平面円形で、規模は他の建物と比べかなり小さい。

梁行きの中間柱P5は特に小さく、掘り方埋土を確認できなかった。確認 した柱痕は径15cm前後な

ので、使われた柱は他の建物とほぼ同じサイズのものと思われる。柱間距離は梁行きが 7尺、桁行

きが 6尺を指向したものと見られる。遺物は出上しなかった。

建物18は他の建物との軸のずれが大きく柱穴掘り方も小さいので、やや時間差のある最も新しい

時期の建物と思われる。

建物19・ 炉 2(第 75図、写真図版38・ 63・ 67)

掘立柱建物群のほぼ中央に位置している。検出した建物の中では特殊な24を除いて最も規模が小

さい。柱穴配置は2問×3間で、比較的精美な建物である。柱間距離は東側の梁行きが 6尺、西側

の梁行きは 5尺と7尺を指向している。桁行きは北側が 6尺と5.5尺、南側が 6尺を指向したもの

と見られる。建物19は梁行きの柱床に特徴がある。すでに述べたように、通常梁行きの中間柱は桁
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行きに比べて掘り方が小さい。ところが建物19の西側の中間柱P5は桁行きの柱穴と変わらない規

模の掘り方だった。これはP5に建物の構造上重要な柱が立てられるので、桁行きと同時に柱の位

置が決められた為と思われる。さらにP5に関しては、P6と の柱間が建物の中で意図的に最も長く

されている点が注意される。以上のP5の特殊性については様々な理由が考えられるが、建物19の入

り口が西側に造られていた可能性もある。このほかPl・ 2・ 4・ 8の柱痕部分には柱痕とほぼ同じ

太さの石が刺さっていた (写真図版61上 )。 柱の長さを調節するのに用いた石と思われる。遺物は

出土していない。

炉 2は建物19のP7に切られる位置で検出した。規模は23× 35cmを 測り、黒色の炭層の上で淡灰

色の粘土面を検出した。また周辺では炉底滓や羽口が出土している。黒茶褐色土の面で検出し建物

19に切られるので、ほぼ同時期のものと考えられる。炉 2がどの建物に伴うかは判断が難しいが、

検出した位置から建物20に伴う可能性が最も高い。

建物19の時期は、建物21に伴うと思われる炉 2を切っているので、建物 17・ 20よ り新しいと考え

られる。

建 物 20(第76図 、写真図版63)

建物 19の南東に隣接して検出した。北側の桁行きが建物 19と ほとんど直線上に並ぶので、建物

16。 17の時と同様1棟の建物になる可能性も考えた。2間 × 3間の柱穴配置を持つが、西側の梁行

きでは中間の柱が検出されなかった。また、P7では柱痕が 2つ確認された。柱間距離は梁行き束

側が 7尺と7.5尺、西側が14.5尺 を、桁行きが 7尺を指向したものと見られる。P6では柱痕を確認

できなかったが、丁度柱が置かれる位置に石が刺さっていた。このような石は建物の柱の位置を反

映していると考えられ、P6の様に掘り方が無い場合でも注意が必要と思われる。

遺物が出土していないため詳しい時期は不明である。

建 物 21(第77図 、写真図版63)

建物19・ 20。 22と 重複する位置で検出した。建物の西側が建物17の西狽1と 直線上に位置するので

セットになる可能性がある。2間× 3間の比較的整った柱穴配置を持つ。西側の中間柱は建物19と

同じく北側に寄っていた。柱穴掘り方は平面円形で、建物17に次ぐ規模である。また、旧地形が高

くなる東側の柱穴Pl。 2・ 9の掘り方底面レベルが浅くなる。こうした状況は、削平前の掘り方の

深さが柱穴底面レベルを統一することを意識したものではなく、地表面からの深さに関係していた

ことを示すものと考えられる。P2では柱痕が確認できなかったが、掘り方と同じ面で検出した扁

平な石が柱の位置を示していると思われる。柱間距離は東側の梁行きが7.5尺 を、西側が6.5尺 と 8

尺を指向している。桁行きは基本的には 7尺で、一部7.5尺 を指向した可能性がある。このほか建

物19の柱穴に切られる炉 2は、建物21に伴う可能性が高いと考えている。

柱穴内から遺物が出上していないので建物19の時期の詳しい時期は不明である。柱穴掘り方が他

の建物より大きいので、切り合い関係にある建物 19・ 20。 22に先行する、最も古い時期の可能性が

ある。

建 物 22(第76図 、写真図版63)

建物群の最も南に位置している。建物の南西が調査区外にはみ出すため正確な規模は不明である。

2間× 2間以上の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は平面円形で、検出面での径が30cm以下の小さいも

のもある。柱間距離は梁行き桁行きともほぼ 7尺を指向したものと見られる。主軸は北東側の建物
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と直行する。また、建物22の西側桁行きは、建物17の西側梁行きから約25cm北西に併行にずらした

線上に並んでいる。重複する建物21の後に建物 17を意識して立てられた可能性がある。

柱穴から遺物が出土していないので詳しい時期は不明である。

建 物 23(第78・ 80図、写真図版61)

建物群の最も西側で検出した。建物の南側が調査区の外にはみ出しているので、正確な規模は不

明である。検出した柱穴は 2間× 4間以上の配置で、南側にもう1間伸びて建物17と 同規模の建物

になる可能性がある。柱穴掘り方は検出面での径が50cmを越えるものが 3つ しかなく、建物17と比

較すると明らかに小さい。柱間距離は梁行きが 8尺を、桁行きが 7尺を指向したものと見られる。

主軸は建物16と 直行し、西側の柱の並びがほぼ同一線上に並ぶのでセットになる可能性が高い。こ

れは建物17・ 22の位置関係に似ており、同時期の建物配置を考える材料になると思われる。

遺物 (第 80図)は、P4か ら須恵器の椀 (5)が 、P6か ら脚部 (7)カベ出上した。5は建物16～

24周辺で最も多く出土するタイプで、時期は10世紀頃と思われる。 7は一見すると土製支脚のよう

だが外面の調整はヘラとナデによる丁寧なもので、かなり薄くなっているが赤色顔料も確認できる。

脚部が充填してあるため天地は不明で、弥生土器の可能性もある。

建物23の時期は柱穴内の遺物から平安時代中頃以降と思われる。

建 物 24(第77図、写真図版61)

建物23の柱穴配置内で検出した。 1間× 4間以上の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は、建物のコー

ナーに位置するP5・ 6が平面楕円形を呈し、その他は円形である。P5。 6は他の柱穴より掘り方

上面が大きく、建物の外側 (北側)に向かってハの字に開く点が注目される。このような形態の柱

穴掘り方を持つ建物は、建物24以外に遺跡内で検出していない。また、遺跡周辺でも類例を見ない。

柱間距離は梁行きが7.5尺を、桁行きが3.5・ 4.5。 5。 5。 9尺を指向したものと見られる。柱穴から遺

物は出上していない。

建物24は他の建物と異なった柱穴配置をしており、主軸もずれが大きい。このため他の建物と時

期差があると思われるが、前後関係は不明である。

柱列 4～ 7・ 炉 1(第 70。 79図 )

掘立柱建物の周辺では同じ柱列を4列検出している。各柱列は建物になる可能性はほとんど無い

と考えている。しかし、柱問距離は柱列 4～ 6が 7尺、柱列 7が 6尺を指向しているので、建物群

に伴うものと判断した。柱列 4は建物16の約9.5尺南東に建物と平行して並んでいる。また、P3が

建物16の東側梁行きの延長線上に位置するので、建物16に伴う可能性が高い。各柱穴は平面円形で

Plは掘り方が大きい。柱穴は径が小さいものの地山に深く掘り込んでおり、建物16に接する簡単

な上屋を支えていたかもしれない。柱列 4Plと建物16P7の ほぼ中間で被熱面を確認した。ほとん

ど削平されているが、一部粘土も確認できたので炉 1と した。検出した位置から建物 16と 同時期の

可能性が高い。柱列 5は柱列 4と 同様の理由で建物23に伴うと考えられる。特にPlは建物23の西

側桁行きの線上に同じ柱間で位置し、掘り方の規模も変わらないので、建物の一部になる可能性も

ある。柱列 6は建物21の南側桁行きとほぼ重複して検出した。柱列の軸は建物20に近く、検出した

位置からも建物20に伴うものと考えられる。柱列7は建物23・ 24と重複する位置で検出した。柱間

は他の柱列よりも短く、付近にセットになりそうな建物は無い。
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建物16計測表

規   模
斉 桁  行  き

2 FBR (440m) 3間  (695m)
軸 N-57° 一W

畝
くｃｍｊ

番   号 Pl P2 P5 P6 P7 P9

L面 径 (cm) 50)(48 43)(40 47)(46 48〉〈42 34× 32 5× 43 aR〉〈12 41)(39 56〉〈53

底面 標高 (m) 4050 4052 4056 4046 4038

柱間距離 (m)
Pl-2 P2--3 PR-4 P6--7 P7--8 P8-9 P・9-1

238 240

建物17計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  髯
1間 i85m) 5間 (1051m)

主    軸 N―-57° 一―マ7

歓
くｃｍ，

丹 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

鰤一諭
70〉〈60 88)〈 78 88〉く74 73)(62 60〉〈59 62)(61 72)(60 Rl× 611

4022 4082 4040
番   号 P9 P12

一

―  ~~ ― ~

!面 径 (cm) 98)(72 88)(64 70)(58 70〉〈5R
一底 面 標高 (m)

柱間距離 (m)

Pl-2 P5--6 P6-7 P7--8 P8--9

217
P9-10 Pll-12 P12-1

一

イ

204 473 イ

一 一 一

建物18計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
2間 ( 18m 3間以_L (558m)

ギ    軸 N-50や 一W

麟
くｃｍ，

番   号 Pl P2 P4 Pお P8

L面 径 (cm) 26)〈 22 30〉(26 34)〈 27 ■6)(夕 6 21× lR 2R〉(25 30〉(29 32X25
底面標 高 (m) 4050 4058

柱間距離(m)
Pl-2 Pl-4 P5--6 P6--7 P7-8
179 176 186

建物19計測表

規   模
梁 予 き 桁  行  き
2間  (363m) 3 FHR (543m)

主    軸 N-6C ― W

畝
くｃｍヶ

碁 Pl P2 門 P4 P5 P6 P8

41× 40 46)(40 40)(40 50〉く47 56〉〈50 47)(45 51)〈 42 52)(47

底面 標高 (m) 4048
番   号 P9

一 一
上 面 径 (cm) 75)(48 26〉(23

一 一底 面標高 (m) 4052
一 一

柱問距離 (m)

X-4 P5-6 P6-7 P7--8 P8--9
185 175 174

P10-1 ―
―
~

一

一 一 一

建物20計測表

規   模
行  者 桁  行  き
(440m) 4 FHD(644m)

=       
軍m N―-56▼ ――WV

畝
くｃｍ，

番   号 Pl P2 門 P4 路 P7 P8 門

!面 径 (cm 48〉く41 42)(35 50〉〈36 馬II)(42 42)〈 R6 49)(42 56〉(42 38)〈 33 24)(22

底 面 標高 (m) 4077 4037 4052

柱間距離(m)
Pl-2 P2-3 Pユー4 P5--6 P6-7 P7-8 P8-9 P9-1

440 212 226



建物21計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  貨
2間 52m) 3閣 157m

主    VIH N―-58° ――WV

畝
くｃｍ，

番   号 P3 P4 P6 P8
面 イ子(cm) 46)(43 58)(54 61× 55 68)(60 41× 36 67〉く62 51× 45 63)(56

底面標高 (m) 4054
番   号

一 一

―  ~ ― ~

上 面 径 (cm) 68〉〈67 36〉く34 イ

一

イ

一
底 面標高 (m)

一 一

柱間距離 (m)

Pl-2 P3-4 P4--5 P5-6 P6-7 P7-8 P8-9
222 224 242 222

P9-10 P10-1
228

一

―~ イ

建物22計測表

規   模
迎  行  蛍 桁  行  き
2間  (332m) 2間以上 (440m)

キ    軸 N-32▽ 一E

歓
ω

番   号 P2 P4 P6 イ

上 面 径 (cm) 34〉〈30 41)〈 39 47〉(4ら 17〉〈na 28〉〈26 34〉〈]4 17)(35

ほ面標高 (m) 4040 4038 4043

柱間距離(m)
P3--4 P6-7

220

建物23計測表

規   模
桁

2 4R2m)

畝
＜ｃｍ，

蓉   揖 P2 P3 P4 b P6 P7 P8

L 面 径 (cm) 41X32 49)(48 40)〈 37 58〉く47 47X35 54)(40 52)(47 28)〈 24

底 面標 高 (m)

番   号 P9 P10
一

― ~

一 一 一上 面 径 (cm) 47〉く42 39〉(38
一 一 一辰 而 揮 富 (m)
一

柱間距離 (m)

P3--4 P4--5 P5--6 P6-7 P7--8 P8-9

P9-10 P10-11 ―
~~

一 一

一 一 一

イ

建物24計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
1聞 (217m) 4間以上 (664m)

ギ    軸 N-23V― E

畝
くｃｍナ

番   号 P2 P3 P4 P6 PA P9

上 面 径 (cm) 43〉く40 34)(30 夕R× ,2 64)(44 4A〉〈34 31)(28 42)(36 42X40 1× 34

ほ面標高 (m) 4046 4050 4044 4048

柱間距離(m)
Pl-2 P5-6 P6-7 P7--8 P8--9

268 132

建物16～ 24周辺出土遺物

建物周辺の灰褐色土及び耕作土からは、黒曜石の石鏃から銅製の煙管まで様々な遺物が出土した。

この内弥生時代までの遺物は、本来下層の遺物と一体のものと判断されるので下層遺物とまとめて

報告し、ここでは古墳時代以降の遺物を扱うことにする。

須 恵 器 (第80・ 31図 、写真図版126・ 127)

第80図 6は須恵器の回縁部である。日縁端部は平坦で、外面には緻密な波状文が施される。全体

に内彎し、遺跡周辺ではほとんど類例を見ない形態だが、江津市嘉久志町久本奥窯跡の撹乱土層か

ら 1点出土している。こちらは口径が54,7cmで 6よ りも約20cm大 きい。器種は甕として報告されて

おり、胎土は他の須恵器よりきめ細かい。 6も甕の口縁の可能性を捨てきれないが、こうした回縁

の甕が他に全く出上していないので、接点の無かった破片が脚の一部で器台になると想定してみた。

また、 6は建物22周辺で出土したが、同じ場所の建物造成上下で耳環 (第 82図 5)が出土しており、

建物群建設時に古墳が破壊された可能性もある。

第80図 8～ 21は須恵器の蓋および不・椀である。平安時代初め頃のものもあり、検出した建物の
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内、最も古いものはこの頃まで遡るかもしれない。建物周辺で最も多く出土したのは16・ 17の タイ

プの椀である。時期は10世紀頃と思われ、幾つかに分類できる。16。 17と も底部の端を回転ナデに

よって整えるが、16が底部全てに回転ナデを施すのに対し、17は端部以外は回転糸切りの後を残し

ている。また、器高も高いものと低いものがある。こうした違いが時期差によるものなのか判断で

きなかった。今後類例の増加を待って検討したい。20。 21は口縁下に段がつくもので出土状況から

古代のものと判断したが、醒の口縁の可能性もある。22・ 26は須恵器の皿である。26は 内面がツル

ツルで僅かに墨痕も残っていることから、硯として使用されたと思われる。27の須恵器は自然釉の

付着状態から脚部と判断した。内面に花弁の様な文様が施されているが、遺跡周辺で全く類例を見

ない。脚部内面に文様が施されるのか疑問も残り、製作時に偶然ついたともみられる。時期につい

ても不明と言わざるを得ない。

須恵器甕は比較的小さな破片が少量出土した。第81図 3は内面および断面に黒色の釉が付着し、

内面には壺の破片が溶着している。破片になった後に再利用したものと考えられる。

土師器・土師質土器 (第80・ 81図 、写真図版127)

5は土師器の甕である。形態は 6・ 7区で出土する奈良時代の甕と似ているが、色調は暗茶褐色

で奈良時代以前の上師器のように赤っぽい色調ではない。また、建物群周辺では煮炊き具がほとん

ど出上しておらず、奈良時代以前と大きな違いがある。 6～ 15は土師質の皿・郭である。須恵器と

同じ形態のものから明らかに中世のものまで時期幅がある。21～ 33は土錘である。紡錘形の重量は、

焼成が須恵器に近い26が 3gと非常に軽い以外は、ほぼ10,30'50g台 に分かれている。30・ 50g台

の上錘には、最大径付近に孔と直行するの方向の溝が明確に残るものがある。土錘を網に固定した

際についたものであろうか。ただし溝の幅は1.5～ 2 mmで、幅 4～ 5 mmの孔径と比べるとかなり細い

印象を受ける。筒状の土錘では28・ 29の ような大型品も出土している。最小孔径が18mmも あるため

か重量は70gと さほど重たくない。古人幡付近遺跡ではこの種の土錘は出土量が少ないが、平安時

代以降の遺構周辺でのみ出上している。胎土・色調・焼成も中世の土師質土器と同様なので、新し

い時期のものと考えている。他の土錘に比べ極端に孔径が大きく、出土数が少ない等不明な点も多

モゝ。

その他の遺物 (第 80・ 31図、写真図版127・ 123)

橋鉢が 2点出土している。第80図 17は細片であるが東播系須恵器の括鉢口縁と思われる。時期は

鎌倉時代初頭と考えられる。16は備前焼括鉢で、内面には 9条の橘り目を放射状に施す。時期は備

前焼編年Ⅳ期、15世紀のものと思われる。16は建物16と 北西の基壇状の高まりの中間で出上した。

また、同一個体と思われる破片が8-1区 北側で、第72図 8の青磁椀等と共に出土している。18は

備前焼と思われる壷の回縁で、16と ほぼ同地点で出上した。19は鍋又は釜と思われるもので、内面

には煤が付着している。非常に硬い焼成である。20は建物24の南側で出土した羽国の破片で、これ

以外にも接合できなかった破片が 4点ある。このほか貿易陶磁の破片 (第 81図 1～ 4)が出土した

が、いずれも細片で数も少なかった。 7・ 8は鉄釘で、 8は長さ20,4cmを測る。かなり大型の建物

に使用されたと思われるが、調査区内ではこの 2本 しか出土していない。このほか掲載していない

が、馬歯が 1本だけ出土している。
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古人幡付近遺跡 建物16～ 24出土遺物① (第 80図 )
径(eml 訓 蟹 色   調 備  考

1 土帥質掛 彊Bヤ刀16
pzL

回

同

ｒ
　
ぬ
】″却

淡褐色

建物17
p0

底部ナデ ? 回

面

外
内
次 伺 色

沸 播 拐 有

3 須恵器イ 建物 17
P4
12.9 藤

帆
口
細
i部 はシャーブに先
ぅずかに外反させる

回転ナデ
回転糸切り

グトlEl 汐(L
甲沃次沸本掲■

4 燿ク17
つ0

端部は先れ田りしわすか
に外反する

上半 淡灰色
下半 淡茶褐有

須忠器例 建物23
P4

口縁内冶気味 回転ナデ 淡青灰色

狽思 希 希 百 甚物 16～
クと日キ刀

口縁、脚部に沈線と4～
氏基 ∩ 締 twr鴻耕 寸

回転ナデ 受罰
`淡
炊色

餘Π部 灰缶

7 麟‖罰6 据邑77JZ3
P6

ヘラミガキ 淡褐色
外面には赤色
痴 料 歩深 る

赤色顔料
弥生の可能
′眸ふn

狽忠器 コヽ壼 甚物16～
クと帰尉 Bヽ

2.15 12.2 早而林 つ まみ
同 縁 嶽 fBど

=『
曲

回転ナデ
回転ヘラケズリ後回転

青灰色

口縁端部は内側に強く
,Frnimギス

回転ナデ 淡青ス色

慎え天手持期ヽ男 罰含笹
72

医部回称ナデ 淡青灰色

台
縁
一局
口
ヽ`
まどP_qど

回
同
ナデ
率 綱 n

青灰色

土師質イ 苛百笹
AA
低い高台 径約 6mmの
菅浄空コ rJ/4虚絡、

底部回転ナデ 灰日色

多真薫 器 琳 ヽヽド卦 底部回転ナデ ? 灰自色
回転 すデ  回 弘 糸 切 り 渉 灰 色

須思希柳 5 断向三角形のつまみ出
し高台

底部回転ナデ 淡灰色

1 1ヽ主つ 支み 出 1 ,氏常bl口 I転すす

'火

色

須恵器椀 崖物 16～
クと日1刀

475 剛
高
t端部は丸く外反する
|つまみ出し

回転糸切皓 明炊色

噴ナデ 音 灰 有

口 縁 百 繰 的 デ 回転糸切り 渉 青 灰 負
体 剖もに突 帝

十 ギ 丘

傷 東 器 m チ ラ

'火

色

須恵器壷 口縁端屈曲 回転ナデ 外向
内面

色日
角
灰
灰

′
励竜?Ⅲ 支

線
点
凹
列

回 転 ナ デ 青灰色

口 縁 屈 曲 ナ デ 青 炊 色

0 275 □綴 卜万に耐網 転ナデ  回 転 糸 切 り 青 灰 色

須恵器脚 自然釉  れんべんのよ
うた立様 (?)

国 格 ゲ ア 言ス色 目然和

146 ナデ 回転ナデ 灰 色

古八幡付近遺跡 建物16～ 24出土遺物② (第 81図 )
出十111点 彬 誕 ・ V廉 の 特 徴 調 膠 色   調 lF言    7争

須 思 希 餐 醒物 16～
ク江戸引JD

タタキ
内面ナデ

言炊色

半 行 タタキ  肉 血 ナテ 渉 灰 脅

]心円当具痕
俸子日をタタキメ

淡灰色

タタキ 同ィ｀卜円当其厄 青 炊 色
土師器甕 ヨコナデ ヨコナデの

後ユビオサエ ー部
タテ方向のハケメ有り

暗茶褐色

土帥質皿 端部はシャーブに先細り
十ス

淡灰色

7 口 縁 矩 く内 V密 負

15 回 転 ナデ  回転 糸 切 り
十 BFl督邦 I則嗽 す す  凹 欺 策 uJり

127 回 格 糸 切 り r 日

掲

炊

昔

画

面

外

内

ヘラ切りかΥ 渉 楊 行

低い高台 回転ナデ 外面 明灰色
内而肱Ⅱ部 灰白■

端訃を高含状につまみ
出十

回転ナテ 明灰褐色

音bに≧い 淡 褐 色

回転ナデ
回転糸切り

外 ltl淡余褐色
内面 日吉褐

“府前既悟鉢 296 9～ 10条のクシ日
片口

回転ナデ 外面 淡橙褐色
内面 淡褐色

Ⅳ期

来播米暦御 建物16～
9と日 1刀

回転ナテ 青灰色

127 情 前 貯 〒 系 縁 状 回 転 ナ テ 漆 禾 褐 御 自 然 米HI
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器  種 ‖I十 十日径(Om)1器局(cm)展径(cm) 形 熊 ・ 支 様 の 特 徴 調 率 御     司吉 備  考
瓦器 (?)
鍋か釜

王靱 16～
,と 日羽

把 芋 画
面
外
内
明炊日色
黒有 (スス)

必必E] 黒 角 (ガラス管

土 錘 長
４

暇

・
・
６
肇
Ш
手捏ね
害溝

明貢仄色

20g 手 智 ね  管 状 婚 吏 褐 色
g 晉 剪犬 舌 楊 有

「D IHIド h著 |ン と`  轡沃
10買 管

3FF 管

十 御 かけた活あり 管状
70買 手 押 ね  管 状
bυ ,Uど | 予J犬

522g キ狸ね 楊 行

127 50g 管労大 糸をかけた稿あり
革 担 拓  答 汁

黒茶褐色

RR Rg 糸 存か けた溝 あり 管 状
窪4/216～
24国コ

30g 糸をかけた馬あり 管】犬 黒褐色

古八幡付近遺跡 建物16～ 24出土遺物③ (第 82図 )
器   本車 出土地点 調 蟹 色   調 備  考

l 日磁 lL こ靱16～
%日→刀

自て3XHIが薄くかかる クチハゲ 日 色

青磁碗 炊色がかった淡緑色の
珀由カミ確葺ぐかかる

緑灰色

7R I底 部 内 面 に荘 マ
十切 彫 の 百 牟 す

5 士キ軍儲

6 銅製煙管
雁首

雁首径
17
管内音ドイこ僅か 1こ竹本オが
確る

7 鉄 器 現行長

172
128 玩π長

204

段状遺構10・ 11(第70図 、写真図版36・ 68)

段状遺構 10・ ■は丘陵西側斜面との変換部に位置している。調査前から平坦になっており、 トレ
ンチ調査時にもほとんど遺構を確認できなかったので、かなり削平を受けていると思われた。しか

し全面発掘を行うと、当初地山と認識していたのは尾根上を削平した地山土を lm近 く造成したも

ので、その下に耕作土を挟んで近世以前の遺構面が存在することが判明した。地山検出後の平坦地

は中央に段差があり、ここから東側が段状遺構10、 西側が段状遺構■である。この段差は段状遺構

10東側の壁と平行するように造られているので、段状遺構10。 ■は造成される前に一度棚田にする

ための削平を受けたと思われる。段状遺構10,■床面では多数の柱穴を検出した。ここは水脈に近

いのか標高40m前後の丘陵上であるにも関わらず、柱穴内に柱根の残るものが14基 もあった。また、

検出した柱穴は8-2区南側の建物群に比べ掘り方の小さいものが多く、並びも整然としていない。
このため建物の復元は柱間距離よりも、柱根の残る柱穴や石を使っている柱穴を基準にして行った。

建 物 25(第33図 )

段状遺構10のほぼ中央で検出した。 2間× 4間の柱穴配置を持つ。柱穴掘り方は径が小さく、底
面の径はほぼ柱の径に近いものと思われる。P8。 ■は特に規模が小さく、この種の柱京は削平を

受けた際にいくつかとばされている可能性が高い。柱穴の内、P2・ 3・ 9では柱材の一部を検出し

た。柱間距離は梁行き東側が 5尺 と8尺 を、西側が13尺を指向している思われる。桁行きの柱間

距離は、東側の 1間以外は不揃いである。主軸は斜面に直行している。遺物はP3内から土師質の

邦 (第 86図 13・ 14)力式出上した。13は口径に比べ器高が低く皿とした方が良いかもしれない。 2点
とも柱根上面で出土したが、斜めに傾いて出土し時期差があるように思われるので、建物廃絶に伴
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う祭祀かは不明である。

建 物 26(第34図 )

建物25と重複し、主軸はほぼ直行する。 2間× 5間の柱穴配置を想定したが、北側に溝状遺構 8

が在り正確な柱穴配置や建物規模は不明である。柱穴には石を使ったものもある。P12は柱根を検

出した西側が一段深く、東側には扁平な石が置かれていた。梁行きは合わせて14尺 を指向したもの

と思われるが、桁行きの柱間距離は不揃いである。柱穴から遺物は出上していない。

建物27・ 28(第35図、写真図版68)

段状遺構■の西側斜面寄りで検出した柱床には、掘り方が深く柱根の残るものがある。建物の主

柱穴と思われるが、東側にこれらと対応する柱穴を検出できなかった。段状遺構11で検出した柱穴

が構成していた建物は、西側と南側のほとんどを失ったと考えられる。建物27・ 28は、まず柱根の

残っていた柱穴で桁行きを設定してから復元した。桁行きの並びは北側調査区外に続く可能性があ

り、建物27・ 28の正確な梁行きは不明である。柱根が残っていたP10は、掘り方のが径が小さく柱

とあまり隙間がない。また柱穴内で検出した石は、柱を固定するためのものと思われる。柱穴内か

ら遺物は出土しておらず、建物の詳しい時期は不明である。

溝状遺構 8・ 集石 2(第70図、写真図版130)

段状遺構10の北側を東西に伸びている。検出したのは段状遺構10の床面範囲だけだが、西側は棚

田の段を付ける際に断ち切られており、溝の南東に位置する集石 2と一連の遺構である可能性が高

い。同様に東側は棚田の壁を造る際に削られたと考えられるので溝の正確な起点は不明である。平

面はややいびつで、断面は逆台形を呈 している。清の中からは大小の石が検出され、中には石臼

(第 88図 3)も混じっていた。遺物は溝状遺構 8南束部の石の間から近世の陶器椀が出土している。

集 石 1(第70図、写真図版69)

段状遺構■と西側斜面の変換点に位置している。黒色の遺物包含層中で検出した集石で、黒色土

からは古代から中世にかけての遺物が多数出土した。また、この集石 1は斜面下方の調査区で検出

した黒色の遺物包合層の直線上に位置しており、ここが黒色土の起点にあたると思われる。

集石 1および下方の黒色上の性格について、はっきりした説明は難しい。しかし黒色土とその下

層の砂の堆積状況から長期間水が流れていたことはほぼ間違いない。県内の遺跡で類例を探すと、

松江市福富 I遺跡の 2区SX01～ 03、 3区 SX01・ 02が非常によく似ていることに気がついた。これら

は丘陵の傾斜が急になる変換点に位置し、斜面に大型の不整楕円形な穴を掘り、その斜面下方側に

大小の石を使った堰を設けている。何れも湧水点に造られていることから、水溜め遺構の可能性が

指摘されている。古人幡付近遺跡の集石 1は、周辺で検出した柱穴内に柱が残っているように地山

が常に湿った状態で、水脈近くに位置していると考えられる。集石 1斜面下方の黒色土を検出した

範囲は約80cmの深さに窪んでおり、調査時には意味を認識できずに外してしまったが、一部側石も

はめられていた。集石 1の斜面下方に位置する集石 3は、より福富 I遺跡の水溜遺構とよく似てい

る。集石 3の下方は降雨時には水が流れるため 6・ 7区調査時には排水用の清を切った程である。

また、 5・ 6区では現代の住宅に削平された部分で黒色土を検出し、ここでも湧水と集石を確認し

た (第 39図 〒マークの所 )。 こうした状況から集石 1はそれ自体が水溜遺構の可能性があり、斜面

下方の一連の水溜遺構の起点であると考えられる。福富 I遺跡の水溜遺構は、出上した遺物から16

世紀頃のものと考えられている。集石 1の周辺出土遺物には古い時代のものも混じっているが、お
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よそ15～ 16世紀頃に使用されたと考えられる。

建物25～ 28周辺出土遺物 (第86～89図、写真図版128・ 129)

段状遺構10。 ■床面で検出した建物や集石の年代は、すでに述べたようにほぼ中世後半のもと考

えている。しかし、集石周辺や段状遺構■斜面下方の黒色土からは時期幅のある遺物が出上してい

る。最も古い遺物としては、第86図 7が球形に膨らむ胴部に丁寧にハケメを施し、赤い色調をして

いるので古墳時代中期頃の可能性がある。このほか古代の須恵器 。土師器も出上している。土師質

土器の内14・ 16は 中世初めの不と思われ、建物の中にはこの時期のものもあるかもしれない。第87

図 1は李朝陶器の小皿である。出上した地点は段状遺構 8・ 柱列 3の近くだが、時期や形状の同じ

個体が集石 1下方で出土しているのでここに掲載した。 2。 3は龍泉窯系の青磁椀で 2は見込み部

に「福」のスタンプがあるほか、茶先による細かい傷が確認できる。 4は青花の皿である。 5～ 8

は備前焼の括鉢である。建物周辺や集石下方では10個体以上の括鉢が出土したが、何れも備前焼編

年Ⅳ・V期のものである。10～ 12は土錘で、集石 1下方の黒色土から出土した。ここで出上した土

錘は全て大型で、孔径も1.5～ 2 cmと 大きめである。第88図 1・ 2は石製の鉢である。 1は全体に火

建物25計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
2間 !08m 4間  ( .88m)

N-65° 一E

畝
くｃｍナ

番 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8
2A〉(24 40)(33 39)(36 26)(男■ 30)(29 41× 34 42)(36 22)(19

底 面標 高 (m) 3982 1974 196R R960 419R9 4022
番   号 刊 イ

一 一 一 一上 面 径 (cm) 33)(28 38〉〈36 26× 19

ほ面標高 (m) 3977

柱問距離(m)

Pl-2 P2 3 P3--4 P4--5 P5--6 P6-7 P7-8 P8-9
152

―
~~

一 一154
一

イ イ イ イ

建物26計測表

規   模 梁  行  き 桁 き

2間 !24m 4間以上 (756m)
ギ    軸 S-2R馬

▽
―E

畝
ぐｃｍ，

番   号 P2 路 P4 P5 P7 PA

上 面 径 (cm) 17)(16 25X24 30〉く27 30)(25 24)(22 40)(37 34)(24 32X24
底 面模 高 (m) 3998 3982 3980 4004 4006 4010 3994

号 P9 P12
(rm) 36〉〈34 30)(28 27)〈 26 48〉(36
(m) 399R 40011 1982

柱間距離 (m)

路 -4 P5--6 P6-7
180 206

P9-10 P10-11 Pll-12
104

建物27計測表

規   模
梁  行  貰 行  者

2間  (286m) 4贈 卜 (8 4Rm)

主    勒 N-56° 一W

畝
くｃｍ，

号 P2 P3 P5
?卜 (cm 34〉〈26 22)(21 22)(16 50)(40 46〉〈36 38)(31
(す 3000

柱間距離 (m)
PR一 i P5-6 P6--7 イ  十 

一

 十 
一407 _  ~ | イ

建物28計測表

規   模 桁  行  き
190m) £FBHよ以 卜 (610m)

主    軸 ― W

歓
くｃｍ，

番   号 P12
上 面 径 (cm) 39)(30 30)(30 42〉(38 31)(25 40〉〈29

ほ面標高 (m) 3915 3870

柱間距離 (m)
P8--9 P9-10 P10-11 Pll-12
190 イ ―

~
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を受けているが、内面に工具痕が明確に残る。 2は特に強く火を受けており、一部黒褐色に変色し

触れるとボロボロとくずれる。どちらも集石 1下方で出上した。

15・ 6世紀の貿易陶磁や備前焼は段状遺構 8周辺でも出上しており、段状遺構 8か ら10・ ■まで

の調査区外北側の平坦地 (写真図版36下)に も中世後半の遺構が存在した可能性が高い。

古人幡付近遺跡 建物25～ 28周辺出土遺物① (第 86図 )
器  種 出土地点 調    整

l 負恵器 JI・番 こ77JZb～
,Rに日】刀

輪状つまみ
性Ⅱ幹部広がる

回転ナデ 回転ヘラ
ケズ1)後ナデ

膏炊色

2 ナデ 回転ナデ
3 須恵器甕 タタキ カキメ

回プド、日当旦痛
灰 色

4 須恵器底郡 肉向 太い捺凛
外而 ハケ日状調整痕

暗灰色

5 須恵器番 タタキ、カキメ
日 ッド、田 当 旦 席

言灰色

6 半 丸 縄日世wき
端部2面の面取り

灰 色

願 部 強 くに 巾 内 雨 ケ ズリ

口稼端部半坦
月同写長らなヽヽ

ナデ ヘラケズリ 外向 暗茶褐色
内面 暗褐色

やや薄手

9 口縁短く外反 ナデ ナナメ上方向
のヘラケズリ

少 面 茶褐色
面 暗茶褐●

128 口縁端平坦 風化の為調整小明 色褐
色
茶
褐
暗
黒
面
面
外
内

やや澤手

土師質郭 け
，
回
群

丁寧な回
同 録 率 捌 n

淡褐色

回転ナデ 回転切り
回転ナデの後不定方向
にすデて平川に仕上げる

悛余褥色

溝 身 回転 ナテ  回弘 糸 淡

浅 身 回転ナデ 回転糸切上 外詢 暗茶褐色
内面 淡褐色

「
D

子 ギ

6 2 ユビオサエ? 回転
622 口縁のたちあがり急 イ比の為調整ノ

土帥箕 lL 体部張る 口 格 ア ブ  ロ 格 ア ブ
の後タテ方向のナデ

暗茶褐色

口 縁 外 イ彊
―デ 糸切り

土師質
播明 Tff

回転ナデ
阿 簾 率 tWn

淡褐色 反イヒ物付着

古人幡付近遺跡 建物25～ 28周辺出土遺物② (第 87図 )
器  種 出十地点 調    整 缶   調 備  考

1 今朝削希
′f、 TR

こ7/2Zb～
クR日→刀

tす振ミ 回転ナデ
ヘラケズリ

暗灰色の粕

2 吾 磁 椀 1() iきの蓮弁文
iに荘す

全 体 に 回 転 ナ デ 淡

3
こと)|どん茉

129 端 平 押 〒 云ナデ 暗 灰 色

8条のクシロ ナデ 回転ナデ後不
ヤナ由へのナデ

青灰色

回 転 ナ デ 暗 赤 褐 色

6～7条のクン日 回転ナデ、指り日回転ナ
デ後不定方向へのナデ

青灰色

7条のクシロ 回転ナデ後小冠万同
へのナデ

暗赤褐色 使用痕あり

土 錘 醤

ぉ

さ

∩

長

Ｒ ♂
藷

管状 外面は丁寧なナテ 淡栂色

幅
跡

さ

２

長
７
．

表面は比較的凹凸が
日すつ

暗炊褥色十
明掲有

幅
姻

さ

６

長
＆

明褐色

古八幡付近遺跡 建物25～28周辺出土遺物③ (第 88図 )
出土地原 器言(m)辰径に耐  形 燕 ・ 更 様 の 特 徴 ]吉1       零吾 有   調 僑  考

1 IH鉢 ト
コ
棚
調
屋
２

内面に工具痕が残る
今僚に丈券ラけたよう

灰 色

41日司所J(1ブ¶F写 ノ`ル /`ル ) 晴 灰 色

3 石 臼 径
27.1
厚
Ｍ

ノミの 狼 跡 媛 る 淡綜灰色 凹 由 に磨 展
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3.8-3区 (第 70図 、写真図版70)

8-3区 は丘陵西側斜面の最高所に位置している。ここでは 6'7区 と同じように、主に古代か
ら中世の遺構・遺物を検出した。この結果、奈良時代以降は丘陵西側斜面全域に集落が展開してい

ることが明らかになった。また、西側斜面で検出した大型削平段 (古代末から中世)は全部で 6段

になったが、平面でほぼ10～ 15m間隔を開けて造られている。そのほか段状遺構13周辺で統一新羅

土器が出上したことが特に注目される。

段状遺構12・ 集石 3(第89～91図 、写真図版71・ 72・ 130)

西側斜面の標高約34mの位置に造られた平坦地で、段状遺構 10。 ■との高低差は約 6mである。

平坦地の規模は幅が約2.6～ 3.6m、 長さは北側が調査区外にはみ出すため正確な規模は不明だが、

調査区内で約20mを波1る 。平坦地のほぼ中間の位置で集石 3を検出した。集石 3よ り南側の床面で

は炭の面を 1カ 所検出した以外遺構 。遺物とも検出できなかった。これに対し平坦地北側は柱穴や

溝を検出した。検出した柱穴はみな浅く建物は復元できなかったが、斜面で検出したP7～ 9は直

線上に並び掘り方もしっかりしている。段状遺構12以前の建物の柱穴かもしれない。また、床面で

土師質の邦が 2個、国縁を合わせる状態で出土した (写真図版72上 )。 出土した土器は第91図 1・

2で、 1が下、 2が天地を逆さにして 1の上に伏せてあった。 1は底部の糸切りに特徴がある。

集石 3は、集石 1の斜面下方から堆積する黒色の遺物包合層中で検出した。幅3.6m長 さ4.5mの 不

整楕円形な土羨の中に大小の石を放り込んだ状態で、当初遺構の性格は全く分からなかった。遺物

(第 91図 )は須恵器、土師質土器の他、貿易陶磁や鉄器も出土した。集石 3は前記福富 I遺跡の水

溜遺構の例から、集石 1と 一連の水溜遺構と考えられる。また、段状遺構12の床面東側で検出した

古人幡付近遺跡 段状遺構12出土遺物 (第 91図 )
器  種 出土地蕉

1 土師質不 殴状遺構
12

端罰∫イよやや厚みがある 内面は全て回転ナデ
同 録 率 lTIn

淡褐色

2 瑞部イよシャープに先糸円り
する

回転ナデ 回転ナデ
の後ナデてなめらか
にする 回転糸切り

淡褐色

3 備 Rll焼 さ
精鉢

7条のクシロ 回 転 ナ デ 淡橙褐色 1史用 IFkでク
シ日ン肖夕る

4 130 土錘 鴨
鞘

さ

タ

長
行

管剪太
色
色
褐
褐
橙
暗
淡
画
面
外
内

5 幅
娼
長さ7cl
以「

俸:】大 淡 黒 余 褐 色

古八幡付近遺跡 集石 3出土遺物 (第 91図 )
器  種 出十1111

6 土帥器甕 集石3 /1｀ 型 内面頸部より下はヘ

ラケズリ

色

有

褐

褐

余

播

向

面

外

内

7 上帥質期ヽ 回転糸切り 色
角
褐
褐
茶
播
暗
暗
面
面
外
内

見込みに沈線 回転糸切り 外向 茶袴色
内面 明茶褐色

の 為 不 :

タタキ カキメ
青磁碗 ほ罰6fよ上万にくばみ

r其笛 席ゝ
ヘラケズリ ほ

虐
向
田
囚
樽

こπ房うど 「罰ヨ

青磁盤 向に線描き文様
面に滋牟ヤ

土蝕 甲昌
46

さ

２

長

盈 菫傲
管】大 外向は指おさえの後

ていねいなナデ
淡茶褐色

17 欽希 刃部
(小刃か ?Ⅲ

鉄 器
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溝は南側に向かって床面が深くなっており、その南端は集石 3の掘り方に接続している。このため

雨水又は排水を集石 3に誘引するための性格を考えることもできる。段状遺構12の北側がどのよう

な状況であるか不明だが、この平坦地は集石 3周辺での活動を目的に造られた可能性もある。集石

1か ら始まった黒色の遺物包含層は集石 3の下方にも続いており、済状遺構10を経て 6。 7区の土

石流黒色土となる。

清状遺構 9(第70図 )

8-3区 ほぼ中央に位置し、東西方向に伸びている。清状遺構 1の ところで述べたように近世の

古道と考えており、尾根上に位置する古道とは溜め池を迂回してほぼ直線上に並んでいる。調査前

は棚田の下に埋没していたので、近代には機能を失っていたと考えられる。

段状遺構13・ 建物29。 溝状遺構10(第92～94図、写真図版72・ 131)

8-3区 北側の標高約31mの位置に造られた平坦地で、集石 3の下方に位置する為、段の中央部

を集石 3か ら流れた流路 (溝状遺構10)に切られている。北側の床面では建物29を検出した。南側

では浅い柱穴や溝を検出したが、建物は復元できなかった。建物29は 1間以上× 2間以上の柱穴配

置を持つ。柱間距離は梁行きが 5尺を、桁行きは 7尺又は7.5を指向したものと見られる。建物29

の柱穴内からは第94図 3・ 6。 8が出上し、時期は奈良時代から平安時代前半頃と思われる。

段状遺構 13と溝状遺構10の周辺では、主に奈良・平安時代の遺物が出土した。これだけでは段状

遺構13は他の遺構と何ら変わらないが、これらの遺物の中に統一新羅系の上器が 2点合まれている

点が重要である。

統一新羅土器 (第 94図 10・ 11、 巻頭図版 1)

建物29P4付近、段状遺構16上層の灰色土から4点出上し、文様や形態、焼成から2個体と判断

した。第94図 10は長頸壷の肩で破片数は 1点である。頸部には丸みのある段が有り、段より上には

菱形 ?の スタンプ文が、下にはロッキング手法を用いた縦長連続文が緻密に施される。焼成は良好

だが■程ではなく、須恵器に似ている。段状遺構13か らかなり離れた位置の出上で、内面は風化し

ており、調整は明確でない。この種の長頸壷としては大型の部類に入ると思われる。

■は瓶と思われるもので、出上したのは肩と胴部の破片計 3点である。図示した形態は出土した

破片に接点が無かった為、胴部に施された文様を基に図上復元した。文様は上から多弁花文、
ロッ

キング手法を用いた縦長連続文、間隔のある縦長連続文の順に施される。肩部内面は丁寧なナデを

施しているが、細かい同心円文がわずかに確認できる。確認した調整から肩部の製作工程は、次の

ように推測される。①タタキによって肩を形成する。②外面はカキメを施し、内面は丁寧なナデに

よってタタキ痕を消す。③外面はカキメを施した後さらにナデを施す。④多弁花文、縦長連続文を

施す。胴部外面はカキメの後ナデを施し、その後に縦長連続文を施す。胴部内面下半は強い回転ナ

デで形成される。断面は暗紫色を呈し、焼成はきわめて良好である。

段状遺構13周辺で出上した統一新羅土器は、両方ともロッキング手法による縦長連続文を施して

いる。宮川禎一氏の分類 (宮川禎- 1988「文様からみた新羅印花文陶器の変遷」『歴史と考古学』

高井悌二郎先生喜寿記念論集)では、縦長連続文C手法に当たるものである。実物を宮川氏に鑑定

していただいたところ、縦長連続文の形状と施文手法から8世紀後半頃、あるいは 8世紀末まで下

る時期のものではないかとの教示を得た。出上した統一新羅土器は、元は全て段状遺構13に置かれ

ていたものと考えられる。段状遺構13に確実に伴う最も古い須恵器の時期がおよそ 8世紀後半と思
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われるので、この点はほぼ宮川氏の見解に一致している。ただし平安時代の遺物も出上しているこ

とから、9世紀以降のものである可能性も否定できない。一方、平城京で出上した縦長連続文C手

法を施す瓶形土器が 8世紀前半の土器と共伴しているので (奈良国立文化財研究所 1989『平城

京右京人条一坊一三 。一四坪発掘調査報告』)、 古人幡付近遺跡出土品も製作年代は 8世紀前半まで

遡るという見解もある。いずれにせよ 8世紀後半以降にこの丘陵に持ち込まれた可能性が高く、古

人幡付近遺跡の集落が奈良時代を境に飛躍的に発展することと密接に関わっていると考えられる。

江津市西部の一集落で、何故統一新羅土器が出土したのかという疑間には様々な理由が考えられる

が、遺跡周辺の奈良時代の資料の増加を待って改めて検討したい。

建物29計測表

規   模
き 桁  行  き

以 卜 (145m) 2間以上 (444m)
N-5Aら
‐
―W

歓
くｃｍ，

番   号 P2 P3 P4 P5 P6 P7
而 争千 42)(29 42)(36 34)(30 49X46 22X2 52)(30 2i〉(21 22)(夕0

3076 3077 3098
番   号 P9

L 面 イ子(cm) 18× 18 24)(24 × 17
一底面標 高 (m) 3094
一

イ

柱間距離(m)
Pl-2 P2--4 P4--6 P6-7 P「J――∩ P6--7

226 077 266

古八幡付近遺跡 段状遺構13、 溝状遺構10出土遺物 (第 94図 )

ヨコナテ わすかにタ

ナデ 回転ヘラ



段状遺構14・ 土境 3(第95図、写真図版73)

8-3区南側標高約30.5mに 位置している。 8-3区 南側は北側に比べて検出した遺構が少なく、

これより上のレベルでは遺構を検出していない。段状遺構14は床面がほとんど流失し、東側が僅か

に確認できる程度である。段に伴うと思われる柱穴は 2穴検出している。どちらもしっかりした柱

穴なので、建物が立てられていた可能性もある。床面で遺物が出土していないので時期は不明であ

る。しかし、遺跡内の段状遺構の内平安時代以降のものは基本的に床面盛土が残っていることから、

それ以前の時期と思われる。段状遺構14の形態や残存状況は横路古墓の急斜面で検出した古墳時代

後期の遺構と似ており、斜面下方の段状遺構18。 19の出土遺物に古墳時代後期の遺物が混じってい

るので、あるいは古墳時代後期の遺構かもしれない。

土羨 3は段状遺構14の南側で検出した。平面は不整楕円形で、埋土は炭を合む焼土と灰色の粘土

が交互に堆積していた。一見小炭窯の様でもあるが床面は焼けていない。段状遺構14に伴うものか

不明だが、もし伴うとすれば段状遺構は調査区外に続いている可能性がある。

段状遺構15(第95図 、写真図版73)

段状遺構14の西側で検出した。床面はほとんど流失していると思われる。東側の壁の立ち上がり

はほとんど無いが、幅10～ 20cmの浅い溝が掘られていた。柱穴は北側でのみ検出したが、40c皿近く

掘り込まれたものもあるので何らかの上屋が存在したかもしれない。遺物は出上してない。検出状

況や形態、規模が段状遺構15と ほとんど同じなので近い時期の遺構と思われる。

段状遺構16(第 96。 97図 、写真図版74・ 75・ 132)

8-3区 の西側では、段状遺構16～ 19が標高27mを 中心にまとまって検出された。これらの遺構

は、奈良時代に造成された平坦地を、平安時代以降に再度山側を掘削・造成して再利用したもので

ある。段状遺構16は山側を大規模に掘削して段状遺構17を埋め、長さ18m以上、幅 6m以上の平坦

地を造っている。土層を観察すると壁側の地山上に暗灰色土粘質上が堆積し、その上に地山土と灰

色粘質土が堆積している。この 2つの層の上面はほぼ水平で、その上に再び暗灰色粘質上が雄積し

ている。以上の土層堆積状況から、段状遺構16は一度床面を貼り直して建て替えを行ったか、柱穴

掘り方を隠すために貼り床をした可能性がある。調査期間が大幅にオーバーしていたため、一気に

地山まで下げて柱穴の検出作業を行っておりどちらか判断できない。同様の上層堆積状況は 7区で

検出した段状遺構 1でも確認している。段状遺構16床面では多数の柱穴を検出した。近くに水脈が

通っている関係で柱床内に柱材の残るものもあり、このような柱穴を中心に建物を復元した。この

ほか床面では土羨を2基検出している。

遺物 (第 101図 )は主に古代の須恵器・土師器と中世前半の土師質土器が出土した。床面や柱穴

内出上の遺物から、建物の時期は平安時代後半から鎌倉時代前半と思われる。埋土中で出上した25

は土製権で、サイズは半田浜西遺跡の分類の中型に相当する。また、 7区土石流黒色土中から出土

した奈良時代から鎌倉時代の遺物は、段状遺構16・ 17で使用されていたものと考えられる。このほ

か掲載していないが古銭 2枚と鉄滓が出土している。古銭はどちらも劣化が著しく、外面の文字は

全く判別できない。鉄滓は柱穴内で出土したもので、鍛冶滓と思われる。

ところで、段状遺構16では竃や比熱面は一切は検出されなかった。建物の時期は平安時代後半か

ら鎌倉時代前半の遺構と考えているが、この時期ならば据え付けの竃であろう。通常この時期の掘

立柱建物は平地で検出されるため、ほとんどの場合床面は削平を受けている。これに対し斜面で検
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出した段状遺構16は 、柱穴の残り方を見ても比較的削平の度合いが少ないと思われる。このため

元々電のない建物だった可能性が高いが、斜面下方で煮炊きに使用したと考えられる甕 (鍋 ?)が

出土している点が気になる。

建 物 30(第98図 )

1間以上× 3間以上の柱穴配置を持つ。柱間距離は梁行きが6.5尺、桁行きが 7尺を指向したも

のと見られ、比較的整った配置をしている。柱穴掘り方は建物31・ 32の柱穴に比べて浅く、埋土は

地山に近い粘質上で柱根も残っていなかった。主軸も建物31。 32と やや異なっており、おそらく時

期差のある建物と思われる。柱穴から第101図 1～ 3の土師質土器が出土している。細片の為詳し

い時期は不明だが、中世初め頃のものと思われる。

建 物 31(第 99図 、写真図版76・ 77)

柱材を確認したP3か ら北西方向に桁行きの韮びを抽出し、 2間× 7間の柱穴配置を復元した。
梁行きの柱間距離は6.5尺 を指向したものと見られる。中間のP2は掘り方が浅く、Pl底面には礎

板が置かれていた。これに対し桁行きの柱間距離は不揃いなので何間か縮まる可能性がある。柱穴

内からは第101図 4・ 5。 8が出土した。5は白色系の土師質土器で、高台部のみ剥離して出上した。

8は同安窯系青磁 11類の皿で、P9床面で天地を逆にして出土した。これらの遺物から建物31の

時期は中世前半と思われるが、詳しい時期や建物30と の新旧関係は不明である。

建 物 32(第100図 )

柱材を検出したP15を 基点にして復元した。柱穴配置は 2間以上× 5間 を想定した。梁行きの柱

間距離は 6尺を指向したものと思われる。桁行きの並びは建物31と ほぼ重なっており、柱間距離は

真ん中が 6尺で他は 5尺前後である。桁行きの柱穴掘り方は、コーナーのP10。 15が間の柱穴より

1段深く掘られている。梁行きの柱穴P17も 1段深いので、梁行きは 2間 までの可能性がある。建物

31・ 32の周囲では浅い柱穴を多数検出している。これらは上屋を支える柱穴とは思えないが、中に

はほとんど掘り方と同じ径の柱が検出されるものもある。このため、柵 。塀・床を支える東柱等何

らかの機能を持っていたと考えられる。

建物32を調査して特に驚いたのはP15と 中に残っていた柱材である。P15で検出した柱は根本が曲

がった木を使っており、柱穴掘り方はこれに合わせてほとんど隙間無く掘られている。さらに柱の

接地部は斜めの切断面と切 り離し部分がそのままになっており、ちょうどYの字のようである。

P15は特に極端な例であるが、段状遺構 16・ 18で検出した柱材のほとんどがこのように雑な作りの

ものだった。このような柱穴は柱材が残らず土にかえっていれば、本当に建物の柱穴か疑問視した

くなる。しかしP15の 状況から、遺跡内の柱穴で掘り方が小さいものや、土層断面で柱痕が曲がっ

ているもの、柱痕の先端が先細りのものでも建物を構成する柱に成りうると言える。また、古人幡

付近遺跡で検出した柱材は全て円柱だった。

建物の32の柱京内から遺物は出上していない。詳しい時期は不明だが、周辺の出土遺物や建物埋

没後に溝状遺構10が通っていることから、中世前半の建物と考えられる。

建 物 33(第98図 )

段状遺構16東側で検出した小規模な柱穴の中から、西側の建物と軸の近い並びを考えて抽出した。

これらの柱穴には土師質土器や木の残るものがあり、西側の建物に付随する構造物が造られていた

と考えられる。柱穴配置は 1間× 1間で、土羨 5と 重複している。柱間距離は全て 1間 5尺を想定
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した。建物33を含めた小柱穴と土羨 5の前後関係や同時性は不明である。

土 境 4(第 97図 )

段状遺構16の 中央壁際で検出した。平面は不整多角形を呈している。床面は中央に向かって緩く

窪み、規模は長さ69cm、 幅42cmを測る。床上には暗灰色粘質土が堆積し、須恵器甕片 1点、土師質

土器片 2点、炭化した細長い木質 2点を検出した。土師質土器は第101図 9。 10の lThで、13世紀頃

のものと思われる。木質は 2点 とも長さ約10cm、 はば約 l cmを 波1る 。

土 墳 5(第98図 、写真図版132)

段状遺構16の東側で検出した。平面はかなり歪で、規模は上面で長さ2,75m、 幅1.45mを測る。床

面で土師質土器の不と皿 (第 101図■～16)が出土している。12・ 13・ 16に は煤が付着しており、

他の土師質土器ともども灯明皿・灯明受皿として使用されたものと考えられる。出土した土師質土

器の時期は13世紀頃と思われる。

建物31計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
2間以上 405m) 7間以上 (996m)

主    軸 N-545▽ ―W

傲
＜ｃｍ，

番   号 Pl P2 P4

1×夕4 RR)(RA 38)(33 20× l fD 28)〈 22 37)(30 24× (20) 40〉〈32

2673 2680 2724 2706 2683 2695
呑   号 門 P10
面 イ子(cm) 26〉(20 50)(37

底 面 標高 (m) 2695 ―~
一

イ

柱岡距離 (m)

Pl-2 P2--3 P6-7 P7-8
205

一 一

建物32計測表

規   模
梁  行  き Flr 髯

2間以上 (361m) 闇 (1 84m)
軸 N-5 W

檄
くｃｍ，

番   号 Pl P2 路 P4 P6 P8

r 面 径 (cm) 32〉〈24 24)(20 20× 16 33)(26 33)(18 40〉(25 40)(25 27)(23

底 面 標高 (m) 2720 2730 2730 2721

番   号 P9 P10 Pll P14

上 面 径 (cm) 29〉〈20 36)(30 (■0)×夕R 40× 32 52)(14 48〉(29 24× 16 34× 22

辰 而 標 高 ( 2709 2696 2699 2678 2697
番   号 PlR P19

「 面 径 (cm) 22× 18 14)(12 18× 15

底 面標 高 (m) 2682 2720

柱間距離 (m)

Pl-2 P2--3 P3--4 P4--5 P5-6 P6-7
220 114 20R

P10-■ Pll-12 P15-16 P16-17
150 l tq0 167

建物33計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
1間 (150m) 1岡 (152m)

主    軸 N-6 E

畝
イｃｍ，

番  号 Pl Pタ PR P4

「  由 径 (cm) 16× 15 24)(17 23× 17 32)(30

炭 面標富 (m) 2684

柱間距離(m)
P3--4 P4-〕
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古人幡付近遺跡 段状遺構16出土遺物 (第 101図 )
器  種 出十加点 討

1 土帥質 J・f 交皇彰〃30 回転ナデ
日 簾 率 馴 r

淡茶褐色

ナ う 邑

回転ナデ
同壕糸m

明褐色

土帥質皿 建物 31 医 部 はわすかに突 出す
ス ｂガ制

弘
転
回
同

明茶褐色

5 ナデ
同 録 率 捌 n

灰自色

6 土目中負林 構
内
還
女
状
鮮
杖

襦
高台径
73

回転ナデ? 明褐色

7

8 青磁皿 建物 31 同安窯糸 (上 lb)

底部には釉がかからない
簡飛びヘラにkる支様

緑灰色

9 土帥質 期ヽ 土 頻 4 8 口著アア

回転糸切り

淡褐色

口 私 ア ア
日 静 ネ rwぬ

外向婚余褐色
内面淡茶褐角

土帥質皿 上娠5 回豚端罰Sにやや厚みを
|〕 つ

回転ナデ
団 録 糸 tJIn

淡褐色

土日中オJ ttlu 端部は丸い
内面にススが付着

回転ナデ
回転糸切り

淡茶褐色

引≒吾ドイよ)Lヽ ｀

ススがわずかに付着
回転ナデ
回転糸切め

淡余褐色

土帥質皿 8.15 端罰6tよ丸ヤ 回転ナデ
回転糸切り

淡褐色

ZZ 端音Fイよ丸く先細りする 回転ナデ
回転糸切り

淡茶褐色

土師質不 湖支部イよ先糸‖りする 回転ナデ
同蘇糸切 n

淡褥色

狽恵器不吾 戌林還再
16

回転ナデ 灰 色

狽恵希外舅 局台優
F14

回転糸切り後回転ナ 青灰色

11.8

高台径
112

回転ナデ 灰 色

須恵器椀 局百佳
A7
端訃をナテてつまみ出
1フ高台に1ッている

回転ナデ 青灰色

132 須恵器翔 回転ナデ 灰色

狽 忠 番 翅 lΠ剖
'栓96
3条 の沈線を廻らせた後
ヘライこよる刺突文を施す
□縁鉾部附析で用由 Iン、

回転ナデ (自然和 )
手もちのヘラケズリ後
‐
rし 拓ヽ Lヽ /1‐十ギ

炊 色

須恵器豆 》隔司)ほ月巴サ早 し C団 を付
つ

回転ナデ 灰色

回転ナデ
静 f卜ヘラ切り

青灰色

上製権 さ

４

一局
５
，
幅
栖 '早

ё

40
重さ

紐を品るす為の孔が見
られる
底部はほぼ平坦

明 恒 衛 巴 ～

淡白褐色

132 土帥器甕 25,4 回縁端部は丸い ヘラケズリ
ナデ

外血淡茶褐色
内面茶褐色

土RWtt■L 凹務アア
同蘇氣 lln

炊 日色

回
同
Aナテ
晨妥ぎ刃め

明褐色

土帥質期ヽ 口縁端部は丸くつくる 回転ナデ
同 鋲 糸 捌 n

灰自色

~ラ

「
明 褐 色

口 称 ア ア
廟 熊 ネ 相 ぬ

明褥色

132 見込みにはらせん状に
汁 規 パ 獅 ス

回称ナテ
回転糸切め

淡茶褐色

土日中質 lIN 回転ナデ
岡 録 率 綱 n

淡茶褐色

132 回転ナデ
回転糸切り

淡余褐色

132 凹私ナデ ナナメ万同
ヘハケメのような調啓

験褐色

7 甲 i

6 台は貝占り付け
成後に穿刊

回転ナデ 淡褐色

回転ナデ
回転糸切り

淡褐色

隔前焼悟鉢 口縁部にクンのようなも
ので引っかいた跡がある

回称ナデすり日 婚炊色
r晰雨暗未掲■)



古八幡付近遺跡 段状遺構17周辺出土遺物① (第102図 )
器  種 支 様 の 特 徴

1 狽思 喬 外 重 段状還再
17周辺

軍翻太つまみ 回転ナデ 淡灰色

1「D2
須恵器不身 回転ナデ

静 I「糸切り?
灰色

四私ケア

回転ヘラケズリ
暗灰色

四 称 ア ア

日 悸 へ う IVIぬ
灰 色

ナ デ

須恵器
底部 (帝 )

回 転 ケ ア 灰色

抗 線 くナデ

硼
畑
最大径
Pl昂

回弘ナデ  回私ヘラ
オデi〕絡十ギ

青炊色

1 狽忠器甕 口縁端平坦 回転ナデ
タタキ、カキメ

青灰色

沈線
波状支

回転ナデ 青灰色

タタキ 画
面
外
内
E灰色
言灰有

14

古人幡付近遺跡 段状遺構17周辺出土遺物② (第103図 )

1 土帥器甕 我状遺橋
17国耳刃

口豚は

'旱

みがある 回転 ナデ  ヘラケズリ

ク 口 緑 端 部 は 厚 手

上師器壷 ? 口縁は短く強く屈曲 ヨコナデ  内面はヘ
ラケズリ

赤茶色

上自中器底音「 医部は半jHで厚手 ほいケア 色
色
茶
褐
赤
淡
画
面
外
内

・３‐

一

回転 ナデ  回転 糸 切 り
端部はわず力Wこ外原させる 焉十ギ 1ヽ刃り

三ナデ

端ヨ
`Iよ

シャーブに先� りする 回転 ナデ  L
土帥質皿 口豚端音卜上向に凹向 回称ナデ 回弘糸切

めか ?
淡橙褐色

同 楊

十 BRl管邦 澤十ギ 切 り 淡

内面回転ナデ
糸馴 n

回転 暗褐色

回 氏ナデ 回 べ糸
土帥質外 口 称 ア ア が r 四 格

ネ f4h
褥

褐

晴

茶

画

面

外

内

同 ナデ 同 切 19 楊

6 回転ナデ 回転糸切り 淡茶褐色
(内面は黒褐色)

灯明皿 ?

内 山 中心 が冨 〈幕 り にがる 回 ナ デ

く系

土日中質林 強 い 回 転 ナ テ  回 転
率 捌 n

色衡

有

余

褐

明

明

向

而

外

内

土師質 3条の沈線が廻る 回転ナデ カキメ状
の調整か ?

外面 淡褐色

上自巾耗写ナ不 132 口 縁 端 部 は肥 厚 す る り 回転ナテ
口縁端部は外炭 回称ナデ 色

有

褐

灰

明

黒

画

面

外

内

土RltI箕楓 口 豚 大 きく外 反 す る

「
1綴絆 喜Kι士寺 ぃ

回 転 ナ テ 淡 褐 色

土師質不 高い高台 回転ナデ 淡褐色
(断面明灰褐缶)

土帥質壷 囚団ほ凶格アア
同様糸切 nか ?

明褥色

土Rn質鋼 凹裸】太の顕いナデ 褐

褐

明

暗

画

面

外

内

欽 器 見存び
上8(661

夫存f
45

語★血

さ

ｍｍ

厚

誦

鉄 器 ■4
に Rl



段状遺構17(第96・ 97・ 102図、写真図版133)

段状遺構16の斜面側に切り合う形で検出した。段状遺構16と 同時に地山面まで下げて検出したが、

土層断面から段状遺構16に先行することが明らかである。床面はほとんど流失し、北側と東側の壁

に近い部分だけが残っていた。残存する床面は東西約6,lm、 南北2.6mを測る。床面で柱穴・溝等は

検出されなかった。段状遺構16床面西側の黒灰色土 (第 97図 10層 )では、古代から中世初めのやや

時期幅のある遺物 (第 102図 )カミ出上した。段状遺構17は 16に先行する遺構なので、 1～ 5の蓋杯

の時期、 8世紀後半頃の遺構と考えられる。

段状遺構¬8(第 104。 106・ 107図、写真図版74。 78)

段状遺構16の南側と切り合う位置で検出した。段状遺構16同様斜面を大規模に掘削して造られ、

壁の高さは最大で約1.5mを測る。床面のレベルは段状遺構18が一段低い。床面は最大で幅約 2m

残っていたが、段の南側が調査区外に伸びているので正確な規模は不明である。床面では柱京を36

穴検出した。北側の柱穴は径が小さく浅いので段状遺構16に伴うものかもしれない。南側の柱穴に

は柱材の残るものもあり、建物 2棟と柱列 1組を抽出した。壁側に溝は掘られていない。これは段

状遺構 5。 13・ 16も 同様で、どのように排水したのか疑間が残る。出土した遺物 (第 106。 107図 )

は奈良・平安時代のものが多い。 1は弥生土器の底部で、接地部は不定方向のナデにより平面三角

形に窪み、高台状になる。外面はタテ方向のハケメを施し、底部内面は人差し指から薬指までの痕

がはっきりと残る荒いナデでを施す。 2は古墳時代後期の長頸壺と思われ、調査区南壁の床面に刺

さっていた (写真図版78下 )。 斜面上方や調査区南側にこれらの時期の遺構が存在する可能性があ

る。

建 物 34(第105図 )

柱材を検出したP4・ 5を北側の梁行きとして、1間以上× 3間以上の柱穴配置を想定した。調

査区の南側にも柱穴があると思われるので、桁行きがどこまで伸びるかは不明である。柱穴掘り方

は段状遺構16の建物に比べ規模が小さい。P5の柱材は先端がY字状だった。柱穴から遺物は出土

していない。段状遺構18床面で出土した遺物の中で最も新しい時期、平安時代後期の建物と考えら

れる。

建 物 35(第105図 )

建物34の西側に 1間以上× 3間以上の柱穴配置を想定した。柱間距離は梁行きが 7尺、桁行きが

5尺である。建物35の柱穴は、段状遺構19完掘後に検出したのでどれも浅い。P9は掘り方を検出

していないが、ちょうど柱穴に当たる部分で石を検出したので柱が立てられていたと判断した。柱

床から遺物は出上していない。建物34と に近い時期の建物と思われる。

柱 夢J9(第 105図、写真図版79)

段状遺構 18・ 19で検出した柱穴の中で、この 2穴のみ柱穴内から石が検出された。 2つの柱穴は

ほぼ東西に並んでいるが、他に対応する柱京は検出されなかった。このように他の柱穴と異なる柱

穴が 2穴だけ並ぶ状況は、段状遺構 1で検出した柱列 1と 酷似している。柱列 1は大規模な削平段

の北側に位置しており、これより南に位置する建物への「入り口」的性格を考えた。柱列9の北側

には建物30～32が存在するので、そこへの「入り口」的なものと見ることもできる。しかし、第

152図を見ると、段状遺構18の南側の調査区外には緩斜面が続いているので、大規模な削平段が南

に伸びる可能性は充分あり、柱列 9はその北側に位置すると考えた方が良いかもしれない。
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段状遺構19(第104・ 107図、写真図版74・ 78)

段状遺構18の西側床面で検出した。段の北側には幅 lm前後の溝が掘られている。床面は不整形

で西側の大半が流失していると思われる。周辺では古墳時代から平安時代の遺物 (107図 )が出土

した。段状遺構19の時期は、段状遺構18に先行するのでおよそ 8世紀頃と思われ、北側の段状遺構

17と 同時期に存在した遺構と考えられる。

13は 8世紀後半の不身であるが、底部をよく観察すると高台内側に径6.2cmの円形の範囲で色の

薄い部分がある。この部分だけ何かに隠されたために焼成が追ったのだが、隠していたのは邪蓋の

輪状ツマミではないかとの指摘をセンター職員から受けた。確かに不蓋■のツマミの径は6.3cmで、

色の薄い部分の径とほぼ一致する。もしそうならこの杯は、焼成時に蓋の上に置かれていたことに

なる。古人幡付近遺跡周辺で調査された古代の窯跡としては、江津市嘉久志町の久本奥窯跡がある。

建物34計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
1間以上 (152m) 3間以上 (474m)

主    軸 N-10島V―W

畝
くｃｍ，

揖 Pl P2 X P4 P5   十 
一耐

一
ｍぅξ標 高

24× 22 24)(20 22)(18 44)(32 25)(22

2623 2632 2638

柱問距離 (m)
Pl-2 P2--3 P3-4 P4--5

建物35計測表

規   模
塑  行  喜 怖  /rT 妾

l FHR以  ヒ (208) 3間以 に (460m)
主    軸 N-16° 一W

棘
くｃｍ，

番   号 P7

上 面 径 (cm) 23)(17 22)(21 22)(17 22× 1 20× 1■  十 _=一=
ほ面標高 (m)

一

柱間距離 (m)
P8-9

l fD0 150 208

古八幡付近遺跡 段状遺構18出土遺物 (第106図 )
器  梅 詩悟|     をゼ妥 色   調 備  考

1 弥生壷 7 斐状遺欄
lR

ほ濁6イよ上けほ ハグメ、ナテ 淡 褐 色

2 須恵器長頸壷 沈線 (3条 )の間に列点文
列点文
沈潜 (2条 )

回転ナデ 殊 色

(一部黒色)

3 察恵器外舅 回称ナデ

4

綿朗
高台は飾りつけ 回転ナデ 面

面
外
肉
明灰色

「

白名

5 須恵器甕 タタキ 色
色
炊
灰
崎
淡
回
面
外
内

6 須恵器IL手 分田ほ碩い (尻い,アブ
内面はていねいたナデ

炊日色

7 上帥器甕 口豚 Fよゆるく外反する
胴部は人を受けて赤変

ヨコ万同へのヘラケスリ
ヨコナデ
ユビオサエ

国 豚 煮 也

外面 赤茶
肉 面 沐 本 拐 名

197 口 縁 は腫 出 す る ヘラケズリ

9 19.2 口縁端部は厚め
口縁は屈曲する

ヘラケズリ 淡茶褐色

口豚 tよ強く屈曲する
端部は先細りして角ばる
猟面ι!柔亦

アア
ヘラケズリ

グト回 黒衡巴
口縁・内面 淡褐色

11 口縁はゆるく外反し、端
部は丸くつくる

ヘラケズリ 外 回・口豚 瑞 剖も

黒茶
内面 袴褐色

216 口豚 tよ屈曲する ヘラケズリ 外向 余褐色
内面 暗茶掲有

土帥器鉢 回 豚 瑞 部 イよわ す か に屈
曲 十 ス

ヘラケスリ彼ナテ 茶褐色

14 須恵器甕 タタキ、水半方向のカ
キメ

外商 青灰色

土製支脚 医部内向は上方にへこむ

接地部分には1～ 1 5cm
の平lB面海つくる

アブ
ユビオサエ

晴赤褐色



ここでは 8世紀後半の須恵器も生産されていたが出上した溶着資料は13以前の時期のみで、13が蓋

の上に載せて焼かれたものか直接参考にすることはできなかった。しかし、焼成時の窯の内部を復

元する手掛かりのひとつになると思われるので、他地域の窯で生産された可能性も合めて今後も検

討していく必要があるだろう。

8-3区 出土遺物

8-3区遺構外で出土した遺物の時期は中世が中心で、斜面下方の調査区に比べてやや偏りがあ
る。また、貿易陶磁や国産の陶磁器類の出土破片数は、敬川近くの水田部に位置する平成 8年度調

査区に次ぎ、中世後半以降は集落の中心が再び丘陵上に移ったことを示している。

弥生土器 (第109図、写真図版135)

弥生土器はⅣ様式とV-1様 式の細片が僅かに出土したのみで、 8-2区 からの流れ込みと考え
られる。このため弥生時代の遺構は8-3区 に造られなかったと考えられる。
石  器 (第 109図、写真図版135)

8-3区遺構外では石器と考えられるものが 3点出土した。 1は欠損した面以外は全て丁寧に磨
いてある。一見砥石の様だが上面の角を面取りしているので、扁平片歯石斧と思われる。遺跡内で

石斧は打製・磨製合わせて26本出土しているが、扁平片函石斧と思われるのはこれのみである。

須 恵 器 (第109図、写真図版135)

8-3区 で出土した須恵器もほとんどが古代以降のもので、古墳時代の須恵器は非常に少ない。

古人幡付近遺跡 段状遺構18。 19出土遺物 (第 107図 )
器  種 十抑

1 土帥質皿 我状遺標
18

口豚ヤよ体部に,ヒベ厚くなる 口 私 ア ア
同 鋲 糸 切 b

灰日色

(25) 体部の中ほどで強く内湾 回転ナテ
回転糸切 b

殊 臼色

3 土日

“

質外 ナデ ?
同録細 rTIn

橙褐色

135 土BEl質皿 口称ケア
同蘇糸切め

明褐色

5 主 H甲負み 回弘ナデ
回転糸切り

明褐色

回転ナデ
同 採 縄 Dln

淡余褐色

7 135 回転ナデ
同妹糸馴め

暗褐色

松 石

狽思器 招ヽ身 我状遠桶
19 韓印

回転ナデ 青灰色

くつまみ 回 ナテ

14.61 回 転 ナ デ

須恵器不舅 低い局含 ヘラ切り後ナデ 暗灰色 重ね焼痕
砂約多く合‡r

ヘラ切り後 イヽ疋万同
のヘラケズ1)

晴炊色
(肝面陪紫

“

Ⅲ

回転ナデ 灰色
(黒有斑多 )

須恵器椀 瑞晋卜をナデてつまみ 出
し盲台に 1ッている

回称ナデ 灰色

須思器長頸重 股状遺構
19

回 転 ナ デ 帽青炊色

土 鯉 幅
瑯

さ

７

長

Ｆ

詞
管 状 黒茶褐色

135 土師器手握ね 口豚イよやや肉イ具Jにカー
ブする
端部はシャープに牛細り十る

ナ デ 赤茶色

土帥質費 回転ナデ
flR綿 岸 の 十 ギ

灰口色

土帥質■L ナデ
同録糸馴 n

暗茶褐色

-76-



出土した古墳時代後期の須恵器は遺構埋土から出上したものを合わせてみると、壷や阻の出土数に

比べ確認できた蓋杯の数が段状遺構18の僅か 1点 と極めて少ない点が特徴的である。

土 師 器 (第 109図、写真図版135)

斜面下方の調査区に比べ、遺構外で出土した土師器は細片が多かった。これは丘陵尾根上近くに

古墳時代から奈良時代の遺構が少なかった為と考えられる。 9の高邦は脚部が短く、色調は肌色に

近い。杯部と脚部の接合部分にはハケメが確認できる。 8-3区北側の斜面上方で出上した。

土師質土器 (第 110図、写真図版136・ 137)

8-3区 では土師質土器が最も多く出土した。22は土師質の鍋で段状遺構16に伴う可能性が高い。

出土位置や形態が近いので第68図■と同一個体の可能性も考えたが、日縁の形態がやや違うので

別々に図化した。口縁は胴部以下よりも薄く、明確に受部を造っている。この種の甕 (鍋 )の蓋と

思われるものは全く出土していない。木製の蓋だったために残らなかったのかもしれない。胴部下

半には菱形の宛具痕を確認できる。

陶磁器類 (第 110図、写真図版136)

8-3区 では遺構外からも貿易陶磁が出土している。ほとんどが龍泉窯系の青磁で、一部14世紀

以前のものもあるが15世以降のものが大半を占めている。耕作土中出上のため細片が多く、火を受

けたものもある。瀬戸・美濃灰釉皿 (21)は 8-1区 でも一回り小さいものが出土している。この

ほか図化していないが、天目茶碗・李朝陶器皿・胎土目の絵唐津が出土している。天目茶碗は瀬

戸・美濃に混じって中国産と思われる小片も確認している。李朝の皿は第87図 1と 同様のものであ

る。絵柄津は釉の特徴が「志野」とよく似ている。江戸時代初期のものと思われる。これら非掲載

の陶磁器類の一部は巻頭写真図版 3に入れてあるので参考にしていただきたい。

悟鉢・鉢・釜 (第 110。 111図、写真図版136)

播鉢はここでも備前焼きと在地系のものが出土している。第■0図 6は瓦質の指鉢で全体に火を

受けている。口縁内面に断面三角形の粘上を貼り、上面に幅1,3cmの 平坦面をつくっている。第■1

図 1は土師質の梧鉢で内面は煤が付着して黒褐色になっている。底部には作業板 ?の板目が残って

いる。 3は内彎するタイプで回縁の作りも第68図 5と似ている。これら在地系括鉢の時期は、15世

紀以降の備前焼悟鉢が多数出上したことを考えると、15世紀以前の可能性が高いと思われる。 2は

瓦質の鉢で、径はもう少し小さくなるかもしれない。防長系のものか。 4は土師質の釜で、土師質

といっても在地系の悟鉢同様非常に硬い。取っ手が折れた痕があるので茶釜と思われる。外面の鍔

以下はススの為に黒褐色になる。このほか巻頭写真に掲載した瓦質の香炉も出上している。

古 代 瓦 (第111図、写真図版136)

古代の瓦は 2点とも斜面北側で出土した。これで古人幡付近遺所で出土した古代の瓦を全て報告

したことになるが、改めて瓦の出土地を第152図で確認すると、どれも集石 1を起点とする水の流

れ (黒色土の堆積範囲)か ら大きくはずれていないことが分かる。また、調査区内では段状遺構

10。 ■より東側や南側で古代の瓦は出土しなかった。第66図 7が 7区北側の耕作土から出上してい

るが、これは北側調査区外の段状遺構■の続きから転落した可能性も考えられる。瓦を転用した時

期は 6区出土瓦のところで述べたようにほぼ中世と考えられるが、以上の状況から室町時代以降ま

で下るかもしれないことを付け加えておく。
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銃  弾 (第111図 6、 写真図版136)

銃弾と思われる鉛玉が近代の溜め池の斜面下方の耕作土中で出土している。周辺には遺構が存在

せず、詳しい時期は不明である。全体に面が残っており、やや歪な球形である。ここは鍬で荒掘り

をしていた場所で、ほとんど偶然に採集できたと言ってよく、遺跡内における実数はほとんど不明

である。同じことは石鏃や碁石についても言えることで行政発掘では回避困難な問題かもしれない。

4.尾根上で検出した近世の遺構

丘陵尾根上では段状遺構20を 中心に近世の遺構が検出された。特に段状遺構20の南側では、17世

紀初頭から19世紀までの陶磁器類が大量に出上している点が注目される。このことは近世以降も継

続してこの丘陵が集落の一角であったことを物語っている。本来はこれら近世集落の遺物も分類・

数値化して報告すべきだが、今回の古人幡付近遺跡の報告は近世以前に限って行うことにしたので、

同時期の遺跡である「石見焼窯跡」の報告書で詳しく述べるとにしたい。

土 境 6(第呵08図 、写真図版72)

8-2区 中央に位置する基壇状の高まりと古道の間で検出した。平面は不整楕円形を呈し、検出
面の規模は長さ約3.2m、 幅約1.5m、 深さは約1,3mを 測る。断面は逆台形状で、床面はほぼ平坦だ

が、北側に約 6度傾斜している。埋土上層では近世の陶磁器が出土した。その下には無遺物の層が

堆積し、最後に床面付近で素焼きの「盛り鉢」が出上した。これは石見焼の粘土を乾燥するのに使

用されるものである。土羨 6は形態や出土した遺物から近世の粘土採掘坑の可能性が高いが、古道

や基壇に近すぎる点が気になる。近世以降の遺構の中でも最も新しい時期の遺構かもしれない。

古八幡付近遺跡 8-3区出土遺物① (第 109図 )
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古人幡付近遺跡 8-3区出土遺物② (第 110図 )
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段状遺構20(第108図、写真図版72)

尾根上平坦地と西側斜面との変換点に位置している。地山削り出しの平坦地で斜面側に盛土は見

られず、石列が検出された所が段の端になると思われる。検出した床面は幅約6.6m、 長さは10m以

上で、さらに南側に続いている可能性が高い。床面では土羨 7～ 9を検出したほか、時代幅のある

近世陶磁器が出土した。このため時期の特定は難しいが、出土遺物に李朝陶器や15世紀頃の青磁が

含まれるので、段が造られた時期は16世紀頃まで遡るかもしれない。

土 境 7(第108図 )

段状遺構20と 古道の接する位置で検出した。平面は楕円形を呈し、規模は長さ1,4m、 幅88cmを 測

る。土羨というよりも浅い窪みといった感じで、壁と床の境ははっきりしない。埋土中で第108図

の青磁皿が出土した。小片のため文様ははっきりしないが15世紀以降のものと思われる。これと同

様な皿は段状遺構10で も出土している。

土 境 8(第 108図、写真図版72)

段状遺構20北側で検出した土羨で、規模は検出面で長さ74cm、 幅52cmを測る。断面は逆台形を呈

し、土羨内には大小の石が詰まっていた。遺物が出土していないので時期は不明である。土羨 8は

規模や石の検出状況、周辺の出土遺物から中世の墓にも見えるが、詳しい性格は不明である

土 境 9(第 108図 )

土羨 8の約60cm東で検出した。平面は円形に近く、規模は約50× 60cmを測る。深さは 5 cm以下と

非常に浅く遺物も出土していないので、時期・性格共に不明である。

古  道 (第108図、写真図版72)

段状遺構10と 20の間を通っている。すでに述べたように、清状遺構 1、 清状遺構 9と一連の古道

と考えられ、ここからさらに南東に伸びるものと思われる。道の床と北側の壁には丁寧に石が貼ら

れていた。土層観察用のベル トを残さなかったので段状遺構10。 20と の前後関係は不明だが、近世

後半や近代の遺物しか出土しなかったことから、古道が後から段を切っていると考えられる。

近世集落および古道については第 3章で詳しく述べることにする。

基  壇 (第 70図 、写真図版38・ 61)

8-2区 のほぼ中央に位置している。地山を平面台形状に削りだして造られ、盛土等は見られな
い。表上下で検出した地山面はほぼ水平で、径10cm、 深さ 5 cm前後の小規模なピットを僅かに検出

した。表土下で近代の陶磁器やガラスが出上し、北側には石見焼の甕が埋め込まれていた。基壇の

南東側には溝が掘られ、裾には石列が組まれている。基壇と石列の間からは写真図版137の鉄滓が

出上した。製錬滓と思われる。基壇が現在の形になったのは近代以降と考えられる。しかし、基壇

南束の面と南側の掘立柱建物群の主軸がほぼ直行する点は非常に気になる。地形に合わせて偶然こ

のような位関係になったのか、それとも中世に基壇の前身が造られていたのか、現在の状況からは

不明と言わざるをえない。
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第 3節 9区 の 調 査

調査区の立地 (第38図、写真図版35。 39・ 40・ 42)

9区は工事中に石室を発見した為に急邊設定した調査区で、これまでの古人幡付近遺跡の調査区

からは飛び地になっている。最も近い 8区とも谷を一つ挟んで約80m離れている。調査区の標高も

約55～ 62mと 水田部の調査区とは50m前後の比高差がある。調査区の北側は急斜面だが南側には

70m以上緩やかな地形が続いてる。尾根上の眺望は極めて良好で、ここに作られた弥生時代の遺構

が眺めを意識した可能性は充分考えられる。また、写真図版35の 中央地山が露出した所が 9区で、

写真ではわかりにくいが敬川河口方面から肉眼でもはっきりと 1号墳を確認できる。このように 9

区は他の調査区とかなり立地が異なり、それまで古人幡付近遺跡で不明とされていた時期の遺構
・

遺物がまとまって見つかった。特に弥生時代中期の資料は遺構・遺物とも石見部では著しく不足し

ている。 9区の弥生時代集落の調査は全く予期せぬものだったが、今後こうした立地の調査が増え

れば弥生時代の資料数も増加するかもしれない。なお、これまでの調査区は遺構を検出した箇所の

順番で記述してきたが、 9区は遺構の時期や性格が極めて限定されるので、弥生時代集落、古墳群、

その他の遺構の順に記述することにした。

1.弥生時代集落の調査 (第 113・ 152図、写真図版39～41・ 82～92)

当初この丘陵に弥生時代の遺構が存在することは全く予想しておらず、 1号墳調査中に弥生土器

の細片が出上したことがきっかけになって古墳以外の尾根上も調査することになった。

調査の結果竪穴住居 4棟と掘立柱建物 1棟を検出した。これらの遺構はみな尾根上の平坦地と斜

面の変換点に位置し、竪穴住居はそれぞれ直線距離で約15m離れている。竪穴住居を検出したレベ

ルより約 2～ 4m下がった標高56～ 58m付近では長さ約37mの清を検出した。この清は弥生時代中

期中葉 (第 Ⅲ様式)に掘られ、中期末から後期初頭 (Ⅳ -2～ V-1様式)には埋まっているので、

竪穴住居と同時期のものと考えられる。溝を検出したのは丘陵の北側と西側で、調査区外の東側と

南側がどのようになっているのかは不明である。溝の性格については様々な見解があるが、とりあ

えず集落の周りに深く掘られた溝、空壕ということで以下「環壕」と呼ぶことにする。

調査区内で検出した弥生時代の遺構は以上だが、弥生時代の集落の範囲はさらに広がっている可

能性が高い。調査後の遺構配置図 (第 152図 )をみると分かるように、尾根上の平坦地は南側に約

70m続き、環壕を検出したレベルには調査区外にも平坦な地形が廻っている。このため竪穴住居や

環壕の続きが 9区の南に存在する可能性は充分考えられる。尾根の北側はやや急斜面になっている

が、標高40m付近より下方は比較的緩斜面が続いている。これは8区との間の谷についても言える

ことで、丘陵北側にも集落が広がっていた可能性はあるが既に工事が始まっていたため確認できな

かった。また、 9区の東側には近世または近代の大規模な削平段があり、遺構は検出できなかった。

しかし、その下の斜面にトレンチを入れたところ、平面が円形、断面が台形状で壁がオーバーハン

グする土壊を検出した。すでに予定調査期間を越えていたことに加え、弥生時代の遺構か決めかね

たので調査区から外さざるをえなかった。ただし、9区の東に集落が続く可能性は否定できない。

以下、竪穴住居 。掘立柱建物・環壕の順で各遺構の概要を述べる。



竪穴住居 1(第 114・ 117図、写真図版82・ 83・ 137)

尾根上の平坦地と東側斜面の変換点に位置している。住居の斜面側半分は流失しているが、残っ

ていた半分から本来の平面形は円形または多角形で、径 6m前後の規模だったと推測される。埋土

は外側から中央に向かって自然に堆積し、遺物はほとんど合まれていなかった。床面ではピットを

18基検出した。Plは深さ25cmと 浅く、床上に雄積した 2層は炭を多く含んでおり、規模は小さい

がいわゆる中央ピットと考えられる。他の柱穴は床面レベルや規模がほぼ 3段階に分かれている。

基本的に建て替えは山側に向かって行われ、最も深い柱穴が検出した床面に伴うと思われる。これ

を元に柱穴配置の変遷を想定すると、初め多角形の配置で立てられていたものから、P6・ 13・ 16

～18の 4角形の配置に立て替えていると考えられる。壁体溝は壁が残っていた範囲は全て廻ってお

り、南側と西側の一部で径20cm前後の小ピットを10基検出した。

遺物 (第■7図)は 1・ 4・ 5が床面で、 2・ 8・ 9が壁体溝内で出土した。 6は底部に 2条の凹線

を施す珍しい資料である。当地域で類例を見ないため詳しい時期は不明だが、およそ石見編年第Ⅳ

様式のものと思われる。壁体溝から第Ⅳ様式の 9が出上し、 3回以上の建て替えを行っていること
から、竪穴住居 1は弥生時代中期中葉から後葉にかけての建物と考えられる。

竪穴住居 1計測表
半  向 形 「昌 背, 角  形

規   模 L   面 下    面
62× (344)m 59× (298)m

壁    高 44cm

畝
鰤

番   号 貶 P3 PR
上 面 径 (cm) 56〉〈50 4「j)〈 37 40〉〈37 52)(38 35)(34 37× 37 42)(30 15× 15

底 面標 高 (m) 6092 60R4 6072
P12 PlR P15 P16

ト 22)(22 24× 23 32)(32 18)(17 28)(23 RA× (22) 18X17 38〉〈35
底 面標高 (m) 6084
番   号 P18

一上 面 径 (cm) 22)〈 22 22× lR 31〉〈24

底 面標高 (m)

柱問距離 (m)
P3-19 P19-1 P4-7 P7-13
204

竪穴住居 2(第 115。 117・ 118図、写真図版84・ 85・ 137・ 138)

西側斜面の調査区南端で検出した竪穴住居で、尾根上平坦地との変換点に位置している。ここは

かなり傾斜が急で、床面の西側は流失している。プラン検出時の状況や堆積土層から建物36が先行

し、竪穴住居 2が新しいと判断される。竪穴住居 2は平面形は東側がやや膨らんでおり多角形にも

見えるが、主柱穴はPA・ PCの 2本 と考えられるので、不整長方形の可能性が高い。残存する床面

は約3.8× 2.5mを 測る。堆積上の内第 7層は硬くしまっており住居の裏込めと思われる。また、第 3

層は溝状に窪んで炭を多く合み、調査区南壁でも同様の堆積状況を確認した。土層観察用のベル ト

を残して一気に地山面まで掘り下げた為確認できなかったが、調査区の南側に 5層を貼り床面とす

る別の建物が存在した可能性がある。床面ではピットを8基検出した。竪穴住居 2に確実に伴うの

はPA～ Cで、PAoCが 2本柱の主柱穴、PBが中央ピットと思われる。PBは深さ20cmと 浅いが、床

面には炭を多く含む上が堆積していた。また、PBの北側には80× 50cmの範囲で比熱面が検出され

た。壁体清は東側では明確に検出できたが、PBよ り西側では確認できなかった。

遺物 (第■7・ ■8図 )は比較的まとまった量が出土した。この内床面および第 5層 より出土した

遺物は第■7図10,13、 第■8図 9、 第■9図 2・ 4・ 9である。これらの時期は、第■7図 9が Ⅲ-2
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様式で一点だけ時期が古いが、ほかはやや新しい様相のものが含まれるもののほぼ第Ⅳ様式の土器

と思われる。これに対し2～ 4層より出上した遺物は、竪穴住居 2の廃絶後に廃棄された遺物と考

えられ、明らかにV-1様 式と思われる土器が混じっている点が注目される。第117図 17～ 22、 第

118図 3の甕や 9の壺は頸部以下の内面にヘラケズリが確認でき、回縁部から頸部にかけての器壁

に厚みが増しているのでV-1様 式の土器と思われる。詳しくは環壕のところで述べるが、第V様

式の上器は環壕埋没後に堆積した旧表土から3点出上しただけで、環壕内や 9区の他の地点からは

1点 も出上していない。こうした状況は弥生時代後期に入って環壕が埋没した後も継続してこの尾

根が居住域として利用され、建物群の中心が 9区の南に移動したことを想起させる。

このほか竪穴住居 2の埋土からは備後北部Ⅳ様式の「塩町式土器」が出上している。第■8図 2

～ 6の甕や第119図 1の無頸壺は備後北部に特徴的な文様で飾られているが、胎土や色調は在地の

上器と何ら変わらない。また、竪京住居 2か ら出土した「塩町式」の甕は施文や内面の調整にバリ

エーションがあり、時期差があると思われる。このため古人幡付近遺跡で出土した「塩町式土器」

は地元で継続して作られたものと考えられるが、順雑さを避けるため以後は塩町式土器と呼ぶこと

にする。塩町式上器は環壕からも出土しているので、竪床住居 2出土の塩町式土器についても環壕

出土遺物と併せて述べることにする。

竪穴住居 2は塩町式の上器が出土し、弥生時代後期初頭には廃棄土娠となっていた可能性がある

ので、弥生時代中期後葉から後期初頭までの建物と考えられる。

竪穴住居 2計測表
平  面  形 隅 丸 方 形

規   模
上    面 下    面
42R× (284)m 388× (252)m

一島 74cm

歓
イｃｍ，

番   号 PA PB PC
一

雨  径 (cm) 50× 40 53)(47 40)(30
一

面標富 (m 5968 5950

柱間距離 (m)
働ヘーB PB―C
095

一

建 物 36(第115。 ¶19図 、写真図版84・ 138)

竪穴住居 2に先行する掘立柱建物である。桁行きはPl～ 7ま で 7基の柱穴が並んでおり、柱間

距離や床面レベルから2回以上の建て替えが考えられる。また、これと平行してP8。 9が並んでお

り、さらにもう1回建て替えが行われた可能性もある。柱穴の規模は竪床住居と大差ない。壁の外

側のP4・ 6に対応する位置で、柱穴に近い径の浅い窪みを検出した。 7区で検出した段状遺構 2で

も壁の外側で柱穴や窪みを検出したが、上屋を支える部材を固定するためのものかもしれない。

遺物 (第 119図)は ほとんど出土せず、図化できた土器は13・ 14の 2点のみである。14は細片だ

建物36計測表

規   模
梁 き 桁  行  き
2間以上 (188m) 3間以上 (4 84mi

N-325° 一M「

献
くｃｍヶ　
・

番   号 P2 P3 P7 P8

L面 径 (cm) 28)(23 ■4〉(2R 29)(25 28〉く24 33)(30 含4〉〈30 26)(25 30〉〈28

底面 標高 (m) 5999 5992 5992 5980

番 P9 P12

，ｍ，

一
ｍｌ

]1)(29 20〉〈20 22× (17 45)(40 40〉〈86 ―
~~

5972 5991
一

柱間距離 (m)
Pl-2 P2-4 P4-6 P2-… 12 P12-13 P3- P5-7

089
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が 2条以上の突帯文が確認できる。土器以外では第135図 9の砥石が出土している。ただし埋土中

で出土したので、尾根上の遺物が流れ込んだ可能性が高い。

建物36は竪穴住居 2に先行するので、弥生時代中期中葉から後葉頃の建物と考えられる。

竪穴住居 3(第 114・ 119図、写真図版40・ 85。 138)

尾根上の北側で竪穴住居4と 同時に検出した。 2棟の埋土は非常によく似ており、土層観察では

前後関係は掴めなかった。出土遺物の時期では竪穴住居 3の方が新しいと考えられる。

ここはちょうど 1号墳と2号墳の間にあたる位置で、古墳築造時に削平を受けたり周溝に切られ

た関係で竪穴住居 2ほ ど残りが良くなかった。竪穴住居 3は完掘後の平面形を見ると、それぞれの

辺に膨らみのある四角形を呈している。しかし、検出した柱穴の数や位置、壁体清の形状から数回

の建て替えを行っていることは間違いなく、おそらく個々の時期の平面形は多角形を呈していたと

考えられる。床面ではピットを22基検出した。検出したピットの中で建物の柱穴になりうるものを

床面レベルで組み合わせてみると、複数の多角形の並びを想定でき、東側の組み合わせの柱穴ほど

深く掘られている。このため竪穴住居 3は南東に向かって 2～ 3回建て替えを行ったと推波Iさ れる。

P22は中央ピットと考えられる。規模は 9区で検出した竪穴住居の中でも特に小さく、浅い窪みと

いう感じである。焼土面は床面が削られているためか検出されなかった。壁体溝は検出した範囲で

はほぼ全周していたが、古墳の周溝に切られる北側と南側はやや残りが悪い。周溝に切られていな

い東側は壁も比較的よく残り、壁体溝は一部壁の外側に潜り込んでいた。また、東側の壁体溝の中

では、竪穴住居 1の壁体溝内で検出したのと同様な小ピットを12基検出した。

出土した遺物はほとんどが細片で、図化できたのは第■9図 15。 16・ 19の 3点のみである。15。

16が P10か ら、19が埋土中で出土した。15は口縁端部に 2条の凹線を施しており、19の脚部も凹線

を多用している。どちらも第Ⅳ様式の上器と思われる。18は環壕の東1,3mの地点で出土した脚部で、

竪穴住居 3'4の斜面下方になるのでここから転落した可能性がある。底部の充填や全体のプロポー
ションから高不以外に壺や鉢の脚部の可能性も考えられる。

先行する竪穴住居 4は中期中葉の建物と思われ、周辺では後期の土器が出土していない。竪穴住

居 3は中期中葉以降に建てられ、数回の建て替えを行って後期までに廃絶したと推浪1さ れる。

竪穴住居 3計測表
平 面  形 隅 丸 多 角 形

規   模 上    面 下    面
54× 4)m 48×

壁    言

歓
＜ｃｎナ

番   号 Pl P2 P4 P6 P8
上 面 イ景(cm) ]5)(a2 32)(30 29)(26 27X24 26)(23 46)(13 38X34 25)(21
底 面標高 (m) 5914 5898 5924
番   号 Pll P12 P15 Pl∩

L面 径 (cm) 34)(34 38〉〈34 55× (34) 22× 19 22)(22 31X22 26)〈 23 31)(24
m) 5903 5916 i9ao 5915 5950 5921

番 P17 P18 P20
L面 径 (cm) 34〉〈R2 30)(28 20)(20 44)(41 28〉〈27 「D4)(a7
底面標 高 (m) 591] 5909

柱問距離 (m)

Pl-6 P6-10 P5-11 Pll-16 P21- P馬 -9
252 185

P22-7 P7--16 イ

277 267

竪穴住居 4(第 114・ 119図、写真図版40・ 85・ 138)

竪穴住居 4は重複する竪穴住居 3や 1号墳周溝にかなりの部分を切られており、平面形や床面の
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規模などほとんど不明である。僅かに東側で検出した壁は弧を描いているので、元は円形又は多角

形の平面形だったかもしれない。床面で検出したピットはPA・ Bの 2基だけである。このため主柱

穴の配置は不明だが、竪穴住居 3の北側で検出したP4はやや掘り方の床面レベルが近く、竪穴住

居 4の柱穴の可能性もある。

遺物 (第■9図 )は埋土中で17が、壁体溝の中から20が 出土したのみである。20は頸部に指頭圧

痕文帯を貼り付けるタイプの甕である。石見地方ではこのタイプの甕の出土例が少なく、石見編年

にも含まれていなかったが、周辺地域を参考にすればⅢ-1様式と考えられる。ちなみに頸部に指

頭圧痕文帯のある甕は、環壕出上のものを合わせてもわずか 4点だった。

竪穴住居 4は出土遺物と切り合い関係を考慮すれば、弥生時代中期後葉頃には建て替えられた建

物と考えられる。

竪穴住居 4計測表
平  面  形

規    模
面       |       卜   由

壁    盲 24cm

畝
＜ｃｍ＞

番   号 PA PB

上 面 イ壬(cm) 40)く 36 30〉〈27

底 面標高 (m) 5951 5962
一

 十 
一

柱間距離(m)
PA一 B

一 一 一 一イ  十 
一

 十 
一

古人幡付近遺跡 竪穴住居 1・ 2出土遺物 (第 117図 )
出十加点 日径にv 調 整 調 備  考

1 弥生底部 監ク(1王盾
1

ナデ ヨコナデ 淡
砂
褐色
お黒褐●Ⅲ

2 ナテ ユビオサエ 色
缶
褥
褐
茶
黒
淡
淡

外
内
褐 負

4 ナデ 外
内
暗褐色
淡茶褐色

5 ナデ
闘 イ′お 迭 調 整 ズ 昭 存

色

掲

褐

里

種

渉

分

内

6 2条のШ裸更を厠す ナデ ヨコナデ
ヨコ方向へのヘラケズリ

淡茶褐色

7 風化の為不明 外  余 衡 色
内  沸 里 拐 有

8 弥生高不 口稼短く外炭 la1 4ヒクリメ゙ 4｀り日
,イギゐ膚

色

■

褐

褐

余

里

婿

沸

外

内

9 回豚端部には向がある
口縁外面には凹線文を
■痣‐d‐ rと塗&じJ 卜Ⅲ

黒茶褐色

弥 牛 琴 琴女住居厖 6 口縁端″‖日 ケズリ後ナデか ? 淡 黒 褐 色

口縁は_L 卜1こわ●か 1こ
キ演写辱

la1 1ヒのん 4｀明
ヘラケズリ後ナデ
ヨコ ハケロ 峯 褐 御

2条の凹裸更 風 1し の為 イヽ 明  ヨコ
■由ヘライズユ〕格子ギ

淡貢褐色

2条の凹線文 ヨコナデ 色褐
色
茶
褐
淡
黒

外
内

2条の ナ デ 淡 貢 褐 色

弥 年 鉢 ? 2条つ9L ナ デ 漆 褐 笹

弥生甕 2条の凹裸文 ナデ  ヘラタスリ 校 余 伺 巳
rtk一 部 ,ん里期名ヽ

1線 2条 ヨコすテ  ヘラケスリ 漆 琶 褐 行
19 3条の 凹 澪 ナデ ヘラケズリ 晴 褐 色

3 きのⅣ限 支  卿際 支 ナデ ヘラケズリ 淡 責 褐 色

弥生鉢 224 2条の凹線文
看「I占ヤ

ヨコナデ ヘラケズリ 上
r9■め成い闇か仲 押弓1贅

黒褐色

弥 生 琴 R祭の I凹 1親 v ヨコすテ ヘラケズリ 暗 褐 竹
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古八幡付近遺跡 竪穴住居 2出土遺物 (第118図 )
器  櫛 形 熊 ・ 支 様 の 特 徴

1 劉 鉦` 篭 互ノ(1土燿
9

2条の凹線文 1条の凹
線支 (?)列点支

ナデ ヘラケズリ 淡東褐色

口稼2条の凹禄文 肩剖
`4条の凹線文+2段の束J突
ナデ  ヨコナデ 淡茶褐色

20.2 口縁2条の凹線文 肩部
東|1空後4条の凹繰立

風化の為小明 淡貢褐色

束」突後3条以上の凹線文 ナデか? ヘラケズリ
ヘラケズリ後ナデ

余 褐 色 土

ヨコナデ ハケメ
ヘラケズリ

淡褐色

6姿σ)I口陪具FBq`こ琢‖日
7 弥生重 口縁外面に2条の凹線文

内面に3築の凹糠支
嶼 1ヒの ん 4｀ 明 余褐色土

220 口 縁 に は 凹 線 3条 ? の 為 不 F

口豚凹線2条
頸部凹線5条

ヨコナデ、ハケロ
ヘラケズリ

淡褐色

口TYA外向凹裸1条
内面6条の凹線文
哺 喜R4峯 じザトの「tR綿 寸

ナ デ 淡褐色

1 国豚外国3条 1/J凶裸更 囚
面斜格子文 頸部5条の凹
線文 肩部クシ刺突文

ナデ、ハケロ
ヘラ削り

自褐色～

淡茶褐色

古人幡付近遺跡 竪穴住居 2～ 4、 建物36出土遺物 (第119図 )
器  樽 出土地点 調    整 イよ争                        信前吉| 備  考
沐生無頸豆 笠八 4土店

,
8条の沈線間に刻目
ヌヌメ★下′

淡褐色

祢生脚付壷 3条の凹裸文 lal化の為小明 ナデか?
ハケの修ナデ

淡茶褐色

弥生ほ部 風化の為小明 淡黒褐色
(一部沸播揚侮 )

風イ竹の為不明 指市
「

雇 淡 構 褐 有

ら ヘラケズリ後ナデ 黒 褐 角

2条の凹線文 ナ デ 淡 責 褐 缶

7 ケズリ 余 衡 色

(外部黒斑 )
弥 生 高 林 3条の 凹 線 V 淡 支 褐 色

4条の IHI線 支 ナ デ 余 褐 衝

弥 生 脚 潮i 7条の凹線文
(1条は端部に加支 )

ヘラケズリ 淡橙褐色

弥 牛 舷Π部 1条の 凹 線 文  刻 日 内画はヘラケズリ キザ 淡 黍 褐 缶
融 石 イIサ彫お10 貢 妖 色

弥生底部 定目彰″36 ヨコナデ ヘラケズリ
有

色

揚

褐

本

黒

沸

外

内

14 弥生正 Υ 2条の突帝文 表面の剥離が著しい
メとЯR日日

外

内
黒褐色
渉褐有

弥 牛 琴 2条の凹線文 淡 袴 褐 負

弥生底部 ナ デ 介
内
淡 黒 狗 色
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環  壕 (第120～123図、写真図版39～41・ 86～ 92)

9区の丘陵北斜面と西斜面で検出した。丘陵西斜面の標高約58m付近は、調査前から幅 6m前後

の平坦地が確認されていた。ここは 1号墳と2号墳の間の斜面下方にあたり、削平を受けた別の古

墳が埋没している可能性が考えられた。このため平坦地に直行する位置 (第 120図D― Dり にトレ

ンチを設定して掘り下げた。その結果、表土下で黒褐色の弥生時代遺物包含層を検出したが、その

下の暗茶褐色土を地山と見誤った為、当初以降の範囲や性格を全く掴めなかった。しかし、この土

が弥生土器を合み細かい炭が混じっているので、思い切って礫を含むところまで掘り下げると地山

が逆台形状に掘り込まれていることが判明し、底面に著しく風化した弥生土器が貼り付いていた。

このため環壕と判断して

'頁

次 トレンチを設定して範囲の確認を行い、西側斜面だけでなく大きく削
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られていた北側斜面でも環壕を検出した。

環壕は尾根の先端を途切れずに「く」の字状に廻り、長さは約37mを測る。幅は残りの良かった

西側で上面が約 2mを測り、底面は全体に20～ 40cm前後である。壁面の立ち上がりの角度は外側が

40～ 50度前後、内側が50～ 60度前後で内側の方が傾斜がきつい。底面からの壁の高さは外側が約50

～80cm、 内側が約 1～ 1.4mを測る。底面のレベルは尾根の東側の方が低く、西に向かってしだいに

高くなっていく。 1号墳下で南に折れた後は南に向かって底面レベルが高くなっており、尾根上か

ら眺めてもかなり傾いた感じがする。 2号墳盛上下で検出した環壕の南端は自然に浅くなる状況で、

意図的にここで止められたのか、本来レベルを上げながら南にびていたものが削平を受けた為に途

切れているのか、調査区内では判断できなかった。 2号墳の南は溜め池によって地形を変えられて

いたので調査区から外してある。そのさらに南側は 9区西側斜面の続きで、 9区の北側や東側の斜

面に比べて傾斜が緩く、現状は 6～ 8区同様の棚田にされている。既に述べたように第152図で確

認すると、 9区西側斜面で環塚を検出したのと近いレベルには、環壕調査前の様に幅 5～ 6mの平

坦地が30m以上続いている。このためここに環壕の続きが存在する可能性も充分考えられる。一方

北側斜面で検出した環壕は、尾根先端の屈曲部から約19mの所で立木搬出用の重機道に切られてい

たため、端を確認できなかった。

環壕内の堆積土層は全ての位置でほぼ共通し、以下第122図の層位順に説明する。第 1層は 9区

のほぼ全面に20cm前後の厚さで堆積している。遺物は近世以降のものに混じって弥生土器や須恵器

の細片をごく僅かに含む程度である。第 2層は非常に濃い色なので多少乾燥しても地山と容易に見

分けることができ、この層でプランの検出を行った。弥生土器を多く含み、この層から下が環壕埋

土と言える。第147図 2号墳墳丘土層断面図の第22層 に相当し、古墳築造時の旧表土である。第 3

層も豊富に弥生土器を含んでいた。当初地山と誤認したように上下の雄積土に比べると茶色味が強

く、くすんだ色をしていないので地表に露出していた時間が短い印象を受ける。第 4層は環壕埋土

の中で最も多くの遺物を含んでいた。第 3層に比べて色が暗く濁っており、尾根の先端より西側で

は間に薄く炭の層が入りさらに上下に分層できる。環壕西側の 1号墳下方にあたる部分では、 4a

層と炭層の上面で大小の礫がまとまって出土した (第 123図 、写真図版89)。 これらの礫は出土状況

から、環壕内側の lヶ 所に集められていたものが転落したと思われる。出土した礫には石器の可能

性があるものも含まれるが、投弾の可能性も考えられる。環壕底面の地山上に堆積した第 5層 は、

粘性が高く遺物や炭をほとんど含んでいない。

環壕内の弥生土器出土状況をみると、第Ⅲ・Ⅳ様式の上器は全ての層で出土している。しかし、

V-1様 式の土器は 2・ 3層でしか出上しなかった。また、 9区出土の弥生時代の遺物は 9割以上

が遺構内の出上で、建物など窪んだ部分に置かれたもの以外は全て斜面下方に転落し、環壕にひっ

かかったと考えられる。環壕内でV-1様 式の上器が上層から僅か 3点 しか出土しなかった理由は、

弥生時代後期初頭には調査区の範囲が居住域の中心から外れた為であると推淑Iさ れる。

以上の状況から環壕は弥生時代中期中葉に掘られ、後期初頭には半分以上埋まり、その後は機能

していなかったと考えられる。
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古八幡付近遺跡 9区環壕内出土「礫」計測表
番号 型 土 層 長 さ 幅 ,享 さ 重 量 C

4 層  A 30660
2 A 76

3 A 37419
4 角 礫 4 層  A 40554
5 角 礫 4 )曽  A 56340
6 角 礫 4 A 88513
7 角 4 層  A 77765
A A 47370
9 角 7R 60697
角  礫 4 A 56679
角  礫 4  兵 A 56724
円  礫 不    明 122
角  礫 4 層  A 75396
角 B

角 A 96991
角 A 80275
円  礫 4 層  A 84679
角  礫 4 層  A 98790
角  礫 4 A 148292

不    明
A 72 ARA O馬

角 A 86088
角 4 層  A 92372
角  礫 4 層  A 104194
角  礫 B

角  礫 4 A 95076
角 R

角 A 90R97
角 103752
角 4 月璽 A 107745
角  礫 4 層  A 110390
角  礫 B

3   層 327595
⌒    明 126476

角 4 月雪  B 94562
角 4 層  A 132187
角  礫 4 層  A 116022
角  礫 4 ,雪  A 131535
角  礫 A
角  礫 A 152920
角  傑 A 117182

42 角  礫 126906
角  礫 4 層  A 19829
円  礫 3   層 152119
角  礫 B 145681
角 A 172350
4  チ首  A 0 107 155245

※石器を含む可能性あり

土   層 礫 総 数 円   撰 角   礫
表 土 3 2 1

2 層 2 2 0

0
3 7 3

4 層 0

4  層   A 7 53

4  層   B
仄 面 画 上 1 l

5 5 0

環壕出土遺物 (第 124～135図、写真図版137～ 146)

環壕内からは弥生土器と石器がまとまって出土した。 6～ 8区の様な通常の丘陵上に位置する集

落では集落で使用された遺物は斜面のかなり広い範囲に転落するので、量を把握したり居住してい

た期間を判断するのが困難な場合が多い。これに対し、 9区の弥生時代集落の様に周囲に溝が巡る

場所では、使用された遺物のほとんどが溝にひっかかったと推測される。このため環壕内で出土し

た遺物は、調査区内に居住していた期間やその間使用された遺物の量をほぼ反映していると考えら

れる。遺物の出土状況を平面的に見ると、環壕のほぼ全面で満遍なく出土していることが解る。層
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位については既に述べたように、第Ⅲ・IV様式の土器を見る限り環壕内に順次廃棄・転落したので

はなく、環壕の内側に放置・廃棄してあったものが弥生時代後期初頭頃とそれ以降の大きく2時期

に転落したと考えられる。遺物個々の出土状況 (写真図版88)を 見ても、大きい方を下にするとい

う出方で、自然に落ち込んだと見るべきであろう。

さて、これまで環壕内から出土した弥生土器について大まかに第Ⅲ様式、第Ⅳ様式と分類して述

べてきた。これは既に述べたように、松本岩雄氏が行った石見の弥生土器編年は当時極めて少ない

資料を基に行われたもので、古人幡付近遺跡で出上したタイプの弥生土器が含まれていなかったこ

とによる。しかし、環壕出土遺物の中には他地域で編年された資料とよく似たものも含まれており、

それらを参考にしながらおよその分類を行ってみた (107頁 9区環壕内出土弥生土器分類表 )。 これ

らの弥生土器は山陰東部の系統以外に備後・安芸など中国地方西部の土器に似たタイプのものが合

まれており、江川流域という地域性をよく表していると言える。

以下出土した遺物を弥生土器・石器の順に述べるが、実は環壕内からは弥生土器に混じって縄文

土器が出土している。このことは報告書作成の最終段階で気付いたため、掲載した 1点のほか実際

にどの程度の縄文土器が混じっているのか確認できていない。出土遺物の整理中に全く気付かなか

ったことから明確に判断できる土器は少ないと思われるが、 9区には弥生時代以外の可能性のある

遺構 (建物37・ 土壊10)も 存在するので、今後再度確認作業を行って改めて報告したい。

甕 (第124～128図 、写真図版139～ 141)

環壕内出土遺物の中では甕が最も多く、出土した弥生土器の約61%を 占めている。しかし、西側

の調査区で出土した第V様式以降の弥生土器の中で 8割以上を甕が占めることと比較すると、中期

後葉まではまだ器種に多様性が残っていると言える。第124図 1～ 6は環壕床面出土遺物で、第Ⅲ

様式と思われるものが多い。環壕内で出土した甕の中で中期中葉と考えたものは基本的に口縁に凹

線を施さないタイプで、第124図 7～第125図 12、 それから口縁は不明だが頸部以下を丁寧に磨き文

様を施さない第126図 1(2は 同一個体)である。中期後葉と判断したものは口縁を上下に拡張し、

複数の凹線文を廻らすものである。胴部最大形のやや上にはほとんどの場合列点文が施されている。

このタイプの甕には塩町式土器が含まれる点が注意される。後期初頭とした土器は 8区以西の調査

区のものがそうであるように、粘土を張り合わせることによって口縁から頸部にかけて器壁を厚く

するタイプである。

掲載した土器を具体的に石見編年に当てはめてみると、口縁端部をほとんど拡張しない第124図

7～ 9は Ⅲ-1様式と考えられる。第124図■～第126図 2はⅢ-2様式と判断したが、これらの甕

の中には内面のヘラケズリが頸部近くまで確認できるものがあり、全てがⅢ-2様式ではなく一部

Ⅳ-1様式になるかもしれない。第125図 4・ 7・ ■のように 1条の凹線を施しているように見える

ものは、日縁を端部を摘んだときへこんだ部分が凹線状になったものと思われる。石見編年におい

ては、この種の凹線に類するくぼみを施すタイプはⅢ-2様式となっているのでそれに従った。ま

た、風化が著しく調整の確認ができるものが少ないが、内面上半をナデによって仕上げるものがほ

とんどでハケメの確認できるものは無かった。

第126図 3～第128図 2は第Ⅳ様式と判断した。第126図 3。 4は口縁部に 1条だけ凹線を施すも

ので、このλイプの甕は図示した 2点だけである。 3は非常に歪んでおり、口縁に施された凹線も

幅や位置にずれが見られ、土器を回転させて成形したのか疑間である。胴部はほとんど張らず、内
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面は上半はヘラケズリの後ナデを施している。古人幡付近遺跡で出土した第Ⅳ様式の甕は、層位的

に判断できない上に石見編年のこの時期の資料に見られないものが多いこともあって、古段階であ

るⅣ-1様式と新段階のⅣ-2様式に細分することは現段階では困難だった。この為まとめてⅣ様

式としているが、 3・ 4の タイプはⅣ-1様式としてもよいと考えられる。

環壕内出土の第Ⅳ様式の甕には第127図 に図示した様な塩町式の甕が12点合まれている。第127図

1は備後地方のものによく似ているが、これ以外は竪穴住居 2出上の甕と同様地元で作られたと考

えている。凹線文と刺突文を施す)頁番によって分類すると、先に刺突文を施すタイプが圧倒的に多

い。竪穴住居 2の資料も合わせて比較してみると、全17点中先に凹線を施すタイプが 3点、刺突文

を先に施すタイプが14点で 8割以上を占めている。 2つのタイプを内面の調整で比較すると基本的

にはどちらもヘラケズリ後ナデを施しているが、凹線文が先のタイプには横方向のヘラミガキを確

認できるものが 1点あり、刺突文が先のタイプにハケメを確認できるものが 2点ある。遺跡内にお

いて、施文の順番の違いが時期差によるものなのか明確には判断できないが、数の少ない凹線文が

先のタイプが古ければ、第Ⅳ様式古段階に塩町式の文様が地元の土器に施されるようになり、その

後新段階に入ってさらに普及したとも考えられる。

第127図 10は胴部の列点文がナナメに傾かず、縦に 2段並んでいる。さらに列点文は 2段同時に

施文し、上段一番上の点を軸にして右側へ僅かにずらしてから再び押しつけている。塩町式に限ら

ず遺跡内で出土した全ての甕の中でこの 1点だけが列点文に「ズラシ手法」を用いている。遺跡内

では非常に特徴的な施文方法だが、塩町式土器の類例を探している時に偶然、広島市芳ヶ谷遺跡

(広島市教育委員会 1984「芳ヶ谷遺跡」『広島経済大学構内遺跡群発掘調査報告)で よく似た塩

町式の甕が出上していることに気付いた。時間の都合上実物同士を比較できなかったので細かい共

通点や違いは不明であるが非常に興味深い。

第128図 1・ 2・ 5はいわゆる塩町式そのものではないが、台部や頸部下を凹線で飾っており塩町

式に似た印象を受ける。 5は出土した甕の中では極端に大型で、器壁も 1～ 1.5cmと この時期甕にし

ては非常に厚くなっている。頸部以下の凹線文がクシ描きであることや、列点文の位置や形状の変

化、内面のヘラケズリの範囲からV-1様 式とした方が良いかもしれない。

第128図 3・ 4は V-1様式と判断した。 9区出上の弥生土器を色調で比較すると、第Ⅲ・Ⅳ様式

の土器は色調が明るいものや黄色っぽいものが多い。これに対しV-1様 式の上器は、みな茶褐色

系の色調である。

壺 (第 128～130図 、写真図版141～ 142)

壺の出土量は出土した弥生土器の約16%で、甕に比べると追かに少ない。しかしV-1葉 式以降

には全体の 7%ま で減ってしまうことからすると、中期まではまだ主要な器種の一つであったとい

える。出上した壷のほとんどが口縁から頸部までしか復元できなかった。ただし、甕の胴部と判断

したものに壼の胴部以下が混じっている可能性は高い。全形の分かる資料がほとんど無いために董

の分類は口縁部の特徴を元に行った。

第128図 6～第130図 3は広口壺で出土した壺の 3分の 2を 占めている。第128図 6。 9は口縁の

形態や施文の特徴から第Ⅲ様式と思われ、これ以外は第Ⅳ様式とした。第Ⅳ様式の広口壷は甕と同

様の理由で細分するのが困難だが、第129図 3・ 4は頸部の指頭圧痕文帯が退化しているのでⅣ-2

様式としてもよいだろう。第130図 1～ 3は口縁を特に強く屈曲させるタイプで、竪穴住居 2か ら
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もこのタイプは出上している。第129図に図示したタイプに比べ、口縁の開きが小さい。

第130図 5・ 7～ 9は、環壕内出土弥生土器分類表でその他の壼としたものである。 5は塩町式の

無頸壺で、このタイプの壼は遺跡内では竪床住居 2か ら出土したものとこの壺の 2点が出上したの

みである。2点 とも回縁以下を凹線文と刻目文によって飾り、竪穴住居 2出上の壷には円形浮文の

剥離した痕が確認でき、環壕出土の壷は口縁部の 2ヶ所に穿孔してある。 7は環壕北側で出上した

台付無頸壷である。出土した回縁部・胴部・脚台部はそれぞれ接点が無かったが、ほぼ同地点で出

土し何れも外面に赤色顔料が塗られていたので同一個体と判断して図上復元した。口縁は直立気味

で端部を内外に拡張して平坦な面をつくり、穿孔は両側から行われる。口縁内面には一部赤色顔料

が確認できる。胴部は「く」の字に屈曲し、外面はヨコまたはナナメ方向のハケ調整、内面はタテ

方向のハケ調整である。脚台部の調整は外面がタテ方向のヘラミガキ、内面がヘラケズリである。

また、 9区で出土した朱塗りの上器はこれ一点である。石見編年第Ⅳ様式と思われる。 9は高 lThの

脚部ではなく、この種の壺又は鉢の台部と判断した。 8は一見甕の様であるが、石見編年Ⅲ-2様

式にこれと同じプロポーションの無文の壺があったので、塩町式の壺と判断した。頸部付近の施文

の順番は凹線文を先に施している。胴部の列点文は間隔の広いクシ状工具を組み合わせたのか特徴

的である。色調も橙褐色を呈し他と異なっている。石見編年第Ⅳ様式と思われる。

底  部 (第 131・ 132図、写真図版143)

環壕内で出上した甕や壷には全形の分かる資料がほとんど無く、底部から器種を判断することは

困難である。このため分類は大きく平底・上げ底の 2つに分けることから行い、平底・上げ底の比

率はほぼ 2:1で ある。平底 。上げ底それぞれ大きさや形態によってさらに細分しているので、詳

しくは分類表を参考にしていただきたい。

出土した底部の中で最も特徴的だったのは第132図 18で、薄い作りの底部を刺突文と凹線文で

飾っている。凹線だけ施すタイプは竪穴住居 1・ 3で も1点ずつ出土しているが、刺突文と組み合

わせるタイプは遺跡内でこれ 1点だけだった。調整は外面がナデ、内面がヘラケズリである。塩町

式土器の底部と思われ、第130図 8と胎土・色調・焼成が似ているので同一個体の可能性も考えら

れるが、凹線文と刺突文を施す順番は違っている。

高  lTh(第 132～ 134図 、写真図版144・ 145)

高邪は非常にバ リエーションが豊富だった。第132図 19～ 22は古相として分類したものである。

石見編年第Ⅲ様式の中に高邦の資料は無く、第Ⅲ様式に位置づけられるか疑間である。21は非常に

特徴的な個体で、土器を回転させずに成形している。外面を全く飾っておらず脚内面にヘラケズリ

の痕跡が無い。19は日縁がほぼ水平に外反し第Ⅲ様式としても良さそうだが、脚部に16条 も凹線を

施しているのでⅣ-1様式になるかもしれない。22は円盤充填でなく脚内面をヘラで挟っている。

第133図は新相として分類したもので、石見編年第Ⅳ様式に相当する。この内、杯部が深く凹線の

条数が少ない 3と 、回縁を僅かしか屈曲させない 7が Ⅳ-1様式と思われる。竪穴住居 2で出土し

た第119図 8も 3と 同タイプなのでⅣ-1様式として良いだろう。これ以外は全てⅣ-2様式の範

疇で収まると思われる。

第134図 1～ 7は第Ⅳ様式の脚部資料である。 7は 5方向に三角形のスカシを入れ、その間に有

軸の羽状文を描く珍しいタイプである。 2の高邦も破損部付近をよく観察すると線刻があり、 7と

逆方向の有軸羽状文が描かれていた可能性がある。脚部に有軸羽状文を描く高lThは 、現在のところ
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県内では頓原町板屋Ⅲ遺跡、邑智町滝原遺跡、それに古人幡付近遺跡を加えた 3遺跡で出土してい

る。これらの遺跡は何れも塩町式土器が出土している点が共通している。

第134図 8。 9は高邪の脚接合部と判断したものである。第132図22と よく似たつくりで、円盤充

填でなくヘラで脚内面を扶っている。台付きの壷 。鉢の底部かもしれない。

鉢 (第 134図 、写真図版145)

第134図 10～ 14は鉢である。■は全形が分かる資料で、他地域の編年を参考にすると第Ⅳ様式の

鉢と思われる。12。 13も ほぼ同様のプロポーションになると推測されるが、14は手担ね形成である。

10は甕や壷の台部になる可能性もある。

コップ形土器 (第 134図 15、 写真図版145)

この種の上器は遺跡内でこれ 1点 しか出土していない。非常に底部が厚く、調整は内外面共に荒

いナデである。胎土には l cm前後の長石を含み、非常に硬い焼成で完形で出土した。以上の様に他

の弥生土器と全く異なった作りをしていることに加え赤茶色を呈しているので、二次的に火を受け

たもの、「るつぼ」の可能性も考えられる。

分銅形土製品 (第145図、写真図版145)

環壕西側の第 2層黒褐色土中より出土した。焼成は良好で黒褐色を呈し硬く焼き締まっている。

文様は、 2本一組の細い竹管状の原体による列点文を3列施し、くびれ部には線刻を描いている。

側面および裏面には文様を施していない。出土した第 2層がⅢ-1様式からV-1様式までの時期
の弥生土器を含んでいるので、詳しい年代の特定は困難である。

分銅形土製品の出土は古人幡付近遺跡では、平成 4年度調査区に続き2例目になる (江津市教育

委員会 1992『古人幡付近遺跡』)。 山陰地方での分銅形土製品の出土遺跡を見るとほぼ出雲以束

の地域であり、現在のところ石見地方での出土報告は古人幡付近遺跡でのみで、山陰地方では最も

西の出土例となっている。しかし、江川流域や第Ⅳ様式に塩町式土器を「作っている」地域には、

様々な意味で古人幡付近遺跡とよく似た性格の弥生集落が存在したと推測されるので、今後出土例

が増える可能性が高いと考えている。

石  器 (第135図、写真図版146)
9区で出土した明確に石器と判断できるものは、ほぼ全て第135図に図示した。ただし、環壕内

で出土した礫の中に敲石等が混じっている可能性はある。 9区では弥生集落を検出したにも関わら

ず、出土した石器は8区に比べ非常に少なかった。ただし、集落の居住域から出土した石器なので

これまでの調査区では出土していない石器も見られる。また、既に述べたように環壕内からは弥生

土器に混じって縄文土器も出土しているので、出土した石器の何点かは縄文時代のものになる可能

性がある。

環壕内で出土した石鏃は黒曜石製 (1)と 安山岩製 (2)の 2点だけで8-2区と比べると極端
に少ないと言える。石鏃の数量からは単純に高地の立地・環壕=緊張状態・戦争という図式を想定

しにくい状況である。 4は第Ⅳ様式の弥生土器に混じって出土したが、縄文時代の石斧かもしれな
い。 8は全面を丁寧に磨いており、上下面と側面の角は面取りしてある。非常に堅い石材で作られ

ているが、類例を見つけることができず用途も判断できなかった。■は平面三角形状で剥離面以外

は表面を丁寧に磨いている。砥石の様に研ぎ減っておらず角を面取りしているので、柱状片刃石斧

の破片と判断した。12は側面に2条の深い溝を有する砥石でかなり使い込まれている。これ以外に
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も浅い溝を 2条確認でき、金属製品に使用したのではないかと推測される。調査区内で確実に弥生

時代のものと判断できる金属製品は 1点 も出土していない。しかし、第Ⅳ様式の上器の文様に非常

にシャープな羽状文・沈線文が有り、ヘラ状工具ではなく金属製品で施文した可能性が考えられる

ので、この頃には金属製品も使用されていたのかもしれない。13は環壕内ではなく南側の標高約

62m付近に造られた削平段の地山面に貼り付いた状態で出土した。明らかに削平に伴って移動して

おり、出土地点が 9区で検出した全ての遺構よりも高い位置なので、調査区南側の遺構に伴う石器

と考えられる。

縄文土器 (第134図 17、 写真図版145)

第 2層から出土した。金崎式の鉢の口縁部と思われる。文様以外は色調・胎土とも弥生土器とよ

く似ているので、弥生土器と判断した細片のなかにも縄文土器が混じっている可能性がある。

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物① (第 124図 )

1 弥生甕 環 塚 列点文 ハケメ ケズリ後ナデ
ヘラケズリ

外 橙褐色
内 暗褐色

口縁端やや月巴厚 風化の為小明 褐

褐

余

里

淡

沸

外

内

139 風 1ヒの為イヽ 明 外 淡橙褐色
内 暗褐角
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5 ヨコナデ ハケメ
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波余御色
r一部里瑯

｀
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赤
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タ

3

4 の 為 示 FIH

鳳 イ性の 為 不 F

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物② (第 125図 )
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8 5 □ ヨコナデ 風イヒの
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古人幡付近遺跡 環壕出土遺物③ (第126図 )
器 種 出土地点 形 熊 ・ 支 様 の 特 徴 調 啓 色   HF「l 備  考

1 郵生餐 環 塚 ヘラミガキ
ヘラケズリ後ナデ

淡茶褐色

ヘラミガキ
ヘラケズリ後ナデ

淡茶褐色 掟

依
一
佃

・２６

卜

月同ヨS

最大径′
9∩ RⅢ

日豚瑞首卜fよ丸くなる
浅いが幅のある1条の沈
綿

ナデ ヨコナデ
ヘラケズリ
ヘラケズ1'後ナデ

日褐色

237 1文 風 イ監の 驀 不 明

ヨコナデ

″条の環い凹裸 アアY
粗いナデ

分 回 日 伺 色 ～

淡橙褐色
「A4面 灰揚有

2条の凹線支 すテ  ヨコすテ 冷 奈 褐 衛

2条の凹線文 風化の為不明 淡東褐色
r一喜К里拐密ヽ

回豚瑞罰
`は
上万に僅か

に拡張 a峯の LfI練立
ヨヨナデ、ハケ日 淡灰褐色

166)

酌闘腑

2条の凹線文
列点文 (6つ )

ナデ、ヨコナデ
ハケメの後ナデ
ヘラケズリ

口褐色

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物④ (第127図 )
器  種 径にコ S(cn 調 堅 色   調 備  考

1 弥生弩 環 塚 3条の凹線文 (口縁 )
7条 の凹線文間に刺突
r膚Ⅲ 廟I占 rヽ,E9

ハケメ ナデ 淡貞褐色

2 140 凹線 (4条)間に刺突 ヨコナデ ヘラケズリ
ヘラケズリ後ナデ

貢褐色

3 日豚 fよ上 トイこわすかイこ

拡張 (凹線2条)肩 部
は束瞭 後3条の凹線立

ヘラケズリ後ナデ
ヘラケズリ

淡黍褐色

口縁端部はやや上に拡
張 浅い2条の凹線文
斜行詢I空ヤ彿4峯の問綿寸

ナデ 日 悔 也

(断面灰黒色 )

5 2～3条の凹禄 ヘラ条二
具による斜行刺突文
子の 格 溝 日の R基の

"潜

ロ

アア
ヘラケズリ後ナデ

淡黒褐色

6 195 2条 の凹線文 刺突後2
峯
"卜
の岡綿痺あ◆八十

淡東萄色

7 口縁凹線は1条か? 石上
がりの刺突文を施した後、断
面vウハlR縮れ,基おか八十

ヨコナデ ハケメ 暗茶褐色

2条の凹線文 (回線 )
如険後3条の凹練支

ナデ ヨヨナデ 淡褐色

9 口縁は上 卜に拡張し、凹線
3条 右上がりの刺突文後
4峯の問綸寸痺めぐら十

ナ デ 淡褐色

国豚bttt/7凶採X
肩部刺突後3条の凹線文
月同常Б雰輩にラII点支

ナデ ヨコナデ
ヘラケズリ

分 回 淡 余 狗 色
～灰褐色
内面 沸本楊有

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物⑤ (第 128図 )
器  種 調 審 行  調 備  考

1 弥生台付甕 環 壕 lHl端旨ト
58
回線仏後 (Z余り凹採災リ

クシ冽点マ2榮 9条の滸繍マ
ナデ ヨコナデ
ヘラミガキ

淡茶褐色
(黒斑有り)

2 弥生甕 124 口縁拡張 (3条の凹線 )
4条の凹線す(V字)ラ‖点す

ハケメ
ヘラケズリ ナデ

淡貞褥色

3 Z条の凶裸叉
(本来 3条か ?)

ナデ ヘラケズリ
ヨコナデ

淡褐色

4 口豚瑞部は先イ出る
2峯の浅い凹綿寸 莉眸ヤ

ヘラ肖Jりののちナデ
ナデ

日 伺 色 ～

沸 本 拐 得

43.0 3条の凹線文(口縁)5条の
岡線すか,砕 r言丼 苗1空寸

ナデ ヘラケズリ後ナテ
ヘラケズ1)

淡表褐色

6 弥 生 豆 口 縁 下 方 に

7 こ3条の凹線支 舌 褐 F
8 口豚端に2条の凹繰文

指雨F痛寸帯
ヘラケズリ 次 余 薇 色 ～

白 拐 有

9 222 4条 1単位のクシ描きの
剣 継 平 寸

淡貢褐色

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物⑥ (第 129図 )
冴

懸́  ・

1 Ⅲヽ鑢芍

2 裸

繰

凹

凹
(口豚 )
r頸部Ⅲ
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4 窮ヨ!自 lf :は ヘラケズリ ケズリ後ナデ 淡
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古人幡付近遺跡 環壕出土遺物⑦ (第 130図 )

弥生壷 環 塚 口縁は屈曲する 口稼端
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古八幡付近遺跡 環壕出土遺物① (第131図 )
器 種 品十111点 調    整 有 調 備  考

1 弥生底部 環 塚 風化の為調蟹イよ小明 外 淡萄色
(一部黒斑 )
肉  泌 里 揚 有

2 指頭L反 淡茶褐色
(外 黒斑 )
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缶
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5_2 辰 剖6穿孔 (規成 後 ) ナデ 指おさア ススイ寸看
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淡

里

画

面

外

内
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古人幡付近遣跡 環壕出土遺物③ (第132図 )
形 熊 ・ 支 様 の 特 徴 調 率 色  調 備  考

1 弥生懸部 環 壕 淡茶褐色
底 淡黒褐色

2 凹み底 ハ 彼 日彼 ア ア r /1回 日徊色～

渉辰褐有
スス1寸看

3 アア
ヨコナデ

外向 験黒褐色
内面 淡茶褐有

4 ヘラケズリ?
涌凩イレの滝調整禾 FIR

外 国 橙 閥 色

肉 面 泌 匠 拐 有

5 風化の為調整は小明
指 雨

『

痛 色
色
褐
褐
茶
黒
淡
画
面
外
内

6 グスリ 淡余褐色
(外部 黒褐有Ⅲ

7 ナデ ハケメの後ナデ
凧イИつら/― Xあ司]落夕ЯR日日

外面 淡茶褐色
内面 淡黒褐存̀

8 縦万向のヘラミガキ
ケズリ

/1・ 岡 H首日衡色 ～

淡灰褐色
内面、断層底部

「

煽 名

スス付看

ヘラケズリ
縦方向のヘラミガキ
ナデ?

外面
白褐色(黒褐色)
内 面 沸 緒 楊 名

風 化 の 為 調 整 小 明 貢 褐 色

色褐

宙

植

揚

淡

沸

画

面

外

内

ナデ 底部は最後に1
日円歩かくよう1こナデる

淡褐色
底部 黒 TIT

風化の為調整不明 外山 淡橙褐色
内面 黒褐色

局台状のほ吾ト ナ デ 外向 余褐色
内面 里褐有

ナデ 面
雨
外
内

色
缶
褐
褐
黒
渉

凹み底 ヨコ方向の強めのナデ
キ旨ξ百

『

】有
淡茶褐色

ヨコナテ 狩 余狗色
内 沸掲行

刺突後2条の凹線文 ヘラケスリ
ていねいにすデる

淡余褐色
外 黒葬

弥生高掛 霰天芭
238
凹線文16条 ヨコナデ

ケズリ
淡褐色

我大催
19R
口豚罰もには内外に拡張 ヨコ万 向 にミガキ

々千十 向 の ミヂキ
暗掏色
断面 黒色

口縁短く屈曲 ミ刀キ

ナデ
幡橙褥色

捌!端雀
14.4
悟頭圧痕 ナデか?

ケズリ

古八幡付近遺跡 環壕出土遺物⑩ (第 133図 )
器  種 出十Jrl点 (em)器冨lrm〕 辰杯にm 司罰 整 ●■    司音 備  考

1 弥生高 lTN 環 塚 2条の匹
5条のW

部
縁
端
口
線
線

風化の為不明 淡茶褐色

5条の巴線 文 の驀不明 黍 褐 負

3条の凹線文 (口豚、脚
喜K>と ヽ

風化の為小明 淡天褐色

4 最大笹
19_9

5条の凹禄叉 (回豚 ,
9条)卜のFfI線す (琺「部Ⅲ

ヘ ラケス リ
日 伊 十 ギ

淡余赤色

5 刺突後凹線4条 (口縁 14～
1氏るのRII綿寸+前牢 r脚都ⅢⅢ

シボリロ
葬 面 凧 イ″の 漁 ス 田 晴

自褐色～橙褐色
肝雨 黒灰缶

6 23,7 2条の凹線文 (端部 )
5条の凹線文 (口縁 )

ハケメ
ナデ

淡茶褐色

7 24.2 月刈Jt乞

15.3

回豚に3条の沈裸
脚部に7条の凹線
酢Π絆 部 ιlι」と基 の M細 寸

ハケメ
ヘラケズリ

明黄褐色

8 載大0
22
3条の 凶 裸 Xく日 豚 瑞 ,
6条の凹線文 (口縁 )
20条 (21?)の 凹線文

ヘラミガキ
横方向のヘラ削り

古人幡付近遺跡 環壕出土遺物① (第 134図 )
出十加点 形 熊 ・ 支 様 の 特 徴 調 率 色  調 備     考

1 弥生高不 環 壕 3条の凹線文 刺突分
3条の凹線分

表 面 風 化 の 為 調 整
ス田謄

橙褐色

2 7条の凹線分 狩回 崇衡色
内面 沸本揚有

3 σ)IWi※昇分 ケズリ ソ%じ烹虎計イ王皇

4 (115 15条 の凹線 2条の凹
前  A峯 の「tR綿

ハケ日ののろナテ
ヘラ削 n 十ギ

日褐色
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5 弥生高 JTh 環 塚 3条の 凹 線 分  途 か し r
5条の凹線分
刺突文+8条の凹線文
ク峯 の 岡 綿 マ

内面はヘラ削りのち
ナデ ケズリ

淡橙褐色

6 3条の凹線文 (端部 )
2条の問線支

風化の為調整不明 淡支褐色

7 145 浅い沈線が2条
三角形のスカシと有軸
羽状文交互に入る
5～6条の凹線文

ナテ
いヽラ肖1り
表面がかなり風化し
てヽヽる

自褐色

8 風化の為調整小明
ヘラケズリ

画
面
外
内
淡余褐色
黒褐色

145 指頭圧涙 黒褐色 百1Vの 幹
か甕かもし
れない

145 弥生台部 円形透かしが1つ ヘラケズリののちナデ 脚部 貢褐色
罫部 内而里褐御

弥生鉢 口縁拡張 頸部ヘラケズリ
ョコすデ ナデ

外面 淡褐色
内面 黒褐色

□ 綴 平 幻 ヨコナデ 黒 褐 色

ヨコナデ ケスリの後
十ギ 十ギ

外 国 H首褐 色

肉 面 沸 拐 有

指頭圧痕 (? 瀦 楕 褐 笹 手 づ くね

弥 生

コップ形土器
指頭圧戻 内向ほ掲ナテ 赤茶色 2次的に火を

受けている
「るつぼ か?

称生分銅形
■製品

束u突文拶町 面
面
外
内
黒褐色
淡褐色

縄更鉢 磨消縄文
頸部用由

暗褐色
断面 黒色

鐘崎式併行
(前期前葉)

古人幡付近遺跡 環壕 (1～11)及び 9区 (12、 13)出土石器 (第 135図 )
出土地点 日牲にm)1希麒 cm)ほ佳にm 謂 啓 色   調 1蔵     考

環 壕

女 Ш 石

石鏃 障
２．４５

“画
（
型 '早

ご
045
重さ
1 lRo

女 山 石

石錐
長 ё 叩麟

1.4 '享

さ
0.55

重さ
1 0Rg

4 打石有斧 重さ
110R月 J

淡様灰色

146 ё

ｏ
υ

長

＆

】田
０
０ '旱

さ

0,7

重さ
力7民ロ

暗灰色

砲 可 ｅ

つ
じ

授

＆

幅

８
．
４５ '早

ё

055
重さ
4R Rg

7 強 狛 長さ

125
昌

Ｂ '早

ё
l.8

重さ
∩14宣

明黄褐色

8 ё

５

長

＆
叩働

475
ｅ

９

さ

Ｒ

厚
３
．重
絋

全面ていねいに針磨 暗灰色

9 砥 石 長ご

13.5

昌

７

ご

８

さ

厚
４
重

四向便用 灰褥色

長

５
．

口田
直
ρ '旱

こ
3.0

重さ
らヽ
「
Rす

下面平坦 明灰色

相爾大
片刃石斧

里ご

21.14怪

外回 一首
"黒
色

断面 やや赤み
がかかった灰有

砥 石 9区 ё

ｌ

長

９
．

嶋
８
．
６
幅
６
．
９

'早

e
i最大|
3.7

(最小
08
重さ
lR0 1【

砲 丁 乙

６

長

ａ '旱

さ

0,7

重さ
1民 ng

一面に3条の肩 淡吾灰色
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2.古墳群の調査 (第 113・ 136図、写真図版42)

古人幡付近遺跡 9区では横穴式石室を主体部とする2基の後期古墳を検出した。 2基の古墳は、
9区の尾根上平坦地と西側斜面の変換点に南北に並んで築かれている。先に発見した尾根の先端に

位置する方を 1号墳、後から発見した南側の古墳を2号墳として調査を行った。このほか調査前に

は東側の地形変換点でも低い高まりを確認していたが、何れも古墳ではなく近世 。近代の地形改変

によるものだった。調査時には周辺の再踏査を行うことができなかったが、調査区周辺にはほかに

も後期古墳が造られていた可能性があり、今後も敬川対岸の丘陵も合めて分布調査が必要である。

(1)1 号 墳

調査前の状況 (第113図、写真図版27・ 36・ 93)

標高約60.5mの尾根先端に位置している。発見時には既に工事前の伐採用童機が古墳の北半分を

通過しており (写真図版93上 )、 天丼石も一番奥の一枚を除いて全て丘陵北側の斜面下方に落とさ

れていた (写真図版102下 )。 調査前の時点ではほとんど墳丘を認識できず、石室南側の僅かな地形

の変化から径10m前後の円墳ではないかと推定された。重機道は地山まで削って造られ石材・須恵

器が散乱していたので、墳丘・石室の大半は破壊されたものと考えられた。

墳 丘 。周 清 (第 136・ 137図、写真図版93)

調査の結果、径約10mの円墳であることが明らかになった①東側と南側では墳丘盛土を検出した。

1号墳は旧地形を巧みに利用して築造しており、最大で深さ約1.4mを測る大規模な掘り方の中に石

室を構築している。このため、検出した盛土は旧地形の標高が高い東側が約30cm、 やや低い南側が

約80cmを測る。北側は童機によって削られていた為明確な盛土を検出できなかった。西側も盛土を

検出していない。

周溝は山側のみ廻らされていた。幅約 1～ 2mを測るが溝の肩は明確でなく、深さ約も30cmと 浅

かった。周清内の土層堆積状況は上層に薄く黒褐色上が堆積し、その下に茶褐色土が堆積していた。

南側の墳端は黒褐色土がやや厚く堆積し、地山上に茶褐色土が堆積していなかった。周溝内では石

室奥壁から約 2m東の位置で須恵器甕が出土した (第 141図、写真図版100。 101)。 周溝床面に置か

れたものが上方からの圧力で潰れ、破片の一部が周辺に散乱 したものと思われる。上面に折り重

なった口縁や胴部の破片を取り上げると、甕の底から蓋杯 2セ ットと短径壼が現れた。これらはま

ず蓋 。身とも口縁を上にして甕の底に置いた後、短径壺を納めている。このほか南側の墳端で須恵

器高不の脚部が出土している。周溝内出土遺物については 1号墳出土遺物と合わせて後述する。

横穴式石室 (第 138・ 140図、写真図版42・ 43。 94～99)

横穴式石室の開口方向はN60° 一Wで、北西方向に開口している。調査前に童機が天丼石を剥ぐっ

て石室上を通過しているため、削られていなかった奥壁および右側壁の石も非常に不安定な状況

だった。これでは調査が危険すぎるので、残っていた天丼石を墳丘外に移動させ、崩れかかった石

を除去した後に調査を行った。 1号墳の横穴式石室は、割石のほかに川または海で採集したと思わ

れる丸みのある石を加工せずに使用している。これまでに江津市内で確認された横穴式石室には見

られない特徴である。

平面形・床面 石室規模は床面で測ると、残存長が左側壁で6.5m、 奥壁幅が1,9mで ある。平面は

羽子板形を呈しており、奥壁から羨道に向かって直線的に幅が狭くなり、開口部の幅は0.7mを測る。

石室の平面形では玄室と羨道の境界は明確でないが、奥壁から開口部に向けて約3.5mの 位置には長



さ63cmと 40cmの石が 2つ並べて置かれており、ここから奥壁側が玄室として意識されていたものと

考えられる。床面も奥壁から3.3mま ではほぼ水平だが、そこから西側に緩やかに傾斜し始め、排水

を考慮してか浅く窪んでいる。玄室床面の左右の側壁に接する位置には、20～ 35cm大の石が合わせ

て■個置かれていた。配置状況から木棺を安置するための台と思われるが、釘は 1本も出上してい

ない。

閉塞施設 奥壁から3.1～ 4.8mの範囲に15～ 40cm大の自然石を積み上げていた。積み方は雑な印

象を受ける。最も高いところでは床面から約60cmの高さまで積まれている。

奥壁 奥壁基底には、左右の側壁に接する位置に長さ lmと 93cmの大型の石を床面からの高さが

約60cmに 揃うように据えている。奥壁のほぼ中心に左右の石の隙間がくるので、幅約15cmの細長
い

石を2段重ねて詰めてある。 2段目より上は扁平な石や細長い石を小口積にしている。奥壁はほと

んど掘り方と接するように構築されており、控え積は天丼に近い部分でのみ確認した。奥壁部分で

の高さは2.04mを 測る。

奥壁と側壁の関係は、基底部は側壁が奥壁が挟む様に組まれ、 2段 目から4段目までは奥壁に左

側壁が接するように積まれている。 5段目より上は奥壁と側壁にまたがるようにコーナーに石を積

んでいる。

左側壁 基底部の石は、奥壁側 1個目には奥壁基底都の石に近いサイズのものが使われているが、

開口部に向けて小さくなっていく。 2段目からは石を小口積にし、控えの石を積みながら持ち送っ

ている。隙間には小さい石が詰められている。掘り方と石の間には50cm前後の隙間がある。

右側壁 右側壁は左側壁と異なり奥壁側の基底部に大型の石を使用していない。玄室と意識され

ていたと思われる部分の 3段目までは、比較的石のレベルが揃うように積まれている。 4段 目辺り

から上は大小の石を雑然と積み上げた印象を受ける。控えの石を積みながら持ち送っているが、重

機が天丼石を外した際に本来の角度より前にせり出した可能性があり、結果石の並びが多少苦しれ
た

と考えられる。

天丼石 発見時石室内には土砂が lm前後堆積していた。しかし、天丼まではなお lmの空間が

あり、重機による破壊直前まで天丼は原位置を保っていたと考えられる。第139図 1は石室上に残

っていた石で、 2～ 4は重機道とその下に転落していた石材の内天丼石と判断したものである。こ

のほか弥生環壕の第 2層上面でも天丼石の可能性のある石を検出している (写真図版40)。

掘り方 平面羽子板形を呈し、幅2.2～ 3.5m、 長さ6.7mを測る。地山を掘り込んで造られており、

奥壁側は垂直に近い角度で約1.4m掘 られている。左右の壁も80～ 85度 と急角度で掘られて
いるが、

旧地形に合わせて西に行くほど浅くなっていく。

1号墳出土遺物 (第 142・ 143図、写真図版146～148)

第142図 1～ 5は石室内出土遺物である。何れもほぼ完形に復元でき、時期も出土遺物の中では

最も新しいと思われる。ただし4は閉塞施設の外に置かれていたものである (写真図版95下 )。 第

142図 6～ 21、 第143図 1～ 5は羨道および石室開回部周辺で出土した須恵器である。蓋杯・高邪は

バリエーションが豊富である。12は天丼部全面にカキメを施しており、有蓋高不の蓋と思われる。

19は無蓋高郷と考えたが高台の付く不かもしれない。羨道部は調査前に重機で挟られ、その土を谷

側に盛って重機道にされていたので、本来の位置や確実な共伴関係を押さえることができなかった。

これらの須恵器はおよそ 6世紀後半から7世紀前半のものと思われる。第143図 8～ 13は周溝内出
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土遺物である。既に述べたようにこれらは同時に片づけられたものであるが、出土した須恵器の焼

成や蓋杯の形態は明確に異なっている。 8・ 9は色調・焼成だけでなく歪みも一致することから生

産時からセットのものと判断できる。もう一組の蓋杯10・ ■は調整・焼成とも異なっている。短径

壼12は底部中心にハケメがあり、遺跡周辺では珍しいタイプである。13は回縁を上下に拡張し2条

の沈線を廻らすもので、近隣の浜田市日脚遺跡 (島根県教育委員会 1985 F日 脚遺跡』)の須恵器

編年ではⅢ期に相当し6世紀中頃に位置づけられている。10の郭蓋は口縁端部が丸く天丼はヘラ切

りの後ナデ調整だけなので6世紀後半と思われ、13と は時期差が感じられるが、生産地の違いによ

るものかもしれない。

1号墳北側出土遺物 (第 144・ 145図、写真図版102・ 149・ 150)

1号墳の墳裾から約 4m北側には蓋杯が 6セ ッヽト12点置かれていた (写真図版102上 )。 ここは弥
生環壕が埋没した後、古墳時代後期にはテラス状になっていた所である。蓋は全て口縁を上に向け

て身の上に重ねてあり、 3セ ットずつ 2列に並べられていた。セットで出土した蓋杯は第145図 1
～12に図示したもので、形態 。調整・色調・焼成等にかなリバリエーションがある。東の室崎商店

裏遺跡、西の横路古墓の蓋杯と比べてもあまり似ておらず、単純に時期差による違いなのか、複数

の生産地から持ち込まれたものなのか報告書作成時には判断できなかった。

このほか 1号墳北側では第145図 13～21の須恵器が出土している。13は壼等の口縁に似ているが、

破損部付近で内側に屈曲し手持ちヘラケズリを確認できるので、コップ形土器と判断した。日縁は

楕円形で一方を外反させて注ぎ口をつくっている。13の近くで出土した把手は剥離面が内湾せず外

反しており、13の反り方とカーブがほぼ一致している。このため接点は見つけられなかったが13の

把手になる可能性がある。この種の土器は石見地方の横穴式石室や横穴墓で出土例が知られるが、

中でも益田市北長廻横穴墓群で出土品 (人雲立つ風土記の丘資料館 1978F古代の石見』展示図録)
によく似ていると思われる。

なお、1号墳からは図示したもの以外にも、図化できなかった須恵器の細片が出土している。こ

れらの須恵器の内、蓋か身か判断できない蓋杯■点と壷 2点は図示したものと別個体と判断した。

1号墳墳裾出土古銭 (第145図 22、 写真図版150)

西側墳裾の表土中で出土した「古寛永」で、9区で出土した古銭はこれ 1枚である。
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古八幡付近遺跡 1号墳出土遺物① (第 142図 )

古八幡付近遺跡 1号墳出土遺物② (第 143図 )

器  種 出十111点 旧径にm)昧言lcm)賑竹(cm)1 形 燕 ・ 文 不豪の 午手徴 調 整 色   調 備  考

1 146 娯思希
邦壽

1号填 我大雀
12R
宝珠つまみ ヘラケズリの後 回転

ナデ
暗灰色

2

鶴鶏
乱百 1全

73
回転ナデ
同妖ヘラケズ1)

灰色 (表向に多
精n里名 ltT占 ヽ

3 察 思 布

長頸壷
100)
月同吉[
衰大雀
1民 寅

沈繰間に刺突 四 私 ア ア

ナデ
回転ヘラケズリ

(目然和,日弱色
(それ以外 )
灰色～灰色褐色

4 須 思 希

平瓶
も
推定

最大僣
15.5

口縁は頸部近く|こ凹線
を1条廻らす

回転ナデ 回転ヘラ
ケズリ後ナデ? 底部
には一部ヘラ切りの
痛ぶ確ス

妖 色

5 土師器甕 (9.0) 月「l旨い
我大宿
1l R

ナ デ ヘラケズリ 黒 御 色 ～

灰褐色
丸 医

6 須恵器
メ奉

回転ヘラケズリ 回転
ナデ ヘラ切り痕残る

外向 H晋仄色
内面 灰有

回転ナデ 外回 崎炊色
内面、断面
暗 弦 辰 有

8 波円に沈線を1条廻らす 天丼部は粗いヘラケ
ズリ 回転ナデ後ナデ

殊 色
泌 業 本 名

天丼部半坦 回称ヘラケズリ 炊 生 (外面は
懸暗灰侮 )

口縁端はやや内折 回転ナデ
口

平
瑞 音い内 向 に は 向
tニヱ七日

ヘラ切り後ヨコ方向に
ハケ日のような調整

暗灰色

口縁端部は内側に面を
つくる

回転ナデ
天丼部はカキメを施す

外向 婚灰色
内面 灰缶

鶴励
最大雀
13_8

たちあがり中程でやや屈
曲  店 喜ほ平 lB

回

同
氏アア
えヘラケズリ

灰色

13.2 貫天笹
156

回
同
云ナデ
云ヘラケズリ

却
刺

衰

１

ゆるい回転ヘラケズリ

124 簿
燿

ヨ
様

１

回転ナデ 回弘ヘラケズ
|,ヨコす由に締日が残る

暗灰色

須恵器
邦身

医部半坦 ヘラ切り 横方向の
クシ日?た×EΠカミある

暗灰色

回転ナデの後ナデ
回転ナデ 回転ヘラケズリ

外山 暗炊色
内面 黒灰色

須恵器4 回転ナデ 回転ヘラケズ
リ 回転ナデの後ナデ

暗炊色

須 思 命

高邦
(町 ヨヽSl

8.3

即部雀
0刀

沈線間に東J突透かしあ
り

回転ナデ 明貢灰色

須 思 希

有蓋高邪
¬Jttpl■

10.2

回転ナデ

回転ヘラケズリ後ナデ
同蘇ナデ彿所々にすデ

茨炊色

単応ｈ
翻変形、あ

出十地蕉 属(cn 調 整 色  調 11=    写ζ

1 須恵器
高邦

1号墳 12.7 却瑞罰∫僣
107
太い凹線 1条
酷Π繹 部 平 lB面

回転アア
同環ヘラケズI)の彿ナデ

晴青炊色 表向のla14ヒ
が著しい

2 須思番
古 口吉

凹線間に廉W突 回弘ナテ
回転ヘラケズ1)後にすデ

灰 色

3 須恵器
言邦

却端律
12

回転ナデ 暗灰色

4 須恵器甕 タタキの後カキメ
r肝而膳些名ゝ

5

鶴綱
外面 黒灰色
内面 灰侮

6 須忠器脚
一　　^一ぃ【一〉

回転ナデ 灰 色

7 須恵器
邦蕃 印

貯
4
推ヤ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

暗青仄色

8 1号〕
ロチ

127 即端ill僣
107

回転ヘラケズリ
同録すデ

青灰色

鶉ル
衰大伯
14

回転ヘラケズリ 中心
にクシメ 同転ナデ

須恵器
邦奉

13,2 口
天
子潮∫に段
監喜RヨE七日

ヘラ切り 回転ナデ
クシメ

灰色

狽思希
琢身

我大密
141
底部平坦
彰部厚い

回啄ナデ ヘラ切り
クシメ

員悪恭
耳噺帯

4.0

(?)

カキメ 瓶
購
暗灰色
肉雨 音F名

25 fl 口 縁 ヨ
`に
殻 タタキ FH炊角
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古人幡付近遺跡 1号墳北側出土遺物 (第 145図 )
器  樽 調   率 色   調 備  考

l

鶉癬
1号墳
Jrィロ‖

口唇平坦 回転ヘラケズリ
回転ナデ クシ×

灰 色

2 狽思 希
係 身 榊酎

底部半lH 回転ヘラケズリ
回転ナデ

淡ス色

3 宏思斎
ヌ碁

回 唇 に 凹 lal
餌 i、禾を

回転ケテ
同転ケズリ クシ日

灰 色

須忠器
メ身

宿大
乾

ユ
陳 底部平坦 回転ナデ

ヘラ切り
淡灰色

5 須 思 希

邦蓋

ヘラ切り後小定万同
にカキメ状の工具痕
日tr十ギ

回
面
分
内
IIH炊也

淡灰色

須恵器
罫身

磁大催
li

回転ナデ
ヘ ラ捌 ね 色

化
灰
貢
淡
面
面
外
内

7

鶉癬
口唇凹面
平斗部平lE

回転ナデ カキメ】ズ
の工具痕 ヘラ切り

淡灰色

149 須恵器
邪身

ほ 剖う十 1H ゆるい回転 すデのヘラケ
デi, 日辞十ギゐ移 十ギ

炊 色

須恵器
罫蓄

口 唇 凹 団  入 オ 紳 ヘ フ
謂 昇  浙 線 に丈る務

回転すテ
回転ヘラケズ 1)

暗灰色

斡勝
大
ヽ

三
反 回継すす

回転ヘラケズリ

11 狽 思 希

邪蓋
口唇に沈線
稜 ヘラ記号

回転ヘラケズリ
回転ナデの後ナデ
団 辞 十 ギ

1/k色

須恵器
罫身 対

榊
及

１

回転ナデ
回転ヘラケズリ

須忠希
コップ形
土器

雖
・０・３
Ｍ
虻

囚 回 ほ 口 継 ケ ア 調 整

外面はカキメ調整
底部はヘラケズリ

暗炊色 接斥は熙い
が剥離面の
形状から提瓶
等の把手で
はなく、コップ
状工器の把
手と思われる

輔癬
口唇わずかに肥厚 回転ナデ 妖色

肝面 暗紫灰有

」亡と,貞三雪 回 転 ナ デ

宏 思 喬

イ身 却・４．８
回称ナデ
ゆるい回転ヘラケズリ
ヘ ラ捌 nの滝 バ碓 ム

暗青灰色

鶴聴
罠大徳
15

回転ナデ
回転ヘラケズリ

暗炊色
LF面 暗紫褐色

斡謂
国 豚 踊 剖うほ十 JH回 回転ナデ 外血 婚炊色

内面 辰存

奴 思 命

短頸壷
内面は回転ナデ
回転ナデ
頸部以下はカキメ

外回 暗貢炊色
内面、口縁 灰色

須恵器椀 口縁 端 部 はシャーブに
牛率印nする

回転ナデ 貢灰色

須恵器 同心円文 タタキの後カキメ
r一喜K十ギお /H~ヽ

婚青炊色

古 銭 官 永 涌 暫 (古官 永 ) 晴 紫 負 古 冨 永

(2)2 号 墳

調査前の状況 (第 142・ 143図、写真図版146～ 148)

2号墳は、 1号墳南側の標高約60mの丘陵西側斜面に位置している。 1号墳との間隔は墳裾で約

6mを測る。発見時 (写真図版81下、103上)には伐採用重機が石室の真上をちょうど主軸に合わせ

て通過していたこともあって、この時点では全く墳形や石室の有無を認識できなかった。しかし、

石室石材や天丼石と思われる石が一部地表に露出していたので、 1号墳同様に西側に開口する横穴

式石室を主体部とする方墳を想定し、 2号墳として調査を開始した。

墳 丘・ 周 溝 (第 136・ 147図、写真図版105～ 107)

調査の結果、 1号墳同様径約10mの円墳であることが明らかになった。 2号墳は、 1号墳が旧地

形を利用して、傾斜に直行する方向に横穴式石室を築いていたのに対し、傾斜に平行するように南北

軸の横穴式石室を構築している。このため谷側になる墳丘西側は地山部分が少なく、ほとんどが聴

土だった。墳丘西側の盛土は掘り方の中に石を積み上げながら、橙褐色系と黒褐色系の上を交互に
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盛っている。盛土内の第147図下の第15。 16層上面では、石室左側壁に用いられているのと同じサイズ

の石が石室に沿うように、前 。中・奥の 3ヶ 所で検出された (写真図版 106)。 左側壁が半分の高さま

で積み上がったところで土留めをし、斜面に築いた墳丘が崩れないように工夫したものと考えられる。

周清は 1号墳同様山側のみ廻らされていた。幅約 1～ 2.5m、 深さは最も深いところで約50cmを 測

る。周溝内の上層雄積状況も 1号墳とほとんど同じで、上層に薄く黒褐色上が堆積しその下に茶褐

色土が堆積していた。周溝内からは第150図 2の蓋が 1点だけ出土している。

2号墳墳丘上の割石 (第 146図、写真図版104上 )

調査前は石室の正確な位置や規模は不明だったが、表土を剥ぐと南に約7.5m伸びる石の並びが検

出できた。しかし、同時に「コ」の字状を呈する石の並びの中で割石の集石を 2ヶ所検出したので、

近世墓の可能性も考えられた。割石は薄い板状に割られており、横穴式石室の石材のように表面が

風化していなかった。また、割石周辺の表上下では石見焼や土製の人形が出土している。石室内に

は土砂が充満していたので、この中に墓羨を掘り込んだものと考えて精査を行ったがプランを検出

することはできなかった。さらにこの土砂を断ち割っても墓羨らしき落ち込みは確認できず、割石

や近世 。近代の遺物は 1点 も出上しなかった。このため、割石は近代以降に集められたものと思わ

れるが、性格については不明と言わざるをえない。ただし、 2号墳の約 5m東 に石見焼関係の粘土

採掘坑 (上羨■)が掘られており、すでに室崎商店裏遺跡の小結で述べたように、 2つの遺跡の横

穴式石室・粘土採掘坑 。割石集石の組み合わせがよく似ている点は注意される。

横穴式石室 (第 148・ 149図、写真図版104～ 109)

石室の開口方向はSll° 一Wで、ほぼ南に開口している。 1号墳と異なり石室内には土砂が充満し

ていた。 2号墳の石室は割石を多用して構築しており、平坦な面を内側にみせる様に積まれていた。

また、墳丘検出時に左側壁の開口部から西に折れる外護列石状の石のまとまりを検出した。

平面形・床面 石室規模は床面で測ると、残存長が左側壁で6.lm、 奥壁幅が1.2mで ある。石室の

平面形は右側壁が上圧によってかなり内側に倒れ込んでいるので、無袖式か肩袖式か判断に苦しん

だ。基底部の石の能びを見ると、右側壁の奥壁から5個目の石までは扁平な石を敷くようにして石

室内側の面が揃うように並べている。次からの 4個の石は約60度内側に傾いており、本来ここで石

の置き方を変えて立たせていたものが、土圧によって内側に倒れ込んだものと思われる。こうした

状況から、右側壁が倒壊する前の石室の平面形は無袖式で、玄室と羨道の区別が明確でない形態を

呈していたと考えられる。床面は奥壁から約3.3mま ではほぼ水平だが、そこから南側は10度前後の

角度で傾斜し始める。ここから奥壁側を玄室として意識していたと推測される。床面の左側には長

さ28～ 52cmの細長い石が置かれていた。配置状況から木棺を安置するための台と思われるが、釘は

1本 も出土していない。床面には排水清等は存在しなかった。

閉塞施設 石室内の南側では25～50cm大の石を多数検出した。一見閉塞施設のように見えたが、

床面から浮いており検出した範囲がちょうど右側壁が倒壊した部分と一致するので、閉塞施設では

なく右側壁の石材が石室内に落ち込んでものと判断した。このほか閉塞施設と考えられるものは確

認できなかった。

奥壁 基底部には、幅約1.lm、 高さ約90cmの大型の石を東寄りに据え、その西側に幅22cm、 高さ

約90cmの石を立てている。 2段目より上は扁平な石を小回積にしている。高さは1,3mを潰Iる 。

奥壁と側壁の関係は、奥壁基底部は側壁に接するように組まれている。奥壁 2段 目は左右の石を
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側壁にかかるようにを積んでいる。これに対し奥壁中央は基底部の石の北寄りに積まれている。こ

のため奥壁は 2・ 3段 目の中央部が北側に幅約30cm、 奥行き約20cmの窪んでいる。

左側壁 左側壁は土圧によってやや西側に反っているものの、開口部以外は比較的よく残ってい

る。基底部の石は、奥壁から4個 目までは石の上面のレベルが揃うように、南側に向かって石が大

きくなっている。ここまでは 2段 目以上の石も水平を意識したと思われる積み方をしている。基底

部の奥壁から5個目の石からは、石の積み方に変化がある。 5個 目の石は小型で細く、 6個 目は扁

平な石を立てるようにして置いている。また、 6個 目の石の所から床面は南に向かって傾斜し始め

るが、ここから南の左側壁は地山の傾斜に合わせて積まれている。そして、石の積み方の変化によ

って生じるV字状の隙間には、他の部分で使用されている石よりも小型の細長い石が積まれている。

このように石の積み方からも奥壁から3.3m前後までが玄室と意識されていたことが窺える。

右側壁 右側壁は斜面上方からの土圧によって石室内側に大きく傾いていた。南半分は特に崩れ

方が大きく、基底部の石も合め全ての石材が原位置を保っていなかった。玄室側は辛うじて石が

乗っている状態で、危険を遊けるため実測後は順次石を墳丘外に運び出して調査を行った。基底部

の石は既に述べたように、奥壁から5個目までは扁平な石と細長い石を敷くようにして置いている

が、6個目から9個目までの石は立てるようにして据えている。また、この部分だけ石室内に 2段

日以上の石が転落しているが、検出状況から2段日以上は小日積みであったと推測される。

天丼石 石室周辺で天丼石と思われる大型の石を4枚検出した。 4枚 とも長さ1.5m前後、幅50cm

前後の大きさである。調査区内ではこれ以外に天丼石と思われる大型の石は確認できなかった。

掘り方 地山を掘り込んで造られており、旧地形が南西に傾斜する左側壁南側には掘り込みが無

く、平面形は「し」の字状である。規模は幅2.8m、 長さは東側で5.9mを測る。奥壁部分は急角度で

深さ約0.9～ lm掘 られている。東西の壁は旧地形に合わせて南に行くほど浅くなっていく。

2号墳出土遺物 (第150図、写真図版150)

2号墳は 1号墳に比べて遺物の出土点数が少なく、石室内から1点 も出土していない。石室開回

部の南側では須恵器の細片が出土した。全て床面から浮いており、石室内の遺物が掻き出されたも

のと考えられる。全形の解る資料はなかった。 1は周辺であまり例を見ないタイプの邪身である。

室崎商店で出土した有蓋高邦 (第 32図17)とやや似ている。3は接点の無かった口縁部と底部を図

上復元したもので、高台の付くタイプの不と判断した。 4と 5は同一個体の可能性がある。 6か ら

8は同一個体と思われるが破片はこの 3点のみである。 9は これらの須恵器に混じって出土した鉄

器で、錆化が著しく器種は不明である。10～ 13は盛土内で出土し、■は右側壁基底部の最も南側の

石の上に貼り付いて出土した。頸部化に断面三角形の突帯を 2条張り付け、その後ヘラによる刻目

文を施している。石見地方では類例が少ないがⅢ-2様式に分類されると思われる。14は西側盛土

内で出土した安山岩製の石鏃で、環壕出土のものも合わせると3点 目になる。

建物37計測表

規   模
塑  行  斉 縮  行  蛍

芋    軸

献
くｃｍナ

番   号 P5 P7 P8 酌

上 面 径 (cm) 22〉〈18 14)(14 20)(20 24× 18 26〉(26 48)(33 26〉〈25 27)(24 16× 15

底 面標高 (m) 6083

柱間距離(m)
Pl-5 P5--6 P6-7 P7-fl

一

イ イ

27A
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古八幡付近遺跡 2号墳出土遺物 (第150図 )
調 啓 負   調 備  考

鶴崩
2号墳 闘

酎
受部はわずかに上方に
反らせる

回転ナデ 血
面
外
内
黒 l1/t色

灰色

2

鶴嬬
2号壊
日浅 却

鮒

貫

１

受 部 |よ 卜万 イこ突 出 か く
笏 ス

口 称 ア ア

回 転 ヘ ラケズリ

淡炊色

3

鶴崩
欄
灯

ブ岳吾いfよ痴い｀

体部に流繰非1条孤らせる
回転ナデ
回転ヘラケズリ

色
●
灰
灰
暗
明
面
面
外
内

4 須恵器 闘
ｍ
肩部に2条の沈線 全体にナデ 灰 色

5 医罰
`は
わすかな上げ医 回私ナデ 回弘ヘラケ

ズリ 底部は回転ヘラ
切b後同転ヘラケ卵 )か ?

明炊色

6 須忠器甕 当て具の痕を回転ナデ
で消すがかなり残って
セヽる

ナデ 回転ナデ
ナナメ左上がりのタタ
キの後カキメを施す

灰 色

7 ナナメ左上がりのタタキ
多 の 格 う羊 支浄桁 十

色仄
缶
丈
灰
晴
暗
画
面
外
内

8 囚向イま同心円更
(音海瘤 )

ナナメ左上がりのタタキの
雇 考の後カキメを柿す

色
存
灰
灰
貢
音
暗
暗
面
面
外
内

9 欽 器 9くもしくイよ
鍬、鍬先と
四ス坊ス

弥生甕 端部に1条の凹繰更 ヨコナデ
ヘラケズI)終ナデか ?

向
雨
外
内
淡東褐色
渉黒掲色

11 刻目は/1ヽ さヽ がヽはっきり
とした「○」字形を程す

ヨコナデ
ヘラケズリ後ナデ

外
内
次 黒 衡 色

淡黄褐色
石見、備後に
は見られな
いが、安芸の
Ⅲ-2様式に
突帯をめぐら
十と、のが泳ス

弥生医部 風化のため調整不明 色
密
褐
拐
橙
里
面
面
外
肉

ヘラケズ L 淡 黍 褐 角

安山岩
石鏃

ё

０

長

ａ
鴨
Ｗ

ё
３
さ

ゎ

厚
α
重

掏

平基式 狭
山
ほ
安
材
の
製

伯
色
岩

3.そ の他 の遺構

建 物 37(第 151図 )

9区のほぼ中央では時期不明のピットを9基検出した。肩と床面を削平された竪穴住居の可能性

がある。ただし柱穴の規模は 9区で検出した弥生時代の遺構と比べると小さい。柱穴配置は六角形

を想定でき、この場合柱間距離は長いものと短いものが交互になる。時期は不明である。

土 境 10(第 151図、写真図版110)

建物37の北側に位置し、地山に掘り込まれていた。平面形は円形を呈し、規模は検出面で98×

104cm、 深さは34cmを測る。床面はほぼ水平である。遺物は出上していない。詳しい時期は不明だ

が、埋土は黄灰色を呈し固く締まっており建物37の柱穴埋土とよく似ているので、或いは建物37と

近い時期の遺構かもしれない。

土境11・ 12(第 113図、168頁参考写真 )

尾根上平坦地のほぼ中央に位置している。上羨■の平面形は不整多角形を呈し、規模は検出面で

約 7× 5m、 深さは約 lmを測る。埋土は地山とよく似た上が水平に堆積し、遺物は含まれていな

かった。床面は南に向かって傾斜し、南壁に近い位置に完形の石見焼の皿が置かれていた。以上の

状況から石見焼関連の粘土採掘坑と判断した。土羨12は土羨■と北側で切り合う小型の土羨で、平

面形は長方形を呈 し規模は検出面で1.9× 1.8mを 測る。土羨■が埋め戻 された後に掘られており、

土壊内には陶磁器類が廃棄されていた。出土遺物から近代以降に掘られたものと思われる。
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第 3章 ま と

古人幡付近遺跡は、平成 4年に江津市教育委員会によって発掘調査が行われたのを初めとして、

以後平成 7年を除いて毎年継続して発掘調査が行われてきた。この間遺跡の範囲は当初予想されて

いた水田部と丘陵裾部から大きく広がり、現在は敬川河岸から束の丘陵地帯までほぼ全域が遺跡と

考えられている。遺跡の範囲が広がったことに伴って、これまで遺跡周辺では確認できていなかっ

た時代の遺構 。遺物も検出された。この結果、時代によって資料の多少はあるものの、縄文時代か

ら現代まで継続して居住域となっていたことが明らかになった。以下、これまでに調査区内で検出

した遺構 。遺物を基に古人船付近遺跡の各時代の状況を述べる。

【縄文時代】

水田部に設定した平成 4年度調査区と1区では縄文後期と晩期の土器、石器が出土したほか、黒

曜石の原石が出上している。これに対し丘陵斜面に設定した4～ 7区 。8-3区では縄文時代と思
われる遺物はほとんど出土していない。尾根上に位置する8-2区では縄文時代の可能性がある石
器や剥片は多数出土しているが、土器は3点 しか出上していない。また、 9区でも環壕内より縄文

後期の上器が出土しているので、この辺りまで生活範囲だったことは確かである。このように遺物

の出土状況からは、敬川河日付近の縄文時代の居住域は低丘陵や緩斜面が中心だったと考えられる。

なお、 1区で出土した土器には縄文時代早期の可能性のあるものも含まれている。

ところで古人幡付近遺跡では、確実に縄文時代と考えられる遺構は一つも検出できなかった。遺

跡周辺でも縄文時代の遺物は多少出土するものの、遺構は希薄な地域とされてきた。しかし、 8-
2区で確認した縄文時代堆積土が、地山と極めて区別しにくかった点が注意される。当地域で地山

としている土は場所毎で変化に富んでおり、縄文時代の堆積土は地山とよく似ているので、偶然遺

物を発見しない限り弥生時代までの遺構面を地山と判断して掘削を中止する場合が多い。また、 9

区で検出した建物37の柱穴は、遺跡内で検出した時代の判断できる全ての柱穴と、形態・配置が異

なっている。乙のため弥生時代以外に縄文時代の遺構である可能性も考えられる。このように遺跡

内の縄文時代の遺構には、検出または認識しきれずに見落としているものもあるかもしれない。

【弥生時代】

古人幡付近遺跡では、石見編年第 I様式から第V様式までほぼ全ての時期の弥生土器が出上して

いる。弥生時代前期は確実に時期を判断できる遺構が無く、土器が出上しているのみである。前期

の上器が出土した調査区は縄文土器が出土した調査区とほぼ重なっている。出上した点数も縄文土

器の出土状況とほぼ比例し、水田部に設定した調査区が中心で、丘陵部ではわずか 2点 しか出土し

ていない点が注意される。遺構を検出していないので居住域の中心が遺跡周辺のどこだったかは明

確でないが、おそらく集落の立地は縄文時代と大差なかったと推測される。

中期の資料はこれまで水田部の調査区で包含層から僅かに出土していただけであったが、 9区で

集落の一角を調査した結果、遺構・遺物とも大幅に増加した。 9区調査以前には古人幡付近遺跡の

弥生時代中期の集落の中心は低地に立地すると見られてきたが、 9区で検出した竪穴住居群はこれ

までの見解を修正するものだった。竪穴住居群の周辺には深い溝が掘られていたが、周辺での集落

調査例が乏しいため性格を特定することはできない。また、比高約50mと いう立地は「高地性集楽」
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古八幡付近遺跡 6・ 7区出土弥生土器一覧表 (V-1・ 2様式)
遺 構 名 甕 壷 底  部 高 邦 鉢 その他 合 計
段状遺構 2(下方も) 1 1 0

6'7区 遺 構 外 7 1 0 0

合 計 1 1 0

古人幡付近遺跡 8区出土弥生土器 (V-1～ 3様式 )
遺  構  名 甕 壷 涯ミ 音躊 高  不 鉢 その他 合 計
段 状 遺 構 8 1 1 0 0

段 状 遺 構 13 1 0 0 1

8区 遺 構 外 0 0

合 計 1 0 0

古人幡付近遺跡 9区出土弥生土器 (Ⅲ -1～ V-1様 式 )
遺  構  名 甕 壷 底 部 高 邪 鉢 その他 合 計
竪 水 住 居 1 0 0 0

竪 穴 住 居 2 0 0

建      物 36 l 1 0 0

竪 穴 住 居 3 2 1 0 0

竪 穴 住 居 4 1 1

環 壕 1 3

2号 墳 盛 上 内 2 4 0

合 計 1 3

9区環壕内出土弥生土器分類表

器 種 形 態 点 数
甕 (床 面 5層 ) 中期中葉～後葉

甕 (中 期 中 葉 ) 口縁端部を拡張しないもの

口縁端部を上方にわずかに拡張するもの 11

口縁端部を上方に拡張し面をつくるもの

口縁端部を上下に拡張するもの

口縁端部が月巴厚し、面をもつもの 7

口縁が短いもの

その他 (中期中葉と思われるもの)

甕 (中 期 後 葉 ) 口縁に凹線を 1条めぐらすもの

口縁に複数の凹線を施すもの 7

塩町式 (刺突文の後に凹線文を施すもの)

塩町式 (凹線文を施した後、刺突文を施すもの)

その他塩町式に似ているもの 3

甕 (後 期 前 棄 ) 口縁部の器壁が厚く、内面のケズリが明確なもの

壺 広口壷

口縁が強く屈曲するもの 4

その他の壷 7

底 床面 5層

平底 (底径 5 cm以下 )

平底 (底径 5～ 7 cm)

平底 (7 cm以上 ) 8

底部に穿孔するもの 3

上げ麒  (通常の上げ底)

上げ底B(横にぶんばる、高台状になるもの)
底部に施文するもの 1

一島 邪 古 相 4

新相

床面出土 1

脚部 (新相) 9

その他の高郭 2

そ の 他 の 機 種 鉢 4

脚部 1

分銅型土製品 1

コップ型土器 1
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としても良さそうであるが、弥生時代だけでなく他の時代も合めて比較してみると必ずしも特別な

立地ではなく、むしろ敬川河国の集落の立地が数百年単位で移転するサイクルの中で考えた方が良

いと思われる。県内でも高所に立地する弥生集落の調査例が増加してきたが、これらをすべて政

治 。軍事的緊張状態の中で捉えることは難しいと思われる。例えば今回環壕内で多数の遺物を検出

した結果、底地に立地する集落と変わらない性格の集落が展開していたと判断したが、環壕が無け

れば遺物は全て斜面下方に転落し、遺物の極端に少ない集落として別の評価がされていたであろう。

中期の遺物については塩町式土器の出上が注目される。水田部でも僅かに出上しているが、分布

の中心は 9区の丘陵上である。弥生土器分類表を見れば解るように、 9区で出上した全ての甕の中

で塩町式の甕が占める割合はさほど多くはない。しかし、塩町式の甕は全て口縁に複数の凹線を廻

らせており、第Ⅳ様式の新相を中心とした時期と思われる。第Ⅳ様式と思われる甕に絞れば塩町式

上器の比率はほぼ半数になり、弥生時代中期後葉にかなりこの文様が取り入れられていたことが分

かる。このほか 9区出上の壷や高不も中国山地や瀬戸内地方の上器とよく似たものが多い。また、

古人幡付近遺跡では平成 4年度調査区と9区で分銅形土製品が 1点ずつ出土している。現在石見地

方では唯―の出土例で、どのようなルートで伝わったのか不明だが他の土器の様子からすると備後

方面から伝播した可能性が高い。

弥生時代後期は、V-1様 式の段階ではなお 9区で土器を確認できるが、遺構・遺物を検出した

中心は西側に移っている。 3区で検出した水田遺構や木製品は弥生時代後期の可能性が高いとされ

ている。一本梯子が 2点出上しており、付近にはこの時期の建物が建てられていたと推測される。

次の古墳時代前期の遺物は水田部でのみ出上しているので、集落の中心は弥生時代後期にしだいに

丘陵上から低地へ移っていったと考えられる。

古墳時代

古墳時代前期は比較的遺物の少ない時期である。遺構は 2区で土羨 1基を検出したのみである。

前後の時期の遺構・遺物を検出しているので、集落はこの地を遠く離れてはいないと考えられる。

遺物を検出した 3区以西の調査区と近いレベルの南段丘状や、調査区を設定しなかった丘陵裾部に

集落の中心が存在すると推測される。

古墳時代中期は 3区以西の調査区でのみ遺構・遺物を検出した (第 86図 7は この時期の甕かもし

れない)。 水田部で出土した遺物の量は、古人幡付近遺跡の各時代の中で抜群に多い。完形に復元

できる遺物が多いのも特徴で、竪穴住居等の建物群は検出していないが集落の中心に近いと見て大

過なかろう。平成 4年度調査区周辺に集落の中心が存在すると推測される。

古墳時代後期の遺構は 9区の古墳群のみで、建物等は検出できなかった。遺物も9区以外ではほ

とんど出上していない。ただ、 8区で古墳時代後期の蓋杯や壷、器台と考られる須恵器や耳環が僅

かに出土しているので、この時期の尾根上には古墳が存在したのかもしれない。また、調査区内で

は古墳時代後期の集落の所在は全く掴めなかったが、敬川河回の古墳時代後期の状況は、同時期の

遺構を検出した室崎商店裏遺跡・横路古墓も合わせて考える必要があると思われる。

以下は古人幡付近遺跡の範囲を超える話になるが、遺跡調査中に確認した情報を基に江津市西部

の後期古墳群の状況について述べることにする。 9区で検出した横穴式石室は 1・ 2号墳とも全長

6m以上、高さは 1号墳が 2m以上残っているなど、江津市内の古墳としては特筆すべき保存状態

だった。しかし、当地域の後期古墳の特徴として半地下式構造なので、地表観察で墳丘を確認する
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ことは極めて困難で、調査前にはほとんど墳丘を確認できなかった。当古墳群のような構造の後期

古墳は遺跡周辺にまだ潜んでいると思われるが、これらを分布調査段階でいかに発見するかは今後

の重要な課題の一つと言える。高野山北側にも従来遺跡とされていなかった後期古墳群が存在する

ことは室崎商店裏遺跡の小結でも述べたが、これらの中には遺跡として確認されていないために重

機によって石室や墳丘を一部破壊されたものもある。また、二宮町の天ヶ峠古損は四角突出型墳丘

墓の可能性のある方墳とされ遺跡地図にもそのように記載されてきたが、実際に現地に行ってみる

と方墳と推定された所のすぐそばに円墳 2基があり「天ヶ峠古墳」の標柱が立てられていた。この

ように現地の状況はかなり混乱しているので、これ以上の古墳破壊を避けるためにも大至急正確な

古墳の分布状況を把握する必要がある。現地踏査を行った際に気付いた点をさらに 2・ 3付け加え

ると、これまで確認されていた高野山古墳群と比較して、高野山北麓の古墳は7m前後のやや大型

の石室を内部主体とするものが見られる。ちなみに現在最も墳丘・石室の規模が大きいと思われる

のは天ヶ峠 1号墳である。また、古墳の時期も北側の方が古いものが多いような印象を受けるが、

これは今後検討すべき課題であろう。

なお、調査終了時までに確認した現在遺跡になっていない横穴式石室を内部主体とする古墳につ

いては、第 1図 と周辺の遺跡一覧に記して置いたので参考にしていただきたい。

奈良時代

奈良時代には弥生時代の段状遺構が僅かに造られるだけだった丘陵部に建物が建てられるように

なり、古人幡付近遺跡の集落はこの時期を境に大きく発展する。奈良時代に削平した段は、埋没後

に新しい時期の遺構に再利用されることが多いため、比較的残りは悪い。しかし、段の壁際や斜面

下方に遺物が多数残っている場合が多く、平安時代以降に比べ土器の資料は豊富である。遺物では

棒状土錘や土製権、ミニチュア土製品等の特徴的なものが出土し、統一新羅土器が遺跡内に持ち込

まれたのも奈良時代終わり頃と考えられる。また、古人幡付近遺跡と敬川対岸の横路古墓では移動

式竃が出土している。これは同じ石央地方でも、南部で調査された古墳時代後期から奈良時代の竪

穴住居が造り付けの竃を備えていたことと様相が異なり、移動式竃の分布や沿岸部と山問部の建物

の違いを考える好資料になると思われる。

ところで浜田市東部に位置する石見国府推定地では、これまでの発掘調査で古代から中世の大規

模な集落跡と莫大な量の遺物が発見されているが、 8世紀以前の建物や遺物はほとんど確認されて

いない。このため現在の国府地域が発展するのは奈良時代以降と考えられる。古人幡付近遺跡や江

津市西部の遺跡で奈良時代に特殊な遺物が出土したり、それ以後集落が発展する背景には、石見国

府の動きが影響を与えている可能性が考えられる。

平安時代

平安時代前半は集落の中心が斜面から8-2区 を設定した尾根上に移動し、企画性のある配置を

した建物群が出現する。建物自体も整った柱穴配置をしており、柱穴にも工夫の見られるものが多

い。遺物は須恵器と同じ形態をした土師質土器が作られるようになり、しだいに比率を増していく。

また、煮沸関係の土器がこの頃から目立って減少し始める。

平安時代後半になると再び斜面にも建物が建てられる。建物は奈良時代の段状遺構が埋没した窪

地を再利用して建てられるものが多い。建物を建てるための段状遺構は大型化し、長さが20mを越

える規模の段を造成するようになる。平安時代以降は床面造成土もよく残る。建物の柱穴配置はや
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やくずれ始め、柱穴掘り方も柱に対して規模が小さくなる。遺物は須恵器と土師質土器の比率が逆

転し、この時期から土師質土器が主流になる。

平安時代末には白磁が出土し始めるが、鎌倉時代初期の遺構に伴うものかもしれない。古人幡付

近遺跡で出土した中世の陶磁器類は■1頂の表にまとめたが、白磁は 1～ 3区 と平成 5年度調査区

を中心に出上していることが分かる。また、平成 5年度調査区では、 4区の鎌倉時代前期の建物か

ら転落したと思われる青磁椀が 1点出土した以外は白磁しか出上していない。以上の状況から、古

代末から中世初頭に集落の中心は丘陵上からしだいに丘陵裾へ移っていったと考えられる。

鎌倉時代

鎌倉時代と思われる建物は、段丘上の平成 8年度調査区と丘陵斜面の 4～ 8区で検出した。建物

を構成する柱穴は、掘り方の規模は小さいが本数は増加する。丘陵斜面で検出した建物は平安時代

後半の建物と重複または近い位置で検出しており、鎌倉時代でも前半の可能性が高いと思われる。

建物周辺では貿易陶磁もほとんど出土していない。これに対し平成 8年度調査区は幅 4m前後の溝

を伴う総柱建物を検出し、全調査区内で最も多数の貿易陶磁が出土した。陶磁器類の内訳は同安窯

系青磁と太宰府編年Ⅳ類以前の龍泉窯系青磁が最も多数を占め、高麗青磁の椀と思われる破片も 1

点混じっている。揺鉢は東播系のものが出土している。完形の青磁椀が 1点出上していることから

墓などが存在した可能性も指摘されている。以上の状況から、鎌倉時代には調査区内のかなり広範

囲に集落が展開しているが、中心は平成 8年度調査区周辺だったと考えられる。

室町時代～近世初頭

この時期の遺構は、遺跡周辺で中世後半の上師質土器の編年が行われていないので、陶磁器類の

出土状況を基におよその年代を判断した。この時期の陶磁器類の出土状況を見ると、ほぼ 8区に集

中していることが解る。 8区で出土した貿易陶磁は15世紀代の青磁椀が大多数を占め、白磁は 1点
しか出土していない。李朝陶器や近世初頭の唐津、瀬戸・美濃の碗・皿も8区だけで出上している。

そのほか遺跡内でのⅣ・V期の備前焼の出土数は、 8区出土のものが 8割近くを占めている。以上
の状況から、室町時代から近世以前の集落は、 8区を設定した丘陵尾根上を中心に展開していたと

推測される。段状遺構10。 ■で検出した柱穴はこの時期のものと考えられるが、並びや掘り方の規

模に規則性を見つけにくく、抽出した建物は建物25を除いて柱穴配置、柱間距離とも他の時代に比

べ雑な印象を受ける。或いは平面長方形の単純な柱穴配置でなく、大小の柱穴を織り交ぜた複雑な

柱穴配置をしていたのかもしれない。また、既に述べたように 4～ 8区で検出した集石遺構や土石

流は、この時期の水溜遺構とその流水の跡と考えられる。

古人幡付近遺跡で出土した土師質土器の内、13世紀前半までは古市遺跡の編年に従えると思うが、

13世紀後半以後はやや様相が異なる印象を受けた。本来なら中世後半の編年を独自に行わなければ

ならないだろうが、ほとんどが包含層出土遺物で一括性の高い資料に乏しく、並べることができな

かった。中世後半の土師質土器の編年は、墓 。ゴミ穴等の土羨や溝等の一括性の高い資料の増加を

待って行いたい。

- 110 -



古八幡付近遺跡 陶磁器数量表
種  別 器   種 子灰 5牛娠

1日  杏  b I区 Ⅱ 区 Ⅲ 区 Ⅳ 区 V 区
度

区

牛８

査

灰半

調 6区 7区 8区 計

眩 0 4

0

0 0 0

0 0

日 磁 7 0

1

0 1

一日
0

0 0

灰 2

珠 0 0

0

そ  の 0

偏 一酬 0

0 0 0

0 0 0

10

近世 。近代

古人幡付近遺跡の調査中に地元の人から、近世の敬川集落は古墳群を検出した 9区よりも邊かに

高い標高まで続いていたという話を聞いた。さらに 8区で検出した古道は、山越えで高野山南側の

有福方面へぬける道の一部だとも説明された。実際に古人幡付近遺跡の丘陵南側に足を踏み入れて

みると、切り通しの道が高野山へと続いており、途中まで石敷きを確認できる。明らかに100mを

越える標高でも大規模な削平段がいくつも確認できた。ここは冷泉寺の裏山に当たるので、建物以

外に神主城跡で検出した様な近世墓群が造られていた可能性もある。どちらにしても日本海に面し、

河口に位置する近世集落が、弥生時代中期の集落よりも高い位置に展開していた事実は、集落の立

地や変遷の原因を考える上で実に興味深い。

この時期の出土遺物を検討すると17世紀後半以降は出土した陶磁器類のほとんどを肥前系のもの

が占めており、それ以前に見られた備前や瀬戸・美濃、外国産の焼き物が見られなくなる。また、

古道の西側で検出した土羨 6は粘土採掘坑と思われるが、段状遺構20出土遺物に窯道具が混じって

いるので付近に石見焼の窯跡が存在する可能性が高い。

ま と め

古人幡付近遺跡の最も重要な調査成果は、大まかにではあるが地域の歴史をたどれることだと思

われる。これは以前には遺跡が存在しないと思われていた立地の 7区以東の発掘調査を行った結果、

それまで遺跡周辺で所在を確認できていなかった時代の遺構・遺物が検出された為である。

弥生時代中期の資料は、今回居住域を調査したので一挙に増加した。これまで第V様式以降の土

器は比較的まとまった量が出上していたが、第Ⅲ・Ⅳ様式の資料はわずかだった。このことは周辺

の遺跡にも共通しており、弥生時代後期以降は遺物だけでなく遺構も確認されているが、中期の資

料は包含層出上の遺物が確認できる程度で建物群を調査した例は無かった。今回弥生時代中期の集

落を調査したのは全くの偶然だが、長期間存続する集落遺跡の「抜けている」時代の遺構が、これ

まで調査を行ってこなかった立地に存在する可能性を示す成果だったと考えている。

平安時代や中世の集落は比高約35mの尾根上や比較的傾斜の急な斜面で検出したが、このような

立地に中世の建物群が造られているとは当初予想できなかった。 8区で検出した平安時代の建物群

は尾根上の小さな谷地形を造成して作られている。これは遺跡周辺に企画性のある建物群を建設す

るだけの広い台地が無かった為と考えられる。ところが調査前休耕田だったうえに廃車が放置され
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ている状態だったので、平坦地は近代以降の削平で遺跡は存在しないと考えられていた。石見地方

は平野が少ない為、丘陵上を大規模に削平して耕地を造るとの考え方もあるが、周辺の丘陵で尾根

上を広い水田にしたものはほとんど見ない。圧倒的に多いのは斜面を利用した棚田である。つまり

尾根上の水田は、元々ある程度平坦になっていた所を選んで造られた可能性がある。棚田について

も同様で、厚い耕作土の下には旧地形やかなりの遺構が削られずに残っていた。

石見地方は発掘調査件数が少ないため、集落の立地を掴めていない時代や地域がかなりある。こ

れらについて考える際に、地形の異なる山陰東部を参考にするだけでなく、これまで発掘調査を行っ

てこなかった立地についても検討していく必要があると思われる。現在目にしている地形や人国の

多寡、これまでの成果に基づく先入観に惑わされず、地域に即した調査を行えば現在分かっていな

い時代の資料を得ることができ、それぞれの地域がたどってきた歴史の実像も見え始めるだろう。

古人幡付近遺跡の今後の課題としては、調査区内で検出できなかった時期の集落や古墳時代後期

以外の墓の所在について検討せねばなるまい。また、複数の機関 。調査員が調査・報告を行ってい

るため、遺物の総合的な検討が行えていない。今後もこれらの作業を継続して行うと共に、遺跡周

辺の発掘調査によって資料が増加することでこれまでの成果に修正が加えられ、さらに具体的な集

落像が復元されることが期待される。

誠ぽ
古人幡付近遺跡調査指導風景

一
甘
・．

【常鬱一・ャ一い」一一一・′
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第 1章 調査の経過と概要

第 1章 調査前の状況

横路古墓は敬川西岸の標高約92mの 山の南斜面麓近くに位置している。分布調査時に斜面で平坦

地を幾つか確認しており、その内の lヶ 所で集石を確認したことから古墓群として遺跡に登録され

た。集石を確認した平坦地そのものは工事対象地から外れ、その下の標高約42mに位置する平坦地

のみ調査を行うことになった。調査前の斜面は鬱蒼と草が茂り、麓近くでは棚田の石組みを何とか

確認できた。この時点では近世の陶器碗が表採できた程度である。

第 2節 調査の経過と概要

本調査は平成 9年 7月 30日 に開始している。調査開始直後には、近世墓の標石と思われるような

石は検出されなかった。床面を地山まで掘削すると柱穴を検出したので、近世墓ではなく建物に伴

う加工段であると判断した。この加工段の東端には拳大の石を無数に積み上げた集石があり、経塚

かなにかではないかと考えた。そこで石の図面をとりながら掘り下げた結果、拳大の石積みの下か

ら、墓標と思われる人頭大の石と墓羨の落ち込みを確認した。

また、急斜面の上に位置する遺跡へ登るために重機で道をつくったところ、道の黒褐色上の部分

から6世紀後半の須恵器蓋杯と土師器の細片が出土していることに気が付いた。さらに加工段の床

面をトレンチで断ち割ると、南側は大規模な盛上によってつくられたもので、その最下層に黒褐色

の近世以前の遺物包合層があることも分かった。このため調査区の南側の斜面にトレンチを設定し

て遺物が出土する範囲の確認を行った。その結果、初めから遺跡として括られていた部分を I区 と

し、遺物が出土した麓近くの緩斜面は新たにⅡ区として I区の後に調査することにした。

近世以前の遺構面を調査をするために、至急近世加工段の調査を終了しなければならなかったが、

調査した時期が盛夏ということで日差しが強く、土色の区別に苦労し思うように柱穴を検出できな

かった。そこで、20あ まりの柱穴を検出した時点で 1棟の建物を想定して調査を一時中断した。

9月 19日 より重機を使って重機を使って斜面の掘削を開始した。重機で近世加工段の盛上を取り

除くと、下層で近世の陶磁器類が多数出土した。その後人力よる掘削に切り替え、地山面で古墳時

代後期の建物2棟 と段状遺構を2ヵ 所を検出した。Ⅱ区の北側を拡張すると、さらにもうlヶ 所段

状遺構を検出し古墳時代の遺物も出上した。このため調査区外にさらに遺跡が広がっていると考え

られた。しかし、■月になって近世加工段の床面を再度精査をしたところ、柱京を多数検出したの

でそちらに専念しなければならず、これ以上の調査区拡張は断念せざるを得なかった。

横路古墓の調査は当初調査班を2つ に分けて飯田A遺跡と平行して行っており、調査期間は10月

いっぱいを予定していた。■月からはもう一方の調査班と共に古人幡付近遺跡 7区の調査に入る予

定だったが、調査が進むにつれ検出した遺構の数が増え始め、最終的に現地調査が終了したのは12

月18日である。その間、12月 ■日には調査指導会、同13日 には現地説明会を行った。
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第 2章 調 査 の 結 果

第 1節 近世以前の遺構・遺物
調査区の立地 (第 153図、写真図版151)

調査区は標高92mの 山の南側斜面に位置し、敬川から波子に抜ける谷沿いの道に面している。調

査区は調査前に遺跡として括ってあった近世加工段とその斜面下方を I区、新たに拡張した標高約

28～ 34mの緩斜面をⅡ区とした。以下、近世以前の遺構・遺物について記述し、その後 I区で検出
した近世の遺構について述べることにする。

段状遺構 1(第 155・ 157・ 159図、写真図版153・ 164)

調査区北側に位置し、床面の標高は約42mを測る。近世加工段の床面精査を進めたところ、須恵

器や土師器を伴う黒褐色上の不成形プランを検出し■。その後、近世加工段の床面造成土と黒褐色

の遺物包含層を取り除いたところ、段状遺構と29基のピットを検出した。床面は西側と南側が流失

しているので元の平面形は不明である。東側コーナーには壁溝が残存 していた。周辺で検出した

ピットには北側の壁面と平行して並ぶものもあり、段状遺構 1に関連する可能性もある。その中で

第155図 B― B'ラ インのピットは比較的掘り方の規模が大きく、15～ 20cmの柱痕も確認している。

建物 2の柱穴と似ているので、段状遺構 1に伴う何らかの上屋を支えていたのかもしれない。

遺物は床面と周辺で須恵器と土師器が出土している。この内第159図 1～ 4を図化することがで

きた。 4は土師器高郭の脚部と思われる。横路古墓では土師器の高郭が多数出土したが、調査区内
では 4が最も高い標高で出土した。

段状遺構 1の時期は床面付近で出土した 1・ 2よ り6世紀後半頃と判断される。

建 物 1(第 156・ 157・ 159図、写真図版154・ 呵64)

建物 1は段状遺構 1の約 8m斜面下側に位置している。建物 1を検出した標高34～42mの斜面部
は調査区内で最も傾斜が急な所で、当初遺構の存在は予想していなかった。建物の南側はほとんど

流失したものと思われ、本来の形態や正確な規模は不明である。床面が流失する位置から約50cm南

で北壁に平行して並ぶ柱穴を検出しているので、あるいはここを中心に南側に反転した規模の竪穴

住居だったかもしれない。検出した床面の規模は3.4× 0。 9mで、標高は約37.6mを 測る。床面壁際の

一部で浅い清を検出している。また、建物の斜面上方には建物を囲むように幅50cm前後の溝がめ

ぐっており、斜面上からの流水を防いでいたと考えられる。この溝の中央付近には蓋をするように

石が置かれていた。床面南側で検出した柱穴は何れも径10～ 15cmの小規模なものだが、調査時に柱

穴掘り方を意識していなかったので柱痕部分のみ掘ったのかもしれない。

このほか建物 1の斜面上方で 5基のピットを検出した。建物 1に伴う可能性は低いと思われるが、

規模や形態から何らかの建物の柱穴と考えられる。詳しい時期は不明だが、土層堆積状況から建物

1よ り後に掘られたことは確かである。

遺物 (第 159図 )は細片が多く、図化できたのは 5点のみである。 5と 9は、建物北側にめぐる

溝内の石の周辺で出土した。また、出土した遺物の大半は 6～ 8の様な土師器甕である。出土した
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建物 1計測表

規   模

ギ   Em

歓
ｔｃｍ‐

番   号 P3 P4 PA PB PC PEl

面 径 (cm) 13× 11 15)(14 16× 15 28)(24 40× 31 31× 27 40× 38  1  62× 34

底 面標高 (m) 3729 3782 3R R5

番   号 PE オ  | ― ―
―
―

一

―
~~

一再 38〉く37 オ  | ―
― ― ― ~

一

柱間距離 (m)

一

須恵器の時期は、およそ 6世紀後半頃と考えられる。

段状遺構 2(第156図、写真図版156)

標高約33mの急斜面と緩斜面の変換点で検出した。段状遺構 3の約1.5m東側に位置する。検出し

た床面は東西約4.8m、 南北約0.6mを測る。床面の南側は北側に対し不整形なので、多少流失したも

のと思われる。床面で浅い柱京を2基検出したが、壁溝は確認できなかった。埋土中で土師器の細

片が出上したが図化できなかった。

時期を判断できる遺物が出土していないが、検出した位置や形態、埋上の状況から他の段状遺構

に近い時期の遺構と考えられる。

段状遺構 3(第 158・ 159図、写真図版156・ 164)

段状遺構 2の西隣に並ぶような位置で検出した。平面形は不整形で、床面は水平でなく全体に浅

く窪むような形態を呈している。検出した床面の規模は東西約8.2m、 南北約1.2mを測る。床面で浅

いピットを 1基検出したが、壁溝は確認できなかった。柱穴は床面の南側で北壁に平行するように

並ぶ 2基を検出した。柱穴の規模は小さいが、柱間距離が約2.3mと建物 1と 同じである点が注意さ

れる。段状遺構 3の西側斜面下方には 2× 0,4mを 測る別の平坦面が造られていた。この小規模な段

が段状遺構 3に伴うか判断できなかったが、床面の北側には浅い溝が掘られていた。

横路古墓 建物 1、 段状遺構 1 3出土遺物 (第159図 )
器  種 調 零 色  調 傭  考

狽忠希 14ヽ身 快状還構
1

66 端部はシャーブ 回転ナデ 強いナデ
回転ヘラケズリ

色
色
炊
灰
淡
青
画
面
外
内

164 凹孫アア
同壕ヘラケズリ

殊 色

土帥器甕 ヨコナデ ヘラケズリ
ァ、オ 日

茶褐色

上目叩器局 lIN Ｏ

ｙ

脚端部平坦 ナデ(指おさえの跡もある)
不定方向のヘラケズリ

験 余 伺 色

須恵器壷 建物 1 口稼端に鈍い突線状の
砕

回転ナデ 灰色
肝面 茶鵜

“土帥器甕 ヨコナテ
ヘラケズI)

淡橙褐色 内面 に接
谷 痛

7 □ 縁 端 や や Π円厚 ヨコナデ  ヘラケズリ 漆 資 褐 行
口縁直線的に外傾 ヨコナデ ナデ

ヘラケズリ
暗茶褐色

十 B両器 才円= 広の柑キ (幅4 3cm) ナデ ケズリ(肉 tal) F音余 褐 色 タツ々 TttL立 々

須恵器
縛願帝

段】犬遺構
3

饉

６

天

５
．

最

１

回転ナデ 外向淡炊色
内面 明灰缶

ナ デ に よ る
藤 縮 誦 芽

□ 孫乗プ需脅bιkか々 OИ 疑ヽ封杉 ヘラケズリ 赤 黍 脅

口豚長い ヘラケズリ 外面暗茶褐色
内面 茶褐色

月日常い,長ら/~rtゝ 強めのヨコナテ
ヘラケズリ

橙褐色
黒斑有り

口縁は直立きみ 横万向のすテ
ヘラケズリ 存

色
掲
褐
茶
余
永
画
面
外
内

219 回豚大きく外炭 暗茶褐色

上日中電辞オ巴芋 ナ デ 71・ 囲 崎 余 伺 色

(黒斑あり)
肉 帝 業 本 名
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遺物 (第 159図 )は埋土中で土師器が出土した。14は西側の床面で出上した甕で、他は細片のた

め図化できなかった。その他周辺で10～ 13。 15。 16が出土している。

出土した土師器だけでは遺構の時期を判断しにくいが、およそ古墳時代後期以降と推測される。

I区出土遺物 (第 160図、写真図版165)

近世加工段造成上の下に堆積した黒褐色の遺物包合層は、 I区 を設定した急斜面の西側ほぼ全面

に堆積していた。ここでは古墳時代後期の須恵器・土師器を中心とした遺物が出土している。

1は斜面上方で出土した弥生土器の壺である。頸部下に20条のヘラ描直線文と竹管文を施す。内

面はハケメ調整後ナデを施している。直線文が多条化しているが 1本ずつヘラで描いているので、

石見 I-3様式に分類されると思われる。須恵器のほとんどが古墳時代後期のものだが、一部古代
のものが含まれていた。14は非常に焼成が良く遺跡周辺で出土する須恵器邪と全く様相が異なって

おり、他地域から持ち込まれた遺物と考えられる。17は古人幡付近遺跡で出土した須恵器碗と同じ

タイプの碗で、調査区内でこの 1点だけ出土した。16は一見糸切りの須恵器郭に見えるが、古墳時

代後期の邦身である。上製支脚 (12・ 13)は、古人幡付近遺跡で出土したものに比べ、直立気味で

突起が短い。18は甑の取っ手と判断して図化したが、断面がほぼ円形で胴部のカーブが不自然なの

で高邦脚部の可能性がある。20は須恵器壼の底部と判断したが、非常に硬い焼成をしており中世以

降の瓦質土器の可能性がある。

横路古墓 I区出土遺物 (第160図 )

建 物 2(第 161・ 163。 164図、写真図版155。 166)

Ⅱ区西側の緩斜面に位置し、主軸はほぼ東西軸にのっている。2間× 2間の柱穴配置を持つ総柱

建物と思われるが、南西端の柱穴はちょうど柱穴が予想される位置に石があり検出できなかった。

P7・ 8の柱痕の位置や柱間距離から考えると、石と石の間に柱を据えていたのかもしれない。柱穴

器 種 出十111点 調 啓 缶   調 備  考
1 弥生壷 上レと ヘラ沈線 (20条 )

その「 下と中程に竹管支
ナデ、ヘラミガキ
ハケメ調整のあとナデ

色
ｔ
褐
褐
灰
茶
淡
淡
面
面
外
内

磨 製 右 斧

狽思器 J4ヽ蓋 瑞罰6はやや外反 回

同

ヘラケズリ
十ギ

淡炊色

4 不定方向のヘラケズリ
同転ナデ 強いナデ

濃灰色

5 猿恵器不身 端部はシャーブ 回転ナデ 炊色
外面には自然釉

色

7 灰 色

箔東 器 硯 流 繰 FBRに東W寮

テ賞F軍 言 邦

笹

３

端

Ｚ

脚

１
脚端部半lH Eal

1ク 165 ユビオサエ 示 奈 伯

Z肢突起
側面中共に71

面風化 指頭
あずかに残る

茶褐色

須 思 希 コヽ 椀か?深身 回転ナデ 回転ヘラケ
ズリ 不定方向のナデ

外向 暗黒灰色
内面 明灰褐●

ていねいな
イ七n

回弘ナデ ヘラケズリ (短邑

狽思器必身 回転ナデ
回転ヘラケズリ

色妖

宮

淡

灰

画

面

外

内

17 165 須恵器椀 口縁端 部外反  高 台
の晰面は三角形にチい

回転ナデ
回転糸切り

淡灰色

ナデ 指頭圧痕 赤 黍 角

察恵器豆 俊

７

天

７
．

職

１

回転ナデ ケズリ 色灰
色
黒
灰
画
面
外
内

(黒色粒多
数付着 )

丸質豆 ア ア  ロ 称 ア ア
ヘ ラ捌 ぬ絡 十 ギ

淡灰色
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掘り方の平面形は楕円形で、柱間距離を整えようとしたと思われる。掘り方の底面レベルは中央の

P5だけ浅くなる。P5。 6以外では柱痕をしており、柱間距離は梁行きが 4尺、桁行きが 5尺を指向

したものと見られる。P6では柱痕を確認できなかったが、柱の位置に石が据えられていた。

遺物 (第 164図 )は建物周辺で須恵器と土師器が出土した。 5・ 6は出土地点がやや離れている

が外面の特徴からセットと考えられる。 5の天丼部には全面にカキメが施されている。これは同じ

江津市内でも、敬川以束で調査した遺跡から出土した 7世紀前半の蓋には見られなかった特徴であ

る。土師器の高イは、脚部が高いものと低脚の 2タ イプがある。

建物 2計測表

規   模
契  行  き 桁  行  き
2間  (238m) 2間  (282m)

主    軸 N―RF―W

柱穴
(cnl)

番   号 P2 P6 P8

上 面 岳0〉(40 75× 52 32)(32 63)(60 47)(4 38〉〈34 61× 54 67〉〈51

m) 117

柱間距離 (m)

P2--3 Pl-4 P2-5 P3--6 P4-7 P5--3 P4

122 116
P5-6 P7-8

一 一

一
― ―
~~

―
~~~

柱列 1～ 4(第 162図、写真図版 )

建物 2の東側では、柱痕と掘り方を分層できない小規模なピットを30基前後検出した。これらの

柱穴から建物を抽出することはできなかったが、建物 2か ら東に伸びる柱列を4通 り想定した。柱

列 1・ 2はほぼ等間隔で建物 2に向かっていることから、建物 2につながる柵や塀等の可能性も考

えられる。また、柱列の斜面下狽1に は土器溜まりを検出した窪みが東西に伸びていることから、こ

れに関連するものとも考えられる。いずれにせよ、段状遺構 1と その東側で検出した柱穴群に関係

横路古墓 建物 2周辺出土遺物 (第 164図 )
器 種 出十1111点 の 十

1 喬
奉
思

の

須

帝
短巨早刀Z
国 主刀

端吾い半 JH向 回転ナデ 灰 色

2 須思誇 j・IN身 回転ナデ 外国 崎殊色

内面 暗茶褐色

3 頂恵器高郭 12.8 体部中程に稜 ほい LHl称アブ
同環ヘラケズ1)ナデ

仄 色

4 須思希 コヽ
(蓄 ?)

口豚吾卜外反、肉向に段 独 日の 口 称 ア ア

回 転 ヘ ラケズ 1' ナデ
濃灰色
肝 面 陪 本 塀 名

狽恵器外蓋 ２

以
蛋珠つまみ
か夕b娠れヽ

回転ナデ カキロ 暗青灰色

狽忠器外身 口縁部直立気味 回転ヘラケズリ
強めの回転ナデ

全み者しい

7 土師器寮 128 端音いは厚く丸セ ヨコ万回のナテ
ヘラケズ|'

H音余 褐 色

ヘラケズ I

卜面 が 胆 厚 す る ヘラケズ I

口縁は端部外面が肥厚 ヘラケズ
''

外山 黍褐色
内面 暗茶褐色

11 端吾ドは

'旱

みがあり丸い ヨコ万同のケデ
ヘラケズ

')

婚余褥色

ヘラケズリ

端部肥厚 ヘラケズリ ナデ
同転ナデ (指3百

『

痕有)
赤茶色 内面に接合

席

14 ヘラケズリ

土師器低朋 咽約
4｀明 唸褥色 百寛永

蜘鮒
脚内面はていねいに仕
rttta、る ヘラケズリか?

暗橙褐色

土目中器高身 屋物 2
日 1刀

ヨ希音|`tよ丸 彬` ナデか? ヘラケズリ 赤茶色

ナデ ヘラケズリかフ
す デ r、ラ

~ラ
で

166 上日叩希
ミニチェア十器

直回、丸医 指イこよる丁甲l■ 暗茶褐色
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が似ている点は注意される。

これらの柱列より斜面下方では遺構を検出しておらず、遺物も土器溜まりより南ではほとんど出

上していない。調査区の南に設定したトレンチからは遺構 。遺物を検出できなかったので、古墳時

代後期集落の端に位置する可能性もある。

土器溜まり (第 163図、写真図版167・ 168)

建物 2東側の土器溜まりでは、甕・高不・甑 。竃等の上師器が大量に出上した。特に土師器の高

不はバリエーションが豊富で、大きさや形態はそれぞれ異なっている。移動式竃は西隣の浜田市で

は現在のところ出上しておらず、石見沿岸部では分布圏の最も西になると思われる。土製支脚は I

区の斜面で出土したものとよく似た形態をしている。これらの土器は須恵器の時期や出土状況から、

調査区内で検出した 6世紀後半から7世紀前半の遺構から廃棄されたものと考えられる。

Ⅱ区出土遺物 (第166図、写真図版167・ 168)

Ⅱ区では建物 2や土器溜まりから出土した古墳時代後期の遺物以外に、他の時代の遺物も僅かで

はあるが出土している。 9。 10は弥生土器で、石見V-1様式と思われる。20はかなり摩滅してい

るので斜面上方からの流れ込んだ遺物と考えられる。 8は底部のみだが灰白色を呈しており、平安

時代終わり頃の土師質土器の可能性がある。調査区内でこれらの時代の遺構は検出していないが、

敬川対岸の古人幡付近遺跡では同時期の遺構・遺物を丘陵上で多数検出している。古人幡付近遺跡

の状況を参考にすると、おそらく調査区を設定しなかった山の頂上付近や斜面、谷部に古墳時代以

外の時期の遺構が存在すると推測される。



横路古墓 土器溜まり出土遺物 (第165図 )
器  不車 出十111点 形 熊 ・ 支 様 の 特

1 須思希
壷 (警 ?)

上 希

溜 圭 b
172 口縁は端部を上下に突出

させ沈線舟1条登回らせる
回転ナデ カキメ
タタキの後カキメを加十

灰 色

狽忠器外男 陀
灘
・３
．
．

口豚音卜1よあまり屈曲せ
ずに内傾する
端部は丸い
受部は先率日りし、端部は
シャープ

強い回琢ナデで仕上
げ? 回転ヘラケズリ
軽いヘラケズリの後
木回のようなもので
構方向に調整

狭思 希 局 コ
｀

不定方向のナデ
回転ナデ

黒灰色
断面青灰缶

土日中希島4
(鉢 ?)

踊首ptょ九 ,側り
あずかに外厚

拓
努

ヨヨ万 向 の ナ デ
指 |IH匡 膚 泳h

赤黍褐色

土師器高不 余褐色
断面暗褐色

ナデ
強いキ旨おさえか?

茶褐色

脇世首β

端径
8
節 格

口豚部イよ内4貝‖イこ屈度Hさ
せる
端部には面がある

手づくね 赤茶色 手づくね

土帥器甕 端部は先綱りするが丸
鷺ヽ

ヨコ方向のナデ ナデ
タテ方向のヘラケズリ

暗黍帽色

口縁は外にカーブ
端部ι主寺てて厘い

ヨコナデ ヘラケズリ?
相い調整

暗黒褐色

回豚瑞訃 Fよ角ばってヽ
て面がある

ヨコ万向のナデ
ハケメを施した後ナデ
ヘラケズ1'

暗飛褐色

11 口縁 は直立ぎみで余り
開かない

4ヽり電
内面はヘラケズリ

外面茶褐色
内而暗茶褐負

端部はやや角ばる
10る とヽえなカミある

内向はヘラケズリ 暗褐色

回 豚 tま瑞 ヨSの外 万 に屈
曲 X4Jス

ヨヨナデ
内面 tよヘラケズリ

外画淡余褐色
内面椿褐缶

17.2 口縁は外側に強く屈曲させる
絆喜ほι主寺い

ヘラケズリ 淡茶褐色

ブ嵩音卜|ま炉朝まる ヨコ方向のナデ
ヘラケズリ

`め

対の動きがノI導い

暗茶褐色

外側に屈曲する
□縁端部は☆1く つくる

ヨコ万同のナデ
ヘラケズリ 指雨

『

痛

土帥器甕 瑞 首卜fよ厚 賜 り丸 い ヨコ方向のナデ
ハケメ ヘラケズ1'

赤 余 色

横路古墓 土器溜まり I区出土遺物 (第 166図 )
器  種 出十111点 (cln 謂 整

1 移動式電 土器
溜まり

132 外―ハケメ
内一ヘラケズリ 指西F■虐

赤茶褐色

1 土 日

“

器 支 全 体 に椙 lfし て ある

ナ デ

ナ デ

土師器把手 IIL芋罰S分 fよ先瑞 にむけ
て知くたっていく

ヨコ万 同 の ヘ ラケズ リ 廷

再

外

内
明余褐色
黒,

ナデ 外面淡茶褐色
内面茶褐侮

土 目

“

器 glt? ヘラケズリ

土日中質イ 低モ`段がつく 凹 %ア ア
底部は回転糸切りと思わ
れるがマメツ1ッている

灰自色

弥生甕 端部は九くてやや上方に突出
させる。かなり磨減しているが
爆凹絹歩盛梱十

ナナメ方向に突出す
る
ヘラケズリ

淡東褐色

狽思恭 j4ヽ蓋 瑞音

"は

シヤープにつくる ヘラ切り後ナデ
回転ナデ 強い回転ナデ

外向濃灰色
内面青灰色

跡 回
泌 鑑 拐 有

りるとヽ本オ ブ需音brk苛 1と ヽ
土師器高不 端部は不整形 ナデ 種褐色

(黒瑯有Ⅲ
手つくね

土帥器訥 把手をつ けたために内
側にふくらむ

ナデ 暗茶褐色

土 RIW器甕 ツ涌首ptょヵし,、 ナデ ヘラケズリ
ョコ方向のナデ

赤余色

17 B「l器琴 ヘラケズリ

強 い ナ デ ?

希
？
即
錘
主
土

4

鞭評
纂子し口寺の |かえり」が見
ら″とる

棟 万 同 の ヘ フ調 整

ナデ
赤茶色

狽患器林身 径

Ｒ

Ａ口
“

高

１
瑞部はシヤープに測くなる
直台 J甘嶽ド血 1ヤイ 1寸 h出 オ
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第 2節 近世の遺橋・遺物

近世加工段 (第 167・ 168・ 176図、写真図版151～ 153・ 157・ 158)

調査前より東西40m以上、南北10mの広さの平坦地を確認できた (写真図版157上 )。 段の北西に

は遺跡名の由来である古墓群があり、調査区内でも近世墓やそれに関わりのある建物跡が検出され

ると予想された。表土を取り除くと、山側の上砂が崩れている部分以外はすぐに床面を検出できた。

検出した床面は南側の幅 3～ 5mが盛土によって造られており、盛上の高さは最大で 2m近くなる。

盛上の最下層には近世以前の遺物包合層である黒褐色上が堆積しており、一部は床面として削平さ

れ柱穴を掘り込まれていた。その上に暗褐色系と橙褐色系の上を旧地形に合わせて斜めに盛ってい

き、最後に床面を水平に整えている。床面で検出した柱穴は西側に集中しており、建物はこの位置

に限定して数回の建て替えを行ったと考えられる。近世加工段の東側では土羨墓を 5基検出した。

時期を判断できる遺物が出上していないので、建物群との正確な前後関係は不明である。しかし、

建物と同時期に造成した平坦地に造られ建物から意識的に距離をとっていることから、建物に先行

することはないが建物が存在した時期には造られ始めていると推測される。建物から土羨墓群まで

は約10mの距離があり、この間では遺構を検出していない。建物の南側にも幅 4m前後の遺構空白

地がある。建物に伴う空き地として利用された部分であろう。段のほぼ中央の南端には、麓から近

世加工段に登るための道がとり付けられている。幅約 2mを波よるもので、全て盛土によって造られ

ていた。

建物 3～ 5(第169～ 171図 )

近世加工段の床面では50以上の柱穴を確認しているので、何回か建替えが行われたものと判断し

た。段の軸に合わせて建物 3～ 5を抽出したが、建物は平面が長方形になることを前提に組んだも

ので近世建物の複雑な柱穴配置は認識しきれなかった。柱穴は主に地山部分に掘り込まれていた。

柱鬼掘り方には lm前後の規模のものがあるが、柱自体は掘り方底面の窪みから20cm前後と思われ

る。第168図で柱穴を検出した位置を確認すると、建物を想定した部分の西側は東側に比べて柱京

の希薄な部分がある。建物の範囲では貼り床を確認したが、西側には灰褐色の非常に硬い上が貼ら

れていた。このような状況から、建物は東側に床が設けられ、西側は土間になっていたと考えられ

る。建物の北西角では径 lm以上の土羨を検出した。土娠は地山とよく似た土で一気に埋められて

おり、桶などを据えた可能性も考えられたが痕跡は確認できなかった。土娠の西側でも柱床を検出

しているので、上屋の下に入っていたと考えられる。

建 物 3(第 169図 )

近世加工段で検出した建物の中では、最大の規模である。2間 × 3間の柱穴配置を想定したが、

東側の梁行きの中間柱は検出できなかった。柱穴掘り方は平面円形または不整楕円形を呈し、規模

は検出面で lmを越えるものもある。Pl・ 3'4は二段掘りにして上屋の高さを調整している。柱間

距離は梁行きが5。 5尺と8.5尺を指向したと思われるが、桁行きは不揃いである。また、P8の上面で

は炭と焼土の面を検出した。柱床の抜き取り等に関連する祭祀を行った痕跡と推測される。

建 物 4(第 170図 )

建物3を南東にずらした位置に、2間 ×4間の柱穴配置の建物を想定した。桁行き南側のP2・ 3

間では柱穴を検出できなかった。柱穴掘り方は、平面円形または不整楕円形を呈している。柱間距
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離は、梁行きの東側が6.5尺と9.5尺、西側が 6尺と9尺を指向していると思われる。桁行きは不揃い

であるが、概ね 6・ 7・ 7.5。 11.5。 13・ 14尺を指向したと思われる。建物 3同様、P6検出時に柱穴

祭祀跡を確認した。また、建物の北側と東側ではこの建物に関連すると思われる浅い清も検出した。

建 物 5(第 171図 )

建物 5は、近世加工段の建物の中では一番西側で検出した。北西と南西の角の柱穴は、巨木が存

在しために掘削できず、確認することができなかった。 2問 × 4間の柱穴配置を持つと想定したが、

西側梁行きは 3間であった可能性が高い。柱穴掘り方は、平面楕円形を呈し、全ての柱穴で柱間距

離や上屋の高さを整えるための工夫が見られた。柱間距離は、東側の梁行が6.5尺、12尺 を、桁行

きは概ね五尺または10尺 を指向したものと思われる。P5では検出面で祭TE跡 を確認した。また、

P7西側には38× 33cmの範囲に炭が堆積していた。炭の面は床面に堆積した茶褐色上の上から約20

cm掘 り込まれており、検出面には土師質土器の皿 (第 172図 12)が置かれ、小石が散乱 していた。

炭の面の下で焼土面や柱穴は検出していないが、何らかの祭万巳を行った跡と推測される。

建物 3計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
2間 ( 161m) 3 41tttal

N-6と ― W

歓
ｍ

昇 P2 R P6 P8

叫

ｍぅ

116× 72 68×  (6β 80)(70 76〉〈46 95〉〈67 73)(50 64X54 152)× 127

175 4202 4184
番   号 P10 Pll
L面 径 (cm) 82)(58 48)(37 48〉〈44

底 面標高 (m)
一

イ ―
~~

一 一

柱間距離 (m)

Pl-2 P2--3 P3-4 P4 P6-7 8-9
434 377

_―
~

163

建物 4計測表

規   模
X 桁  行  差

2闇 ( ARm) 4尾昴 (1006m)
軍HI N-67° 一M「

畝
でｃｍチ

番   号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P8

L面 径 (cm) 62〉〈60 (87)× (77) (68)× 46 34)(26 42X30 89)(59 66〉〈44 100)(46

底面 標高 (m) 4188 41 R9

番   号 P9
一

― ~

一
―
~ イ

上 面 径 (cm)
希揮盲 (mⅢ

27)(26 iO)(45
一 一

― ~

41 74 174

柱間距離 (m)

P3--4 P4--5 P5-6 P6-7 P7--8 P8-9
424 350 230
P9-10 P10-11 Pll-2

178
一

イ ―   ~
一

近世加工段出土遺物 (第172図、写真図版168・ 169)

加工段の床面では陶磁器類と金属製品が僅かに出上している。出土した陶磁器類は小片が多く、

時期は17～ 18世紀代と考えられる。

建物 5計測表

規   模
梁  行  き 桁  行  き
2間 (561m) 3間 (992m以上 )

主    軸 N-67V―W

畝
ｍ

番   号 P2 P3 P4 PFl P9

上 面 径 (cm) 50〉く48 (81)× (31) 71〉く52 FIII)(66 7R× 57 67)〈 52 72)(「D6 52)(10 50〉(lR

底 面標高 (m) 4123 153 170 4180

柱問距離 (m)
Pa-4 P6-7

116
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横路古墓 近世加工段出土遺物 (第172図 )
器  種 I「 十111面 □符十rr

1 幅器例 L世ガロ上ら 綿櫛
衆 4V(言 ブ
底部にスタンプ (青 )

局台困向に砂 日 HttEll糸

2 勾胎梁付碗 125 口縁に梁付 (青 ) 明青灰色

3 阿器鉢 ? 却
９４
我

１
明緑貢褐色

4 阿器碗 綿
郷
島台に梁付 (黒′ 炊 日色 肥 Blj糸

5 陶器皿 ク
ｍ

胎上国 淡緑灰色 盾津系

6 縁 形  鉄 粕 の 梁 付
Pa」命 4ヽ肌 醐

髄
宋 1丁 (南、又 子 か r 灰自色

8 阿希騒鉢 322 rD
I),ト

口稼を弥り返して土稼状
にする 14条 1単付の繕日

婚 余 褐 色 彰8本田
llll千藷 坊 ?ゝ

9 十 日耐管 m
土叩賞
灯明皿

１

”
淡橙褐色

鉄器刀子
涙

７

存

α

残

１

鉄 器

欽器ノJ子 て

の

ナ

苗
帥
‐′井
り
垂
佑
感

煙 管

古 銭 冨 永迫 管 (新頁 永 )

土境墓群 (第 173・ 174図、写真図版160。 161)

近世加工段の東端で検出した。調査区の周辺には墓標と思われる集石が点在しており、近世加工

段にも土羨墓が存在すると予想された。しかし、加工段の床面には周辺で見られる様な集石は見当

たらず、土羨墓を検出した位置には拳大の河原石が無数に積み上げられていた。 トレンチで土層を

確認したところ、地山ブロックを合んだ層が幾重にも積み重なって堆積し、その下から標石と墓羨

断面が検出された。この平坦地の造られた地点は斜面が急で何度かにわたって崩落し、土羨墓の上

に堆積したようである。標石の上に積み上げられた石は、崖が崩落し土砂が堆積した後に墓の位置

を示す為に置いたものではないかとも考えられる。川原石と堆積した土砂を取り除くと、標石を 4

ヶ所確認できた。標石は一部上砂崩れのためか、現位置を留めていないものもあったが、すべて方

形に置かれていたようである。その後墓羨の確認を行ったが、プランを検出する事が困難であった

ため、標石を残して地山面まで掘り下げて確認した。 3基は標石のほぼ真下に墓娠を確認できたが、

2基は標石のないところで検出した。土砂崩れの際に標石も流された可能性も考えられる。また、

標石と思われた lヵ 所の集石の下からは墓羨を確認する事ができなかった。最終的に 5基の上羨墓

を確認した。検出した土壊墓の中から時期の判断できる遺物は出土していないが、西側で検出した

建物と同一の床面に造られていることから、18世紀後半以降の土頻墓と考えられる。

土境墓 1(第174図、写真図版163)

5基の土娠墓の中で一番西側で検出した。墓壊上面で標石を確認できなかった。壁はほぼ垂直に

掘り込まれ、床面は平坦で平面形は長方形を呈している。主軸は東西にとられており、検出した土

羨の中で一番整った形の墓療である。遺物は出土していない。

上境墓 2(第 175図 )

土羨墓 1の東で、土羨墓 3・ 4と隣接して検出した。墓羨上面には30～ 60cmの石が 4個置かれて
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いた。墓娠の検出が特に難しく、基底部のみ検できた。標石の位置から考えて本来の深さは50cm以

上はあったと思われる。墓羨断面は逆台形を呈し、床面は中央が少し窪み不整長方形を呈している。

遺物は出土していない。

上渡墓 3(第 175図、写真図版163)

土羨墓 2・ 4の 中間で検出した。上羨墓 2と は約20cm、 土羨墓 4と は約10cmしか離れていない。

墓壊上面に標石は無かった。墓羨断面は逆台形を呈し、南側壁面はほぼ垂直に掘られている。床面

は平面楕円形を呈し、壁際が約20cmにわたって一段下がっている。遺物は出土していない。

土壊墓 4(第 175図、写真図版162・ 163)

土羨墓群のほぼ中央、河原石の集石の真下にあたる位置で検出した。墓羨上面には、10～ 45cmの

石が19個墓羨に沿うように方形に組まれていた。墓羨断面は逆台形を呈し、北側壁面はほぼ垂直に

掘り込まれている。床面は平坦で平面は長方形を呈している。土羨墓 1同様主軸を東西にとってい

る。遺物は出土していない。

上境墓 5(第 176図、写真図版162)

土羨墓群の西端で検出した。墓羨上面には、少し北側にずれたところに9個の石が置かれていた。

また、北西に20cm程ずれたところには■個の石がほぼ方形に置かれていたが、土羨墓 5に伴うかは

はっきりしない。墓羨は西側断面は逆台形をしているがその他はほぼ垂直に掘り込まれている。床

面は北西角に向かって高くなり、平面は台形を呈している。

床面より上師質土器の碗と刀子 (第 172図 13・ 14)が出土した。

焼 土 境 (第 174図 )

土羨墓 1の北側で検出した。平面形は円形を呈し、規模は検出面で64× 60cmを測る。土羨内には

炭や焼土塊を多く含む茶褐色土が堆積し、その周りには厚さ4～ 6 cmの焼土面が検出された。焼土

面の下には炭を含む暗茶褐色上が薄く堆積していた。土壊の形態は小炭窯に似ているが、土娠墓と

同じ面で検出したので性格については不明と言わざるを得ない。

横路古墓土境墓一覧

生
口
Ｏ万

報

番

上 面 1平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm)
深さ(cm) 主  軸 出 土 遺 物 銭 貨

骨
存
人
残底 面 1平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm)

1

長  方  形 685
N-90° 一W

長  方  形

2
長  方   形 905

N-81° 一E
長  方  形

3
円 形 740

560 (N-83° 一W)
楕   円  形

4
長  方  形

(N-76° 一E)
形 1150

5
長  方  形

N-88° 一W 刀子 (1)、 土師器 碗
長  方  形

近世加工段造成土内出土遺物 (第177～181図、写真図版169～ 172)

建物を検出した加工段西側の造成土下層からは、17世紀から18世紀までの陶磁器類と金属器が出

土した。建物を建てる際に不燃物を一括して廃棄し、造成上内に埋め込んだものと推測される。遺

物の中では第177図の唐津系陶器が最も時期が古く、胎土目の皿も2点出土している。最も多く出

土したのは18世紀代の碗・皿類である。特に肥前系の碗の出土数が多く、調査区内で出上した陶磁
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器の50%近 くを占めている。また、碗・皿類は最大 5個体まで同じものが出土するので、セットで

購入したものと思われる。ただ、碗類は染め付けのパターンがやや不揃いで、中には焼成不良の為

に釉が透明に成っていない磁器も含まれていた。このほか片口や鉢類も出上しているが、形態や釉

の特徴から地元産の可能性がある。大型の甕は唐津系の甕が 2個体出土した。

造成土内では19世紀に入る陶磁器類は出土しなかった。このため出土した遺物にはやや時期幅が

あるが、加工段を造って建物を建てた時期はおよそ18世紀後半頃と考えられる。

横路古墓 陶磁器分類表
器  種 個体数 計 ナヒΣト(%)

碗

唐津系 2

50ワろ

肥前系磁器

肥前系陶胎染付

肥前系陶器 (染付なし)

肥前系陶器 (透明釉のもの)

皿

唐津系

21%
肥前系磁器

肥前系陶器 (染付あり) 5

肥前系陶器 (染付なし)

地元産 2

鉢

橋鉢 4

6%
こね鉢 1

地元産 5

その他 4

片 口 地元産 ? 3 3 1%

甕
唐津系 2

3 1%
瓦質 1

そ の 他

灯明皿 8

10%

灯明受皿 1

焙烙 5

仏花瓶 1

壷 (磁器) 1

壼 (陶器) 1

瓶 1

猪口 1

火鉢 (瓦質) 1

香炉 1

小瓶 (磁器) 1

不 明 ■ %

合 計 229

横路古墓 近世加工段造成土出土遺物① (第 177図 )
1 阿器 lu ヒ世加工,

造成工
貫大俗
12.1

霊台徊
5.5

霊台俗
38

口縁端部を内側に方り
曲げる

淡緑炊色 盾津系

P翻苓 /」 L`L 晴緑色

3 169 陶器皿 12.6 4.1
rR R、

口縁端部を内面に折り曲
tギ/n イ大部 t● 1=砕がつて

月台土目 黄灰色

鞠妃
砂 目 哨 棘 色

書 Ftt r甲 決 /kⅢ

169
169 記育僣

3.8

訴台徊
52

賄土 日 文灰色

7 陶器碗 暗緑褐色
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横路古墓 近世加工段造成上出土遺物② (第 178図 )

1 磁器碗 正世瀬■七
浩誠十

罰含管
40
スダンプ (育 ) 褐 色 焼成不艮の

為光沢無し

再台雀
38
梁付 (青 ) 吹日色 肥前糸

И ,
梁付 (膏 ) 呂台内向に砂極 炊 日色

4
R氏
梁付 (青 ) 自色

5
R負 一 舌 粗 日

7

底部に記号
白 ″ 1司様

の碗が別に
9rlsI太ムる

8 爵台径
4_9
染付 (青 ) 高台接地面に砂粒 肥前系

9
4.1

梁 1寸 (棘言 ,
底部に記号 (文字 )

炊 色

″
莉
衆 lV(噌 採 巴 リ
底部に記号

淡灰褐色 ″ I司檬
の碗が別に
1個依あス

l

14
梁 1寸 (言 ,
見スみに記号 (支宰 ?)

炊自色 月巴前糸

付
目
梁
網
, 外向は二重
1帝 ,十一 舌 紹 日

綿
採
梁 1寸 (青 ) 高台接地面に砂粒が

多く付着
淡青自色

鞣器 lL
と A

見込み、高台に砂粒
が多くイ寸着

日

磁器椀 ″
颯
口縁内向に梁付 (吾 )
見込みにスタンプ

育 llM和

磁器皿 ″

４

．

６
肉向に斜交裸の梁付
(青 )

自 肥前 波佐
見 同様の
皿が別に4
rm依広る

日傾
端屈洒罫

日

阿月合梁付
碗

島台笹
4■
梁付 (育 ) 明青灰色 肥前系

島育笹
5^2

染付 (緑 ) 見込みに砂粒が付看 緑炊色

7.55

翻４．４
梁付 (青 ) ス 色

司台雀
49

局含接部分には砂極
ぶ Zて持善

暗青灰色

局台密
52
染付 (緑 ) 緑灰色

局育管
47
梁付 (青、人物か?) 明縁炊色

170 高台省
44
梁付 (言 ) 含

等
局
を
そ地部に砂極が
善

畠台笹
47
染付 (黒茶 ) 灰色

棒 成 ス 向



横路古墓 近世加工段造成上出土遺物③ (第179図 )
器  種 調   啓

1 陶器碗 上

十

胴

戯

世

浩 細娼
外向の4ケ所に日色のIal点
内面に,丈白有のXh痺滞十

茶色 肥前 現川

2 725 宿台

５

一乳 明文炊色

3 誘台俗
48
覇台宿
五 父

阿器皿 ２

” 靱
獲
梁付 (茶色 )

乳台俗
26
彗台宿
45

外面 淡灰色
内面 暗緑角

梁付 (余色 ) 日

靱４．６
外面 明緑灰
内面 渉緑掲

切 り

な

17

7

阿器片口 234 細
部
片口縁端の左右に丸い
かざり券つける

月含」二日 波練次色

詞言悟
104

自色 の
発

ヽ
跡胞瀬

焼
為
角

17

却９，６山

炊褥色 の
発

ヽ
跡胞瀬

焼
為
有

XtH器爺

横路古墓 近世加工段造成土出土遺物④ (第 180図 )
器  種 出十加点 (帥〕器言にm)底仔trln) 調    塔 色   調 備  考

1 幻器仏花加 工

十

加

成

＝
哩
近
迪

左右に1耳」がつく 明東褐色

ク 阿 器 鉢 縁 灰 色

婿烙
(深め )

口豚上 向に深さ2 cmの
★あめ

ナ デ 明茶桐色

賠 烙 褐 色

5 陶器指鉢 徊

２

台

上

一罰

Ｉ
月台」二日 余 色 鎗 栖

桶 千 諄 ふ 9

口稼を折り返して肥厚させる
11条 1堂付の精目

7 口稼を打り返して肥騨 せる
19盗莉 肖 桁 の 妊 日

陶器鉢 口 豚 を上 万 に 拡 張 し2
冬 の rL「 綿 浄綱 八十 る

豚炊褐色

横路古墓 近世加工段造成上出土遺物⑤ (第 181図 )
器  種 調    整 行   調 備  考

1 陶器甕 IⅡガH上「
造成上

国 豚 ほ 跡 lH1 1子拡

肩に2条の指頭圧痕文帯
口 称 ケ ア

タタキ

暗茶褐色 居 審 米

接点の無い
店部右b

平 底 ナデ 淡褐色 居 岸 米

接 点 の 無 い

席 部 右 h

瓦質甕 ? 韓
脚

ハケメ
ナデ

外向は灰日色
内面は黒灰色

焼成不艮
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第 3節 小   結

横路古墓の発掘調査は近世墓を対象として開始したが、それ以外に古墳時代後期の遺構・遺物や

近世の建物も検出された。以下、横路古墓で検出した 2つの時期の資料について、調査区周辺の状

況も踏まえてまとめてみたい。

古墳時代後期の資料

検出した遺構は比較的残りが悪く、建物と考えられるのは 2棟だけだった。建物 1は床面や周辺

から土師器甕や甑、土製支脚などが出土しているので、物置等のスペースでは無く建物跡と判断し

た。残存する遺構の形態から小型の竪穴住居の可能性が考えられる。敬川河口において住居の中心

が 2× 3間以上の掘立柱建物に切り替わるのはこれより後の時代と考えられる。建物 2は 7世紀初

め頃の倉庫と考えられるが、検出した柱痕が倉庫にしてはやや細く、周辺で土師器高郭やミニチュ

ア土器が出土するなど性格にはやや不明な点がある。

古墳時代後期の出土遺物はほとんどが土師器の煮炊き具で、須恵器はごく僅かしか出土しなかっ

た。これが敬川地域の一般集落の特徴であるとすると、古人幡付近遺跡で古墳時代後期の須恵器の

出土量が少ない点も説明がつく。また、室崎商店裏遺跡をトレンチ調査のかなり早い段階で後期古

墳と判断できたのは、このような横路古墓の須恵器の出土比率に対し、細片とはいえ須恵器しか出

土しなかったためである。このほか土師器高郭がややまとまって出土した点も注目される。古人幡

付近遺跡 3区と平成 8年度調査区では古墳時代中期の土師器高邦が大量に出土しており、敬川河口

の古墳時代集落ではこの頃まで多数の土師器高不が使われていたようである。

横路古墓で検出した古墳時代後期の遺構は、非常に見通しの悪い谷の急斜面で検出した (写真図

版151上 )。 このような立地に造られた遺構群を一般の集落と理解して良いものか、古墳時代後期の

集落調査例が少ないため判断に迷うところである。調査中から、谷の中という立地や湧水点に近い

こと、手捏ねの高邦が出土し調査区内外に岩が多数露出している点等を基に、祭祀に関連する遺構

群の可能性も考えられた。しかし、周囲の見通しは非常に悪いものの南向き斜面なので日当たりに

問題は無く、湧水は古人幡付近遺跡で見たように通常の集落にとっても重要な要素である。このた

め横路古墓の様な立地の集落が、平野の少ない石見地方にあっては普遍的に見られるものなのか、

それとも祭祀などに関連した特殊な性格のものなのかは今後の調査例の増加を待って判断したい。

近世の資料

I区では掘立柱建物と土羨墓を調査したが、同じ様な平坦地は調査区に隣接して 2ヶ 所存在する

ほか、山の南側斜面の広い範囲で確認することができる。Ⅱ区は調査前に棚田になっており、それ

より下の谷底は水田にされていた。谷部を耕地として利用する為に建物・墓
。道等の施設は山の斜

面に造られたと推測される。調査区外の平坦地もほぼ同様の性格のものであろう。また、出土した

陶磁器類に中世のものや高価なものが含まれていないので、 I区で検出した近世の遺構は18世紀後

半頃にこの斜面に移ってきた農家の建物とその住人達の墓と考えられる。

近世加工段の造成上内を中心に多数の陶磁器類が出土し、特に以下の点が注目される。まず、出

上した磁器碗には表面に気泡が多数あるものや、焼成不良の為ツヤの無い白色を呈しているものも

含まれている点である。これらは肥前系の磁器で、地元で生産されたものではない。このような不

良製品が産地を遠く離れた石見の農家で使用されていた事実は、当時の焼き物の販売状況や農家の
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経済力を考える上で好資料になると思われる。

最も注目されるのは、調査区内で出土した括鉢が地元産かもしれない点である。江津市西部の集

落遺跡から出土する悟鉢は、中世後半になると備前焼の悟鉢が大半を占め、古八幡付近遺跡でも備

前焼V期の資料が多数出土している。ところが近世になると備前焼の資料が見られなくなり、変わっ

て横路古墓で出土したような括鉢が大勢を占めるようになる。このタイプの括鉢は国縁の形態は唐

津系のものに似ているが、径が小さく高さのある削り出し高台が作られている。高台と内面底部に

は胎土目の跡が残る。胎土は荒く黄褐色を呈し、焼成はやや悪い。内外面ともに茶褐色の銹釉をか

けているが、薄くムラが目立つ。時期は造成上の下から出土したので、18世紀後半以前に生産され

たものであることは間違いない。遺物整理中にこの揺鉢の産地を探すことはできなかったが、江戸

時代の終わり頃から石見地方の広範囲で大規模に生産される「石見焼」の悟鉢の中に、これとよく

似た悟鉢が存在することに気が付いた。窯跡出土資料では、益田市の北ヶ廻遺跡の出土品に見られ

るタイプの悟鉢である。表面の釉が来待釉であることを除けば、日縁端部や高台の形態はよく似て

いる。北ヶ廻遺跡は幕末から明治初め頃に操業していた窯跡で、生産品は横路古墓の遺物より新し

い時期のものである。石見焼がいつ頃からつくられ始めたかについては様々な見解があり、18世紀

には既に銹釉を使用した石見焼が焼かれていたという意見もある。これまでの発掘調査で出土した

石見焼を見る限り、来待釉を使用した典型的な石見焼は19世紀以降に製作されたようである。しか

し、横路古墓で出土した揺鉢が、北ヶ廻遺跡で出上したタイプの悟鉢と同じ系譜の時期の古いもの

であれば地元産の可能性があり、石見焼の祖形は18世紀に既に焼かれ始めていたことになる。なお、

巻頭写真図版 3に は横路古墓で出上した悟鉢と、北ヶ廻遺跡、室崎商店裏遺跡、長東坊師窯跡で出

土した揺鉢を並べてみた。石見焼の悟鉢は時期が新しくなるにつれ、口縁が玉縁状に変化し、高台

は径が大きく高さが低くなり、釉は鮮やかな赤茶褐色を呈するようになると考えている。今後他の

資料と比較しながらさらに検討したい。

調査区内では石見焼の代表的な器種である「ハンド」と呼ばれる大甕は出土しておらず、陶器甕

は唐津系のものだった。このように他の器種も含めて考えると、石見焼が大規模に生産され始めた

時期についてはなお不明な点が多い。石見焼成立の過程を解明するためには、今後は窯跡の調査を

行うだけでなく、横路古墓のような時期を判断できる近世集落資料の検討も必要と思われる。

以上、横路古墓の調査によって得た資料について簡単にまとめてみた。古墳時代後期は古人幡付

近遺跡で集落の状況を掴めなかった時代であり、近世は古人幡付近遺跡では調査期間の関係で、調

査や遺物の掲載を省略した時代である。このため、敬川下流域の歴史を考える上で、横路古墓の資

料は古人幡付近遺跡の成果を補うものといえる。
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第1図 神主城跡・室崎商店裏遺跡。古八幡付近遺跡・横路古墓の位置と周辺の遺跡 (S=1/50000)



周辺の遺跡一覧
潰  F7B 名 飛ヨ   昇J 所  在  地 概 要 備 考

1 神 主 城 跡 城 跡 江津市二宮町神主
郭、腰郡、土塁、掘切

土羨墓18、 小炭窯 1、 滞 3、 古道

2 室崎 商店 裏遺跡 古 墳 江津市敬川町 横穴式石室、焼土羨 1

古 人幡付近遺跡

一
跡

期

跡

墳

落

中

落

文
雌
生
巖

縄

近

弥

環

古

江津市敬川町 竪穴住居 4、 水田跡、弥生環壕、古墳 2基、横穴式石室

掘立桂建物46、 溝15、 上壊10、 石器、縄文土器、弥生土器

分銅型土製品、土師器、ミニチュア土器、土製権、転用硯

統一新羅土器、木製容器、木製農耕具、田下駄、白磁碗

同安窯系青磁、龍泉窯系青磁

4 横 路 古 墓
百項僚 7vl果溶 FJl

近 世 集 落 跡
江津市敬川町

掘立任建靱 5

土坂墓 5

5 久 保 川 遺 跡 散  布  地 江津市嘉久志町久保川 須恵器

6 浜 田 落 台 場 跡 台  場  跡 江津市嘉久志町

7 嘉 久 志 遺 跡 経 塚 江津市嘉久志町 土羨 1

8 久 本 奥 窯 跡 空
（

跡 江津市嘉久志町
地下式登り窯、掘立柱建物 1、 須恵器、土師器、硯、鴫尾、

瓦 (下府廃寺と同氾)

9 新 屋 遺 跡 散  布  地 江津市嘉久志町

岡 田 屋 遺 跡 散  布  地 江津市二宮町羽代 須恵器

鹿 伏 山 遺 跡 散  布  地 江津市嘉久志町 土羨 1、 縄文土器

棚 橋 押 込 遺 跡 散  布  地 江津市都野津町山ノ内 須恵器、土師器、土製権

二 又 平 古 壊 古 墳 江津市都野津町六反田 墳形不明

半 田 浜 遺 跡 散  布  地 江津市都野津町半田浜 石斧、弥生土器、須恵器、上師器他

天 ヶ 峠 古 墳 古 墳 江津市二宮町神村 円墳 2基、横穴式石室、土器、管玉 消滅

行 者 山 古 墳 古 墳 江津市都野津町行者山 箱式石構、直刀

清 水 遺 跡 肥
墓

伸
茅

駅
火

江津市都野津町清水 須恵器、蔵骨器

稲 荷 山 遺 跡 散  布  地 江津市都野津町稲荷山 弥生土器、密棺

半 田 浜 西 遺 跡 散  布  地 江津市二宮町神主
掘立桂建物 2、 溝10、 土羨 1、 石積み、弥生土器、土師器、

須恵器、奈良三彩、石製有孔円盤、土製権、石帯、

越州窯青磁

坂 部 遺 跡 散  布  地 江津市二宮町神村 須恵器

隠 居 田 遺 跡 散  布  地 江津市二宮町神主 弥生上器、須恵器、土師器他

春 木 田 遺 跡 散  布  地 江津市二宮町神村 須恵器

宮 倉 遺 跡 集 落  跡 江津市二宮町神主 竪穴住居2、 掘立柱建物 3、 加工段 3、 階段状遺構 3、 柱穴群3

溝 5、 弥生土器、土師器、須恵器、瓦 (国分寺と同文)

二 宮 C遺 跡 集  落  跡 江津市二宮町神主 竪穴住居 1、 IFH立柱建物 2、 濡 1、 弥生土器、土帥器

瓦質土器、青磁碗

土居西屋 古墳群 古 墳 江津市千田町後谷 円墳 2基、横穴式石室 (う ち 1基は消滅)

森 口 古 墳 群 古 墳 江淳市千田町中千田 円墳 2基、横穴式石室

空 山 古 墳 群 古 墳
江津市千田町中千田

空山

円墳 2基、墳形不明 2碁、横穴式石室、須恵器、土帥器、鉄
刀残片

大 元 神 社 古 墳 古 墳
江津市千田町中千田

空山
円墳、横穴式石室

伝 仙 古 墳 群 古 墳 江津市二官町神村 古墳 2基

石 田の セ ド古墳 古 墳 江津市千田町大野谷 横穴式石室

ツプラヤブ古墳群 古 墳 江津市千田町大野谷 円墳 5基、横穴式石室、須恵器

32 岩田氏宅裏古墳群 古 墳 江津市千田町大野谷 円墳 2基、横穴式石室 市指定

33 白 石 古 墳 古 墳
r■ 岸 巾■ 田 即Jバ イ 合

白石
円墳、横穴式石室

金 ク ソ 古 墳 古 墳
江津市千田町大佐張

金クソ
円墳、横穴式石室

峠 田野地古墳群 古 墳 江津市千田町大佐張 古墳 4基、横穴式石室、須恵器、勾玉、銀環、鉄刀
塊仕IE認 ぐき/●

のは、 1基

ダ イ 古 墳 群 古 損
r■ β 中 ■ 田 WJ天 1生張

ダイ
円墳 4基、横穴式石室



種   別 所   存   地 既 睾 備    考

恵 後 古 墳 古 墳
江淳市千田町大佐張

恵後
横穴式石室

大 溢 古 墳 古 墳
江津市千田町大佐張

大溢
横穴式石室

岩 本 古 墳 群 古 墳
■澤 巾十四匹J天佐張

岩本
3基、横穴式石室

現在確 言ぷで きる

のは、 1基

馬 の 背 古 墳 古 墳 江津市千田町大佐張 横穴式石室

石 指 古 墳 古 墳 江津市千田町大佐張 円墳、横穴式石室

42 二 本 松 古 墳 群 古 墳 江津市二宮町神主 1号墳 (円墳、横穴式石室)、 2号墳 (横穴式石室) 2号墳墳丘なし

恵 良 遺 跡
山  代  本  ～

中世集落跡
江津市二宮町神主 掘立桂建物 6、 済 6、 須恵器、土師質土器、白磁硫

高 神 遺 跡 古 代 集 落 跡 江津市二宮町神主 溝、土師器

飯 田 C遺 跡 散  布  地 江津市二宮町神主 弥生土器、須恵器、土師器、土製権、陶硯

46 青 山 遺 跡 散  布  地 r■辞 中_呂 四」御上
青山

弥生土器、須恵器、土師器

47 飯 田 A遺 跡 空
（

跡 江津市二宮町飯田 石見焼窯跡、建物 3

二 宮 古 墳 群 古 損 江津市二宮町神主 古墳 3基 ?、 横穴式石室

49 高 野 山 火 塚 古 墳 江津市二宮町神主 円墳、横穴式石室、須恵器

イノキ廻古墳群 古 墳 江津市二宮町神主 円損 3基、横穴式石室

泰 寧 寺 跡 寺  院  跡 浜田市下有福町古屋敷 棟板、地蔵尊像、宝筐印塔残欠

山 根 古 墓 古 墓 浜田市下有福町 五輪塔、宝盤印塔

滝 ノ 下 古 墓 昔 墓 浜田市下有福町 宝医印塔

火 の 谷 古 壌 古 墳 浜田市下有福町火の谷 円墳、横穴式石室

古 人 幡 遺 跡 散  布  地 江津市敬川町 額恵器、上師器 敬川八幡宮故地

I 区
江滓市波子町

先 打 出 井 畑 遺 跡

Ⅱ 区
江津市波子町

先 TJ出 オ メ田 這 跡

Ⅲ 区
江津市波子町

堂  々 窯  跡 窯 跡 江津市波子町 炭窯

大 田 屋 窯 跡 窯 跡 江津市波子町 連房式登窯 (石見焼)、 陶器、瓦、小刀、針金、釘、古銭

光 明 寺 跡 寺  院  跡 江津市波子町高峯山

波 子 遺 跡 散  布  地 江津市波子町太平山 縄文土器、石族、石斧、古式上師器他 太平山遺跡群

長 東 坊 師 窯 跡 窒 跡 浜田市上府町 石見焼窯、陶器、瓦、古銭

大 尾 谷 遺 跡 浜田市上府町

阿 刀 城 跡 城 跡 江津市跡市町跡市 郭 一部踏査不可能

神  村  城  跡 城 跡 江津市二宮町神村 郭、土塁、竪堀

福 田 城 跡 城 跡 江津市有福温泉町本明 郭、土塁、堀切

本 明 城 跡 城 跡 江津市有福温泉町本明 山城、石塁、井戸跡
笠顔
"J 
ら明販捌ヽ

福屋城跡と同一

加 志 岐 城 跡 城 跡 江津市有福温泉町本明 郭、土塁、堀切、竪堀

殿 峰 城 跡 城 跡 江津市波子町 明確な遺構なし

尾 上 城 跡 城 跡 江津市波子町 郭、石垣 一部踏査不可能

龍  ヶ 城  跡 城 跡 浜田市宇野町林原 郭、帯郭、土塁、堀切、虎口

※番号のない○は、窯業遺跡
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第 3図  神主城跡 調査区配置図 (S=1/400)
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調査区境界
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第 4図 神主城跡 第 7ト レンチ実測図 (S=1/80)、 I区土娠墓群全体図 (S=1/200)
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第 5図 神主城跡 土壊墓 1～10実・all図 (完掘後)(S=1/120)
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